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Ⅰ 総括的概要 
 

世界経済は、株式相場の堅調を背景に良好に推移し、景気拡大に伴う株高が経済に恩恵をもた

らす好循環となった。 

国内に目を向けると、海外経済の回復や国内の在庫循環の改善、五輪関連や生産性向上に関わ

る設備投資の増加など、経済対策に伴う公共投資の執行が押し上げ要因となり、個人消費はエネ

ルギー価格の上昇が下押し要因となるものの、耐久財の回復や節約志向の緩和などから、日本経

済は内外需バランスの取れた景気回復傾向を維持した。 

しかしながら、地域経済においては、景気回復の実感がないまま、一部の中小・小規模企業は

深刻な人手不足や事業承継問題などに直面しており、本市の経営環境においても依然として厳し

い状況が見られた。一方、本市の活性化につながる明るい出来事として、プロバスケットボール

のリンク栃木ブレックスがＢリーグ初代チャンピオンに輝いたほか、宇都宮ブリッツェンのジャ

パンカップサイクルロードレースにおける歴代最高順位の活躍や、栃木ＳＣのＪ２復帰など、プ

ロスポーツ界の活躍が目立つ一年でもあった。また、観光振興におけるデスティネーションキャ

ンペーンの始動や、地方創生ムービー「キスできる餃子」の制作が行われるなど、観光客の増加

や消費拡大が期待できる話題も見受けられた。 

宇都宮商工会議所は、平成２９年６月に就任した関口会頭のリーダーシップのもと、「現場主

義・双方向性の徹底」、「幅広いネットワーク力の活用」、「情報発信力の強化」を活動指針とし、

景気回復の大きな潮流を確実に地方に引き込むため、中小・小規模企業者の生の声に耳を傾ける

ことにより現場における正確な情報把握に努めた。一方、具体的事業としては、持続可能な地域

経済を牽引するための８つリーディング事業を柱に、平成２８年４月に国の認定を受けた経営発

達支援計画に基づく、販路開拓や事業計画策定などへの伴走型支援に注力し、小規模事業者の持

続的発展を支援したほか、企業再生支援分野では国の委託事業である事業承継ネットワーク構築

事業の事務局として、事業承継診断やポータルサイトとちぎ地域企業応援ネットワークの構築運

営に携わり、管内事業者の事業承継に対する気づきと円滑な事業承継を支援した。また、商業振

興・観光振興分野では、個店の魅力を伝えファンづくりにつなげる“まちゼミ”や、大きな経済

効果が期待できる栃木デスティネーションキャンペーンの支援、ものづくり・販路拡大の支援、

ひとづくり支援、雇用の促進支援など、さまざまな事業を推進するとともに、組織の基盤となる

会員に対するサービスの充実や、行政等に対する政策提言についても継続して取り組んだ。 
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Ⅱ 主要事業 
 

１ 企業活力の強化 

本市の大多数を占める中小・小規模事業者は、人口減少や高齢化、経済のグローバル化等の構造

変化とともに、売上減少や原材料価格の高騰、人材不足、経営者の高齢化による事業承継等に多く

の課題を有しており、事業所数の減少傾向が継続している。 

地域経済の基盤である中小・小規模事業者の経営環境が危機的な状況下において、当商工会議所

では、巡回・窓口相談を通じ現場の声を徹底的に拾い上げて、事業者の経営課題や支援ニーズを明

らかにするとともに、「商工会・商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律の一部を改正す

る法律（小規模支援法）」において、商工会議所が小規模事業者の支援の『中核』と位置づけられて

いることから、平成２８年４月に国の認定を受けた経営発達支援計画に基づき、経営指導員等によ

る小規模事業者の事業計画策定と計画実行の支援、販路開拓や創業促進、経営改善・経営革新等の

伴走支援を実施することで、管内小規模事業者の持続的発展を支援した。 

また、外部専門家や関係機関と連携した各種支援施策の活用により、中小企業の事業再生、新分

野進出、事業承継等の経営課題解決を通して企業活力の強化を支援した。 

 

(1) 経営相談支援の推進 

職員による巡回・窓口での経営相談や、国の中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援

事業等の専門家派遣事業を積極的に活用するほか、経営専門相談会の開催をはじめとした各種

専門相談を実施した。 

また、小規模事業者の専任担当者を設置し、当該事業者に対する経営計画の実行支援体制を

構築したほか、経営支援を担う職員の支援スキルとコンサルティング能力の向上、販路開拓の

ための補助金活用支援等、外部専門家や関係機関との連携による経営相談支援体制を構築して、

小規模事業者等の個々の経営課題解決に努めた。 

ア 経営指導員等による巡回・窓口相談の強化 

巡回相談５，２２９件（計画：６，２００件） 

窓口相談３，９９６件（計画：２，５５０件） 

イ 中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業 専門家派遣２６件（計画：３０件） 

ウ 経営・技術強化支援事業〔エキスパートバンク事業〕 専門家派遣７２件（計画：７２件） 

エ 経営サポート隊事業 会員事業所隊員による支援０件、勉強会４回 

（計画：支援３件、勉強会４回） 

オ 宇都宮商工会議所振興委員制度 商工会議所の事業案内等の活動 実績８８７件 

カ 税務指導事業 

(ｱ) 記帳代行 事業所数８件（計画：１０件） 
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(ｲ) 記帳継続指導 事業所数２０１件（計画：１３０件） 

(ｳ) 決算代行 利用者数２１１件（計画：２４０件） 

  キ 消費税転嫁対策窓口相談等事業 

   (ｱ) 巡回指導８０６件、窓口相談９０件（計画：指導件数４，２００件） 

   (ｲ) セミナーの実施３回、参加人数５８人（計画：講習会５回） 

ク 経営発達支援事業（伴走型小規模事業者支援推進事業） 

経営発達支援計画に基づき、販路開拓や事業計画策定などの伴走型支援を実施することによ

り、管内小規模事業者の持続的発展を支援した。 計画策定３９件、フォローアップ３７件 

（計画：計画策定１５０件、フォローアップ１，０００件） 

ケ 小規模特定課題対応経営相談会（計画：相談件数６０件） 

(ｱ) 相談会開催回数 ３回 

(ｲ) 相談件数 ６件 

コ 専門相談の実施 

 (ｱ) 税務相談 実施回数２回、相談件数２件（計画：相談５件） 

 (ｲ) 納税相談 実施回数２回、相談件数１１件（計画：相談１０件） 

(ｳ) 知的財産権相談（１日知財窓口） 実施回数１２回、相談件数２９件（計画：相談４０件） 

(ｴ) 法律相談 実施回数１２回、相談件数２５件（計画：相談３０件） 

(ｵ) 不動産鑑定相談 実施回数２回、相談件数０件（計画：相談３件） 

サ 小規模企業共済制度の普及促進 加入件数５６件（計画：７０件） 

 

(2) 創業支援体制の強化 

管内事業所数の減少が続く中、地域経済の底上げと活力ある地域社会を創出するため、創業

希望者や創業後間もない方を対象に、創業計画の作成、資金計画の立案など、創業に必要とさ

れる総合的な学習の機会として「創業スクール」を開催したほか、創業予定者の個別課題解決

に向けた相談会等の開催や、創業に向けたモチベーションの維持・向上と人脈づくりを支援す

る交流会を開催した。 

ア 創業スクール事業 創業スクール１回（３日間１２講座）、受講者数４人（計画：３０人） 

イ 創業者個別支援事業 （計画：創業３件、相談５０件） 

(ｱ) 起業希望者交流会 １回開催 参加者３２人 

(ｲ) 個別相談会 相談件数 １９件 

ウ 宇都宮餃子拡大事業 （計画：新規出店２件） 

(ｱ) 宇都宮餃子拡大普及・啓発セミナーの開催 参加者１２人 

(ｲ) 飲食店開業個別相談会 相談件数 １件 

(ｳ) 新規出店 ０件 
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  エ 中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業（再掲） 創業に係る専門家派遣０件 

オ 経営指導員等による巡回・窓口相談の強化（再掲） 

巡回相談９件、窓口相談１４１件 

 

(3) 金融支援の推進 

    国、県、市の融資制度及び県信用保証協会の保証制度を普及するため、経営支援ガイド（融

資制度掲載パンフレット）の作成配布や当商工会議所会報への利用促進チラシの折り込みなど、

金融相談事業者への各種融資制度の斡旋などに努めながら、管内事業者の資金調達を支援した。 

ア 小規模事業者経営改善資金（マル経融資） 

融資推薦件数５９件、融資推薦額３億９５０万円（計画：推薦７０件） 

イ 商工いきいき特別保証制度 推薦書発行件数７件（計画：１２件） 

ウ クラウドファンディング活用促進事業（計画：セミナー１回） 

(ｱ)  クラウドファンディングセミナーの開催１回（中期事業計画１回）参加者数８人 

(ｲ)  個別相談会の開催１回 参加者数１人 

 

(4) 企業再生支援の促進 

当商工会議所に設置した栃木県中小企業再生支援協議会及び栃木県事業引継ぎ支援センター、

事業承継ネットワーク構築事業、経営安定特別相談室等を中心に、企業再生や経営改善、事業

承継を支援し、地域の中小企業・小規模事業者の存続及び雇用確保に繋げた。 

ア 栃木県中小企業再生支援協議会 

相談３８社（累計１０６７社）、再生計画策定支援３６件（累計６２３件）、フォローアップ

２４２社、支援完了３６件（うち抜本再生計画３件）、（累計５８８件、２４，３１２人の雇用

確保）（計画：相談件数５０件、再生計画策定完了４０件、フォローアップ２００社） 

イ 栃木県経営改善支援センター 

(ｱ) 経営改善計画策定支援 

相談４件（累計４００件）、利用申請２１件（累計１５８件）、支払申請１５件（累計８８

件）、モニタリング申請２３件（累計６０件）、モニタリング回数１１２回（累計２０３回） 

(ｲ) 早期経営改善計画策定支援 

相談２４件（累計２４件）、利用申請３１件（累計３１件）、支払申請６件（累計６件） 

   （計画：利用申請３０件） 

ウ 経営安定特別相談室 相談件数 ７社１６件（計画：相談８件） 

エ 栃木県事業引継ぎ支援センター 

(ｱ) 相談企業数２５０社（相談延件数４４１件） 内、二次対応開始案件２５件[M&A 登録専

門機関への紹介]、三次対応開始案件８５件[当センターにおける M&A] 
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(ｲ) 成約件数２２件 内、二次対応成約案件１２．５件、三次対応成約案件９．５件 

（計画：相談１８０件、成約２０件、後継者バンク登録２０件） 

  オ 中小企業倒産防止共済制度加入促進事業 加入９件（計画：１０件） 

カ 事業承継ネットワーク  

ネットワーク構成団体数１２３団体、事業承継診断実施件数１，８１８件、会議開催回数２

２回（内全体会議２回、分科会等２２回）、ポータルサイト「とちぎ地域企業応援ネットワーク

ポータルサイト」の構築運営 

 

(5) 人材確保・育成の支援 

検定試験、講習会、研修会等を実施し、中小企業の人材確保・育成を支援した。 

ア 検定試験 実施回数１０種・１８回、受験者数４，２７２人（日商検定受験者３，４０８人、 

東商検定受験者８６４人）（計画：日商検定受験者２，３５０人） 

イ 新入社員講習会 

(ｱ)  新入社員フォローアップ研修の開催 実施回数１回、参加者数４２人（計画：３０人） 

(ｲ)  新入社員講習会の開催 実施回数１回（１日）、参加者数４４人（計画：５０人） 

ウ ３級簿記講座 実施回数１回（延べ３４回）、参加者数３７人（計画：５０人） 

エ 優良従業員表彰 事業所数５３件、表彰者数２４２人（計画：６５件、２５５人） 

オ 女性の活躍促進支援事業 

セミナー３回、参加者数合計１４人（計画：セミナー４回）  

カ 宇都宮珠算連盟への支援 

フェスタｍｙ宇都宮への出店、そろばんコンクール、あんざんコンクールへの支援 

キ 県内商工会議所経営指導員等研修会 講義４コース、受講者数延べ１６７人 

ク 経営指導員等スキルアップ、コンサルティング能力向上事業 新企画提案３件（計画：５件） 

 

(6) 情報活用支援の推進 

中小企業経営におけるＳＮＳの活用及び情報セキュリティ対策の重要性・必要性を啓蒙し、

個々の中小企業のＩＴ化を支援した。 

ア ＩＴ活用・集積支援事業の推進（計画：セミナー５０人） 

(ｱ) 「５つの IT ツール～ITによる業務効率アップ～」セミナー 参加者２８人 

(ｲ) ２０１７年度ＩＰＡ中小企業情報セキュリティ講習能力養成セミナー 参加者２３人 

  イ 支援体制強化情報ネットワーク推進整備事業 利用実績件数２９１件 

 

(7)  環境・福祉・ＣＳＲの推進 

事業者の企業活動における環境配慮や地域の環境保全への取組を推進し、持続可能な社会の

実現に貢献するために認証・登録制度を普及し、認証取得を支援した。 
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  ア エコアクション２１認証・登録制度 新規登録４件、更新登録４０件 

（計画：新規登録１０件、更新登録５０件） 

イ 事業所版環境ＩＳＯ認定制度 新規認定１件、中間・更新認定２１件 

（計画：新規認定５件、中間・更新認定２０件） 

ウ 環境にやさしい優良企業認定制度 新規認定０件（計画：新規認定５件） 

エ 容器包装リサイクル受託事業 取扱件数１９９件 

オ 汚染負荷量賦課金申告・納付業務受託事業 期限内申告・納付事業所１２７社 

（計画：期限内申告・納付） 

 

(8) 福利厚生・リスク対策の促進 

会員事業所の福利厚生・リスク対策を支援するため、会員メリットがあり、安心して加入でき

る各種共済や各種保険制度の普及に努めた。 

ア 会員事業所共済の運営〔普通共済（ふれあい共済）〕 

加入事業所数１，５３０事業所、加入口数５，７２８．０口 

平成２９年１０月１日の更新から新商品へ移行し、任意包括加入と加入率３５％の要件が撤

廃された。（計画：加入率 35％） 

イ 会員事業所共済の運営〔総合保険、年払保険等〕 

ベストウイズクラブ福祉制度キャンペーン実施回数年２回 

第１回 獲得年間換算保険料５，９５５万円（計画：３，６００万円） 

第２回 獲得年間換算保険料５，００１万円（計画：３，６００万円） 

ウ 会員事業所共済の運営〔大型共済、個人年金等〕 

(ｱ) 大型共済 総保険金契約高 １７５，４９０万円 

(ｲ) 個人年金 総基本年金額 ４，７７７万円 

(ｳ) 終身保障プラン 総保険金契約高 ２４２，６３０万円 

(ｴ) フリー設計プラン 総保険金契約高 ３２，２７４万円 

(ｵ) エスリー 総保険金契約高 ４，１０６万円 

(ｶ) 医療保険 総保険金契約高 １００万円 

エ その他の共済事業の加入促進（業務災害補償プラン、ビジネス総合保険等） 

(ｱ)  全国商工会議所の業務災害補償プラン 新規加入４６件 

(ｲ)  中小企業ＰＬ保険制度 新規加入０件 

(ｳ)  休業補償プラン 新規加入４件 

(ｴ)   情報漏えい賠償責任保険 新規加入０件 

(ｵ)  ビジネス総合保険 新規加入１６８件 
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(ｶ)  関東自動車共済制度 保有台数９０台 

オ 特定退職金共済制度の運営 新規加入６件（計画：新規１０件、加入事業所総数３８０件） 

カ 普通共済（ふれあい共済）の福祉・還元事業（計画：健康診断等６８０人） 

(ｱ) 春の巡回健康診断 実施日数６日間 受診者数３５８人 

(ｲ) 秋の巡回健康診断 実施日数６日間 受診者数２９９人 

(ｳ) 日帰り人間ドック検診 随時実施 受診者数５４人 

(ｴ) 普通共済加入者還元事業 会員バスツアー「白石城の歴史探訪と阿武隈川ラインくだりで

秋を楽しむツアー」 参加者数７２人 

キ 栃木県火災共済制度の普及 新規加入８件（計画：新規１０件、保有件数２００件） 

ク 事業継続計画（ＢＣＰ）策定支援事業（計画：セミナー１回、専門家派遣） 

(ｱ) ＢＣＰセミナー参加９社 

(ｲ) ＢＣＰ短期策定ワークショップ６社 

ケ 健康経営推進事業 セミナー１回開催（計画：１回） 

 

２ 地域経済の活性化 

中心市街地の活性化や商店街への支援および広域からの集客を促進する観光交流事業に取り組

み、商業振興を図る一方、地域資源の掘り起こしや産学官連携・農商工連携を通して、新しいも

のづくりを支援し、地域の産業振興を推進した。また、企業の人材確保・育成を支援し、企業活

力の向上を図った。 

 

(1) 地域商業の振興促進 

商店街の集客力向上と賑わい創出（ハード事業・ソフト事業・活性化イベント）を支援し、

中心市街地および各地商店街の活性化を図った。 

ア 中心商業地新規出店促進事業（空き店舗対策事業） 認定件数１４店舗（計画：３０店舗） 

イ 宮の市（商業祭） 感謝セール実施５２店、バンバストリートフェスティバル等 集客数１

５０，０００人（計画：感謝セール実施３８０店） 

ウ 宇都宮地域商店街活性化事業〔宇都宮市商店街連盟への支援（創立 60周年記念事業）〕 

  創立６０周年記念講演会、創立６０周年記念祝賀会の開催 

エ 得する街のゼミナール“まちゼミ”事業 

  開催２回、参加店８５店舗、講座数１１２回 

（計画：開催２回、参加店６０店舗、講座数１２０回） 

オ ＬＲＴ事業推進への協力 栃木県ＬＲＴ研究会作業部会と東西基幹公共交通整備特別委員会

合同会議２回 
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カ 消費喚起支援事業 宇都宮まちゼミクーポン等の作成・配布 

参加３８店舗（計画：参加３０店舗） 

キ 外国人対応販売促進支援事業 デスティネーションキャンペーン販売促進勉強会開催２回 

ク 産業経営改善支援事業 研修会０回、アドバイザー派遣５回 

（計画：研修会２回、アドバイザー派遣５回） 

ケ 中心市街地活性化事業 

(ｱ) 来街者実態調査の実施 平成２９年７月２３日（日）・２４日（月） 

(ｲ) 中心市街地広域ソフト支援事業 

a 特定非営利活動法人宇都宮中心商店街活性化委員会支援事業（支援イベント：よー元気ま

つり２０１７、中心商店街イルミネーション２０１７） 

b 宇都宮中心商店街みやヒルズ活性化委員会支援事業（支援イベント：ビアガーデン事業、

盆踊り事業、宮っ子フェスタ事業、クリテリウム事業） 

(ｳ) 宇都宮中心市街地活性化協議会への参画 

ａ 総会 １回 

ｂ 実務担当者意見交換会 １回 

ｃ 第２期基本計画進捗状況調査 １回 

ｄ まちなか活性化シンポジウム１回、ワークショップ２回 

コ フェスタｉｎ大谷への支援 集客数１９，０００人 

サ オリオン七夕まつりへの支援 

七夕飾り掲出件数 ４３件（一般参加者１６件、協賛企業４件、商店街１９件、プロスポ

ーツチーム３件、実行委員会１件） 

シ 宇都宮餃子祭りへの支援 集客数１５０，０００人（計画 連携強化） 

ス 第４２回ふるさと宮まつりへの支援 協賛３４０件、協賛金確保６，３６０，０００円 

  （計画：協賛３３０件、協賛金６４０万円） 

セ 宇都宮市おもてなし推進委員会への支援 

(ｱ) 宇都宮市おもてなし推進委員会への出席１回 

(ｲ) おもてなし普及啓発部会への出席２回 

(ｳ) おもてなしセミナへ―の出席１回 

 

(2) 観光振興とブランド力の強化 

観光・文化・スポーツなどの地域資源のブランド力強化に努め、集客交流を促進した。 

ア プロスポーツチームの支援 

Ｂリーグ初代チャンピオンになったリンク栃木ブレックスに対して、青年部とともに優勝パ
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レードを盛大に実施したほか、各種ポスターや応援メッセージの掲出による支援を実施した。 

イ ミヤ・ジャズ推進協議会支援事業〔ミヤ・ジャズイン２０１７の開催〕 

  協賛８６件、協賛金３３４．３万円、出演アマチュアバンド６２組） 

  （計画：協賛９０件、協賛金３００万円、出演アマチュアバンド９０組） 

ウ 栃木デスティネーションキャンペーン推進事業 

 (ｱ) 宇都宮市ＤＣ推進委員会への出席 ４回 

(ｲ) 栃木デスティネーションキャンペーン販売促進勉強会開催 ２回 

(ｳ) 栃木デスティネーションキャンペーン販売促進ポスターの作成 ４，０００枚 

(ｴ) 映画「キスできる餃子」製作委員会への参画 

(ｵ) 宇都宮地方創生ムービー２．０を推進する会への参画 

エ アートによる賑わい創出事業 漫画を活用したまちゼミＰＲチラシの製作 

 

(3) ものづくり・販路拡大支援 

地域の企業が持つ技術力・システム・素材など、地域の特性を活かしたものづくりを支援し、

地域活性化と地域産業の振興を図った。 

ア 農商工連携推進事業〔うつのみやアグリネットワーク事業等〕 運営委員会１回、審査部会

２回、異業種交流会１回、研究会開催２回、プロジェクト採択５件（うち１件取り下げ） 

（計画：新規採択プロジェクト１０件） 

イ 新名産品開発事業〔宇都宮雷都物語〕 イベント出演・ＰＲ活動５回、手づくり教室１５回、

着ぐるみ・パネル「ごろっぺ」の広報活動１３回、セミナー１回（共催）、視察研修会１回（共

催）、売上７，０８６万円（計画９千万円）（計画：売上８，０００万円・新商品開発１件） 

ウ 工業団地役員との連携交流事業  

宇都宮工業団地総合管理協会役員並びに清原工業団地総合管理協会役員との交流会開催１回 

エ うつのみや次世代産業イノベーション推進会議 

推進会議１回、異業種交流会３回、イノベーションセミナー１回、研究シーズ紹介セミナー 

１回、科学技術体験教室２回、コーディネーターによるマッチング支援 

オ 中小企業国際ビジネス支援事業 

  海外展開支援セミナー開催１回、無料個別相談会１回、相談斡旋２件 

（計画：相談斡旋２５件） 

カ 宇都宮ゑびす市事業 

(ｱ) 宮の市（商業祭）ストリートフェスティバルへの出店 ２社 

(ｲ) オリオンＡＣぷらざへの出店 １社 

（計画：参加５社） 
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キ ものづくり支援事業 

  新価値創造展視察実施（東京ビッグサイト）１回     

ク ザ・ビジネスモールへの運営参加 登録企業のべ３０件（計画：新規登録企業１０件） 

ケ ザ・商談！し・ご・と発掘市 

商談会開催２回［当所会員企業：発注企業０社、受注希望エントリー企業のべ７社、商談会

参加受注企業のべ６社］（計画：発注企業登録１社、受注希望企業エントリー５社） 

コ 食品業界交流会事業への支援 セミナー１回（共催）、視察研修会２回（うち共催 1回） 

サ 異業種交流事業（みやみらい２１、宇都宮創游倶楽部）への支援 

  みやみらい２１ 例会他９回、宇都宮創游倶楽部 例会他１０回 

シ 貿易関係証明等発給事業 発給件数９８９件 

ス  ＧＳ１（ＪＡＮ）コード推進事業 受付５０件（計画：４０件） 

 

(4) ひとづくり支援の推進 

企業活力の強化や地域経済の活性化を推進するため、その活動基盤となる青年経営者等の育

成を支援した。 

ア 青年部事業の支援 

次代を担うリーダーとして青年経営者の成長を促すとともに、商工会議所の組織強化を図る

ため青年部が実施する事業の支援や、日本商工会議所青年部相談役の所属する青年部として、

各種関係団体との連絡調整や出向を支援した。 

新規会員加入１５件（計画：新規会員１５件、総会員数１５０件） 

イ 女性部事業の支援 

各種事業を通して、女性経営者としての資質向上や研鑽等が図られた。 

新規会員加入０件（計画：新規会員５件、総会員数７０件） 

 

 (5) 雇用の促進支援 

若年者等に対する職業意識の啓発や職業能力形成の支援を通し、ハローワーク等関係機関や

学校との連携を図り、中小企業の常用雇用を支援した。 

ア ジョブ・カード制度推進事業 

企業向け説明会５回、ジョブ・カード普及サポーター企業４１９社、訓練実施計画確認済企

業６２社、訓練終了企業８６社（前年度訓練開始企業を含む）（計画：訓練計画確認６０社） 

イ 障がい者・高齢者の雇用促進事業 

障がい者雇用セミナー開催１回、障がい者・高齢者雇用に関するアンケート実施 

ウ 宇都宮地区雇用協会への支援 
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障がい者合同就職面接会１回、高校新卒者合同就職面接会１回、雇用関連セミナー７回 

エ 労働保険事務指導事業〔労働保険事務組合等〕 

受託数３０２事業所、４５６事業場、雇用保険被保険者数１，６８５人 

（計画：受託数３００事業所、４６０事業場、雇用保険被保険者数１，６００人） 

オ 女性の活躍促進支援事業（再掲）雇用関連セミナー３回（計画：セミナー４回） 

 

３ 政策提言・組織・財政基盤の強化 

   会員や地域からの意見・要望を幅広く反映させ、地域のオピニオンリーダーとして、行政等に対 

して積極的な政策提言活動を実施した。また、安定した事業活動を展開していくため、会員組織の 

拡大と財政基盤の強化に努めた。 

 

(1) 政策提言・組織・財政基盤の強化 

地域及び産業の振興を図るため、景気対策や中小企業対策、まちづくり等について、建議・

要望活動を積極的に実施した。また、会員組織の拡大と安定した財政基盤の強化に努めるとと 

   もに、部会・委員会活動を積極的に展開、支援した。 

ア 政策提言事業 

(ｱ) 第５４回栃木県商工会議所議員大会提言要望（提出先：栃木県知事、栃木県議会議長、栃

木県議会副議長、栃木県議会経済企業委員会委員長、日本商工会議所会頭、県選出国会議員、

国土交通省宇都宮国道事務所長、東日本旅客鉄道㈱代表取締役社長） 

 (ｲ) 平成３０年度税制改正に関する要望（提出先：地方選出与党国会議員） 

(ｳ) 平成３０年度宇都宮市への予算化及び措置要望（提出先：宇都宮市長、宇都宮市議会議長） 

イ 会員管理・加入促進事業 

     平成２９年４月から平成３０年３月までの１年間を推進期間として加入促進活動を展開した 

ほか、役員・議員はじめ、商工会議所事業を積極的に利用している会員事業所等に対し会員加 

入希望事業所の紹介依頼を行った。さらに、過去に指導実績がある非会員事業所や当商工会議 

所制度利用者への入会勧奨など、新規会員の加入促進に努めた。 

 新規加入件数１７６件、組織率３０．５％（計画：組織率３１．０％） 

会員巡回７２８件（計画：会員巡回８００件） 

ウ 役員議員活動の充実 

(ｱ) 議員懇話会をつうじた役員・議員活動（別掲のとおり） 

 (ｲ) 常議員会並びに議員総会での協力依頼および説明事項  

ａ 宇都宮地方創生ムービー２．０を推進する会（仮称）への協力及び入会 

ｂ 残しま１０運動の周知啓発を推進するミニのぼり旗協賛企業募集 



 

- 12 - 

 

ｃ 会員募集協力依頼 

ｄ 消費税軽減税率制度 

ｅ フランス等における路面公共交通調査団への参加募集 

エ 部会・委員会活動の充実 

(ｱ) 部会活動 

a 部会設置数  １０部会 

b 部会開催回数 ３１回 

(ｲ) 委員会活動 

a   委員会設置数  ６委員会  

b  委員会開催回数 １４回 

c  特別委員会 

(a) 委員会設置数  １委員会 

 (b) 委員会開催回数 ２回 

 

(2) 会員サービスの強化 

会員間の情報交換、自社商品・サービスのＰＲ等、ビジネス交流の促進を中心に次の事業を実 

施した。 

ア 会員ビジネス交流会 参加１７社、４０人（計画：参加５０社、２００人） 

  イ 新商品・新サービス合同プレス発表会 １３社（計画：１０社） 

ウ 会員企業チラシ・カタログ等展示コーナー 申込件数１３８件（計画：１８０件） 

エ 会員優待サービス事業 

     平成２９年度より会員サービスの拡充を目的として計画していたが、事業内容の検討の結果、 

同様の事業を既に実施しているほか、他の商工会議所や商店街において、利用者が少なく、費

用対効果が少ないことから事業を廃止とした。（計画：１０社） 

オ 会員企業顕彰制度 制度の検討を行った。 

カ ビジネス情報手帳「パートナー」の発刊 発刊部数７，２００部 

 

(3) 広報広聴活動の充実 

景気動向等の情報収集に努めるとともに、会員企業との定期的コミュニケーションツールであ

る会報誌面の充実と、ＷＥＢを活用して各種情報を提供した。 

ア 会報「天地人」の発行 発行日毎月１０日、発行部数８，０００部 

イ メールマガジンｅメール配信サービス（「ｅ－天地人」） 

配信日毎月５日・２０日、配信数２４回、臨時配信４回、登録数１，０７５件（新規７１件）
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（計画：新規登録９０件） 

ウ 地域ポータルサイト「うつのみやマップ」からの情報の発信 

アクセス件数３５，４９７件（計画：１５万件以上） 

エ ホームページの維持管理 アクセス件数１１６，６０３件（計画：１７万件） 

  オ 情報機器の管理・保守 円滑な運用を行った。 

カ データマップ発行事業 会報「天地人」３月号に６，２２７部を折り込み、 

会員事業所に対し各種統計データの提供を実施（計画：６，３００部） 

キ 県内商工会議所統一パンフレット作成事業 作成部数１，７００部（計画：１，７００部） 

ク 経営支援ガイドの作成事業 作成部数１，０００部 

ケ 中小企業景況調査事業 

調査回数年４回（四半期毎）、調査企業３９社、回収率９９％（計画：回収率８０％） 

コ 商工会議所早期景気観測調査（ＬＯＢＯ調査） 

調査回数毎月１回、調査企業７社、回収率１００％（計画：回収率１００％） 

サ 地域産業動向実態調査 未実施（計画：調査対象６，０００件以上） 

シ 貴重資料の保存管理 デジタル化処理８件 
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Ⅲ 事項別状況 
 

１ 定款及び規約等 

(1) 定款 

    本年度の変更は行われなかった。 

 

(2) 規約・規則・規程・内規 

ア 宇都宮商工会議所諸積立金資金運用規則の一部改正 

平成２９年６月２６日改正 

新 旧 

（規則の名称） 

宇都宮商工会議所資金運用規則 

（目 的） 

第１条 この規則は、宇都宮商工会議所基本財産

積立金、財政安定資金積立金、退職資金引当資

産及び職員福利厚生資金貸付資金の資金運用に

関し必要な事項を定めるものとする。 

（基本原則） 

第２条 前条における各資金の資金運用に当たっ

ては、元本返還の確実性が高く、かつ可能な限

り高い運用益が得られるよう努力するものとす

る。 

（運用担当者の役割） 

第３条から 

（各種積立金の運用） 

第５条第２項第４号まで 

（省 略） 

３ 退職資金引当資産は、次のとおり運用す 

る。 

（１）（省 略） 

（２）運用益は同引当資産に繰り入れるものとす 

る。 

（３）（省 略） 

（規則の名称） 

宇都宮商工会議所諸積立金資金運用規則 

（目 的） 

第１条 この規則は、宇都宮商工会議所基本財産

積立金、財政安定資金積立金、退職資金積立金

の資金運用に関し必要な事項を定めるものと

する。 

（基本原則） 

第２条 前条における各種積立金の資金運用に

当たっては、元本返還の確実性が高く、かつ可

能な限り高い運用益が得られるよう努力する

ものとする。 

（運用担当者の役割） 

第３条から 

（各種積立金の運用） 

第５条第２項第４号まで 

（省 略） 

３ 退職資金積立金は、次のとおり運用する。 

 

（１）（省 略） 

（２）運用益は同積立金に繰り入れるものとす 

る。 

（３）（省 略） 
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（４）同引当資産への繰り入れは、宇都宮商工会 

議所給与規則に基づく退職手当の支給に支障 

がなく、かつ宇都宮商工会議所財政状況に支 

障がない範囲内において、毎年計画的に繰り 

入れることとする。 

４ 職員福利厚生資金貸付資金は、次のとおり運

用する。 

（１）運用は第４条に定める中期又は短期運用を 

原則とする。 

（２）運用益は同資金に繰り入れるものとする。 

（３）宇都宮商工会議所職員福利厚生資金貸付規

則に基づく資金の貸付に充当する場合に限

り、専務理事の決裁を経て一部を繰り出すこ

とができる。 

（４）同資金への繰り入れは、宇都宮商工会議所

財政状況に支障がない範囲内において繰り入

れることができる。 

（運用の対象） 

第６条から 

（その他） 

第１０条まで 

（省 略） 

 

（４）当積立金への繰り入れは、宇都宮商工会議 

所給与規則に基づく退職手当の支給に支障 

がなく、かつ宇都宮商工会議所財政状況に支 

障がない範囲内において、毎年計画的に繰り 

入れることとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（運用の対象） 

第６条から 

（その他） 

第１０条まで 

（省 略） 

 

附 則 

 この規則は、平成２９年６月２６日から施行す

る。 

 

 

イ 宇都宮商工会議所個人情報保護方針の一部改正 

                               平成２９年６月２６日改正 

新 旧 

１ 関係法令・ガイドライン等の遵守から 

２ 個人情報の取得についてまで  

（省 略） 

１ 関係法令・ガイドライン等の遵守から 

２ 個人情報の取得についてまで  

（省 略） 
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３ 個人情報の利用について 

（１）（省 略） 

（２）商工会議所は、特定個人情報を除く個人情

報の取扱いを第三者に委託する場合には、当

該第三者につき厳正な調査を行ったうえ、秘

密を保持させるために、適正な監督を行いま

す。 

 

４ 個人情報の第三者提供について 

（省 略） 

５ 個人情報の管理について 

（１）（省 略） 

（２）商工会議所は、個人情報の紛失、破壊、改

ざん、漏えい等を防止するため、不正アクセ

ス、コンピュータウィルス等に対する適正な

情報セキュリティ対策その他の安全管理措

置を講じます。 

（３）（省 略） 

６ 保有個人データの開示・訂正・利用停止・ 

消去について 

  商工会議所は、本人が自己の個人データにつ

いて、開示、訂正、利用停止、消去等を請求す

る権利を有していることを確認し、これらの要

求がある場合には、誠実に対応します。 

７ 組織・体制から 

９ お問い合わせ窓口まで 

（省 略） 

 

３ 個人情報の利用について 

（１）（省 略） 

（２）商工会議所は、特定個人情報を除く個人情

報を第三者との間で共同利用し、又は、個人

情報の取扱いを第三者に委託する場合には、

当該第三者につき厳正な調査を行ったうえ、

秘密を保持させるために、適正な監督を行い

ます。 

４ 個人情報の第三者提供について 

（省 略） 

５ 個人情報の管理について 

（１）（省 略） 

（２）商工会議所は、個人情報の紛失、破壊、改

ざん、漏えい等を防止するため、不正アクセ

ス、コンピュータウィルス等に対する適正な

情報セキュリティ対策を講じます。 

 

（３）（省 略） 

６ 個人情報の開示・訂正・利用停止・消去等に 

ついて 

  商工会議所は、本人が自己の個人情報につい

て、開示、訂正、利用停止、消去等を求める権

利を有していることを確認し、これらの要求が

ある場合には、異議なく速やかに対応します。 

７ 組織・体制から 

９ お問い合わせ窓口まで 

（省 略） 

 

附 則 

第７条及び第８条の改正規則は、平成２８年

６月２３日から施行する。 
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ウ 宇都宮商工会議所個人情報保護規則の一部改正 

平成２９年６月２６日改正 

新 旧 

第 1章 総則 

（目 的） 

第 1条 この規則は、宇都宮商工会議所（以下「商

工会議所」という。）が保有する個人情報及び

匿名加工情報につき、「宇都宮商工会議所特定

個人情報を含む個人情報保護方針」に基づく適

正な保護を実現することを目的とする基本規

程である。 

（定 義） 

第２条（省 略） 

（１）個人情報 

   生存する個人情報に関する情報であって、

次のア又はイのいずれかに該当するもの 

 ア 当該情報に含まれる氏名、生年月日その他

の記述等（文書、図面、若しくは電磁的記録

（電磁的方式（電子的方式、磁気的方式その

他人の知覚によっては認識することができ

ない方式をいう。）で作られる記録をいう。）

に記載され、若しくは記録され、又は音声、

動作その他の方法を用いて表された一切の

事項（個人識別符号を除く。）をいう。以下

同じ。）により特定の個人を識別することが

できるもの（他の情報と容易に照合すること

ができ、それにより特定の個人を識別するこ

とができることとなるものを含む。）。 

 イ 個人識別符号（個人情報の保護に関する法

律（以下「個人情報保護法」という。） 

第２条第２項が定めるもの）が含まれるも

の。 

（２）要配慮個人情報 

第 1章 総則 

（目 的） 

第 1条 この規則は、宇都宮商工会議所（以下「商

工会議所」という。）が保有する個人情報につ

き、「宇都宮商工会議所特定個人情報を含む個

人情報保護方針」に基づく適正な保護を実現す

ることを目的とする基本規程である。 

 

（定 義） 

第２条（省 略） 

（１）個人情報 

   生存する個人情報に関する情報であっ 

て、当該情報に含まれる氏名、生年月日 

その他の記述等により特定の個人を識別 

することができるもの（他の情報と容易 

に照合することができ、それにより特定 

の個人を識別することができることとな 

るものを含む。） 
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   本人の人種、信条、社会的身分、病歴、 

犯罪の経歴、犯罪により害を被った事実 

その他本人に対する不当な差別、偏見そ 

の他の不利益が生じないようにその取扱 

いに特に配慮を要するものとして政令で 

定める記述等が含まれる個人情報 

（３）個人情報データベース等 

   個人情報を含む情報の集合物であって 

、次に掲げるもの（利用方法からみて個 

人の権利利益を害するおそれが少ないも 

のとして政令で定めるものを除く。）。 

   一 特定の個人情報を電子計算機を用 

いて検索することができるように体 

系的に構成したもの。 

   二 前号に掲げるもののほか、特定の 

個人情報を容易に検索することがで 

きるように体系的に構成したものと 

して政令で定めるもの。 

（４）個人データ 

   個人情報データベース等を構成する個 

人情報 

（５）保有個人データ 

   商工会議所が、開示、内容の訂正、追 

加又は削除、利用の停止、消去及び第三 

者への提供の停止を行うことのできる権 

限を有する個人データであって、その存 

否が明らかになることにより公益その他 

の利益が害されるものとして関係法令で 

定められるもの又は６月以内の政令で定 

める期間以内に消去することとなるもの 

以外のもの。 

（６）匿名加工情報 

   次の各号に掲げる個人情報の区分に応 
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じて当該各号に定める措置を講じて特定 

の個人を識別することができないように 

個人情報を加工して得られる個人に関す 

る情報であって、当該個人情報を復元す 

ることができないようにしたものをいう。 

   一 本条（１）アに該当する個人情報 

     当該個人情報に含まれる記述等の 

一部を削除すること（当該一部の記 

述等を復元することのできる規則性 

を有しない方法により他の記述等に 

置き換えることを含む。）。 

   二 本条（１）イに該当する個人情報 

     当該個人情報に含まれる個人識別 

符号の全部を削除すること（当該個 

人識別符号を復元することのできる 

規則性を有しない方法により他の記 

述等に置き換えることを含む。）。 

（７）加工方法等情報 

   匿名加工情報の作成に用いた個人情報 

から削除した記述等及び個人識別符号並 

びに個人情報保護法第３６条第１項の規 

定により行った加工の方法に関する情報 

（その情報を用いて当該個人情報を復元 

することができるものに限る。） 

（８）本人  

   （省 略） 

（９）従業者 

   （省 略） 

（１０）個人情報保護コンプライアンス・プログ

ラム 

    商工会議所が保有する個人情報及び匿

名加工情報を保護するための方針、諸規則

を含む商工会議所内のしくみのすべて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）本人  

   （省 略） 

（３）従業者 

   （省 略） 

（４）個人情報保護コンプライアンス・プログラ

ム 

   商工会議所が保有する個人情報を保護す

るための方針、諸規則を含む商工会議所内の

しくみのすべて 
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（１１）個人情報保護管理者  

   （省 略） 

（１２）監査責任者 

   （省 略） 

（適用範囲） 

第３条 （省 略） 

２ 個人情報及び匿名加工情報を取扱う業務を

外部に委託する場合も、この規則の趣旨に従っ

て、個人情報の適正な保護を図るものとする。 

第２章 個人情報の取得 

（個人情報取得の原則） 

第４条 （省 略） 

（要配慮個人情報の取得の禁止） 

第５条 要配慮個人情報を取得してはならない。

ただし、これらの取得について、本人の同意が

ある場合、及び次の各号に掲げる場合は、この

限りではない。 

（１）法令に基づく場合 

（２）人の生命、身体又は財産の保護のために必

要がある場合であって、本人の同意を得るこ

とが困難であるとき。 

（３）公衆衛生の向上又は健全な育成の推進のた

めに特に必要がある場合であって、本人の同

意を得ることが困難であるとき。 

（４）国の機関若しくは地方公共団体又はその委

託を受けた者が法令の定める事務を遂行す

ることに対して協力する必要がある場合で

あって、本人の同意を得ることにより当該事

務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。 

（５）当該要配慮個人情報が、本人、国の機関、

地方公共団体、個人情報保護法第７６条第１

項各号に掲げる者その他個人情報保護委員

会規則で定める者により公開されている場

（５）個人情報保護管理者  

   （省 略） 

（６）監査責任者  

（省 略） 

（適用範囲） 

第３条 （省 略） 

２ 個人情報を取り扱う業務を外部に委託する

場合も、この規則の趣旨に従って、個人情報の

適正な保護を図るものとする。 

第２章 個人情報の取得 

（個人情報取得の原則） 

第４条 （省 略） 

（特定の機微な個人情報の取得の禁止） 

第５条 次の各号に掲げる特定の機微な個人情

報を取得してはならない。 

 

 

（１）思想、信条及び宗教に関する事項 

（２）人種、民族、門地、本籍地（所在都道 

府県に関する情報を除く。）、身体・精神 

障害、犯罪歴、その他社会的差別の原因 

となる事項 

（３）勤労者の団結権、団体交渉及びその他 

団体行動の行為に関する事項 

（４）集団示威行為への参加、請願権の行使、 

及びその他の政治的権利の行使に関する 

事項 

（５）保健医療及び性生活に関する事項 
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合 

（６）本人を目視し、又は撮影することにより、

その外形上明らかな要配慮個人情報を取得

する場合 

（７）委託、事業承継又は共同利用に伴って  

個人データの提供を受ける場合において、要

配慮個人情報の提供を受ける場合 

（取得の手続） 

第６条から 

（本人以外から間接的に個人情報を取得する場

合の措置） 

第８条まで（省 略） 

（第三者提供を受ける場合の記録の作成等） 

第９条 第三者から個人データの提供を受ける

に際しては、個人情報保護委員会規則で定める

ところにより、次に掲げる事項の確認を行う。

ただし、当該個人データの提供が第５条第１号

ないし第４号のいずれかに該当する場合、また

は委託、事業承継又は共同利用に伴って行われ

る場合は、この限りではない。 

（１）当該第三者の氏名又は名称及び住所並びに

法人にあっては、その代表者（法人でない団体

で代表者又は管理人の定めのあるものにあっ

ては、その代表者又は管理人）の氏名 

（２）当該第三者による当該個人データの取得の

経緯 

２ 前項の定める確認により当該個人情報が適

法に取得されたことが確認できない場合は、そ

の取得を自粛する。 

３ 第１項の規則による確認を行ったときは、個

人情報保護委員会規則で定めるところにより、

当該個人データの提供を受けた年月日、当該確

認に係る事項その他の個人情報保護委員会規

 

 

 

 

 

 

 

（取得の手続） 

第６条から 

（本人以外から間接的に個人情報を取得する場

合の措置） 

第８条まで（省 略） 
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則で定める事項に関する記録を作成する。 

４ 前項の記録は、当該記録を作成した日から個

人情報保護委員会規則で定める期間保存する。 

第３章 個人情報の移送・送信 

（個人情報の移送・送信の原則） 

第１０条 個人情報及び匿名加工情報の移送・送

信は、具体的な権限を与えられた者のみが、外

部流出の危険を防止するために必要かつ適切

な方法により、業務の遂行上必要な限りにおい

てなし得るものとする。 

第４章 個人情報の利用 

（個人情報の利用の原則） 

第１１条 （省 略） 

２ 合併その他の事由により他の法人等から事

業を継承することに伴って個人情報を取得し

た場合は、継承前における当該個人情報の利用

目的の達成に必要な範囲を超えて、当該個人情

報を取り扱わないものとする。 

（個人情報の目的外の利用） 

第１２条 （省 略） 

（個人情報の共同利用） 

第１３条 （省 略） 

（個人情報の取扱いの委託） 

第１４条 （省 略） 

第５章 個人情報の第三者提供 

（個人情報の第三者提供の原則） 

第１５条 個人情報は、法令に基づく場合を除

き、事前に本人の同意を得ることなく、第三者

（外国にある第三者を含む。）に提供してはな

らない。 

２ 個人情報を第三者に提供する場合には、その

利用目的並びに第７条第１号ないし第３号及

び第５号に掲げる事項を書面又はこれに準ず

 

 

 

第３章 個人情報の移送・送信 

（個人情報の移送・送信の原則） 

第９条 個人情報の移送・送信は、具体的な権限

を与えられた者のみが、外部流出の危険を防止

するために必要かつ適切な方法により、業務の

遂行上必要な限りにおいてなし得るものとす

る。 

第４章 個人情報の利用 

（個人情報の利用の原則） 

第１０条 （省 略） 

 

 

 

 

 

（個人情報の目的外の利用） 

第１１条 （省 略） 

（個人情報の共同利用） 

第１２条 （省 略） 

（個人情報の取扱いの委託） 

第１３条 （省 略） 

第５章 個人情報の第三者提供 

（個人情報の第三者提供の原則） 

第１４条 個人情報は、事前に本人の同意を得る

ことなく、第三者に提供してはならない。 

 

 

２ 個人情報を第三者に提供する場合には、第７

条第１号ないし第４号及び第６号に掲げる事

項を書面又はこれに準ずる方法によって通知
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る方法によって通知し、本人の同意を得るもの

とする。 

３ （省 略） 

（第三者提供に係る記録の作成等） 

第１６条 個人データを第三者（個人情報保護法

２条５項各号に掲げる国の機関等を除く。）に

提供したときは、個人情報保護委員会規則で定

めるところにより、当該個人データを提供した

年月日、当該第三者の氏名又は名称その他の個

人情報保護委員会規則で定める事項に関する

記録を作成する。ただし、当該個人データの提

供が法令に基づいて行われた場合は、この限り

ではない。 

２ 前項の記録は、個人情報保護委員会規則で定

める期間保存する。 

 

第６章 個人情報の管理 

（個人情報の管理の原則） 

第１７条 個人情報は、利用目的の達成に必要な

範囲内において、正確かつ最新の状態で管理す

るとともに、利用する必要がなくなったとき

は、当該個人データを遅滞なく消去するものと

する。 

（個人情報の安全管理対策） 

第１８条 個人情報保護管理者は、個人情報及び

匿名加工情報に対するリスク（個人情報への不

正アクセス、個人情報の紛失、破壊、改ざん及

び漏えい等）に対して、必要かつ適切な安全管

理対策を講じるものとする。 

第７章 個人情報の開示・訂正・利用停止・消去 

（自己情報の開示等） 

第１９条 本人から、当該本人が識別される個人

情報に係る保有個人データについて、書面又は

し、本人の同意を得るものとする。 

 

３ （省 略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 個人情報の管理 

（個人情報の管理の原則） 

第１５条 個人情報は、利用目的の達成に必要な

範囲内において、正確かつ最新の状態で管理す

るものとする。 

 

 

（個人情報の安全管理対策） 

第１６条 個人情報保護管理者は、個人情報に対

するリスク（個人情報への不正アクセス、個人

情報の紛失、破壊、改ざん及び漏えい等）に対

して、必要かつ適切な安全管理対策を講じるも

のとする。 

第７章 個人情報の開示・訂正・利用停止・消去 

（自己情報に関する権利） 

第１７条 本人から自己の情報について開示 

を求められた場合は、合理的な期間内にこれに
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口頭により、その開示（当該本人が識別される

個人情報に係る保有個人データを保有してい

ないときにその旨を知らせることを含む。以下

同じ。）の申出があったときは、合理的な期間

内に、身分証明書等により本人であることを確

認の上、開示をするものとする。 

  ただし、開示することにより次の各号のいず

れかに該当する場合は、その全部又は一部を開

示しないことができる。 

（１）本人又は第三者の生命、身体、財産その他

の権利利益を害するおそれがある場合 

（２）事業の適正な実施に著しい支障を及ぼすお

それがある場合 

（３）他の法令に違反することとなる場合 

２ 開示は、書面により行うものとする。ただし、

開示の申出をした者の同意があるときは、書面

以外の方法により開示をすることができる。 

３ 個人情報に係る保有個人データの開示又は

不開示の決定の通知は、本人に対し、遅滞なく

行うものとする。 

 

（自己情報の訂正等） 

第２０条 本人から当該本人が識別される個人

情報に係る保有個人データの内容が事実でな

いという理由によって当該個人情報に係る保

有個人データの内容の訂正、追加又は削除（以

下「訂正等」という。）を求められた場合は、

その内容の訂正等に関して他の法令の規定に

より特別の手続が定められている場合を除き、

利用目的の達成に必要な範囲内において、遅滞

なく必要な調査を行い、その結果に基づき、当

該個人情報に係る保有個人データの内容の訂

正等を行うものとする。 

応じるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前項に基づく開示の結果、誤った情報があ

り、訂正又は削除を求められた場合は、原則と

して合理的な期間内にこれに応ずるとともに、

訂正又は削除を行った場合は、可能な範囲内で

当該個人情報の受領者に対して通知を行うも

のとする。 
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２ 前項の規則に基づき求められた個人情報に

係る保有個人データの内容の訂正等を行った

とき、又は訂正等を行わない旨の決定をしたと

きは、本人に対し、遅滞なくその旨（訂正等を

行ったときは、その内容を含む。）を通知する

ものとする。 

３ 前項の通知を受けた者から、再度申出があっ

たときは、前項と同様の処理を行うものとす

る。 

４ 第２項の規則により、本人から求められた措

置の全部又は一部について、その措置をとらな

い旨を通知する場合又はその措置と異なる措

置をとる旨を通知する場合は、本人に対し、そ

の理由を説明するよう努めるものとする。 

（自己情報の利用又は提供の拒否） 

第２１条 本人から当該本人が識別される個人

情報に係る保有個人データが第１１条の規則

に違反して取扱われているという理由又は第

５条の規則に違反して取得されたものである

という理由によって、当該個人情報に係る保有

個人データの利用の停止又は消去（以下「利用

停止等」という。）を求められた場合、又は第

１５条の規則に違反して第三者に提供されて

いるという理由によって、当該個人情報に係る

保有個人データの第三者への提供の停止（以下

「第三者提供の停止」という。）を求められた

場合で、その求めに理由があることが判明した

ときは、遅滞なく、当該個人情報に係る保有個 

人データの利用停止等又は第三者提供の停止

を行うものとする。ただし、当該個人情報に係

る保有個人データの利用停止等又は第三者提

供の停止に多額の費用を要する場合その他の

利用停止等又は第三者提供の停止を行うこと

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（自己情報の利用又は提供の拒否） 

第１８条 本人から自己の情報について利用 

又は第三者の提供を拒否された場合は、こ 

れに応じなければならない。ただし、法令 

に基づく場合は、この限りではない。 
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が困難な場合であって、本人の権利利益を保護

するため必要なこれに代わるべき措置をとる

ときは、この限りではない。 

２ 宇都宮商工会議所は、前項の規則に基づ 

き求められた個人情報に係る保有個人デー 

タについて、利用停止等を行ったとき若し 

くは利用停止等を行わない旨の決定をした 

とき、又は第三者提供の停止を行ったとき 

若しくは第三者提供の停止を行わない旨の 

決定をしたときは、本人に対し、遅滞なく、 

その旨を通知するものとする。 

３ 前条第３項及び第４項は本条に準用する 

。 

第８章 個人情報の消去及び廃棄 

（消去・廃棄の手続き） 

第２２条 個人情報及び匿名加工情報の消去及

び廃棄は、具体的な権限を与えられた者のみ

が、外部流出等の危険を防止する必要かつ適切

な方法により、業務の遂行上必要な限りにおい

てなし得るものとする。 

第９章 組織及び体制 

（個人情報保護管理者） 

第２３条 専務理事は、役職員の中から個人情報

保護管理者を任命し、商工会議所内における個

人情報及び匿名加工情報の管理業務を行わせ

るものとする。 

２ 個人情報保護管理者は、専務理事の指示及び

本規則に定めるところに基づき、個人情報保護

に関する内部規定の整備、安全対策の実施、教

育訓練、作業責任者からの報告徴収及び助言・

指導等の推進をするための個人情報保護コン

プライアンス・プログラムを策定し、周知徹底

の措置を実践する責任を負うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８章 個人情報の消去及び廃棄 

（消去・廃棄の手続き） 

第１９条 個人情報の消去及び廃棄は、具体的な

権限を与えられた者のみが、外部流出等の危険

を防止する必要かつ適切な方法により、業務の

遂行上必要な限りにおいてなし得るものとす

る。 

第９章 組織及び体制 

（個人情報保護管理者） 

第２０条 専務理事は、役職員の中から個人 

 情報保護管理者を任命し、商工会議所内に 

 おける個人情報の管理業務を行わせるもの 

 とする。 

２ 個人情報保護管理者は、専務理事の指示及び

本規則に定めるところに基づき、個人情報保護

に関する内部規定の整備、安全対策の実施、教

育訓練等の推進をするための個人情報保護コ

ンプライアンス・プログラムを策定し、周知徹

底の措置を実践する責任を負うものとする。 

 



 

- 27 - 

 

３ （省 略） 

（教 育） 

第２４条 （省 略） 

（作業責任者） 

第２５条 個人情報保護管理者は、個人情報並び

に匿名加工情報及び加工方法等情報を取扱う

作業が行われるに際し、当該作業に関する責任

者を任命するものとする。 

（監 査） 

第２６条 専務理事は、共済事業を取扱う部署以

外の者から監査責任者を任命し、商工会議所内

における個人情報並びに匿名加工情報及び加

工方法等情報の管理が個人情報保護コンプラ

イアンス･プログラムに従い、適正に実施され

ているかにつき定期的に監査を行わせるもの

とする。 

２ （省 略） 

３ （省 略） 

４ （省 略） 

５ （省 略） 

６ （省 略） 

（報告義務及び罰則） 

第２７条 （省 略） 

（苦情及び相談） 

第２８条 専務理事は、窓口相談を設置し、個人

情報及び匿名加工情報並びに個人情報保護コ

ンプライアンス・プログラムに関して、本人か

らの苦情及び相談を受け付けて対応するもの

とする。 

第１０章 匿名加工情報 

（匿名加工情報の作成） 

第２９条 匿名加工情報を作成するときには、特

定の個人を識別すること及びその作成に用い

３ （省 略） 

（教 育） 

第２１条 （省 略） 

（作業責任者） 

第２２条 個人情報保護管理者は、個人情報を取

り扱う作業が行われるに際し、当該作業に関す

る責任者を任命するものとする。 

 

（監 査） 

第２３条 専務理事は、監査責任者を任命し、商

工会議所内における個人情報の管理が個人情

報保護コンプライアンス･プログラムに従い、

適正に実施されているかにつき定期的に監査

を行わせるものとする。 

 

 

２ （省 略） 

３ （省 略） 

４ （省 略） 

５ （省 略） 

６ （省 略） 

（報告義務及び罰則） 

第２４条 （省 略） 

（苦情及び相談） 

第２５条 専務理事は、窓口相談を設置し、個人

情報及び個人情報保護コンプライアンス・プロ

グラムに関して、本人からの苦情及び相談を受

け付けて対応するものとする。 
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る個人情報を復元することができないように

するために必要なものとして個人情報保護委

員会規則で定める基準に従い、個人情報を加工

するものとする。 

２ 商工会議所は、匿名加工情報を作成したとき

は、個人情報保護委員会規則で定めるところに

より、当該匿名加工情報に含まれる個人に関す

る情報の項目を公表するものとする。 

（匿名加工情報と加工方法等情報の保存） 

第３０条 匿名加工情報を作成したときは、別途

定めるところに従い、加工方法等情報を匿名加

工情報と異なる場所に保存しなければならな

い。 

（照合の禁止） 

第３１条 匿名加工情報を作成して自ら当該匿

名加工情報を取扱うにあたって、当該匿名加工

情報の作成に用いられた個人情報に係る本人

を識別するために、当該匿名加工情報を他の情

報と照合してはならない。 

２ 第三者が作成した匿名加工情報を取扱うに

あたっては、当該匿名加工情報の作成に用いら

れた個人情報に係る本人を識別するために、当

該個人情報から削除された記述等若しくは個

人識別符号若しくは個人情報保護法第３６条

１項の規定により行われた加工の方法に関す

る情報を取得し、又は当該匿名加工情報を他の

情報と照合してはならない。 

（第三者に提供する際の措置） 

第３２条 匿名加工情報を提供するときは、施行

規則で定めるところにより、あらかじめ、第三

者に提供される匿名加工情報に含まれる個人

に関する情報の項目及びその提供の方法につ

いて公表するものとする。 
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２ 匿名加工情報を第三者に提供するときは、当

該第三者に対して、当該提供に係る情報が匿名

加工情報である旨を明示しなければならない。 

３ 匿名加工情報の取扱いの全部又は一部を商

工会議所以外の者に委託するときは、商工会議

所と同等の措置が委託先において適切に講じ

られるよう、必要かつ適切な監督を行うものと

する。 

 

第１１章 雑則 

（見直し） 

第３３条 （省 略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０章 雑則 

（見直し） 

第２６条 （省 略） 

附則 

この規則は、平成２９年６月２６日から施行す

る。 

 

 

  エ 宇都宮商工会議所特定個人情報保護規則の一部改正 

平成２９年６月２６日改正 

新 旧 

第 1章 総則 

（目 的） 

第 1条 （省 略） 

（定 義） 

第２条 本規則における用語の定義は、次の各号

に定めるところによる。 

（１）個人情報 

   生存する個人情報に関する情報であって、

次のア又はイのいずれかに該当するもの。 

 ア 当該情報に含まれる氏名、生年月日そ

の他の記述等（文書、図面若しくは電磁

的記録（電磁的方式（電子的方式、磁気

的方式その他人の知覚によっては認識

第 1章 総則 

（目 的） 

第 1条 （省 略） 

（定 義） 

第２条 本規則における用語の定義は、次の各号

に定めるところによる。 

（１）個人情報 

   生存する個人情報に関する情報であって、

当該情報に含まれる氏名、生年月日その他の

記述等により特定の個人を識別することが

できるもの（他の情報と容易に照合すること

ができ、それにより特定の個人を識別するこ

とができることとなるものを含む。） 
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することができない 

方式をいう。）で作られる記録をいう。）

に記載され、若しくは記録され、又は音

声、動作その他の方法を用いて表された

一切の事項（個人識別符号を除く。）を

いう。以下同じ。）により特定の個人を

識別することができるもの（他の情報と

容易に照合することができ、それにより

特定の個人を識別することができるこ

ととなるものを含む。）。 

   イ 個人識別符号（個人情報の保護に関す

る法律（以下「個人情報保護法」という。）

第２条第２項が定めるもの）が含まれる

もの。 

（２）個人番号（マイナンバー）から 

（３）特定個人情報まで （省 略） 

（４）要配慮個人情報 

   本人の人種、信条、社会的身分、病歴、犯

罪の経歴、犯罪により害を被った事実その他

本人に対する不当な差別、偏見その他の不利

益が生じないようにその取扱いに特に配慮

を要するものとして政令で定める記述等が

含まれる個人情報 

（５）個人情報ファイル 

   （省 略） 

（６）特定個人情報ファイル 

   （省 略） 

（７）個人番号関係事務 

   （省 略） 

（８）本人 

   （省 略） 

（９）従業者 

   （省 略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）個人番号（マイナンバー）から 

（３）特定個人情報まで （省 略） 

   

 

 

 

 

 

 

（４）個人情報ファイル 

   （省 略） 

（５）特定個人情報ファイル 

   （省 略） 

（６）個人番号関係事務 

   （省 略） 

（７）本人 

   （省 略） 

（８）従業者 

   （省 略） 
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（１０）個人情報保護コンプライアンス・プログ

ラム 

 （省 略） 

（１１）個人情報保護管理者  

   （省 略） 

（１２）監査責任者 

   （省 略） 

（適用範囲） 

第３条 （省 略） 

２ （省 略） 

 

第２章 特定個人情報の取得 

（特定個人情報取得の原則） 

第４条 （省 略） 

２ （省 略） 

３ （省 略） 

４ 次に掲げる場合を除くほか、あらかじめ本人

の同意を得ないで、要配慮個人情報を取得しな

い。 

（１）法令に基づく場合 

（２）人の生命、身体又は財産の保護のために必

要がある場合であって、本人の同意を得るこ

とが困難であるとき。 

（３）公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の 

推進のために特に必要がある場合であって、

本人の同意を得ることが困難であるとき。 

（４）国の機関若しくは地方公共団体又はその委

託を受けた者が法令の定める事務を遂行す

ることに対して協力する必要がある場合で

あって、本人の同意を得ることにより当該事

務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。 

（５）当該要配慮個人情報が、本人、国の機関、

地方公共団体、個人情報保護法第７６条第１

（９）個人情報保護コンプライアンス・プログラ 

  ム 

   （省 略） 

（１０）個人情報保護管理者  

   （省 略） 

（１１）監査責任者 

   （省 略） 

（適用範囲）  

第３条 （省略） 

２ （省 略） 

 

第２章 特定個人情報の取得 

（特定個人情報取得の原則） 

第４条 （省 略） 

２ （省 略） 

３ （省 略） 
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項各号に掲げる者その他個人情報保護委員

会規則で定める者により公開されている場

合 

（６）本人を目視し、又は撮影することにより、

その外形上明らかな要配慮個人情報を取得

する場合 

（７）委託、事業承継又は共同利用に伴って個人

データの提供を受ける場合において、要配慮

個人情報の提供を受ける場合 

（取得の手続き） 

第５条から 

第４章 特定個人情報の保存 

（安全管理措置） 

第１６条 まで （省 略） 

第５章 特定個人情報の提供 

（特定個人情報の提供の原則） 

第１７条 特定個人情報は、個人番号関係事務を

処理するために必要がある場合、その他法令に

定める場合を除き、本人又は第三者（外国にあ

る第三者）に提供してはならない。 

２ （省 略） 

３ （省 略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（取得の手続き） 

第５条から 

第４章 特定個人情報の保存 

（安全管理措置） 

第１６条 まで （省 略） 

第５章 特定個人情報の提供 

（特定個人情報の提供の原則） 

第１７条 特定個人情報は、個人番号関係事務を

処理するために必要がある場合、その他法令に

定める場合を除き、本人又は第三者に提供して

はならない。 

２ （省 略） 

３ （省 略） 

 

附則 

この規則は、平成２９年６月２６日から施行す

る。 
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オ 宇都宮商工会議所職員の給料に関する規程の一部改正  

平成２９年１２月２６日改正 

新 旧 

別表３ 

級別資格基準表 

 

学

歴

免

許 

２級 ３級 ４級 ５級 ６級 

大

学

卒 

(省略) (省略) 3級在

級 ５

年 以

上 

かつ 

3 級

63 号

給 以

上 

(省略) (省略) 

短

大

卒 

(省略) (省略) 3級在

級 ５

年 以

上 

かつ 

3 級

63 号

給 以

上 

(省略) (省略) 

高

校

卒 

(省略) (省略) 3級在

級 ５ 

年 以

上 

かつ 

3 級

63 号

給 以

上 

(省略) (省略) 

 

別表３ 

級別資格基準表 

 

学

歴

免

許 

２級 ３級 ４級 ５級 ６級 

大

学

卒 

(省略) (省略) 3 級在

級 ７

年 以

上 

かつ 

3 級

63 号

給 以

上 

(省略) (省略) 

短

大

卒 

(省略) (省略) 3 級在

級 ７

年 以

上 

かつ 

3 級

63 号

給 以

上 

(省略) (省略) 

高

校

卒 

(省略) (省略) 3 級在

級 ７

年 以

上 

かつ 

3 級

63 号

給 以

上 

(省略) (省略) 

 

附 則  



 

- 34 - 

 

この規程は、平成３０年１月１日から施行す

る。 

 

  カ 宇都宮商工会議所名誉会頭、名誉副会頭、名誉議員に関する内規の一部改正 

平成２９年１１月１３日改正 

新 旧 

（趣旨） 

第１条 （省 略） 

（対象） 

第２条 前条に規定する役員議員とは会頭、副会

頭在任１期以上、役員議員在任３期以上とす

る。 

（名称） 

第３条 （省 略） 

（処遇） 

第４条 （省 略） 

（経費） 

第５条 （省 略） 

 

（趣旨） 

第１条 （省 略） 

（対象） 

第２条 前条に規定する役員議員とは会頭及び

副会頭在任１期以上、役員議員在任３期以上と

する。 

（名称） 

第３条 （省 略） 

（処遇） 

第４条 （省 略） 

（経費） 

第５条 （省 略） 

 

附 則 

この規程は、平成２９年１１月１３日から施

行する。 
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２ 組織 

(1) 会員 

ア 会員数 

   （平成３０年３月３１日現在） 

区分 
前年度末 

会員数 

新規 

加入者数 

事業形態の

移行数 

特別会員へ

の移行数 

特別会員か

らの移行数 
脱退者数 

年度末 

会員数 

個人 1,583 69 -1 1 0 76 1,574 

法人 4,146 87 1 1 1 92 4,142 

団体 65 1 0 0 0 1 65 

計 5,794 157 0 2 1 169 5,781 

 

(ｱ) 業種別会員数及び特別会員数 

 

 

業 種 会員数 比率（％） 特別会員数 比率（％） 

鉱 業 10 0.2 0 0 

建設業 1,210 20.9 53 23.8 

製造業 609 10.5 32 14.3 

電気・ガス・熱供給・水道業 8 0.1 0 0 

運輸・通信業 137 2.4 9 4.0 

卸売業 499 8.6 17 7.6 

小売業 980 17.0 23 10.3 

飲食業 482 8.3 6 2.7 

金融・保険業 170 2.9 13 5.8 

不動産業 158 2.7 3 1.3 

サービス業 1,513 26.2 67 30.0 

その他 5 0.1 0 0 

計 5,781 100.0 223 100.0 
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(ｲ)  地域別会員数及び特別会員数 

地区内 地区外 計 

5,781 223 6,004 

 

(ｳ) 会費負担口数別会員数及び特別会員数 

  3 口～10 口 

口 数 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

会員･特別会員数 3,184 1,523 613 183 90 65 36 103 

総口数 9,552 6,092 3,065 1,098 630 520 324 1,030 

   

11 口～30口 

口 数 11 13 14 15 20 25 28 30 

会員･特別会員数 1 1 1 20 20 11 1 11 

総口数 11 13 14 300 400 275 28 330 

   

40 口～150 口 

口 数 40 50 70 85 100 105 130 150 

会員･特別会員数 1 61 9 24 1 24 1 15 

総口数 40 3,050 630 2,040 100 2,520 130 2,250 

 

170 口～340 口 

口 数 170 340 合 計 

会員･特別会員数 4 1 6,004 

総口数 680 340 35,462 

 

 (ｴ) 会費負担組織別口数 

区分 
会員 

特別会員 計 
個人 法人 団体 

口数 4,902 28,762 799 999 35,462 
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イ 部会（１０部会） 

部会名 分科会名 所属業種 
部会員数

(人) 

商 業 小 売 部 会 

食 料 品 分 科 会 

衣料・身の回り品分科会 

一 般 小 売 分 科 会 

 

大 規 模 小 売 店 舗 分 科 会 

生鮮、一般食品 

衣料品・身の回り品 

家庭用品、文化用品、燃料、医薬・化

粧品、一般小売 

大型店（売場面積 1,000 ㎡超） 

894 

商 業 卸 部 会 

繊維・身の回り品分科会 

食 料 品 分 科 会 

機 械 器 具 分 科 会 

一 般 卸 分 科 会 

繊維・身の回り品 

生鮮、一般食料品 

機 械・器 具 

医薬・化粧品、家具・建具、什器、一

般卸 

517 

金 属 工 業 部 会 

 金       属 

金 属 製 品 

電       気 

281 

一 般 工 業 部 会 

化 学 工 業 分 科 会 

繊 維 工 業 分 科 会 

印 刷 ･ 紙 工 業 分 科 会 

鉱 業 ･ 土 石 製 品 分 科 会 

諸 工 業 分 科 会 

化 学 工 業 

繊 維 工 業 

印刷・紙工業 

鉱業・土石製品 

諸  工  業 

265 

食 品 工 業 部 会  
食  料  品 

飲料、飼料、たばこ製造業 
102 

建 設 部 会 

総 合 工 事 分 科 会 

専 門 工 事 分 科 会 

設 計 ・測量サー ビ ス 分 科 会 

総 合 工 事 

専 門 工 事 

設計・測量サービス 

1,376 

金 融 部 会 

銀 行 分 科 会 

生 命 保 険 分 科 会 

損 害 保 険 分 科 会 

証 券 分 科 会 

銀       行 

生 命 保 険 

損 害 保 険 

証       券 

183 

交 通 運 輸 部 会 

旅 客 運 輸 分 科 会 

貨 物 運 輸 分 科 会 

販 売 分 科 会 

整 備 分 科 会 

旅 客 運 輸 

貨 物 運 輸 

販       売 

整       備 

383 

環 境 衛 生 部 会 

ホ テ ル ・ 旅 館 業 分 科 会 

飲 食 業 分 科 会 

理 容 業 分 科 会 

美 容 業 分 科 会 

ク リ ー ニ ン グ ・ 浴 場 業 分 科 会 

ホテル・旅館 

料理・飲食 

理    容 

美    容 

クリーニング・浴場 

720 

情報・サービス部会 

情 報 サ ー ビ ス 分 科 会 

一 般 サ ー ビ ス 分 科 会 

情報処理、電気・通信、広告等 

不動産、個人教授所、事業・専門サー

ビス業 

1,283 

計 6,004 
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ウ 委員会 

委員会名 委員数 主な調査・研究事項 

総 務 企 画 委 員 会 10 

・政策提言、要望に関すること 

・商工会議所の組織・事業運営、財政の健全化に関すること 

・その他、他委員会に属さないこと 

企 業 経 営 委 員 会 22 
・中小企業の経営支援に関すること 

・商業・流通施策に関すること 

産 業 振 興 委 員 会 24 

・産業振興施策の構築に関すること 

・企業誘致や新産業の開発・推進に関すること 

・国際化に対応した施策に関すること 

ま ち づ く り 委 員 会 34 

・中心市街地活性化施策に関すること 

・コンパクトシティーの推進や公共交通ネットワークのあり方、

推進方策に関すること 

・市街地再開発・都市開発に関すること 

地 域 活 性 化 委 員 会 32 

・地域資源の発掘・活用に関すること 

・宇都宮ブランド戦略に関すること 

・プロスポーツや芸術文化の振興と地域活性化策に関すること 

環 境 ・ 福 祉 委 員 会 20 

・環境保全・環境ビジネスに関すること 

・エネルギーに関すること 

・高齢者・子ども・障がい者への福祉施策に関すること 

計 142  

 

(2) 特別会員 

区分 
前年度末 

特別会員数 

新規 

加入者数 

会員への 

移行数 

会員からの 

移行数 
脱退者数 

年度末特別

会員数 

個人 58 11 

 

0 1 

 

5 

 

65 

 法人 156 

156 

8 

 

1 

 

1 

 

6 

 

158 

 団体 0 0 0 0 0 0 

計 214 

 

19 

 

1 

 

2 

 

11 

 

223 
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(3) 役員 

ア 役員の定数及び実数 

（平成３０年３月３１日現在） 

区 分 定 数(人) 実 数(人) 

会 頭  １  １ 

副 会 頭  ４  ４ 

専 務 理 事  １  １ 

常 務 理 事  １  １ 

理 事  １  １ 

常 議 員 ４５ ４５ 

監 事  ３  ３ 

計 ５６ ５６ 

 

イ 役員の氏名 

役員名 氏 名 企 業 名・役 職 名 企業の業種 

会 頭 関 口 快 流 ㈱関口代表取締役会長 菓子類卸 

副 会 頭 増 渕 正 二 フタバ食品㈱代表取締役社長 総合食料品製造 

副 会 頭 藤 井 昌 一 藤井産業㈱代表取締役社長 電気機器卸 

副 会 頭 喜 谷 辰 夫 トヨタカローラ栃木㈱代表取締役社長 自動車販売 

副 会 頭 清 水 和 幸 ㈱足利銀行常務取締役 銀行 

専務理事 佐 藤 佳 正 宇都宮商工会議所専務理事 商工会議所 

常務理事 檜 原 貞 亮 宇都宮商工会議所常務理事 商工会議所 

理 事 金 子   敏 宇都宮商工会議所理事・事務局長 商工会議所 

常 議 員 須 賀 英 之 学校法人須賀学園副理事長 高等教育機関 

常 議 員 斎 藤 高 藏 斎藤商事㈱代表取締役社長 菓子製造卸小売 

常 議 員 松 本 典 文 北関東産業㈱代表取締役 総合ビル管理 

常 議 員 中 津 正 修 トヨタウッドユーホーム㈱代表取締役社長 土木建築工事 

常 議 員 青 木 直 樹 青源味噌㈱代表取締役会長 味噌製造 

常 議 員 福 田 治 雄 ㈱丸治代表取締役 ホテル 

常 議 員 若 月 章 男 鈴運メンテック㈱代表取締役会長 廃棄物収集運搬・処分 

常 議 員 青 木   勲 北関東綜合警備保障㈱代表取締役会長 警備保障 

常 議 員 笠 原 正 人 アサヒタクシー㈱代表取締役 旅客運送 

常 議 員 宇佐美   修 第一測工㈱代表取締役会長 測量・土木建設 
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役員名 氏 名 企 業 名・役 職 名 企業の業種 

常 議 員 金   中 烈 ㈱南大門ホールディングス代表取締役会長 遊技場 

常 議 員 赤 塚 博 実 ㈱カネマス代表取締役 自動車用部品卸 

常 議 員 辻   由兵衛 ㈱辻由取締役会長 建設資材卸 

常 議 員 加 治 康 正 加治金属工業㈱代表取締役 金属表面処理 

常 議 員 若 井   勲 ㈱かましん代表取締役会長 スーパーマーケット 

常 議 員 飯 村 愼 一 光陽電気工事㈱代表取締役社長 電気工事 

常 議 員 佐 藤   節 パスキン工業㈱代表取締役 コンクリート製品製造 

常 議 員 仲 田 俊 夫 仲田総業㈱代表取締役 産業廃棄物収集運搬 

常 議 員 辻   博 明 ㈱浄邦堂代表取締役 葬祭 

常 議 員 増 山 郁 夫 ランスタッド㈱専務執行役員 人材派遣 

常 議 員 増 田 武 見 環境整備㈱代表取締役会長 総合ビル管理 

常 議 員 里 村 佳 行 ㈱ビッグツリー代表取締役社長 総合スポーツクラブ 

常 議 員 角   一 幸 ㈱ＴＫＣ代表取締役社長 情報処理サービス 

常 議 員 村 上 芳 弘 日東石油㈱代表取締役 石油製品卸 

常 議 員 阿久津   平 ㈱オータニ取締役会長 スーパーマーケット 

常 議 員 瓦 井   成 光機材㈱代表取締役社長 高圧ガス､溶接器材､機械工具販売 

常 議 員 安 藤 英 夫 ㈱安藤設計代表取締役会長 建築設計 

常 議 員 谷田部   峻 谷田部石材販売㈱取締役会長 石工品製造 

常 議 員 佐 藤   剛 アクサ生命保険㈱宇都宮支社支社長 生命保険 

常 議 員 小 池 美 源 野村證券㈱宇都宮支店支店長 証券 

常 議 員 佐 瀬   敦 ㈱東武宇都宮百貨店代表取締役社長 百貨店 

常 議 員 酒 井   誠 ㈱酒井建築設計事務所代表取締役社長 建築設計 

常 議 員 新 井 将 能 栃木トヨタ自動車㈱代表取締役社長 自動車小売 

常 議 員 荒 井   卓 ㈱栃木銀行専務取締役 銀行 

常 議 員 村 田 和 也 東日本電信電話㈱栃木支店理事栃木支店長 電気通信 

常 議 員 深 澤 雄 一 ㈱フカサワ代表取締役会長 梱包機械類包装資材卸 

常 議 員 生 出   栄 栃木信用金庫宇都宮営業部専務理事 銀行 

常 議 員 増 渕   薫 (一社)宇都宮建設業協会会長 事業協同組合 

常 議 員 束 原 民 範 烏山信用金庫宇都宮支店理事長 銀行 

常 議 員 戸 塚 正一郎 ㈱ＳＵＢＡＲＵ宇都宮製作所常務執行役員航空宇宙カンパニープレジデント・所長 航空機･環境製品製造 

常 議 員 加 納 孝 文 ㈱ミツトヨ宇都宮事業所取締役上席執行役員・所長 精密測定器製造 

常 議 員 福 田 宏 一 ㈱福田屋百貨店代表取締役社長 百貨店 
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役員名 氏 名 企 業 名・役 職 名 企業の業種 

常 議 員 横 倉 正 一 ㈱横倉本店代表取締役社長 酒類卸 

常 議 員 益 丸 謙 二 宇都宮証券㈱代表取締役副社長 証券 

常 議 員 田 代 康 憲 レオン自動機㈱代表取締役社長 菓子機械製造 

監 事 柿 沼   賢 宇都宮市商店街連盟相談役 商店街団体 

監 事 川 村 壽 文 川村公認会計士事務所所長 公認会計士 

監 事 八 城 光 男 五十二電気工事㈱代表取締役 電気工事 

役員の退任 

○常務理事 刑部郁夫氏（宇都宮商工会議所） 

 理由：退職  退任日：平成２９年３月３１日 

○常 議 員 永野尚氏（富士重工業㈱宇都宮製作所） 

 理由：職務執行者の変更  退任日：平成２９年３月３１日 

○常 議 員 吉田稔氏（宇都宮証券㈱） 

 理由：職務執行者の変更  退任日：平成２９年４月２日 

○常 議 員 菊地正敏氏（宇都宮証券㈱） 

 理由：職務執行者の変更  退任日：平成２９年６月１８日 

○会  頭 北村光弘氏（㈱横倉本店） 

 理由：職務執行者の変更  退任日：平成２９年６月２６日 

○副 会 頭 関口快流氏（㈱関口） 

 理由：会頭就任に伴い副会頭を退任  退任日：平成２９年６月２６日 

○常 議 員 喜谷辰夫氏（トヨタカローラ栃木㈱） 

 理由：副会頭就任に伴い常議員を退任  退任日：平成２９年６月２６日 

○常 議 員 増田仲夫氏（㈱福田屋百貨店） 

 理由：職務執行者の変更  退任日：平成２９年６月２６日 

○常 議 員 羽石是之氏（レオン自動機㈱） 

 理由：職務執行者の変更  退任日：平成２９年６月２６日 

○副 会 頭 加藤潔氏（㈱足利銀行） 

 理由：職務執行者の変更  退任日：平成２９年１２月１４日 

役員の就任 

○常務理事 檜原貞亮氏（宇都宮商工会議所） 

 就任日：平成２９年４月１日 

○常 議 員 戸塚正一郎氏（㈱ＳＵＢＡＲＵ宇都宮製作所）（旧事業所名：富士重工業㈱宇都宮所製作

所） 
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 就任日：平成２９年４月１日（平成２８年度第５回常議員会・通常議員総会開催日におい

て承認） 

○常 議 員 菊地正敏氏（宇都宮証券㈱） 

 就任日：平成２９年４月３日（平成２８年度第５回常議員会・通常議員総会開催日におい

て承認） 

○会  頭 関口快流氏（㈱関口） 

 就任日：平成２９年６月２６日（第１回常議員会・通常議員総会開催日において承認） 

○副 会 頭 喜谷辰夫氏（トヨタカローラ栃木㈱） 

 就任日：平成２９年６月２６日（第１回常議員会・通常議員総会開催日において承認） 

○常 議 員 福田宏一氏（㈱福田屋百貨店） 

 就任日：平成２９年６月２６日（第１回常議員会・通常議員総会開催日において承認） 

○常 議 員 横倉正一氏（㈱横倉本店） 

 就任日：平成２９年６月２６日（第１回常議員会・通常議員総会開催日において承認） 

○常 議 員 益丸謙二氏（宇都宮証券㈱） 

 就任日：平成２９年６月２６日（第１回常議員会・通常議員総会開催日において承認） 

○常 議 員 田代康憲氏（レオン自動機㈱） 

 就任日：平成２９年６月２７日（第１回常議員会・通常議員総会開催日において承認） 

○副 会 頭 清水和幸氏（㈱足利銀行） 

 就任日：平成２９年１２月１４日（第３回常議員会・臨時議員総会開催日において承認） 

 

(4) 議員 

１号議員（７０人） 

氏 名 企業名・役職名 企業の業種 

川 村 壽 文 川村公認会計士事務所所長 公認会計士 

笠 原 正 人 アサヒタクシー㈱代表取締役 旅客運送 

佐 藤   節 パスキン工業㈱代表取締役 コンクリート製品製造 

増 山 郁 夫 ランスタッド㈱専務執行役員 人材派遣 

里 村 佳 行 ㈱ビッグツリー代表取締役社長 総合スポーツクラブ 

村 上 芳 弘 日東石油㈱代表取締役 石油製品卸 

瓦 井   成 光機材㈱代表取締役社長 高圧ガス､溶接器材､機械工具販売 

生 出   栄 栃木信用金庫宇都宮営業部専務理事 銀行 

束 原 民 範 烏山信用金庫宇都宮支店理事長 銀行 

竹 内 秀 夫 東野交通㈱常務執行役員・経理部長 旅客運送 
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氏 名 企業名・役職名 企業の業種 

青 木 克 介 ㈱アオショー代表取締役 ユニフォーム、厨房用品卸小売 

小 泉 芳 久 日本通運㈱宇都宮支店支店長 運輸 

野 澤 幸 司 マルウ製菓㈱専務取締役 米加工菓子食品製造販売 

田 嶋 章 夫 ㈱ホテルニューイタヤ代表取締役専務 ホテル 

坂 井 俊 司 ㈲春日屋商店代表取締役 酒類小売 

鈴 木 直 人 ㈱スズテック代表取締役 農業機械製造販売 

浅 井 達 司 関東信越税理士会宇都宮支部支部長 税理士団体 

檜 山 昌 彦 ㈱うさぎや商店代表取締役 菓子小売 

中 島   理 ミユキ建設㈱代表取締役 建設 

中 村 太三郎 ㈱宇都宮グランドホテル代表取締役社長 ホテル 

柿 沼 光 子 ㈱雅洞相談役 和菓子製造販売 

上 野 和 夫 藤江ビル代表 貸しビル 

片 岡 泰 三 ㈱アトムエンジニアリング代表取締役 情報サービス(ソフトウエア開発) 

長 島 俊 夫 宇都宮オリオン通り商店街振興組合理事長 商業団体 

岡 安 規 男 関東総合開発㈱代表取締役 不動産 

篠 崎   務 ㈱シノザキ代表取締役 住宅資材販売 

遠 藤 哲 也 富士通㈱栃木支店支店長 コンピュータ製造 

野 口 和 孝 マ・マーマカロニ㈱取締役社長 食品製造 

花 田 静 子 明花商事㈱専務取締役 食料、乳飲料品卸 

青 柳 勝 男 朝日不動産㈱代表取締役 不動産 

栁 田 文 司 宇都宮二荒山神社禰宜（財務・事業部長） 宗教法人（神社神道） 

森 野 良 幸 ㈱キガ代表取締役社長 各種物品賃貸 

吉 村 憲 光 ㈱三洋製作所取締役社長 金属部品製造 

上 野 勝 弘 上陽工業㈱代表取締役 建設 

柿 沼   健 日本郵便㈱宇都宮中央郵便局局長 郵政事業 

髙 橋 純 夫 村田発條㈱代表取締役社長 自動車部品（ばね）製造 

横 松 宏 明 ㈱横松建築設計事務所代表取締役 建築設計 

横 山 幸 子 横山法律事務所所長 弁護士 

秋 本   薫 ㈱アキモ代表取締役 漬物製造・販売 

飯 村   悟 ㈱飯村石材工業代表取締役社長 石工事 

髙 久 和 男 イートランド㈱代表取締役 事業所給食調理 

佐 藤 忠 雄 興新特殊鋼㈱取締役会長 鋼材販売 
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氏 名 企業名・役職名 企業の業種 

朝 稲 文 江 ㈱ステップワーク日光代表取締役社長 有料職業紹介・労働者派遣 

髙 山   實 ㈱太陽警備保障代表取締役 警備 

佐 畑 浩 司 東都工業㈱代表取締役社長 航空宇宙部品加工 

星 野 隆 一 富士興産㈱代表取締役 不動産 

町 田 卓 大 ㈱町田建塗工業代表取締役 左官工事 

善 林 隆 充 ㈱マルゼン代表取締役社長 繊維製品製造卸･介護機器レンタル・販売 

矢 治 和 之 ㈱ロココ企画装飾代表取締役社長 イベント・式典の企画、会場設営 

金 柿 説 生 ㈲石川印刷所代表取締役 印刷 

保 坂 和 夫 関東交通㈱代表取締役 一般乗用旅客自動車運送 

和 氣 幸 雄 ㈲髙林堂会長 和菓子製造販売 

坂 本 昭 一 ㈱新光社代表取締役 印刷 

伴     靖 ㈱綜合印刷代表取締役 印刷 

髙 橋 啓 子 ㈲髙橋佑知商店取締役 石材 

田 村 哲 男 ㈱田村忠設計事務所代表取締役 建築設計 

安 齋   幸 トランセンス㈱代表取締役 電気通信 

金 田 秀 壽 ㈱ニッカネ代表取締役会長 業務用食品 

石 川 秋 十 報徳流通システム㈱代表取締役社長 物流（冷凍倉庫・運送） 

小矢島 重 男 宮ビルサービス㈱代表取締役 ビルメンテナンス 

池 田 勇 介 ㈱アイ・シー・エス代表取締役会長 情報サービス業・飲食 

松 倉 秀 世 ㈱エー・ジー・エム代表取締役 広告代理 

大 矢 裕 啓 大矢商事㈱代表取締役 ドライアイス・保冷資材卸小売 

黒 﨑 英 典 ㈱クロサキ代表取締役 理美容器材卸 

﨑 尾   肇 ㈱コアミ計測機代表取締役 精密機械販売 

松 本   謙 ㈱ファーマーズ・フォレスト代表取締役 地域プロデュース 

小 川 恒 夫 ㈱ユーユーワールド代表取締役 国際総合物流、総合人材サービス、介護 

岩 村 隆 之 岩村建設㈱取締役会長 建設 

熊 本 勇 治 熊本㈱代表取締役 建設 

坂 本 英 典 ㈱さかもと専務取締役 住宅設備機器卸 

議員職務執行者の変更 

平成２９年 ４月 １日  日本郵便㈱宇都宮中央郵便局局長井上邦彦氏から同局長柿沼健氏に変更 

平成２９年 ４月 １日  関東信越税理士会宇都宮支部支部長倉井章氏から同支部長浅井達司氏に

変更 
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平成２９年 ４月 １日  富士通㈱栃木支店支店長加藤泰夫氏から同支店長遠藤哲也氏に変更 

平成２９年 ４月 １日  日本通運㈱宇都宮支店支店長藤本達也氏から同支店長小泉芳久氏に変更 

 

２号議員（４９人） 

部会名 氏 名 企業名・役職名 企業の業種 

商 業 小 売 柿 沼   賢 宇都宮市商店街連盟相談役 商店街団体 

（７人） 若 井   勲 ㈱かましん代表取締役会長 スーパーマーケット 

 阿久津   平 ㈱オータニ取締役会長 スーパーマーケット 

 浅 利 貴 志 宇都宮ステーション開発㈱代表取締役社長 各種商品小売 

 平   典 子 ㈱たいらや代表取締役社長 スーパーマーケット 

 佐 藤 千 秋 サトーカメラ㈱代表取締役社長 写真機・写真材料小売 

 上 野 一 久 ㈱パルコ宇都宮店店長      各種商品小売 

商 業 卸 赤 塚 博 実 ㈱カネマス代表取締役 自動車用部品卸 

（５人） 辻   由兵衛 ㈱辻由取締役会長 建設資材卸 

 深 澤 雄 一 ㈱フカサワ代表取締役会長 梱包機械類包装資材卸 

 田野邉 大 介 東一宇都宮青果㈱代表取締役社長 青果物卸売 

 船 田 雅 弘 コクヨ北関東販売㈱代表取締役社長 事務用品卸 

金 属 工 業 加 治 康 正 加治金属工業㈱代表取締役 金属表面処理 

（３人） 加 納 孝 文 ㈱ミツトヨ宇都宮事業所取締役上席執行役員・所長 精密測定器製造 

 黒 川 知 祐 ㈱日工社栃木事業本部代表取締役専務 航空機部分品･補助装置組立 

一 般 工 業 谷田部   峻 谷田部石材販売㈱取締役会長 石工品製造 

（２人） 井 上 加容子 ㈱井上総合印刷代表取締役社長 印刷 

食 品 工 業 青 木 直 樹 青源味噌㈱代表取締役会長 味噌製造 

（ １ 人 ）    

建 設 八 城 光 男 五十二電気工事㈱代表取締役 電気工事 

（１０人） 宇佐美   修 第一測工㈱代表取締役会長 測量・土木建設 

 飯 村 愼 一 光陽電気工事㈱代表取締役社長 電気工事 

 安 藤 英 夫 ㈱安藤設計代表取締役会長 建築設計 

 酒 井   誠 ㈱酒井建築設計事務所代表取締役社長 建築設計 

 増 渕   薫 (一社)宇都宮建設業協会会長 事業協同組合 

 柴 田 恒 男 柴田建設㈱相談役 土木建築工事 

 菊 池 三紀男 ㈱菊地組代表取締役 土木建築工事 

 菊 池   茂 山本建設㈱代表取締役会長 土木建築工事 
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部会名 氏 名 企業名・役職名 企業の業種 

 福 村 宏 之 ㈱関電工栃木支社執行役員北関東・北信越営業本部副本部長兼栃木支社長 一般電気工事 

金 融 佐 藤   剛 アクサ生命保険㈱宇都宮支社支社長 生命保険 

（２人） 高 野 芳 裕 ㈱みずほ銀行宇都宮支店支店長 銀行 

交 通 運 輸 新 井 将 能 栃木トヨタ自動車㈱代表取締役社長 自動車小売 

（３人） 吉 田   元 関東自動車㈱取締役専務執行役員 一般乗合旅客自動車運送 

 保 坂 正 裕 ブリヂストンタイヤ栃木販売㈱代表取締役社長 自動車用品卸 

環 境 衛 生 福 田 治 雄 ㈱丸治代表取締役 ホテル 

（５人） 須 藤 恭 成 元気寿司㈱専務取締役 寿司販売 

 鈴 木 章 弘 協同組合宇都宮餃子会理事兼事務局長 事業協同組合 

 岡 﨑 善 胤 ㈱不二ドライ代表取締役社長 クリーニング 

 村 上 龍 也 ㈱村上代表取締役 公衆浴場 

情報･サービス 松 本 典 文 北関東産業㈱代表取締役 総合ビル管理 

（１１人） 若 月 章 男 鈴運メンテック㈱代表取締役会長 廃棄物収集運搬・処分 

 金   中 烈 ㈱南大門ホールディングス代表取締役会長 遊技場 

 仲 田 俊 夫 仲田総業㈱代表取締役 産業廃棄物収集運搬 

 辻   博 明 ㈱浄邦堂代表取締役 葬祭 

 加 藤 紀 夫 ㈱ケイエムシー代表取締役社長 受託開発ソフトウェア 

 石 島   洋 税理士法人石島会計総務部長 税理士 

 堀 内   忠 東京ガス㈱宇都宮支社支社長 ガス事業 

 木 内 裕 祐 ㈱五光宇都宮店代表取締役 イベント・ディスプレイ 

 高 橋 和 夫 ㈱大高商事代表取締役会長 ビルメンテナンス 

 児 玉 博 利 税理士法人児玉税経代表社員社長 税理士 

議員職務執行者の変更 

平成３０年 ３月 １日  ㈱パルコ宇都宮店店長伊藤智人氏から同店長上野一久氏に変更 

平成３０年 ３月２９日  宇都宮ステーション開発㈱代表取締役社長石黒陽一氏から同代表取締

役社長浅利貴志氏に変更 

 

３号議員（２１人） 

氏 名 企業名・役職名 企業の業種 

関 口 快 流 ㈱関口代表取締役会長 菓子類卸 

増 渕 正 二 フタバ食品㈱代表取締役社長 総合食料品製造 
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氏 名 企業名・役職名 企業の業種 

藤 井 昌 一 藤井産業㈱代表取締役社長 電気機器卸 

喜 谷 辰 夫 トヨタカローラ栃木㈱代表取締役社長 自動車販売 

清 水 和 幸 ㈱足利銀行常務取締役 銀行 

須 賀 英 之 学校法人須賀学園副理事長 高等教育機関 

斎 藤 高 藏 斎藤商事㈱代表取締役社長 菓子製造卸小売 

中 津 正 修 トヨタウッドユーホーム㈱代表取締役社長 土木建築工事 

青 木   勲 北関東綜合警備保障㈱代表取締役会長 警備保障 

増 田 武 見 環境整備㈱代表取締役会長 総合ビル管理 

角   一 幸 ㈱ＴＫＣ代表取締役社長 情報処理サービス 

小 池 美 源 野村證券㈱宇都宮支店支店長 証券 

佐 瀬   敦 ㈱東武宇都宮百貨店代表取締役社長 百貨店 

荒 井   卓 ㈱栃木銀行専務取締役 銀行 

村 田 和 也 東日本電信電話㈱栃木支店理事栃木支店長 電気通信 

戸 塚 正一郎 ㈱ＳＵＢＡＲＵ宇都宮製作所常務執行役員航空宇宙カンパニープレジデント・所長 航空機･環境製品製造 

福 田 宏 一 ㈱福田屋百貨店代表取締役社長 百貨店 

横 倉 正 一 ㈱横倉本店代表取締役社長 酒類卸 

益 丸 謙 二 宇都宮証券㈱代表取締役副社長 証券 

田 代 康 憲 レオン自動機㈱代表取締役社長 菓子機械製造 

長谷川 静 夫 ㈱カンセキ代表取締役 ホームセンター 

議員職務執行者の変更 

平成２９年 ４月 １日  富士重工業㈱宇都宮製作所専務執行役員航空宇宙カンパニープレジデン

ト・所長永野尚氏から㈱ＳＵＢＡＲＵ宇都宮製作所常務執行役員航空宇

宙カンパニープレジデント・所長戸塚正一郎氏に変更 

平成２９年 ４月 ３日  宇都宮証券㈱代表取締役社長吉田稔氏から同代表取締役社長菊地正敏氏

に変更 

平成２９年 ６月１９日  宇都宮証券㈱代表取締役社長菊地正敏氏から同代表取締役副社長益丸謙

二氏に変更 

平成２９年 ６月２６日  ㈱福田屋百貨店相談役増田仲夫氏から同代表取締役社長福田宏一氏に変

更 

平成２９年 ６月２６日  ㈱横倉本店代表取締役会長北村光弘氏から同代表取締役社長横倉正一氏

に変更 



 

- 48 - 

 

平成２９年 ６月２７日  レオン自動機㈱常務取締役兼上席執行役員生産本部長兼管理部門管掌羽

石是之氏から同代表取締役社長田代康憲氏へ変更 

平成２９年１２月１４日  ㈱足利銀行専務取締役加藤潔氏から同常務取締役清水和幸氏へ変更 

事業所名等の変更 

平成２９年 ４月 １日  富士重工業㈱宇都宮製作所から㈱ＳＵＢＡＲＵ宇都宮製作所へ変更 

 

(5) 部会長等 

ア 商業小売部会 

役 名 氏 名 企業名・役職名 業 種 

部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

斎 藤 高 藏 

佐 瀬   敦 

阿久津   平 

福 田 宏 一 

㈱斎藤商事代表取締役社長 

㈱東武宇都宮百貨店代表取締役社長 

㈱オータニ取締役会長 

㈱福田屋百貨店代表取締役社長 

菓 子 製 造 卸 小 売 

百 貨 店 

スーパーマーケット 

百 貨 店 

食 料 品 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

坂 井 俊 司 

和 氣 幸 雄 

 

㈲春日屋商店代表取締役 

㈲髙林堂代表取締役会長 

 

酒 類 小 売 業 

菓 子 製 造 卸 小 売 

衣 料 ・ 身 の 回 り 品 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

広 瀬 一 郎 

岡 田 俊 光 

 

㈲ミスズ洋装店代表取締役 

㈲マルオカ商店代表取締役 

 

婦 人 服 小 売 業 

婦 人 服 小 売 業 

一 般 小 売 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

長 島 俊 夫 

佐 藤 勝 一 

 

宇都宮オリオン通り商店街振興組合理事長 

㈲鏡池堂取締役社長 

 

商 店 街 団 体 

印 鑑 小 売 業 

大 規 模 小 売 店 舗 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

若 井   勲 

石 黒 陽 一 

 

㈱かましん代表取締役会長 

宇都宮ステーション開発㈱代表取締役社長 

 

スーパーマーケット 

百 貨 店 

商業小売部会副部会長の互選 

平成２９年 ７月１８日  ㈱福田屋百貨店相談役増田仲夫氏から同代表取締役社長福田宏一氏へ変

更 

イ 商業卸部会 

役 名 氏 名 企業名・役職名 業 種 

部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

赤 塚 博 実 

辻   由兵衛 

深 澤 雄 一 

田 野 邉 大 介 

㈱カネマス代表取締役 

㈱辻由取締役会長 

㈱フカサワ代表取締役 

東一宇都宮青果㈱代表取締役社長 

自 動 車 部 品 卸 

セメント建築材卸 

梱 包 資 材 卸 

青 果 物 卸 

繊維・身の回り品 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

善 林 隆 充 

渡 部 修 三 

 

㈱マルゼン代表取締役 

㈱渡部代表取締役 

 

寝 具 類 卸 

繊 維 製 品 卸 

食 料 品 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

花 田 静 子 

小 林 英 紀 

 

明花商事㈱専務取締役 

㈱小林海苔代表取締役 

 

その他食料飲料卸 

乾 物 卸 

機 械 器 具 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

齊 藤   茂 

増 田 眞 一 

 

コマツ栃木㈱代表取締役社長 

パナソニック㈱エコソリューションズ社関東電

 

建 設 機 械 卸 

電気機械器具製造卸 
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材営業部宇都宮電材営業所所長 

一 般 卸 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

篠 崎    務 

大 矢 裕 啓 

 

㈱シノザキ代表取締役 

大矢商事㈱代表取締役 

 

建 築 資 材 卸 

その他化学製品卸 

 

ウ 金属工業部会 

役 名 氏 名 企業名・役職名 業 種 

部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

加 治 康 正 

吉 村 憲 光 

戸 塚 正 一 郎 

田 代 康 憲 

加治金属工業㈱代表取締役社長 

㈱三洋製作所取締役社長 

㈱SUBARU 宇都宮製作所常務執行役員・所長 

レオン自動機㈱代表取締役 

航 空 部 品 製 造 

事務用品機械製造 

航 空 機 等 製 造 

食 品 機 械 製 造 

金属工業副部会長の互選 

平成２９年 ７月１２日  ㈱SUBARU 宇都宮製作所専務執行役員・所長永野尚氏から常務執行役員・

所長戸塚正一郎氏へ変更 

レオン自動機㈱取締役兼執行役員管理本部長羽石是之氏から代表取締役

田代康憲氏へ変更 

 

エ 一般工業部会            

役  名 氏  名 企業名・役職名 業   種 

部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

谷田部   峻 

佐 藤   節 

金 柿 説 生 

谷田部石材販売㈱取締役会長 

パスキン工業㈱代表取締役 

㈲石川印刷所代表取締役 

石 材 加 工 

コンクリート製品製造 

印 刷 

化 学 工 業 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

村 田 友 次 

石 橋 達 也 

 

日本サーファクタント工業㈱宇都宮事業所常務取締役宇都宮事業所長  

第一技研工業㈱代表取締役 

 

界 面 活 性 剤 製 造 

ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ製品製造 

繊 維 工 業 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

中  川 善一郎 

佐 藤 裕 信 

 

㈱中川染工場代表取締役 

㈱マルサ会長 

 

繊 維 雑 品 染 色 

縫 製 

印刷・紙工業 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

伴     靖 

斎 藤 正 治 

 

㈱綜合印刷代表取締役 

㈱ダイサン宇都宮代表取締役会長 

 

印 刷 

印 刷 

鉱業・土石製品 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

高 橋 啓 子 

菊 池 清 二 

 

㈲高橋佑知商店取締役 

㈱八幡代表取締役 

 

石 工 品 製 造 

コンクリート製品製造 

諸 工 業 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

加 藤   進 

小 倉 和 己 

 

加藤ブラシ工業㈱代表取締役 

㈱ノイプランニング代表取締役 

 

ほうき・ブラシ製造 

看 板 標 識 製 造 
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オ 食品工業部会 

部会役職名 氏 名 企業名・役職名 業 種 

部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

青 木 直 樹 

野 口 和 孝 

秋 本   薫 

青源味噌㈱代表取締役会長 

マ・マーマカロニ㈱代表取締役社長 

㈱アキモ代表取締役 

味 噌 製 造 

麺 類 製 造 

漬 物 製 造 

 

カ 建設部会 

  役 名 氏 名 企業名・役職名 業 種 

部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

増 渕   薫 

八 城 光 男 

宇佐美   修 

安 藤 英 夫 

（一社）宇都宮建設業協会会長 

五十二電気工事㈱代表取締役 

第一側工㈱代表取締役会長 

㈱安藤設計代表取締役会長 

建 設 業 団 体  

電 気 工 事 業  

土木建築サービス業 

建 築 設 計 業 

総 合 工 事 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

菊 池 三紀男 

和 知 孝 道 

 

㈱菊地組代表取締役 

渡辺建設㈱代表取締役会長 

 

総 合 建 築 業 

〃 

専 門 工 事 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

飯 村 愼 一 

田 中 英 治 

 

光陽電気工事㈱代表取締役社長 

㈱田中工業代表取締役 

 

電 気 工 事 業 

給排水･衛生設備工事業 

設計･測量サービス 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

横 松 宏 明 

田 村 哲 男 

 

㈱横松建築設計事務所代表取締役 

㈱田村忠設計事務所代表取締役 

 

建 築 設 計 業 

    〃 

 

 

キ 金融部会 

役 名 氏 名 企業名・役職名 業 種 

部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

荒 井  卓 

佐 藤  剛 

小 池 美 源 

益 丸 謙 二 

㈱栃木銀行専務取締役 

アクサ生命保険㈱宇都宮支社支社長 

野村證券㈱宇都宮支店支店長 

宇都宮証券㈱代表取締役副社長 

銀 行 

生 命 保 険 

証 券 

証 券 

銀 行 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

高 野 芳 裕 

細 野 真 哉 

森 迫 賢 次 

 

㈱みずほ銀行宇都宮支店支店長 

㈱常陽銀行宇都宮支店支店長 

㈱りそな銀行宇都宮支店支店長 

 

銀 行 

〃 

〃 

生 命 保 険 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

長 手 裕 介 

藤 井  学   

吉 川 崇 司 

 

大同生命保険㈱宇都宮支社支社長 

住友生命保険(相)栃木支社支社長 

三井生命保険㈱栃木支社支社長 

 

生 命 保 険 

〃 

〃 

損 害 保 険 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

斎 藤 修 二 

西 村 拓 浩 

後 藤 裕 通 

 

三井住友海上火災保険㈱栃木支店支店長 

東京海上日動火災保険㈱栃木支店支店長 

あいおいニッセイ同和損害保険㈱栃木支店支店長 

 

損 害 保 険 

〃 

〃 
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証 券 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

齋 藤 誠 一 

増 田 直 樹 

石 川 敏 久 

 

大和証券㈱宇都宮支店支店長 

ＳＭＢＣ日興証券㈱宇都宮支店支店長 

中原証券㈱宇都宮支店支店長 

 

証 券 

〃 

〃 

副部会長の互選 

平成２９年 ７月１１日  宇都宮証券㈱代表取締役社長吉田稔氏から同代表取締役副社長益丸謙二

氏へ変更 

銀行副分科会長の互選 

平成２９年 ７月１１日  ㈱常陽銀行宇都宮支店支店長秋葉浩一氏から同支店長細野真哉氏へ変更 

生命保険副分科会長の互選 

平成２９年 ７月１１日  三井生命保険㈱栃木支社支社長鈴木浩氏から同支社長吉川崇司氏へ変更 

損害保険副分科会長の互選 

平成２９年 ７月１１日  東京海上日動火災保険㈱栃木支店支店長多賀信彦氏から同支店長西村拓

浩氏へ変更 

 

ク 交通運輸部会 

役 名 氏 名 企業名・役職名 業 種 

部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

新 井 将 能 

笠 原 正 人 

小 泉 芳 久 

栃木トヨタ自動車㈱代表取締役社長 

アサヒタクシー㈱代表取締役 

日本通運㈱宇都宮支店支店長 

販 売 

旅 客 運 輸 

貨 物 運 輸 

旅 客 運 輸 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

竹 内 秀 夫 

保 坂 和 夫 

 

東野交通㈱常務取締役 

関東交通㈱代表取締役社長 

 

旅 客 運 輸 

〃 

貨 物 運 輸 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

野 澤 正 雄 

長谷川   眞 

 

㈲野沢運送店代表取締役 

長谷川工機㈱代表取締役会長 

 

貨 物 運 輸 

〃 

販 売 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

保 坂 正 裕 

五月女 明 男 

 

ブリヂストンタイヤ栃木販売㈱代表取締役社長 

㈱ホンダプリモ中央代表取締役 

 

販 売 

〃 

整 備 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

實 川   光 

間屋口 健 次 

 

㈱実川自動車代表取締役 

㈲吉田自動車整備工場代表取締役 

 

整 備 

〃 

部会長の互選 

平成２９年 ９月 ７日  トヨタカローラ栃木㈱代表取締役喜谷辰夫氏から栃木トヨタ自動車㈱代

表取締役新井将能氏へ変更 

副部会長の互選 

平成２９年 ９月 ７日  日本通運㈱宇都宮支店支店長藤本達也氏から同支店長小泉芳久氏へ変更 

貨物運輸分科会長の互選 
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平成２９年 ９月 ７日  笠原運送㈱取締役会長笠原秀人氏から㈲野澤運送店代表取締役野澤正雄

氏へ変更 

 

ケ 環境衛生部会 

役 名 氏 名 企業名・役職名 業 種 

部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

福 田 治 雄 

村 上 龍 也 

岡 崎 善 胤 

㈱丸治代表取締役 

㈱村上代表取締役社長 

㈱不二ドライ代表取締役社長 

ホ テ ル 

公 衆 浴 場 

ク リ ー ニ ン グ 

ホテル・旅館業 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

田 嶋 章 夫 

西 岡 美 沙 

 

㈱ホテルニューイタヤ代表取締役専務 

㈱宇都宮グランドホテル 

 

ホ テ ル 

〃 

飲 食 業 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

鈴 木 章 弘 

田 中 米 作 

 

㈿宇都宮餃子会 理事兼事務局長 

㈱ヨコハマ商事代表取締役 

 

飲 食 

〃 

理 容 業 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長  

 

立 川 真智男 

石 田 挺留貢 

 

㈲オバコサロンドヘム代表取締役社長 

サロンドヴァリエ代表 

 

理 容 

〃 

美 容 業 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

黒 子 和 夫 

福 田   訓 

 

栃木県美容業生活衛生同業組合宇都宮支部長 

ヘアーサロンサトシ代表 

 

美 容 

〃 

クリーニング・浴場業 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

柿 沼 康 夫

髙  橋   守 

 

前田クリーニング商会代表 

㈲サンドライ会長 

 

ク リ ー ニ ン グ 

〃 

クリーニング・浴場業副分科会長の互選 

平成２９年 ６月２８日  ㈲くごうクリーニング代表取締役久郷正紀氏から㈲サンドライ会長髙橋

守氏へ変更 

 

コ 情報・サービス部会 

役 名 氏 名 企業名・役職名 業 種 

部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

副 部 会 長 

里 村 佳 行 

片 岡 泰 三 

辻   博 明 

仲 田 俊 夫 

㈱ビッグツリー代表取締役社長 

㈱アトムエンジニアリング代表取締役社長 

㈱浄邦堂代表取締役 

仲田総業㈱代表取締役 

総 合 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 

ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 

葬 祭 

産 業 廃 棄 物 収 集 運 搬 

情報サービス 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

村 田 和 也 

加 藤 紀 夫 

 

東日本電信電話㈱栃木支店理事栃木支店長 

㈱ケイエムシー代表取締役社長 

 

電 気 通 信 

ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 

一般サービス 

分 科 会 長 

副 分 科 会 長 

 

岡 安 規 男 

木 内 裕 祐 

 

関東総合開発㈱代表取締役 

㈱五光宇都宮店代表取締役 

 

不動産代理業・仲介業 

ディスプレイ・イベント企画 
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(6) 委員長等 

ア 総務企画委員会（１０人） 

役  名 氏   名 企業名・役職名 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

中 津 正 修 

田 代 康 憲 

青 木 直 樹 

金    中 烈 

里 村 佳 行 

阿久津   平 

安 藤 英 夫 

新 井 将 能 

荒 井   卓 

深 澤 雄 一 

トヨタウッドユーホーム㈱代表取締役 

レオン自動機㈱代表取締役社長 

青源味噌㈱代表取締役会長 

㈱南大門ホールディングス代表取締役会長 

㈱ビッグツリー代表取締役社長 

㈱オータニ取締役会長 

㈱安藤設計代表取締役会長 

栃木トヨタ自動車㈱代表取締役社長 

㈱栃木銀行専務取締役 

㈱フカサワ代表取締役会長 

   

イ 企業経営委員会（２２人） 

役  名 氏   名 企業名・役職名 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

増 田 武 見 

若 井  勲 

宇佐美   修 

赤 塚 博 実 

瓦 井  成 

生 出  栄 

束 原 民 範 

浅 井 達 司 

船 田 雅 弘 

上 野 和 夫 

片 岡 泰 三 

横 山 幸 子 

高 橋 和 夫 

星 野 隆 一 

岡 﨑 善 胤 

佐 藤 千 秋 

金 田 秀 壽 

池 田 勇 介 

大 矢 裕 啓 

黒 﨑 英 典 

松 本  謙 

髙 橋 裕 樹 

環境整備㈱代表取締役会長 

㈱かましん代表取締役会長 

第一測工㈱代表取締役会長 

㈱カネマス代表取締役 

光機材㈱代表取締役社長 

栃木信用金庫宇都宮営業部専務理事 

烏山信用金庫宇都宮支店理事長 

関東信越税理士会宇都宮支部支部長 

コクヨ北関東販売㈱代表取締役 

藤江ビル代表 

㈱アトムエンジニアリング代表取締役 

横山法律事務所所長 

㈱大高商事代表取締役会長 

富士興産㈱代表取締役 

㈱不二ドライ代表取締役社長 

サトーカメラ㈱代表取締役社長 

㈱ニッカネ代表取締役会長 

㈱アイ・シー・エス代表取締役会長 

大矢商事㈱代表取締役 

㈱クロサキ代表取締役 

㈱ファーマーズ・フォレスト代表取締役 

髙橋税務会計事務所代表 

 

ウ 産業振興委員会（２４人） 

役 名 氏 名 企業名・役職名 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

委  員 

委  員 

増 山 郁 夫 

辻  博 明 

青 木  勲 

笠 原 正 人 

加 治 康 正 

ランスタッド㈱専務執行役員 

㈱浄邦堂代表取締役 

北関東綜合警備保障㈱代表取締役会長 

アサヒタクシー㈱代表取締役 

加治金属工業㈱代表取締役 
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役 名 氏 名 企業名・役職名 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

角  一 幸 

戸 塚 正一郎 

田野邉 大 介 

鈴 木 直 人 

中 島  理 

吉 村 憲 光 

柿 沼  健 

髙 橋 純 夫 

横 松 宏 明 

飯 村  悟 

福 村 宏 之 

佐 藤 忠 雄 

平  典 子 

佐 畑 浩 司 

石 川 秋 十 

小 川 恒 夫 

岩 村 隆 之 

坂 本 英 典 

齋 藤 健 吾 

㈱ＴＫＣ代表取締役社長 

㈱ＳＵＢＡＲＵ宇都宮製作所常務執行役員 航空宇宙カンパニープレジデント 宇都宮製作所長  

東一宇都宮青果㈱代表取締役社長 

㈱スズテック代表取締役 

ミユキ建設㈱代表取締役 

㈱三洋製作所取締役社長 

日本郵便㈱宇都宮中央郵便局局長 

村田発條㈱代表取締役社長 

㈱横松建築設計事務所代表取締役 

㈱飯村石材工業代表取締役社長 

㈱関電工栃木支社執行役員、北関東・北信越営業本部副本部長兼栃木支社長  

興新特殊鋼㈱取締役会長 

㈱たいらや代表取締役社長 

東都工業㈱代表取締役社長 

報徳流通システム㈱代表取締役社長 

㈱ユーユーワールド代表取締役 

岩村建設㈱取締役会長 

㈱さかもと専務取締役 

㈱齋藤鑑識証明研究所取締役 

 

エ まちづくり委員会（３４人） 

役 名 氏 名 企業名・役職名 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員

委  員 

安 藤 英 夫 

村 上 龍 也  

須 賀 英 之 

斎 藤 高 藏  

福 田 治 雄 

若 月 章 男 

仲 田 俊 夫 

谷田部   峻 

佐 瀬  敦 

増 渕  薫 

竹 内 秀 夫 

吉 田  元 

高 野 芳 裕 

柴  田   恒   男   

保  坂     正   裕 

坂    井  俊    司 

菊  池  三  紀 男 

柿  沼  光   子 

長  島  俊   夫 

岡 安 規 男 

篠 崎  務 

花 田 静 子 

菊 池  茂 

横 松 宏 明 

髙 久 和 男 

朝 稲 文 江 

㈱安藤設計代表取締役会長 

㈱村上代表取締役 

学校法人須賀学園副理事長・宇都宮共和大学学長 

斎藤商事㈱代表取締役社長 

㈱丸治代表取締役 

鈴運メンテック㈱代表取締役会長 

仲田総業㈱代表取締役 

谷田部石材販売㈱取締役会長 

㈱東武宇都宮百貨店代表取締役社長 

（一社）宇都宮建設業協会会長 

東野交通㈱常務取締役 

関東自動車㈱取締役専務執行役員 

㈱みずほ銀行宇都宮支店支店長 

柴田建設㈱相談役 

ブリヂストンタイヤ販売㈱代表取締役社長 

㈲春日屋商店代表取締役 

㈱菊地組代表取締役 

㈱雅洞相談役 

宇都宮オリオン通り商店街振興組合理事長 

関東総合開発㈱代表取締役 

㈱シノザキ代表取締役 

明花商事㈱専務取締役 

山本建設㈱代表取締役会長 

㈱横松建築設計事務所代表取締役 

イートランド㈱代表取締役 

㈱ステップワーク日光代表取締役社長 
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役 名 氏 名 企業名・役職名 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

町 田 卓 大 

善 林 隆 充 

矢 治 和 之 

和 氣 幸 雄 

伴 靖 

田 村 哲 男 

小 矢 島   重  男 

﨑 尾  肇 

㈱町田建塗工業代表取締役 

㈱マルゼン代表取締役社長 

㈱ロココ企画装飾代表取締役 

㈲髙林堂会長 

㈱綜合印刷代表取締役 

㈱田村忠設計事務所代表取締役 

宮ビルサービス㈱代表取締役 

㈱コアミ計測機代表取締役 

  

オ 地域活性化委員会（３１人） 

役 名 氏 名 企業名・役職名 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

村 上 芳 弘 

金 柿 説 生 

飯 村 愼 一 

福 田 宏 一 

安 藤 英 夫 

佐 藤  剛 

小 池 美 源 

加 納 孝 文 

酒 井  誠 

村 田 和 也 

横 倉 正 一 

青 木 克 介 

田 嶋 章 夫 

保 坂 正 裕 

長谷川 静 夫 

石 黒 陽 一 

加 藤 紀 夫 

中 村 太三郎 

遠 藤 哲 也 

栁 田 文 司 

上 野 勝 弘 

秋 本  薫 

鈴 木 章 弘 

木 内 裕 祐 

髙 山  實 

保 坂 和 夫 

坂 本 昭 一 

上 野 一 久 

井 上 加容子 

熊 本 勇 治 

渡 辺 早 月 

日東石油㈱代表取締役 

㈲石川印刷所代表取締役 

光陽電気工事㈱代表取締役社長 

㈱福田屋百貨店代表取締役 

㈱安藤設計代表取締役会長 

アクサ生命保険㈱宇都宮支社支社長 

野村證券㈱宇都宮支店支店長 

㈱ミツトヨ宇都宮事業所取締役上席執行役員宇都宮事業所長 

㈱酒井建築設計事務所代表取締役社長 

東日本電信電話㈱栃木支店理事栃木支店長 

㈱横倉本店代表取締役社長 

㈱アオショー代表取締役 

㈱ホテルニューイタヤ代表取締役専務 

ブリヂストンタイヤ栃木販売㈱代表取締役社長 

㈱カンセキ代表取締役 

宇都宮ステーション開発㈱代表取締役社長 

㈱ケイエムシー代表取締役 

㈱宇都宮グランドホテル代表取締役社長 

富士通㈱栃木支店支店長 

宇都宮二荒山神社祢宜 

上陽工業㈱代表取締役 

㈱アキモ代表取締役 

㈿宇都宮餃子会理事兼事務局長 

㈱五光宇都宮店取締役経営企画室長 

㈱太陽警備保障代表取締役 

関東交通㈱代表取締役社長 

㈱新光社代表取締役 

㈱パルコ宇都宮店 店長 

㈱井上総合印刷代表取締役 

熊本㈱代表取締役社長 

(学校法人)宇都宮メディア・アーツ専門学校理事長 

 

カ 環境・福祉委員会（２０人） 

役 名 氏  名 企業名・役職名 

委 員 長 
副委員長 

深 澤 雄 一 
佐 藤   節 

㈱フカサワ代表取締役会長 
パスキン工業㈱代表取締役 
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役 名 氏  名 企業名・役職名 

委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 
委  員 

松 本 典 文 
辻   由兵衛 
益 丸 謙 二 
小 泉 芳 久 
野 澤 幸 司 
檜 山 昌 彦 
石 島   洋 
須 藤 恭 成 
野 口 和 孝 
青 柳 勝 男 
森 野 良 幸 
堀 内   忠 
黒 川 知 祐 
児 玉 博 利 
髙 橋 啓 子 
安 齋   幸 
松 倉 秀 世 
今 井 キ ヨ 

北関東産業㈱代表取締役 
㈱辻由取締役会長 
宇都宮証券㈱代表取締役副社長 
日本通運㈱宇都宮支店支店長 
マルウ製菓㈱専務取締役 
㈱うさぎや商店代表取締役 
税理士法人石島会計総務部長 
元気寿司㈱専務取締役 
マ・マーマカロニ㈱取締役社長 
朝日不動産㈱代表取締役 
㈱キガ代表取締役社長 
東京ガス㈱宇都宮支社支社長 
㈱日工社栃木事業本部代表取締役専務 
税理士法人児玉税経代表社員社長 
㈲髙橋佑知商店取締役 
トランセンス㈱代表取締役 
㈱エー・ジー・エム代表取締役 
㈱松本取締役副社長 

 

キ 青年部役員（２５人） 

役 名 氏 名 企業名・役職名 

会  長 

直前会長 

相 談 役 

副 会 長 

副 会 長 

副 会 長 

副 会 長 

運営専務 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

監  事 

監  事 

坂 本 英 典 

檜 山 昌 彦 

伴   靖 

神 宮 祥 臣 

直 井 昭 佳 

鈴 木 康 史 

齋 藤 健 吾 

髙 橋 裕 樹 

福 田 寛 幸 

吉 川 泰 行 

髙 松 智 之 

中 村 悟 志 

渡 部 修 三 

柴 原 幸 一 

蕪 木  陸 

細 川 典 男 

横 田 康 行 

梅 田 賢 一 

中 島 一 晴 

堀 江 雅 人 

川 田 裕 祥 

浜 野 達 哉 

佐 藤 義 晴 

阿 久 津 和 哉 

菊 地 芳 弘 

㈱さかもと専務取締役 

㈱うさぎや商店代表取締役社長 

㈱綜合印刷代表取締役 

㈱メディカルコミュニケーションズ取締役副社長 

㈲夢創代表取締役 

㈲鈴康設備工業代表取締役 

㈱齋藤鑑識証明研究所取締役 

髙橋税務会計事務所代表 

㈱ストールマネジメント代表取締役 

日建工業㈱代表取締役 

㈲ファーストコーポレーション代表取締役 

㈱アクティチャレンジ専務取締役 

㈱渡部代表取締役 

ホームサポート㈱代表取締役 

㈲松崎屋製麺所代表取締役 

㈱アイ・レック専務取締役 

北関東総合法律事務所弁護士 

㈱ユウケイ工業代表取締役 

中島塗装㈱専務取締役 

㈱アクシス常務取締役 

エルライズ㈱代表取締役 

浜野労務管理事務所所長 

㈱エム・プロダクト代表取締役 

㈲三晃自動車商会代表取締役 

㈲カメラのカズサヤ専務取締役 
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ク 女性部役員（２５人） 

役 名 氏 名 企業名・役職名 

会  長 

副 会 長 

副 会 長 

副 会 長 

常任理事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理  事 

理 事 

監  事 

監 事 

名誉会長 

名誉会長 

顧   問 

顧   問 

顧 問 

顧 問 

相 談 役 

福 田 泰 子 

渡 辺 早 月 

今 井 キ ヨ 

森  田  陽  子 

江 連 京 子 

新   由美子 

鹿 野 順 子 

酒 井 マサヱ 

高 橋 裕 子 

田 中 朝 子 

永 井 京 子 

西 岡 美 沙 

牧 野 美代子 

山 森 睦 美 

渡 辺 幸 子 

渡 辺 や す 

並 木 久 子 

増 渕 容 子 

中 村 喜久美 

柿  沼  光  子 

中 村 千栄子 

今 井 芙美子 

朝 稲 文 江 

花 田 静 子 

横 山 幸 子 

㈱丸治常務取締役 

宇都宮メディア・アーツ専門学校理事長 

㈱松本副社長 

㈲ニューみらく代表取締役 

㈱エヅレインテリア専務取締役 

㈲新正堂薬局取締役 

㈲ヒューマンコーディネーター代表取締役 

㈱酒井建築設計事務所 

㈱三恵工業 花卉部門 花いちもんめ 代表 

日東燃機工業㈱専務取締役 

永井印刷㈱取締役会長 

㈱宇都宮グランドホテル営業部支配人 

㈲ジャパンイングリッシュクラブ取締役 

山千 

渡辺設備工業㈲取締役 

渡辺不動産代表 

あすか中央税理士法人会長 

㈲丸伊呉服店取締役 

㈱宇都宮グランドホテル名誉会長 

㈱雅洞相談役 

宇都宮製氷冷蔵㈱専務取締役 

宇都宮酒造㈱相談役 

㈱ステップワーク日光代表取締役社長 

明花商事㈱専務取締役 

横山法律事務所所長 

 

  ケ 小規模事業者経営改善資金融資制度審査会審査委員（５人） 

役  名 氏   名 役職名 

委 員 長  

副委員長 

委  員 

委  員 

委  員 

佐 藤 佳 正 

檜 原 貞 亮 

金 子  敏 

矢 口 季 男 

中 村 芳 雄 

宇都宮商工会議所専務理事 

宇都宮商工会議所常務理事 

宇都宮商工会議所理事・事務局長 

中小企業診断士 

税理士 

 

コ 東西基幹公共交通整備特別委員会（１７人） 

役 名 氏 名 企業名・役職名 

副会頭 

商業小売部会部会長           

商業卸部会部会長   

金属工業部会部会長 

一般工業部会部会長 

食品工業部会部会長 

建設部会部会長     

金融部会部会長   

交通運輸部会部会長 

増 渕 正 二 

斎 籐 高 藏 

赤 塚 博 実 

加 治 康 正 

谷田部   峻 

青 木 直 樹 

増 渕  薫 

荒 井  卓 

新 井 将 能 

フタバ食品㈱代表取締役社長 

齋藤商事㈱代表取締役 

㈱カネマス代表取締役 

加治金属工業㈱代表取締役 

谷田部石材販売㈱取締役会長 

青源味噌㈱代表取締役会長 

(一社)宇都宮建設業協会会長 

㈱栃木銀行専務取締役 

栃木トヨタ自動車㈱代表取締役社長 
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役 名 氏 名 企業名・役職名 

環境衛生部会部会長 

情報・サービス部会部会長 

総務企画委員会   

企業経営委員会     

産業振興委員会委員長  

まちづくり委員会委員長 

地域活性化委員会委員長 

環境・福祉委員会委員長 

福 田 治 雄 

里 村 佳 行 

中 津 正 修 

増 田 武 見 

増 山 郁 夫 

安 藤 英 夫 

村 上 芳 弘 

深 澤 雄 一 

㈱丸治代表取締役 

㈱ビッグツリー代表取締役社長 

トヨタウッドユーホーム㈱代表取締役社長 

環境整備㈱代表取締役会長 

ランスタッド㈱専務執行役員 

㈱安藤設計代表取締役会長 

日東石油㈱代表取締役 

㈱フカサワ代表取締役会長 

 オブザーバー 

氏 名 企業名・役職名 

須 賀 英 之 特定非営利活動法人宇都宮まちづくり推進機構 理事長 

 

(7) 顧問・参与 

ア 顧問（１０人） 

氏 名 役職名 

佐 藤 栄 一 宇都宮市長 

石 田 朋 靖 宇都宮大学学長 

渡 邊   弘 作新学院大学学長 

上 野 憲 示 文星芸術大学学長 

波江野   勉 帝京大学理工学部学部長 

岸 本 卓 也 株式会社下野新聞社代表取締役社長 

大 塚 幹 夫 株式会社栃木放送代表取締役社長 

黒 内 和 男 株式会社とちぎテレビ代表取締役社長 

関 根 房 三 株式会社エフエム栃木代表取締役社長 

菊 池 康 雄 株式会社栃木銀行代表取締役会長 

 

イ 参与（１人） 

氏 名 役職名 

矢古宇   克 宇都宮市経済部長 
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(8) 名誉議員等 

ア 名誉会頭・名誉副会頭（１１人） 

役職名 氏 名 

名 誉 会 頭 簗   郁 夫 

名 誉 会 頭 北 村 光 弘 

名誉副会頭 小 野   傳 

名誉副会頭 柳 田 美 夫 

名誉副会頭 出 射 聡 明 

名誉副会頭 箕 輪 勝 朗 

名誉副会頭 中 坪 博 之 

名誉副会頭 荒 井   祥 

名誉副会頭 小 林 辰 興 

名誉副会頭 松 尾 則 久 

名誉副会頭 藤 澤   智 

 

イ 名誉議員（５７人） 

氏 名 

津布久 加一郎 松 村 光 雄 小 林 昭 雄 辻   幸 明 松 丸 俊 夫 

高 橋 行 男 大 平 一 巳 堀 井   毅 福 田 直 司 関 口 正 男 

坂 本 恒五郎 河 合 耕 吉 柳 田   孝 鈴 木   進 保 坂 正 次 

矢 野 文 郎 鈴 木 孝 助 田 嶋 光 男 菊 池   功 宮 崎   守 

高 橋 陸 夫 林   虎 彦 保 坂 正 雄 上 野 文 昭 増 渕 秋 雄 

渡 辺 勇 雄 堀 井 宏 祐 中 川 善一郎 加賀田 敏 雄 笠 間 陽 一 

宮 本 隆 昌 亀 田   清 福 田 恭 之 田 邉 幅 一 北 村 長 栄 

飯 塚 真 玄 伊 澤 通 郎 小 林 敏 男 檜 山 幸 雄 青 木 栄 久 

店 橋 成 和 最 上 勝 弘 大 谷   伸 瓦 井 利 宗 半 田 芳 正 

髙 柳   實 藤 原 宏 史 田 代 好 孝 利根川 節 二 上 野 泰 男 

篠 崎 昌 平 助 川 通 泰 青 木 利 光 野 澤 榮一郎 酒 井   淳 

長谷川   正     
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３ 選挙及び選任 

 

(1) 選挙委員 

ア 選挙委員会構成 

当該年度において選挙委員会委員の構成はなかった。 

イ 選挙委員会 

   当該年度において選挙委員会は開催されなかった。 

(2) 議員 

ア １号議員（定数７０人） 

   当該年度において議員の選挙は行われなかった。 

イ ２号議員（定数４９人） 

 当該年度において議員の選挙は行われなかった。 

ウ ３号議員（定数２１人） 

 当該年度において議員の選挙は行われなかった。 

(3) 役員の選任 

ア 役員推薦委員会構成 

(ｱ) 委員（平成２９年３月２７日開催の第５回常議員会において選任） 

斎藤 高藏  赤塚 博実  羽石 是之  谷田部 峻  青木 直樹   

増渕  薫  佐藤  剛  喜谷 辰夫  福田 治雄  里村 佳行 

イ 役員推薦委員会 

   (ｱ) 開催年月日 平成２９年５月２２日（月） 

   (ｲ) 開催場所  当商工会議所常議員会室 

   (ｳ) 出席者数  ９人 

   (ｴ) 協議事項 

ａ 正副委員長の互選について 

ｂ 会頭の推薦について 

    ｃ 常議員の推薦について 

ウ 選任年月日 

(ｱ) 平成２９年 ６月２６日（月） 

    (ｲ) 平成２９年１２月１４日（木） 

エ 開催場所 

    宇都宮グランドホテル会議室（上記(ｱ)及び(ｲ)を開催） 
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オ 選任の概要 

平成２９年６月２６日開催の通常議員総会で、会頭、副会頭（１人）、常議員（４人）を選任

した。また、平成２９年１２月１４日開催の臨時議員総会で、副会頭（１人）を選任した。 

 

(4) 部会役員の選任 

ア 商業小売部会 

   選任年月日 平成２９年７月１８日（当商工会議所常議員会室） 

 副部会長            福田 宏一 氏 ㈱福田屋百貨店 

 イ 金属工業部会 

   選任年月日 平成２９年７月１２日（当商工会議所常議員会室） 

    副部会長            戸塚 正一郎 氏 ㈱ＳＵＢＡＲＵ宇都宮製作所 

    副部会長            田代 康憲 氏 レオン自動機㈱ 

ウ 金融部会 

選任年月日 平成２９年７月１１日（当商工会議所大会議室） 

   副部会長            益丸 謙二 氏 宇都宮証券㈱ 

   銀行副分科会長         細野 真哉 氏 ㈱常陽銀行宇都宮支店 

   生命保険副分科会長       吉川 崇司 氏 三井生命保険㈱栃木支社 

   損害保険副分科会長       西村 拓浩 氏 東京海上日動傘保険㈱栃木支社 

 エ 交通運輸部会 

   選任年月日 平成２９年９月７日（当商工会議所大会議室） 

 部会長             新井 将能 氏 栃木トヨタ自動車㈱ 

 副部会長            小泉 芳久 氏 日本通運㈱宇都宮支店 

 貨物運輸分科会長        野澤 正雄 氏 ㈲野澤運送店 

 オ 環境衛生部会 

   選任年月日 平成２９年６月２８日（当商工会議所常議員会室） 

    クリーニング・浴場業副分科会長 髙橋  守 氏 ㈲サンドライ 

     

(5) 新任議員等研修会 

  当該年度において新任議員等研修会は開催されなかった。 
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４ 事務局 

(1) 事務局機構 

部  名 所  掌  事  務  の  概  要 

総 務 部 

 

職員数 16 人 

 

 

○定款及び諸規程に関すること○役員議員及び総会・常議員会等に関すること○部

会・委員会に関すること○事業計画及び事業報告に関すること○事業・財政基盤及

び内部管理体制の強化に関すること○行政及び関係団体等との調整に関すること○

予算の編成及び執行管理並びに決算諸表の作成に関すること○地域経済振興及び経

営力向上支援に寄与する建議要望等に関すること○公印に関すること○職員及びそ

の他人事管理に関すること○文書管理及び事務管理の総括に関すること○（特定）

個人情報保護制度に関すること○事務室及び会議室の管理に関すること○女性部に

関すること○経営情報の提供及び広報広聴に関すること○情報通信技術の活用によ

る経営・地域情報の提供に関すること○ＩＴ化の支援、情報機器の保守管理及び諸

証明の発行に関すること○ホームページの維持管理・更新に関すること○地域ポー

タルサイト「うつのみやマップ」からの集客イベント、店舗案内等地域情報の発信

に関すること○その他地域情報の収集、提供に関すること○現金・有価証券等の管

理及び出納に関すること○小規模事業経営支援事業費補助金に関すること○財産の

管理運用に関すること○税務及び記帳相談事業に関すること○会員事業所の管理に

関すること○会員事業所巡回の強化に関すること○ＢＣＰ（事業継続計画）の運用

及び策定支援に関すること○広域経済交流に関すること○会員交流会の開催に関す

ること○会員の福祉事業及び各種共済制度に関すること○火災共済の普及、加入、

更新及び調査等に関すること○公害健康被害補償受託業務に関すること○製造物責

任保険及び個人情報保護保険の普及に関すること○各種技能検定に関すること○車

輌及び什器備品の管理に関すること○貴重資料の保存管理に関すること○新商品等

の合同記者発表会に関すること○会員大会に関すること○会員事業所の表彰に関す

ること○職員研修等資質向上に関すること○他の部の主管に属さない事項 

経 営 支 援 部 

 

職員数 8 人 

○中小企業の再生支援に関すること○倒産防止に関すること○中小企業の事業承継

に関すること○企業の経営改善に関すること○エキスパートバンク事業に関するこ

と○ワンストップ総合支援事業に関すること○専門相談に関すること○振興委員に

関すること○経営サポート隊に関すること○経営指導員等の資質向上に関すること

○簿記講座に関すること○新入社員講習会に関すること○創業塾（創業スクール）

の開催に関すること○創業及び経営革新に関すること○餃子拡大事業に関すること

○税務及び納税相談等に関すること○消費税転嫁対策窓口相談等事業に関すること

○小規模企業共済制度に関すること○小規模事業者経営改善資金融資及び各種制度

融資に関すること○中小企業相談所の庶務に関すること○小規模事業者持続化補助

金に関すること○経営発達支援計画に関すること○伴走型小規模事業者支援事業に

関すること○その他経営支援に関すること 
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部  名 所  掌  事  務  の  概  要 

地 域 振 興 部 

 

職員数 12 人 

 

○地域産業の振興に関すること○名産品開発（雷都物語）及び地元製品振興に関す

ること○農商工連携及び異業種交流に関すること○ザ・ビジネスモールに関するこ

と○工業団地との交流事業○環境問題に関すること○業者照会に関すること○雇用

及び労務対策に関すること○ジョブ・カード事業に関すること○女性の職場定着支

援事業に関すること○商店街イベントの協力・支援に関すること○宮の市（商業祭）

に関すること○地域商業活性化（商店街研究会・講演会等）事業に関すること○中

心市街地個店販促支援の関すること○中心市街地広域ソフト支援事業に関すること

○中心市街地の活性化に関すること○空き店舗出店促進助成事業に関すること○ふ

るさと宮まつり・餃子まつりに関すること○消費喚起支援事業に関すること○スポ

ーツを活用したまちづくりに関すること○通行量・来街者調査に関すること○東西

基幹公共交通整備に関すること○サブカルチャー集積構想推進に関すること○ミ

ヤ・ジャズインに関すること○栃木デスティネーションキャンペーンに関すること

○北関東中核都市商工会議所連携会議に関すること○貿易関係証明書当発給事業に

関すること○宇都宮ゑびす市事業に関すること○インバウンドに関すること 

 

(2) 事務局職員 

ア 主な職員の役職・氏名 

     事務局長             金 子   敏（役員兼務） 

中小企業相談所長         手 塚 忠 之 

     総務部長              手 塚 忠 之（中小企業相談所長兼務） 

経営支援部長           鈴 木   毅 

地域振興部長           阿 部 訓 久 

     総務部次長            野 沢 恭 久 

経営支援部次長          大 町 純 一 

イ 職員数 

 専任職員 経営指導員 経営支援員 傭員 計(人) 

男 ３ １３ ４ ５ ２５ 

女 ２ ３ １ ３ ９ 

計 ５ １６ ５ ８ ３４ 

 

５ 庶務 

 

(1) 文書  発信文書 ２２２件   受信文書  １，９６３件 

 



 

- 64 - 

 

(2) 表彰・受章 

ア 表彰 

(ｱ) 宇都宮商工会議所表彰 

ａ 当商工会議所表彰規則に基づき、退任役員議員に感謝状と記念品を贈呈した。 

平成２９年６月２６日（月） 

前会頭 北村 光弘 氏（３１年８か月在任） 

ｂ 当商工会議所名誉議員等に関する内規に基づき、退任役員議員に顕彰状の贈呈を行っ 

た。 

平成２９年６月２６日（火） 

名誉会頭 北村 光弘 氏（前会頭） 

ｃ 当商工会議所表彰規則に基づき、褒章受章者及び大臣表彰受章者に記念品を贈呈し祝賀 

顕彰した。 

平成２９年６月２６日（月） 

顧 問 菊池 康雄 氏（旭日中綬章） 

平成２９年１０月２日（月） 

議 員 横松 宏明 氏（国土交通大臣表彰） 

平成２９年１２月１４日（月） 

常議員 田代 康憲 氏（旭日小綬章） 

ｄ 平成２９年度高等学校等優良卒業生１６人を表彰した。 

平成３０年３月 

栃木県立宇都宮商業高等学校 ３人 

栃木県立宇都宮工業高等学校 ２人 

栃木県立宇都宮白楊高等学校 １人 

文星芸術大学附属高等学校  １人 

宇都宮文星女子高等学校   １人 

宇都宮短期大学附属高等学校  １人 

作新学院高等学校   等学校６人 

宇都宮ビジネス電子専門学校 １人 

 

イ 受賞 

(ｱ) 叙勲・褒章 

平成２９年４月２９日（土・祝） 

顧 問 菊池 康雄 氏（旭日中綬章） 
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平成２９年１１月３日（金） 

常議員 田代 康憲 氏（旭日小綬章） 

      会 員 山本 征一郎 氏（旭日単光章） 

      元顧問 太田  周 氏（瑞宝中綬章）  

      会 員 大塚 雅一 氏（藍綬褒章） 

(ｲ) 国土交通大臣表彰 

      平成２９年７月７日（金） 

議 員 横松 宏明 氏 

会 員 相馬 克美 氏 

会 員 五十嵐 薫 氏 

会 員 堀江 育男 氏 

会 員 相村 重雄 氏 

(ｳ) 関東経済産業局長表彰 

平成２９年５月３１日（水） 

       役員表彰 常議員 笠原 正人 氏（２２年９か月在任） 

       議員表彰 鈴運メンテック株式会社（５２年９か月在任） 

   (ｴ) 栃木県知事表彰 

平成２９年９月１２日（火） 

       常議員  若月 章男 氏（１５年１０か月在任） 

       常議員  金  中烈 氏（１５年１０か月在任） 

       議 員  佐藤  節 氏（１５年１０か月在任） 

(ｵ) 日本商工会議所表彰 

ａ 退任役員議員表彰  

平成２９年６月２６日（月） 

会 頭 北村 光弘 氏（３１年８か月在任） 

常議員 増田 仲夫 氏（６年７か月在任） 

ｂ 役員・議員・職員表彰 

平成２９年９月２１日（木） 

副主幹 熊木 清美（３０年６か月勤続） 

副主幹 長谷  眞（２０年６か月勤続） 

副主幹 松本 泰宏（２０年６か月勤続） 

副主幹 平山 英明（２０年６か月勤続） 
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主任主事 髙野 仁美（１０年６か月勤続） 

平成３０年２月１４日（水） 

主任主事 田中 飛鳥（１０年１か月） 

(ｶ) 関東商工会議所連合会会長表彰 

平成２９年６月５日（月） 

ベスト・アクション表彰（地域活性化・まちづくり部門）宇都宮市商店街連盟 

(ｷ) 栃木県商工会議所連合会会長表彰 

      平成２９年９月１２日（火） 

      役員・議員表彰 

       常議員 若月 章男 氏（１５年１０か月在任） 

       常議員 金  中烈 氏（１５年１０か月在任） 

       常議員 佐藤  節 氏（１５年１０か月在任） 

       議 員 片岡 泰三 氏（１５年１０か月在任） 

       議 員 岡安 規男 氏（１５年１０か月在任） 

       議 員 花田 静子 氏（１５年１０か月在任） 

       議 員 菊池  茂 氏（１５年１０か月在任） 

       常議員 増田 武見 氏（６年１０か月） 

       常議員 角  一幸 氏（６年１０か月） 

       常議員 阿久津 平 氏（６年７か月） 

       常議員 瓦井  成 氏（６年３か月） 

       議 員 金柿 説生 氏（６年１０か月） 

       議 員 保坂 和夫 氏（６年１０か月） 

       議 員 和氣 幸雄 氏（６年１０か月） 

       議 員 児玉 博利 氏（６年１０か月） 

       議 員 佐藤 千秋 氏（６年１０か月） 

       議 員 坂本 昭一 氏（６年１０か月） 

       議 員 伴   靖 氏（６年１０か月） 

       議 員 髙橋 啓子 氏（６年１０か月） 

       議 員 田村 哲夫 氏（６年１０か月） 

       議 員 安齋  幸 氏（６年１０か月） 

       議 員 金田 秀壽 氏（６年１０か月） 

       議 員 石川 秋十 氏（６年１０か月） 

       議 員 小矢島 重雄 氏（６年１０か月） 
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      法人役員議員表彰 

       議 員 株式会社福田屋百貨店（５２年２か月在任） 

      職員表彰 

       副主幹 熊木 清美（３０年５か月勤続） 

       副主幹 長谷  眞（２０年５か月勤続） 

       副主幹 松本 泰宏（２０年５か月勤続） 

       副主幹 平山 英明（２０年５か月勤続） 

(ｸ) 栃木県警本部長・栃木県安全運転管理者協議会長連盟表彰 

   平成２９年５月１８日（木） 

   優良安全運転管理者等表彰 

    総務部次長 鈴木  毅 

 

(3) 慶弔、その他 

ア 慶事 

開催年月日 行事名 出席者名 

H29.5.25 宇都宮商店街連盟「創立６０周年記念祝賀会」 会頭、専務理事、常務理

事、理事・事務局長、地

域振興部長、同次長代

理、担当職員 

30 (一社)清原工業団地総合管理協会 設立３０周年記念式典 専務理事 

6. 8 みやみらい２１ 創立３０周年記念の集い 理事・事務局長、地域振

興部次長代理 

7. 7 日光商工会議所 創立７０周年記念式典 会頭、専務理事 

8 佐野商工会議所 創立７０周年記念式典 会頭、専務理事 

9.29 大田原商工会議所 創立７０周年記念式典 会頭、専務理事 

11.15 宇都宮短期大学 創立５０周年記念式典 専務理事 

H30. 2.24 太田周氏 叙勲祝賀会（瑞宝中綬章） 会頭 

3.27 宇都宮オリオン通り商店街振興組合 創立５０周年記念式典 会頭、常務理事、理事・

事務局長、地域振興部長、

同次長代理他 
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イ 弔事 

H29. 4.11 当所議員村上龍也様（㈱村上代表取締役）の御令室村上有紀様ご逝去（家族葬） 

6.12 当所名誉議員竹石俊太様（㈱竹石紙店代表取締役会長）告別式 

8.21 当所名誉議員舘野弘一様（㈲タテノ洋品店代表取締役社長）葬儀 

12. 7 当所常議員佐藤節様（パスキン工業㈱代表取締役）の御令室佐藤幸子様告別式 

H30. 1 .7 当所名誉副会頭七原義一様告別式（家族葬） 

10 当所元副会頭加藤潔様（㈱足利銀行専務取締役）の御母堂加藤昭子様告別式 

2. 1 当所名誉議員神宮晃様（日神工業㈱代表取締役会長）告別式（日神工業㈱と神宮家の合

同葬） 

 

６ 会 議 

 

(1) 議員総会 

ア 通常議員総会（２回開催） 

開催年月日 
場 所 

出席者数 
議 事 ・ 議 事 の 概 要  報 告 事 項 

第１回 

H29. 6.26 

(木) 

宇都宮グラ

ンドホテル 

会議室 

127 人 

議案第１号 平成２８年度事業報告並びに

収支決算の承認について 

議案第２号 会頭の選任について 

議案第３号 副会頭の選任の同意について 

議案第４号 常議員の選任について 

議案第５号 宇都宮商工会議所表彰規則に

基づく退任議員の表彰について 

議案第６号 名誉会頭の名称を贈ることに

ついて 

議案第７号 宇都宮商工会議所委員会副委

員長及び委員の委嘱について 

・各議案とも原案どおり承認された。 

(1) 宇都宮商工会議所個

人情報を含む個人情報

保護方針の一部改正に

ついて 

(2) 宇都宮商工会議所個

人情報保護規則の一部

改正について 

(3) 宇都宮商工会議所特

定個人情報保護規則の

一部改正について 

(4) 宇都宮商工会議所諸 

積立金資金運用規則の 

一部改正について 

(5) 宇都宮商工会議所表

彰規則に基づく祝賀顕

彰について 

(6) 会員及び特別会員の
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開催年月日 
場 所 

出席者数 
議 事 ・ 議 事 の 概 要  報 告 事 項 

加入承認について 

(7) 宇都宮商工会議所顧

問の委嘱替えについて 

(8) 日本商工会議所退任

表彰について 

(9) 関東経済産業局長表

彰について 

(10) 関東商工会議所連合

会ベスト・アクション

表彰について 

第２回 

H30. 3.26 

（月） 

 

 

 

 

 

 

ホテルニュ

ーイタヤ会

議室 

119 人 

 

 

 

 

 

議案第１号 平成３０年度事業計画並びに

収支予算について 

・議案第１号は原案どおり承認された。 

 

 

 

 

(1) 建設部会からの「Ｌ

ＲＴ整備推進事業」及

び「宇都宮駅東口地区

整備事業」に係る事業

発注に関する要望につ

いて 

(2)  「生産性向上特別措 

置法」に基づく導入促 

進基本計画の策定及び

固定資産税の特例措置

に関する要望について 

(3) 会員及び特別会員の 

加入承認について 

(4) 平成３０年度宇都宮

市への予算化及び措置

要望に対する宇都宮市

からの回答について 
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イ 臨時議員総会（１回開催） 

開催年月日 
場 所 

出席者数 
議 事 ・ 議 事 の 概 要  報 告 事 項 

第１回 

H29.12.14 

（月） 

宇都宮グラ

ンドホテル

会議室 

128 人 

議案第１号 副会頭の選任の同意について 

議案第２号 平成２９年度収支予算の補正

について 

・各議案とも原案どおり承認された。 

 

(1)  会員及び特別会員の

加入承認について 

(2) 会員及び特別会員の

加入承認について 

(3) 宇都宮市への平成３

０年度予算化及び措置

要望について 

(4) ベストウイズクラブ

「福祉制度キャンペー

ン PART2」の結果につい

て 

 

(2) 常議員会（４回開催） 

開催年月日 
場 所 

出席者数 
議 事 ・ 議 事 の 概 要  報 告 事 項 

第１回 

H29. 6.26 

（月） 

宇都宮グラ

ンドホテル 

会議室 

37 人 

議案第１号 平成２８年度事業報告並びに

収支決算の承認について 

議案第２号 宇都宮商工会議所個人情報を

含む個人情報保護方針の一部改

正について 

議案第３号 宇都宮商工会議所個人情報保

護規則の一部改正について 

議案第４号 宇都宮商工会議所特定個人情

報保護規則の一部改正について 

議案第５号 宇都宮商工会議所諸積立金資

金運用規則の一部改正について 

議案第６号 宇都宮商工会議所表彰規則に

基づく祝賀顕彰について 

議案第７号 会員及び特別会員の加入承認

について 

(1) 宇都宮商工会議所顧

問の委嘱替えについて 

(2) 日本商工会議所退任

表彰について 

(3) 関東経済産業局長表

彰について 

(4) 関東商工会議所連合

会ベスト・アクション表

彰について 
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開催年月日 
場 所 

出席者数 
議 事 ・ 議 事 の 概 要  報 告 事 項 

 

・各議案とも原案どおり承認された。 

第２回 

H29.10. 2 

（火） 

ホテルニュ

ーイタヤ 

会議室 

28 人 

議案第１号 平成２９年度収支予算の補正

について 

議案第２号 宇都宮商工会議所表彰規則に

基づく会員事業所の表彰につい

て 

議案第３号 宇都宮商工会議所表彰規則に

基づく祝賀顕彰について 

議案第４号 会員及び特別会員の加入承認

について 

 

・各議案とも原案どおり承認された。 

 

第３回 

H29.12.14 

（木） 

宇都宮グラ

ンドホテル 

会議室 

 33 人 

議案第１号 平成２９年度収支予算の補正

について 

議案第２号 宇都宮商工会議所表彰規則に

基づく祝賀顕彰について 

議案第３号 会員及び特別会員の加入承認

について 

 

・各議案とも原案どおり承認された。 

(1) 宇都宮市への平成３

０年度予算化及び措置

要望について 

(2) ベストウイズクラブ

「福祉制度キャンペー

ンＰＡＲＴ２」の結果に

ついて 

第４回 

H30. 3.26 

（月） 

ホテルニュ

ーイタヤ 

会議室 

 35 人 

議案第１号 平成３０年度事業計画並びに

収支予算について 

議案第２号  建設部会からの「ＬＲＴ整備

推進事業」及び「宇都宮駅東口

地区整備事業」に係る事業発注

に関する要望について 

議案第３号  「生産性向上特別措置法」に 

基づく導入促進基本計画の策定 

及び固定資産税の特例措置に関 

する要望について 
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開催年月日 
場 所 

出席者数 
議 事 ・ 議 事 の 概 要  報 告 事 項 

議案第４号  会員及び特別会員の加入承認 

について 

 

・各議案とも原案どおり承認された。 

 

(3) 監査会 

開催年月日 平成２９年６月７日(水) 

        開 催 場 所 宇都宮商工会議所 常議員会室 

        出 席 者 柿沼 賢、川村壽文、八城光男 

監査の結果 平成２８年度の事業報告並びに一般会計及び各種会計の収支決算全般に亘っ

て監査した結果､適正であると認められた｡ 

 

(4) 会頭・副会頭会議 

開催年月日 開催場所 協議事項・報告事項 出席者 

第 1回 

H29. 4.13 

（木） 

東武百貨店

８階バンケ

ットルーム 

１ 議題 

 (1) 諸積立金運用報告について 

 (2) 平成２９年度事務局機構について 

 (3) 平成２９年度主要会議スケジュールについて 

 (4) 平成２９年度ベストウイズクラブ「福祉制度キャン 

ペーンＰＡＲＴ１」及び栃木県内商工会議所共済制度 

統一キャンペーンの実施について 

 (5) その他 

 

 

北村会頭 

増渕・関口

加藤・藤井 

各副会頭 

第 2回 

H29. 5.11 

（木） 

商工会議所 

会頭室・会

員談話室 

 

１ 議題 

(1) 茨城・栃木・群馬三県商工会議所交流会議について 

(2) 「交通未来都市うつのみや」の早期実現を求める活 

動について 

(3) 議員職務執行者の変更について 

(4) 平成２９年度春の叙勲・褒章受章について 

(5) その他 

 

 

北村会頭 

増渕・関口

加藤 

各副会頭 
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開催年月日 開催場所 協議事項・報告事項 出席者 

第 3回 

H29. 6. 8 

(木) 

商工会議所 

会頭室 

 

１ 議題 

(1) 平成２９年度第１回常議員会並びに通常議員総会

提出議案及び報告事項等について 

 (2) リンク栃木ブレックス優勝パレード・優勝報告会の

結果について 

 (3) その他 

北村会頭 

増渕・関口 

各副会頭 

第 4回 

H29. 7.21 

(金) 

宇都宮東武

ホテルグラ

ン デ ２ 階 

日本料理簾 

１ 議題 

(1) 全国ベストウイズクラブ福祉共済制度キャンペー

ン結果について 

(2) 第４２回ふるさと宮まつりへの参加について 

 (3) 全国商工会議所観光振興大会２０１６in前橋につ 

   いて 

 (4) 栃木県商工会議所議員大会について 

 (5) その他 

関口会頭 

増渕・加藤

藤井・喜谷 

各副会頭 

第 5回 

H29. 9.14 

(木) 

商工会議所 

会頭室 

 

１ 議題 

(1) 平成２９年度第２回常議員会提出議案について 

(2) 平成２９年度ふるさと宮まつり協賛金募集結果に 

  ついて 

 (3) その他 

関口会頭 

増 渕 ・ 藤

井・喜谷 

各副会頭 

第 6回 

H29.10.12 

(木) 

商工会議所 

会頭室 

 

１ 議題 

(1) 宇都宮市への平成３０年度予算化及び措置要望に

ついて 

(2) 諸積立金等運用報告について 

 (3) 秋のイベント開催について 

 (4) その他 

関口会頭 

増渕・加藤

藤井 

各副会頭 

第 7回 

H29.11.13 

(月) 

商工会議所 

会頭室 

 

１ 議題 

(1) 平成２９年度第３回常議員会並びに臨時議員総提 

  出議案について 

(2) 平成２９年度秋の叙勲・褒章について 

 (3) 平成３０年度新規採用職員の選考状況について 

 (4) 秋のイベント開催報告について 

 (5)  その他 

 

関口会頭 

増渕・加藤

藤井・喜谷 

各副会頭 
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開催年月日 開催場所 協議事項・報告事項 出席者 

第 8回 

H29.12.14 

(木) 

宇都宮グラ

ンドホテル 

１ 議題 

(1) 副会頭の選任の同意について 

(2) 職務執行者の変更について 

 (3) 平成３０年度新規採用職員について 

 (4) ベストウイズクラブ「福祉制度キャンペーンＰＡＲ

Ｔ２」の結果について 

 (5)  年末年始のスケジュールについて 

 (6) 宇都宮市商店街連盟に対するＪＲ宇都宮駅西側に

おける公共交通ネットワーク再編に関する説明会及

び意見交換会の結果について 

 (7) その他 

関口会頭 

増渕・加藤 

藤井・喜谷 

各副会頭 

第 9回 

H30. 1.12 

(金) 

 

東武ホテル

グランデ２

階 中華料

理竹園 

１ 議題 

(1) 平成２９年度第２回新商品・新サービス合同プレス

発表会並びに会員交流会の開催について 

(2) 宇都宮・清原工業団地役員と宇都宮商工会議所役員

との交流会開催について 

 (3) 瑞穂野工業団地役員と宇都宮商工会議所役員との

交流会開催について  

 (4) 宇都宮まちゼミの実績と開催概要について 

 (5)  その他 

関口会頭 

増渕・藤井 

清水 

各副会頭 

第 10回 

H30. 2. 8 

(木) 

商工会議所

会頭室 

１ 議題 

(1) 平成２９年度宇都宮商工会議所事業計画（素案）並

びに収支予算（素案）について 

(2) ＪＲ宇都宮駅東口地区整備事業に関する説明会に

ついて 

(3) その他 

関口会頭 

増渕・藤井 

喜谷・清水

各副会頭 

第 11回 

H30. 3. 8 

 (木) 

商工会議所 

会頭室 

 

１ 議題 

(1) 平成２９年度第４回常議員会並びに通常議員総会 

   提出議案について 

 (2) その他 

関口会頭 

増渕・藤井 

清水 

各副会頭 
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(5) 部会 

部会名 開催年月日 事業内容 出席者 

商業小売部会 H29. 7.18 第１回役員・評議員会議 

１ 議題 

 (1) 副部会長の互選について 

(2) 平成２８年度部会活動報告について 

(3) 平成２９年度部会活動計画（案）について 

(4) 意見交換 

１４人 

 H30. 3. 7 

 

視察研修会（宇都宮市商店街連盟合同） 

１ 視察先 

 (1) 高円寺純情商店街（東京都杉並区） 

 (2) パルコヤ上野（東京都台東区） 

１２人 

 H30. 3. 8 全部会合同、食品業界交流会、宇都宮雷都物語メーカー協議会

主催「食品セミナー」（主管：食品工業部会） 

１ 講演 

(1) テーマ 「力士のチカラの源～相撲界の「ちゃんこ」と

は～」 

 (2) 講 師 大相撲ライター   佐藤 祥子 氏 

        相撲漫画家(元力士) 琴剣 淳弥 氏 

４０人 

商業卸部会 H29．6.29 第１回役員・評議員会議 

１ 議題 

(1) 平成２８年度事業報告について 

(2) 平成２９年度事業計画（案）について 

２ 意見交換（景況等） 

３ 交流会 

１５人 

 H30. 3. 8 全部会合同、食品業界交流会、宇都宮雷都物語メーカー協議会

主催「食品セミナー」（主管：食品工業部会） 

１ 講演 

(1) テーマ 「力士のチカラの源～相撲界の「ちゃんこ」と

は～」 

 (2) 講 師 大相撲ライター   佐藤 祥子 氏 

        相撲漫画家(元力士) 琴剣 淳弥 氏 

４０人 

金属工業部会 H29. 7.12 第１回役員・評議員会議 

１ 議題 

(1) 副部会長の互選について 

 (2) 平成２８年度事業報告について 

(3) 平成２９年度事業計画（案）について 

 (4) 意見交換 

 

６人 
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部会名 開催年月日 事業内容 出席者 

 H29.11.17 工業３部会主催「合同視察研修会」（主管：一般工業部会） 

１ 内 容 新価値創造展２０１７ 

      （第１３回中小企業総合展 東京） 

２ 会 場 東京ビッグサイト 

１１人 

 

 H30. 3. 8 全部会合同、食品業界交流会、宇都宮雷都物語メーカー協議会

主催「食品セミナー」（主管：食品工業部会） 

１ 講演 

(1) テーマ 「力士のチカラの源～相撲界の「ちゃんこ」と

は～」 

 (2) 講 師 大相撲ライター   佐藤 祥子 氏 

        相撲漫画家(元力士) 琴剣 淳弥 氏 

４０人 

 

一般工業部会 H29. 7.12 第１回役員・評議員会議 

１ 議題 

(1) 平成２８年度事業報告について 

 (2) 平成２９年度事業計画（案）について  

(3) 情報交換 

９人 

 H29.11.17 工業３部会主催「合同視察研修会」（主管：一般工業部会） 

１ 内 容 新価値創造展２０１７ 

      （第１３回中小企業総合展 東京） 

２ 会 場 東京ビッグサイト  

１１人 

 

 H30. 3. 8 全部会合同、食品業界交流会、宇都宮雷都物語メーカー協議会

主催「食品セミナー」（主管：食品工業部会） 

１ 講演 

(1) テーマ 「力士のチカラの源～相撲界の「ちゃんこ」と

は～」 

 (2) 講 師 大相撲ライター   佐藤 祥子 氏 

        相撲漫画家(元力士) 琴剣 淳弥 氏 

４０人 

 

食品工業部会 H29．6.27 第１回役員・評議員会議 

１ 議題 

(1) 平成２８年度事業活動報告及び平成２９年度事業活動

計画（案）について 

２ 情報交換 

 

１１人 

 H29.11.17 

 

 

工業３部合同視察研修会 

１ 内容 新価値創造展２０１７ 

（第１３回中小企業総合展 東京）  

２ 会場 東京ビッグサイト 

 

１１人 
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部会名 開催年月日 事業内容 出席者 

 H30．3. 8 全部会合同、食品業界交流会、宇都宮雷都物語メーカー協議会

主催「食品セミナー」（主管：食品工業部会） 

１ 講演 

(1) テーマ 「力士のチカラの源～相撲界の「ちゃんこ」と

は～」 

 (2) 講 師 大相撲ライター   佐藤 祥子 氏 

        相撲漫画家(元力士) 琴剣 淳弥 氏 

 

４０人 

建設部会 H29. 6.23 

 

第１回役員・評議員会議 

１ 議題 

 (1) 平成２８度事業報告及び平成２９年度事業計画（案）に

ついて 

２ 情報・意見交換 

３ その他 

４ 懇親会 

 

１８人 

 H29.12.22 

 

第２回役員・評議員会議 

１ 説明事項 

(1) テーマ 「経営力向上計画策定について」 

(2) 説明者 宇都宮商工会議所 経営支援部 

       次長 大町 純一 

２ 情報・意見交換 

３ その他 

４ 懇親会 

 

１５人 

 

 H30. 2.27 第３回役員・評議員会議 

１ 議題 

 (1) 宇都宮市への要望について 

 (2) その他 

 

２２人 

 

 H30. 3. 9 全部会合同、食品業界交流会、宇都宮雷都物語メーカー協議会

主催「食品セミナー」（主管：食品工業部会） 

１ 講演 

(1) テーマ 「力士のチカラの源～相撲界の「ちゃんこ」と

は～」 

 (2) 講 師 大相撲ライター   佐藤 祥子 氏 

        相撲漫画家(元力士) 琴剣 淳弥 氏 

 

４０人 
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部会名 開催年月日 事業内容 出席者 

金融部会 H29.7.11 第１回役員・評議員会議 

１ 議題 

(1) 副部会長及び副分科会長の互選について 

(2) 平成 28 年度部会活動報告 

(3) 平成 29 年度部会活動計画（案） 

(4) 意見交換（景況について） 

２４人 

 H29.12.26 職場見学会 

１ 実施場所 ㈱栃木銀行、明治安田生命保険（相）宇都宮支

社、東京海上日動火災保険㈱栃木支店、大和証券

㈱宇都宮支店） 

２ 参 加 者 栃木県立宇都宮商業高等学校１～２年生  

見学会 

２４人 

 H30.3.8 全部会合同、食品業界交流会、宇都宮雷都物語メーカー協議会

主催「食品セミナー」（主管：食品工業部会） 

１ 講演 

(1) テーマ 「力士のチカラの源～相撲界の「ちゃんこ」と

は～」 

 (2) 講 師 大相撲ライター   佐藤 祥子 氏 

        相撲漫画家(元力士) 琴剣 淳弥 氏 

４０人 

 H30.3.14 第２回役員・評議員会議 

１ 議題 

(1) 職場見学会の実施報告 

(2) 意見交換（職場見学会・景況等について） 

(3) その他 

１５人 

交通運輸部会 H29．9.7 

 

 

 

第１回役員・評議員会議 

１ 議題  

(1) 正副部会長、貨物運輸分科会長及び評議員の互選につ 

いて 

(2) 平成２８年度部会活動報告について 

(3) 平成２９年度部会活動計画について 

２ 情報交換 

(1)  景況・業界動向等について 

１９人 

 

 

 

 H30．3. 8 全部会合同、食品業界交流会、宇都宮雷都物語メーカー協議会

主催「食品セミナー」（主管：食品工業部会） 

１ 講演 

(1) テーマ 「力士のチカラの源～相撲界の「ちゃんこ」と

は～」 

 (2) 講 師 大相撲ライター   佐藤 祥子 氏 

        相撲漫画家(元力士) 琴剣 淳弥 氏 

４０人 
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部会名 開催年月日 事業内容 出席者 

環境衛生部会 H29. 6.28 第１回役員・評議員会議 

１ 議題 

 (1) 副分科会長の互選について 

 (2) 評議員の互選について 

 (3) 平成２８年度の部会活動報告について 

 (4) 平成２９年度の部会活動計画（案）について 

２ 情報交換 

(1) 自社又は業界の景況等について 

３ セミナー 

 (1) テーマ 

ア インバウンド（訪日外国人旅行客）の現状と課題 

イ ＢＣＰ（事業継続計画）の策定 

(2) 講 師   東京海上日動火災保険㈱栃木支店宇都宮支社 

支店長代理 佐賀 威仁 氏 

業務グループ課長兼業務品質部 

企画グループ参事 佐藤 勝美 氏 

 

８人 

 H30. 3. 8 全部会合同、食品業界交流会、宇都宮雷都物語メーカー協議会

主催「食品セミナー」（主管：食品工業部会） 

１ 講演 

(1) テーマ 「力士のチカラの源～相撲界の「ちゃんこ」と

は～」 

 (2) 講 師 大相撲ライター   佐藤 祥子 氏 

        相撲漫画家(元力士) 琴剣 淳弥 氏 

４０人 

情報・サービ

ス部会 

H29．6.20 第１回役員・評議員会議 

１ 議題 

(1) 平成 28 年度部会活動報告について 

(2) 平成 29 年度部会活動計画（案）について 

２ 情報交換 

 

２６人 

 

 

 

 

 H29. 8.24 IT 活用セミナー 

１ 内 容 

(1) 講演 「5つの IT ツール IT 活用による業務効率ｱｯﾌﾟ」 

(2) 講師 イーンスパイア㈱ 

        代表取締役 横田 秀珠 氏 

 

２９人 
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部会名 開催年月日 事業内容 出席者 

 H29. 9. 20 情報セキュリティセミナー 

１ 内 容 

(1) 講演 「2017 年度ＩＰＡ中小企業情報セキュリティ 

講習能力養成セミナー」 

(2) 講師 独立行政法人情報処理推進機構 

技術本部セキュリティー普及グループ 

佐藤 裕一 氏 

２３人 

 H30．3. 8 全部会合同、食品業界交流会、宇都宮雷都物語メーカー協議会

主催「食品セミナー」（主管：食品工業部会） 

１ 講演 

(1) テーマ 「力士のチカラの源～相撲界の「ちゃんこ」と

は～」 

 (2) 講 師 大相撲ライター   佐藤 祥子 氏 

        相撲漫画家(元力士) 琴剣 淳弥 氏 

４０人 

 

(6) 委員会 

委員会名 開催年月日 事業内容 出席者 

総務企画委員会 H29. 8 .31 

 

第１回会議（正副会頭との懇談会） 

１ 総務企画委員会にお願いしたいこと 

２ 総務企画委員会の研究テーマについて（意見交換） 

正副会頭

５人 

委員 

７人 

 H30. 3 .19 第２回会議 

１ 第４期中期事業計画 平成２９年度主要事業検証につ

いて 

２ 平成３０年度事業について 

 

５人 

企業経営委員会 H29. 7. 3 第２回会議 

１ 報告事項 

 (1) 第１回委員会結果報告について 

２ 協議事項 

 (1) 委員会の調査・研究事項について 

 (2) 情報交換（業界動向及び景況などについて） 

 

８人 

 H29.12.20 第３回会議 

１ 報告事項 

 (1) 第２回委員会結果報告について 

２ 協議事項 

 (1) 委員会の調査・研究事項について 

 (2) その他 

５人 
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委員会名 開催年月日 事業内容 出席者 

３ 講  話 

 (1) テーマ 「栃木県における人材確保人材育成に係る

取組みについて」～雇用対策、ＵＩＪターン等～ 

 (2) 講 師 栃木県産業労働観光部 労働政策課 雇用

対策担当（ＧＬ） 課長補佐 柳田 雅美 氏 

産業振興委員会 H29. 7. 6 

 

第１回会議 

１ 講話 

(1) テーマ 「宇都宮市 第６次総合計画について」 

 (2) 講話者 宇都宮市職員 

２ 内容 

 (1) 調査研究事項について 

 (2) 平成２９年度活動計画（案）について 

 (3) 意見交換 

１１人 

 

まちづくり委員会 

 

H29. 7.14 第１回会議 

１ 講話 

(1) テーマ ＬＲＴによるまちづくりについて 

説明者 宇都宮市建設部ＬＲＴ整備室 

        建設部協働広報室 

        総合政策部交通政策課 

２ 議事 

 (1) 平成２９年度活動計画（案）について 

 (2) 意見交換 

１９人 

 H29. 9.22 第１回正副委員長会議 

１ 議事 

(1) 委員会のすすめ方について 

(2) 今後のスケジュールについて 

正副委員長 

 H29. 11.24 第２回会議 

１ 講話 

(1)  テーマ ネットワーク型コンパクトシティのまちづ  

くり～中心市街地における拠点形成につい 

て～ 

説明者 宇都宮市都市整備部市街地整備課 

 (2) 意見交換 

１５人 

 H30. 3. 7 第３回会議 

１ 議事 

(1) 協議テーマ ＬＲＴによる中心市街地の賑わいと魅 

力づくりについて～宇都宮の街に何が 

必要で、どう変えていくのか～ 

(2)  意見交換 

１９人 
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委員会名 開催年月日 事業内容 出席者 

地域活性化委員会 H29. 6.28 第１回会議 

１ 講話 

テーマ 交流人口の増加に向けて 

～都市魅力創造課の取組を中心に～ 

講話者 宇都宮市 経済部 都市魅力創造課 

課長 青木 克之 氏 

大谷振興室 室長 田代 丞 氏 

２ 議題 

(1) 調査・研究事項について 

(2) 委員会の進め方（年間スケジュール）について 

(3) その他 

１１人 

 H29.11.18 第２回会議 

１ 議題 

(1) 調査・研究事項について 

(2) 委員会の進め方（年間スケジュール）について 

(3) その他 

２ 石の街うつのみやシンポジウムに参加 

（主催 NPO 法人大谷石研究会） 

１１人 

環境・福祉委員会 H29. 6.21 第１回会議 

１ 平成２９年度障がい者・高齢者の雇用促進事業について 

２ 平成２９年度第１回宇都宮市障がい者自立支援協議会 

就労支援部会の報告について 

１０人 

 H30. 3.16 第２回会議 

１ 平成２９年度障がい者・高齢者の雇用促進事業アンケー 

ト結果について 

２ 宇都宮市の障がい福祉関連施策について 

１０人 

東西基幹公共交通

整備特別委員会 

 

 

H29. 9. 2 ＬＲＴの早期着工を目指す市民大会 

１ 講演 

(1) テーマ 地方はどう変わる～ＬＲＴがもたらすも 

    の～ 

(2) 講 師 衆議院議員・ＬＲＴ推進議員連盟会長 

     逢沢 一郎 氏 

２ 大会決議 

3,000 人 

 

 H29.11.13 栃木県ＬＲＴ研究会作業部会との第１回合同会議 

１ 報告  

(1)  ＬＲＴの早期着工を目指す市民大会について 

２ 議題 

(1) ＬＲＴの現状と今後について 

    説明者 宇都宮市建設部ＬＲＴ整備室 

            総合政策部交通政策課  

２３人 

内 7 人 
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委員会名 開催年月日 事業内容 出席者 

 (2) 意見交換 

 H30. 3.15 

 

 

栃木県ＬＲＴ研究会作業部会との第２回合同会議 

１ 議題 

(1) ＬＲＴの西側延伸の必要性と課題について 

(2) 意見交換 

１７人 

内 6 人 

 

 

 H30. 3.22 交通まちづくりシンポジウム（栃木県ＬＲＴ研究会作業部

会・東西基幹公共交通整備特別委員会・ＬＲＴの早期着工を

目指す市民大会実行委員会・特定非営利活動法人宇都宮まち

づくり推進機構主催） 

１ 講演 

(1) 基調講演  公共交通とクルマの「かしこい」付き合 

い方―クルマ利用は、ほどほどに！― 

(2)  講師 京都大学大学院工学研究科 

教授  藤井 聡 氏 

２ 座談会 

(1) テーマ 「歩いて楽しい街 うつのみや」 

(2) 話し手  

京都大学大学院工学研究科教授  藤井  聡 氏 

宇都宮市副市長 吉田 信博 氏 

関東自動車㈱取締役専務執行役員 吉田 元 氏 

下野新聞社宇都宮まちなか支局記者 多里 まりな 氏 

(3)  聞き手 

栃木県ＬＲＴ研究会作業部会長・宇都宮まちづくり

推進機構理事長 須賀 英之 氏 

100 人 

 

 (7) その他の会議 

ア 議員による諸行事 

(ｱ) 議員懇話会 

行 事 開催年月日 事業内容 出席者 

事業担当役員会 H29. 5.26 １ 平成２８年度事業報告並びに収支決算報告について 

２ 平成２９年度事業計画（案）並びに収支予算（案）につ

いて 

＜会場：当商工会議所 会頭室＞ 

８人 

監査会 H29. 5.29 １ 平成２８年度事業報告並びに収支決算報告について 

＜会場：当商工会議所 会頭室＞ 

５人 

第１回役員会 H29. 6. 8 １ 議員懇話会総会の提出議案について ２２人 
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行 事 開催年月日 事業内容 出席者 

(1) 平成２８年度事業報告並びに収支決算報告について 

(2) 平成２９年度事業計画（案）並びに収支予算（案）に

ついて 

＜会場：割烹 中村＞ 

総会 H29. 6.26 

 

 

１ 平成２８年度事業報告並びに収支決算報告について 

２ 平成２９年度事業計画（案）並びに収支予算（案）につ

いて 

＜会場：宇都宮グランドホテル 平安の間＞ 

９３人 

事業担当役員会 

（研修会・朝食会

担当） 

H29. 7. 3 １ 研修会について 

２ 朝食会について 

＜会場：当商工会議所 会員談話室＞ 

９人 

第１回朝食会 H29. 8.22 講師 ㈱アイ・シー・エス 代表取締役会長 池田 勇介 氏 

演題 ＩＴの今、これから 

＜会場：宇都宮グランドホテル 扇の間＞ 

３６人 

事業担当役員会 

（視察会担当） 

H29. 9.13 １ 視察会について 

＜会場：当商工会議所 会員談話室＞ 

７人 

第２回朝食会 H29. 9.26 講師 小説家・劇作家・演出家・シナリオライター 

    秦 建日子 氏 

演題 映画製作は地方創生のツールとなり得るか？ 

＜会場：宇都宮グランドホテル 扇の間＞ 

４０人 

視察会 

（東京方面） 

H29.10.24 １ 視察先 鳩山会館、ＧＩＮＺＡ ＳＩＸ 

２ 食事  帝国ホテル、神楽坂料亭加賀 

２２人 

事業担当役員会 

（忘年会担当） 

H29.10.31 １ 忘年会について 

＜会場：当商工会議所 会員談話室＞ 

６人 

研修会 H29.11. 9 

 

全国商工会議所観光振興大会 2017ｉｎ前橋 

１ 分科会 

２ 全体交流会 

＜会場：グリーンドーム前橋他＞ 

２８人 

忘年会 H29.12.14 忘年会 

１ 宇都宮餃子ブースの設置 

２ 地酒ブースの設置 

３ お楽しみ抽選会 

９７人 
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行 事 開催年月日 事業内容 出席者 

４ 残しま１０（テン）運動 

＜会場：宇都宮グランドホテル 平安の間＞ 

事業担当役員会 

（朝食会担当） 

H30. 1.31 １ 朝食会について 

＜会場：当商工会議所 会頭室＞ 

６人 

事業担当役員会 H30. 3. 5 １ 平成２９年度事業の進捗状況について 

２ 議員懇話会アンケート結果について 

３ 平成３０年度事業計画（案）並びに収支予算（案）につ

いて 

＜会場：宇都宮商工会議所 常議員会室＞ 

５人 

第３回朝食会 H30. 3.13 講師 ㈱栃木ブレックス 代表取締役社長 鎌田 眞吾 氏 

演題 プロバスケットボールチーム栃木ブレックスの地域に 

根差したクラブ運営 

＜会場：ホテルニューイタヤ 天平の間＞ 

４７人 

第２回役員会 H30. 3.14 １ 平成２９年度事業の進捗状況について 

２ 議員懇話会臨時総会の提出議案について 

＜会場：割烹 中村＞ 

１８人 

臨時総会 H30. 3.26 平成３０年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について 

＜会場：ホテルニューイタヤ 天平の間＞ 

７５人 
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７ 事業 

  

(1) 各種事業活動 

ア 企業活力の強化 

(ｱ) 中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業 

      中小企業・小規模事業者が抱える複雑化・高度化・専門化した経営課題に対応するため、

地域の支援機関等による中小企業支援機関の連携体である地域プラットフォームの代表機

関として支援機関等の連携強化や支援能力の向上を図ることにより、中小企業・小規模事

業者が抱える経営課題解決への支援を強化し、各種中小企業施策等の情報提供を行った。 

     ａ 専門家派遣 ２６件 

     ｂ 相談内容 創業０件、雇用・労務管理１件、経営革新４件、販売拡大・販路支援１５件、

資金繰り０件、事業の見直し０件、その他６件 

    本事業により得られた成果 

    中小企業・小規模事業者の複雑化・高度化・専門化する経営課題を、経営指導員が的確に把 

握し、経営課題解決に向けた適切な助言を行った。さらに専門性の高い相談者に対しては、各 

種情報の提供や専門家を派遣して的確な指導・助言を行い、経営課題の解決に繋げることがで 

きた。 

 

(ｲ) 経営サポート隊事業 

      経営サポート隊は、会員事業所の各種課題解決を支援するため又、職員の経営支援のスキ 

     ルの向上及び業務知識・ノウハウの共有を図るため、平成１８年度から設置している。平成   

     ２９年度は職員に対する勉強会を４回７項目（事業承継運動について、経営力向上計画につ 

いて、中小企業・小規模企業のＩＴ支援について、平成２９年度補正予算・小規模事業者持

続化補助金の公募内容について、とちぎ地域企業応援ネットワークポータルサイトについて、

平成２９年度補正予算・小規模事業者持続化補助金について、企業支援における上手なヒア

リング術について）を実施した。 

本事業により得られた成果 

職員が最新の経営支援施策等を理解することができ、適切な支援に繋げることができた。 

 

(ｳ) 宇都宮商工会議所振興委員 

当商工会議所が委嘱する２６人の振興委員により、管内中小・小規模事業者等に対し、当 

     商工会議所が実施する各種事業の普及を図った。 

また、振興委員それぞれに担当職員を配置し、定期訪問・連絡（毎月１回以上）を徹底し、

地域の情報や景況、企業動向等の情報把握に努めた。 
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ａ 会議・研修会等の開催状況 

開催年月日 名 称 出席者 

H29. 4.27 

H29.10.20 

第１回連絡会議 

平成 29 年度（第 39 回）栃木県商工会議所振興員研究集会（宇都宮市） 

１６人 

１１人 

ｂ 振興委員活動状況 

項目 会員勧奨 会議所案内 経営相談 資料配布 計 

件数 ２７件 ９３件 ６１件 ７０６件 ８８７件 

ｃ 振興委員名簿(２６人) 

氏 名 事業所名 業 種 担当部 

今 泉 知 明 

今 井 キ ヨ 

小 古 山 峯 雄 

小 松 正 治 

佐 藤 勝 一  

杉 本 も と 子 

長 谷 川 博 夫 

峰 岸 和 正 

山 室 正 志 

鳥貞㈲ 

㈱松本 

アド・エイディアイ 

㈱小松工業 

㈲鏡池堂 

杉本美容室 

㈱デザインオフィス・スイッチ 

峰岸商店 

㈱東武宇都宮百貨店 

飲食業 

畳製造小売業 

デザイン業 

産業用機械製造業 

印章・ゴム印小売業 

美容業 

デザイン業 

婦人服小売業 

百貨店 

総 

務 

部 

９人 

相 澤 美知子 

五 十 嵐  賢 

市 村 耕 三 

伊 藤 公 子 

伊 藤 繁 幸 

岡 田 俊 光 

尾 野  哲 

菊 地 芳 弘 

矢 嶋 史 朗 

㈲オーヴァル 

㈲マルシン靴店 

ヘアーサロンカワワ 

㈲栃木労務管理事務所 

㈱ケーアイ 

㈲マルオカ商店 

オノオフィス 

㈲カメラのカズサヤ 

マストー商事㈱ 

洋品雑貨小売業 

靴小売業 

理容業 

社会保険労務士 

事務用機械器具卸売業 

婦人服小売業 

中小企業診断士 

写真機・写真材料小売 

不動産管理業 

経 

営 

支 

援 

部 

９人 

池 田 克 雄  

柿 沼 康 夫 

瀧 野 光 太 郎 

竹 川 哲 夫 

田 中 正 司 

樋 口 勇 一 

山 田 義 治 

渡 辺 正 昭 

㈱池田石材工務店 

クリーニングマエダ 

滝野屋米店 

㈱タケカワ 

日東燃機工業㈱ 

高級フランス菓子 ロワイヤル 

㈱スキット 

渡辺正昭税理士事務所 

石材加工業 

クリーニング業 

米穀・灯油小売業 

時計小売業 

機械器具設置工事業 

洋菓子製造小売業 

経営コンサルタント業 

税理士 

地 

域 

振 

興 

部 

 

８人 

本事業により得られた成果 

地域や商店街、業種組合等の動向を定期的に掴むことができ、収集した情報が景気判断や
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意見・要望等の材料として役立った。 

また、県内商工会議所振興委員研究集会に参加し、他の商工会議所振興委員との交流や

情報交換により、商工会議所活動における地域振興に対する理解を深めた。 

 

(ｴ) 創業スクール（栃木県商工会議所創業スクール） 

      創業希望者や創業のアイデアを持って創業意欲がある方等を対象に、創業の意識啓発と 

早期創業の実現を目的に、創業の心構えから創業準備の基礎知識、助成金活用のポイント、 

ビジネスプラン作成など、創業に必要な基礎知識を習得し、スムーズな創業に向けての支援 

を目的として、（一社）栃木県商工会議所連合会及び栃木県内９商工会議所主催（当商工会 

議所主管）による創業スクールを３日間（１２講座）実施した。  

     a 日時 平成２９年１０月８日（日）・１５日（土）・２９日（日） 

                  午前の部 午前９時３０分～午後１２時３０分 

     午後の部 午後１時３０分～午後５時３０分 

b 会場 当商工会議所 大会議室 

c 受講者数 ４人（全講座受講者４人） 

回 実 施 日 時  内      容 講     師 参加者 

１ 
10 月 8 日(日) 

9:30～10:30 

ビジネスプランの作成準備 

ビジネスプランの目的 
中小企業診断士 

 青山 直子 氏 

４人 

２ 
10 月 8 日(日) 

10:30～11:30 

創業の心構え 

起業家に求められる能力 

事業を成功に導く要素 

４人 

３ 
10 月 8 日(日) 

11:30～12:30 

経営理念の重要性 

経営戦略、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの作り方 
中小企業診断士 

 江田 彰 氏 

４人 

４ 
10 月 8 日(日) 

13:30～15:30 

自分の強み弱みを知る 

（自己分析） 

地域資源活用（地域連携） 

４人 

５ 
10 月 8 日(日) 

15:30～17:30 

ビジネスアイデアの意見交換

（グループワーク） 

ビジネスプランの作成 

中小企業診断士 

 佐藤 秀紀 氏 

 松本 誠謙 氏 

４人 

６ 
10 月 15 日(日) 

9:30～12:30 

商圏把握 

売上予測と損益計画 

販路開拓 

中小企業診断士 

小峰 俊雄 氏 
４人 

７ 
10 月 15 日（日） 

13:30～15:30 

マーケティング理論 

市場分析、自社の商品・サービ

スの強み 

中小企業診断士 

 東 健司 氏 
４人 

８ 
10 月 15 日(日) 

15:30～17:30 

創業に必要な手続き 

個人と法人の違い 

事業活動に伴うリスク 

社会保険労務士 

 池田 功 氏 
４人 
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回 実 施 日 時  内      容 講     師 参加者 

９ 
10 月 29 日(日) 

9:30～12:30 

会計の基礎知識 

B/S、P/L の作り方と活かし方 

収支計画の作り方 

税理士 

 児玉 博利 氏 
４人 

10 
10 月 29 日(日) 

13:30～14:00 
創業資金の調達方法 

日本政策金融公庫宇都宮支店 

国民生活事業部 

融資第二課長 原 隆文 氏 

４人 

11 
10 月 29 日(日) 

14:00～14:30 
信用保証協会と保障制度 

栃木県信用保証協会 

経営支援室長 安西 克巳 氏 
４人 

12 
10 月 29 日(日) 

14:30～17:30 

ビジネスアイデアの意見交換 

（ワークショップ） 

ビジネスプランの作成（まとめ） 

中小企業診断士 

 田中 義博  氏 

 尾野  哲  氏 

 高井 宏治  氏 

４人 

本事業により得られた成果 

「経営に関する知識・ノウハウ」「経営者としての心構え」や「外部・内部環境分析」及び

「会計知識」等、創業に必要な実務のポイントとビジネスモデルの構築、創業計画書の作成

についてワーキングや各専門家による講義を行い、創業を希望する方の早期創業の実現に繋

がる支援ができた。 

 

(ｵ) 創業者個別支援事業 

a 創業者個別支援事業 

          (a) 創業希望者や創業間もない事業者に対し、当商工会議所の経営指導員等が巡回や窓口 

             相談を通じて個々の課題解決に向けて支援を実施した。 

(b)  巡回指導件数９件、窓口指導件数１４１件 

b 起業希望者交流＆個別相談会 

(a) 開催日時 平成２９年１２月１４日（木）午後６時００分～午後８時３０分 

(b) 会  場 トヨタウッドユーホーム すまいるプラザ（市内竹林町１０６３－３） 

(c) 内  容 創業体験談、個別相談会、交流会 

(d) 講 話 者 ㈱ポリ・スタジオ 代表取締役 野崎 靖 氏 

リッチ オリオン通り店 代表 緑川 正美 氏 

     (e) 参加者数 ３２人 

(f) 相談件数 １９件 

本事業により得られた成果 

当商工会議所の窓口や巡回訪問を通して、創業予定者の創業計画作成支援を行ったほか、

交流会においては、うつのみや起業家支援ネットワークと共催で実施したことにより、各創
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業支援機関が支援した創業予定者の人脈づくりに繋がったほか、個別相談会を併催して創業

予定者の課題解決を支援した。 

 

(ｶ) 宇都宮餃子拡大事業 

協同組合宇都宮餃子会と連携し、地域ブランド「宇都宮餃子」のさらなる発展と、当商工

会議所会員並びに協同組合宇都宮餃子会会員店舗数の拡大を目的に「宇都宮餃子拡大普及・

啓発セミナー＆飲食店開業個別相談会」を実施した。 

     ａ 宇都宮餃子拡大普及・啓発セミナー 

(a) 開催日時 平成３０年３月２５日（日）午後１時～午後２時１５分 

      (b) 場所 宇都宮商工会議所 常議員会室 

(c) 参加者数 １２人 

(d) 内容 みんなで作ってきた餃子の街宇都宮！挑戦の裏物語 

(e) 講師 協同組合宇都宮餃子会 理事兼事務局長 鈴木 章夫 氏 

     b 飲食店開業個別相談会 

(a) 実施日 平成３０年３月２５日（日）午後２時２０分～午後３時００分 

(b) 場所 宇都宮商工会議所 会員談話室 

(c) 相談員 中小企業診断士 半田 富男 氏 

(d) 相談者 １人 

本事業により得られた成果 

セミナーを開催することにより、地域ブランド「宇都宮餃子」のこれまでの取り組みな

どを広く周知することができた。また飲食店開業個別相談会を開催することで、開業予定

者の開業に対する課題解決に結びつけた。 

 

(ｷ) 一日公庫（金融相談会） 

      事業資金の調達を希望する中小企業・小規模事業者等に対し、日本政策金融公庫（国民生

活事業）の担当者による相談会を実施した。 

     ａ １回目 

      (a) 開催日時 平成２９年７月１１日（火）午前１０時～午後３時 

      (b) 会  場 当商工会議所 常議員会室 

      (c) 相 談 員 日本政策金融公庫（国民生活事業）融資担当者 

      (d) 内  容 運転資金、設備資金に関する相談 

      (e) 相談者数 ３社 

     ｂ ２回目 

       (a) 開催日時 平成２９年１１月９日（木）午前１０時～午後４時 

      (b) 会  場 当商工会議所 会員談話室 
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      (c) 相 談 員 日本政策金融公庫（国民生活事業）融資担当者 

      (d) 内  容 運転資金、設備資金に関する相談 

      (e) 相談者数 １社 

本事業により得られた成果 

     日本政策金融公庫と連携して一日公庫を年２回（７月・１１月）、運転・設備資金の調達、 

新規事業に伴う資金調達などの相談会を開催し、小規模事業者の経営改善と円滑な事業資金 

調達を支援することができた。 

 

 (ｸ) 商工いきいき特別保証制度 

      栃木県信用保証協会との連携により、県内で同一事業を１年以上営み、商工会議所が経営

指導を行い推薦する事業所に対し、５００万円以内で融資が受けられる特別保証制度を運用

した。 

      制度の発足当時は金融機関の利用勧奨もあり、会員事業所のさまざまな資金需要に対応す

ることができたが、推薦書交付件数、融資保証実績とも前年度を下回る実績となり、今後金

融機関との一層の連携強化を図るとともに、栃木県信用保証協会と協力し会員事業所に対す

る積極的な広報周知、及び更なる利用促進を図る必要がある。 

     ａ 推薦書交付件数 ７件（累計１，６７４件） 

     ｂ 融資保証実績 ２，０６５万円（累計５２億４６１万円） 

      本事業により得られた成果 

      本制度利用を希望する会員事業所に対し７件の推薦書を発行し、会員事業所への金融支援 

の一助に繋げることができた。 

 

(ｹ) クラウドファンディング活用促進事業 

      中小事業者に対し、新たな心筋調達方法として注目されている「クラウドファンディング」 

の周知・活用促進を支援するためのセミナー及び個別相談会を実施した。 

         ａ クラウドファンディングセミナー 

講師：ＲＥＡＤＹＦＯＲ株式会社 キュレータ 小寺 瞬也 氏 

参加者 ８人 

ｂ 個別相談会 参加者 １人 

本事業により得られた成果 

クラウドファンディングの制度説明と事例紹介のセミナーを開催することで、中小事業者 

     の活用促進を支援できた。 
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(ｺ) ＩＴ活用支援事業 

      情報・サービス部会との共催により、中小企業のＩＴツール活用による販路開拓や、情報

セキュリティ向上を支援するためのセミナーを実施した。 

ａ 「５つの IT ツール～IT による業務効率アップ～」セミナー 

             講師：イーンスパイア㈱ 代表取締役 横田 秀珠 氏 

参加者 ２８人 

ｂ ２０１７年度ＩＰＡ中小企業情報セキュリティ講習能力養成セミナー 

講師：独立行政法人情報処理推進機構  

             技術本部セキュリティセンター普及グループ 佐藤 裕一 氏 

参加者 ２３人 

本事業により得られた成果 

           セミナーを通じて、生活の中で普及されている IT 技術や業務上で手軽に導入できる IT      

ツール等を紹介し、ITが身近なものであり且つ低コストで導入することができると啓蒙す 

         ることで中小事業者の IT活用促進の支援ができた。 

また、IPA のセミナーにより、中小事業者に対して情報セキュリティ対策の意識向上を促 

す支援ができた。 

 

(ｻ) エコアクション２１普及事業 

 事業目的及び事業内容 

（一財）持続性推進機構に認定された地域事務局とちぎとして、エコアクション２１認

証・登録制度の普及啓発を目的として実施した。 

     ａ エコアクション２１地域運営委員会の開催 

      (a) 日 時 平成２９年６月２９日（木）午前１０時３０分～正午 

           会 場 当商工会議所 会議室 

        出席者 地域運営委員 ６人 

        議 事 第１号議案 平成２８年度事業報告について 

            第２号議案 平成２８年度収支決算報告について 

            第３号議案 役員改選について 

            第４号議案 平成２９年度事業計画（案）について 

            第５号議案 平成２９年度収支予算（案）について 

        報告事項 地域事務局とちぎの現況について 

 

        (b)  運営委員 
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役  名 氏  名 企業・団体名 役 職 名 

委 員 長 

副委員長 

委  員 

委  員 

委  員 

委  員 

仲 田 俊 夫 

安 齋   幸 

渡 邊 重 宣 

秋 場 泉 介 

増 田   崇 

阿久津 守 男 

仲田総業株式会社 

トランセンス株式会社 

NPO 法人栃木県環境カウンセラー協会 

NPO 法人栃木県環境カウンセラー協会 

公益財団法人栃木県環境保全公社 

栃木県環境森林部地球温暖化対策課 

代表取締役 

代表取締役 

副理事長 

理事 

理事長 

課長 

     ｂ エコアクション２１普及セミナーの開催 

        日 時 平成２９年１０月１２日（木）午後１時３０分～午後４時３０分 

        会 場 当商工会議所 会議室 

        参加者 ６社７人 

        内 容 (a) エコアクション２１の概要について 

              講師：エコアクション２１審査人 今井 信行 氏 

            (b) エコアクション２１の要求事項について 

              講師：エコアクション２１審査人 曽我部 二郎 氏 

            (c) 個別相談 

     c エコアクション２１自治体イニシアティブ・プログラムの開催 

        日 時 平成２９年１１月１６日（木）午後１時３０分～午後４時３０分 

            平成２９年１２月１４日（木）午後１時３０分～午後４時３０分 

            平成３０年 １月１８日（木）午後１時３０分～午後４時３０分 

            平成３０年 ２月１５日（木）午後１時３０分～午後４時３０分 

        会 場 当商工会議所 会議室 

        参加者 ５社 

        講 師 栃木県環境カウンセラー協会 所属 

             エコアクション２１審査人 今井 信行 氏 

             エコアクション２１審査人 中井 嘉一郎 氏 

             エコアクション２１審査人 渡辺 重宣 氏 

             エコアクション２１審査人 三浦 四郎 氏 

             エコアクション２１審査人 岡崎 浩司 氏 

        内 容 参加者を業種別に４グループに分け、エコアクション２１の概要から認証

取得に向けてのセミナーを実施した。 

      d エコアクション２１審査人力量向上研修会の開催 

        日 時 平成３０年２月３日（土）午前９時３０分～午後５時３０分 
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        会 場 宇都宮市総合コミュニティセンター 会議室 

        参加者 １２人 

        内 容 (a) 地域事務局からのお願い 

            (b) 栃木県の地球温暖化対策の取組について 

              ～栃木県地球温暖化対策実行計画について～ 

              講師：栃木県環境森林部 地球温暖化対策課 主査 立花 大介 氏 

                     〃       〃     主事 前澤 秀樹 氏 

            (c) 判定委員から見た報告書作成の留意点 

              ～判定しやすい報告書とは～ 

              講師：地域判定委員会 委員長 川上 寛児 氏 

            (d) 事業者講話 

              ～わが社のＥＡ２１への取り組み、審査人に期待するもの～ 

              講師：仲田総業株式会社 総務部 業務課 課長 篠﨑 善久 氏 

            (e) ワークショップ（グループ研修） 

              ～事業者のためのより良い審査とは～ 

              講師：エコアクション２１審査人 安場 博 氏 

      e エコアクション２１ガイドライン２０１７年版事業者向け説明会の開催 

        日 時 平成３０年２月１６日（金）午後１時３０分～午後４時３０分 

        会 場 栃木県護国会館 会議室 

        参加者 ４８社７３人 

       内 容 (a) ２００９年版から２０１７年版への移行措置 

             講師：エコアクション２１審査人 今井 信行 氏 

            (b) ２０１７年版の改訂のポイント 

              講師：エコアクション２１審査人 今井 信行 氏 

            (c) 改訂に伴う認証・登録における変更点 

              講師：エコアクション２１審査人 渡辺 重宣 氏 

            (d) 個別相談 

      f エコアクション２１地域判定委員会の開催 

        (a)  日 時 平成２９年４月１９日（水）午後１時３０分～午後３時 

        会 場 当商工会議所 会議室 

          件 数 ４件 

       (b)  日 時 平成２９年５月２４日（水）午後１時３０分～午後３時 

        会 場 当商工会議所 会議室 
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          件 数 ３件 

       (c)  日 時 平成２９年６月２１日（水）午後１時３０分～午後３時 

           会 場 当商工会議所 会議室 

           件 数 ４件 

     (d)  日 時 平成２９年７月１９日（水）午後１時３０分～午後３時 

           会 場 当商工会議所 会議室 

           件 数 ３件 

       (e)  日 時 平成２９年８月２３日（水）午後１時３０分～午後３時３０分 

           会 場 当商工会議所 会議室 

          件 数 ４件 

     (f)  日 時 平成２９年９月２０日（水）午後１時３０分～午後５時 

          会 場 当商工会議所 会議室 

          件 数 ９件 

     (g)  日 時 平成２９年１０月１８日（水）午後１時３０分～午後３時３０分 

          会 場 当商工会議所 会議室 

          件 数 ６件 

       (h)  日 時 平成２９年１１月１５日（水）午後１時３０分～午後３時 

          会 場 当商工会議所 会議室 

          件 数 ３件 

       (i)  日 時 平成２９年１２月２０日（水）午後１時３０分～午後５時 

          会 場 当商工会議所 会議室 

          件 数 ９件 

       (j)  日 時 平成３０年１月１７日（水）午後１時３０分～午後３時３０分 

          会 場 当商工会議所 会議室 

          件 数 ３件 

       (k)  日 時 平成３０年２月２１日（水）午後１時３０分～午後３時３０分 

          会 場 当商工会議所 会議室 

          件 数 ４件 

       (l)  日 時 平成３０年３月２０日（火）午後１時３０分～午後３時３０分 

          会 場 当商工会議所 会議室 

          件 数 ４件 
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        (m)  判定委員 

役  名 氏  名 備 考（資格等） 

委 員 長 

委  員 

委  員 

川 上 寛 児 

山 本 夏 樹 

高 橋 益 三 

技術士 

技術関連の経験・知識等熟知 

ＩＳＯ９００１内部監査員 

本事業により得られた成果 

         （一財）持続性推進機構からの委託を受け、環境負荷を低減し、持続可能な社会の

実現に向けた環境マネジメントシステム「エコアクション２１」について、広報活動

による普及・啓発や個別対応による認証登録支援を行い、平成２９年度の認証登録等

の審査申込受付件数は１０７社（登録審査４社・中間審査６３社･更新審査４０社）で、

事業所の環境経営システムの構築支援及び環境経営意識の高揚に繋がった。 

 

 

(ｼ) 事業所版環境ＩＳＯ認定証交付事業 

     宇都宮市内の事業所を対象に、ＩＳＯ１４００１のＰＤＣＡサイクルを参考とした簡易な

制度を構築し、事業所の自主的・積極的な取り組みを促し、より高度な環境経営システムへ

のステップアップを目指すことを目的として実施した。 

     a 認定委員会 

       持ち回りによる認定委員会の実施 

       審査事業所  ２２社（新規登録１社・中間１１社・更新１０社） 

       新規登録事業所 １社 

      b 認定委員 

役  名 氏  名 企 業 名 役 職 名 

委 員 長 

副委員長 

委   員 

仲 田 俊 夫 

安 齋   幸 

岡 嶋 清 彦 

仲田総業株式会社 

トランセンス株式会社 

宇都宮市 

代表取締役 

代表取締役 

環境政策課長 

本事業により得られた成果 

制度の普及・認証を推進することにより、事業所の環境経営への意識改革を促し、事業所

の自主的な取組みによる、より高度な環境経営システムへのステップアップを目指すことに

繋がった。 
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(ｽ) 環境にやさしい優良企業認定証交付事業 

事業所の社会的責任として、循環型企業経営に対する意識の高揚・拡大を図ることを目的

に事業を行った。 

     a 広報活動 

      当商工会議所ホームページに調査票掲載 

       交付申請事業所  ０社 

     b 認定委員 

役名 氏   名 企業名 役職名 

委 員 長 

副委員長 

阿 部 訓 久 

松 本 泰 宏 

宇都宮商工会議所 

宇都宮商工会議所 

地域振興部長 

地域振興部次長代理 

      本事業により得られた成果 

      上位の環境マネジメントシステムを構築する契機となるよう本制度の活用促進をＰＲし、

事業所内での環境経営に関わる意識の高揚を啓発した。 

 

   (ｾ) 宇都宮珠算連盟 

日本商工会議所及び日本珠算連盟が行う各種検定試験、珠算及び暗算の競技大会を実施  

するとともに、宇都宮市の主催するイベントへの参加やホームページ作成によるＰＲ広告等

を行い、珠算･暗算等の啓蒙活動を行った。 

本事業により得られた成果 

イベントやボランティア授業等を積極的に実施し、連盟活動と検定試験等のＰＲに努め、

そろばんの認知度を高めることに繋がった。 

 

(ｿ) 普通共済（ふれあい共済）≪引受会社：アクサ生命保険㈱≫ 

区分 事業所数 0.5 口 １口 1.5 口 ２口 ３口 ４口 人数計 口数計 総保険金契約高 

H29. 3.31 1,608 件 680 人 2,882 人 228 人 843 人 66 人 75 人 4,774 人  5759.0 口 691,080 万円 

H30. 3.31 1,530 件 681 人 2,908 人 217 人 792 人 64 人 86 人 4,748 人  5728.0 口 687,360 万円 

 

 

(ﾀ) 個人保険（総合保険等）≪引受会社：アクサ生命保険㈱≫ 

a  大型共済                                                 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ １８０人 ２０８，１２０万円 

Ｈ３０．３．３１ １５０人 １７５，４９０万円 
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b  個人年金プラン 

区 分 加入者数 総基本年金額 

Ｈ２９．３．３１ ８８人 ５，３２３万円 

Ｈ３０．３．３１ ７９人 ４，７７７万円 

 

 

ｃ 終身保障プラン「事業承継含」 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ ３９２人 ２５６，２５７万円 

Ｈ３０．３．３１ ３６９人 ２４２，６３０万円 

  

d フリー設計プラン 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ ４７人 ４１，１２７万円 

Ｈ３０．３．３１ ４１人 ３２，２７４万円 

 

e エスリー 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ １５人 ４，２０６万円 

Ｈ３０．３．３１ １４人 ４，１０６万円 

 

ｆ 医療保険 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ １３人 ６５０万円 

Ｈ３０．３．３１ ２人 １００万円 

 

g 総合保険 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ ２，６３３人 ４７０，７６３万円 

Ｈ３０．３．３１ ２，５６１人 ３７１，５４７万円 
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ｈ 低払いもどし金型保険 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ ４２５人 ９２２，２２８万円 

Ｈ３０．３．３１ ４１１人 ８９２，０５５万円 

 

i 変額個人年金保険 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ ４人 ４２８万円 

Ｈ３０．３．３１ ４人 ４２８万円 

 

j 年払総合保険 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ ２９３人 ４７１，０８９万円 

Ｈ３０．３．３１ ３４２人 ７４１，０００万円 

 

ｋ 個人扱総合保険 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ １５人 ９，８２０万円 

Ｈ３０．３．３１ １２人 ６，７２０万円 

 

l 生活障害保険 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ ４２人 ９９，６００万円 

Ｈ３０．３．３１ ５８人 １３３，７４４万円 

 

m ガン治療保険 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ ４０４人 ３，９１８万円 

Ｈ３０．３．３１ ４４２人 ４，２２８万円 
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n 定期保険郡 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ ８２人 ９５，７８０万円 

Ｈ３０．３．３１ １３１人 １５５，８００万円 

 

o アクセス 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ １人 ８９万円 

Ｈ３０．３．３１ ０人 ０万円 

 

p ユニット・リンク保険 

区 分 加入者数 総保険金契約高 

Ｈ２９．３．３１ １０２人 ４８，０４７万円 

Ｈ３０．３．３１ ２６９人 １４４，１４４万円 

 

(ﾁ)  その他の保険・共済制度（ＰＬ保険・休業補償プラン等） 

ａ 中小企業ＰＬ保険 ≪取扱会社：東京海上火災保険㈱ほか１３社≫ 

      加入件数 １１４件 

ｂ 情報漏えい賠償責任保険 ≪取扱会社：三井住友海上火災保険㈱ほか１０社≫ 

      加入件数 ８件 

ｃ 全国商工会議所の休業補償プラン ≪取扱会社：東京海上火災保険㈱ほか５社≫  

加入件数 １３７件 

ｄ 全国商工会議所の業務災害補償プラン ≪取扱会社：東京海上火災保険㈱ほか３社≫ 

加入件数 ４４６件 

ｅ ビジネス総合保険 ≪取扱会社：あいおいニッセイ同和損害保険㈱ほか４社≫ 

  加入件数 １６８件 

ｆ 集団扱自動車保険 ≪取扱会社：あいおいニッセイ同和損害保険㈱ほか４社≫ 

加入台数 ６００台 

ｇ 栃木県火災共済≪取扱団体：栃木県火災共済協同組合≫ 

加入件数 １８４件 

ｈ 関東自動車共済 ≪取扱団体：関東自動車共済共同組合≫ 

加入件数 ９０台 
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i  三井大型共済≪取扱会社：三井生命保険㈱≫ 

      加入件数 ７件 

 

(ﾂ) 特定退職金共済制度≪引受保険会社：アクサ生命保険㈱ほか３社≫ 

管内事業所の従業員を対象とする退職金制度の運営により、事業所の福利厚生を支援した。 

区分 加入事業所数 加入者数 加入口数 

Ｈ２９．３．３１ ３６０件 ２，２３８人 １４，１２３口 

Ｈ３０．３．３１ ３５２件 ２，２０４人 １４，１５１口 

 

(ﾃ) ホームページによる情報発信 

   昨年度に引き続き、掲載情報の見直し、掲載情報や累積データの整理を行った。今後のト

レンドを考慮し、サイト内検索、ＣＭＳ（コンテンツマネジメントシステム）機能を活用す

るとともに、ＳＮＳ・ＹｏｕＴｕｂｅなど情報提供手段の拡充と多様化への対応を図った。 

ａ カテゴリ 

 (a) 大カテゴリ 経営相談、融資・補助金、地域活性化、販路拡大・ＰＲ、検定・人材、 

         共済・保険 

 (b) 中カテゴリ イベント・セミナー情報・お知らせ、各種照明・認定取得、環境活動、 

         統計・調査・刊行物、商工会議所概要、お問合せ 

ｂ アクセス件数 １１６，６０３件（計画１７０，０００件） 

本事業により得られた成果 

当商工会議所からの各種事業案内や、関係団体等からの情報提供などをタイムリーにかつ

積極的に掲載するとともに、「新商品・新サービス合同プレス発表会」特設サイトにより、会

員事業所における新商品開発や新サービスの取り組みを掲載したほか、会報「天地人」やメ

ールマガジン「ｅ－天地人」と連携し、多様なニーズに対応することができた。 

 

(ﾄ) 会員Ｅメール配信サービス事業 

ａ 名  称 メールマガジン「ｅ－天地人」 

ｂ 配信開始 平成１４年１０月５日 

ｃ 配信内容 ・当商工会議所事業等のお知らせ 

           ・地域情報（栃木県内及び宇都宮市内の情報等） 

         ・各種情報（各種データ及び国の各種制度等） 

           ・お役立ちサイト紹介 

ｄ 配 信 日 毎月５日・２０日（月２回） 
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ｅ 配信回数 ２４回（ほか臨時配信４回） 

ｆ 配 信 先 受信を希望する１，０７５件（新規７１件）（計画７０件） 

本事業により得られた成果 

企業経営に必要な官庁・地域・当商工会議所事業情報を、電子メールでタイムリーに配信

するとともに、ホームページや会報「天地人」とも連携し、情報ソース多様化への対応と配

信内容の拡充に努め、読者の多様なニーズに対応することができた。また、関係団体や会員

事業所による有益な情報提供を受け、臨時配信を４回実施した。 

 

(ﾅ) 会員交流会、新商品等の合同記者発表会 

    ａ 会員ビジネス交流会 

     (a) 目的 

会員事業所に対し、会員間の交流機会を提供し、情報交換や人脈づくりに寄与する

ことで、会員加入の満足度を高め、会員拡大・退会防止に繋げる。 

     (b) 第１回会員ビジネス交流会 

       ① 開催日時 平成２９年９月１３日（水）午後４時２０分～午後５時４０分 

       ② 会  場 宇都宮グランドホテル 

       ③ 参 加 者 会員事業所１２社１６人 

     (c) 第２回会員ビジネス交流会 

       ① 開催日時 平成３０年３月６日（火）午後４時２０分～午後６時００分 

       ② 会  場 ホテルニューイタヤ 

       ③ 参 加 者 会員事業所１５社２４人 

本事業により得られた成果 

新商品・新サービス合同プレス発表会の終了後に実施し、自社商品や会社案内・商品パ

ンフレット等の展示、名刺交換等を通して会員事業所間のビジネス交流に寄与した。 

 

    ｂ 新商品等の合同記者発表会 

(a) 目的 

        会員企業が開発した「新商品・新サービス」や「新分野進出」「新店舗オープン」

などの情報を広く周知するための支援をする。 

  (b) 第１回 新商品・新サービス等合同プレス発表会 

    ① 開催日時 平成２９年９月１３日（水）午後３時～午後４時２０分 

    ② 会  場 宇都宮グランドホテル 
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③ 発表企業 ７社 

 

 (c) 第２回 新商品・新サービス等合同プレス発表会 

    ① 開催日時 平成３０年３月６日（火）午後３時～午後４時２０分 

    ② 会  場 ホテルニューイタヤ 

③ 発表企業 ６社 

本事業により得られた成果 

会員事業所に対して市内各メディアの前で新商品等のプレゼンテーション及び情報交換の

場をつくることで、メディア担当者との接点が生まれ、会員事業所の広報支援につながった。 

 

   (ﾆ) 会員大会 

      隔年開催のため未実施 

発表企業 新商品等の内容 

(株)ジェネックス 「多言語観光情報案内板の販売」 

大和電器(株)宇都宮工場 「感震ブレーカー“震太郎”」 

宇都宮デートｂｙプレコプレ 「新サービス『デーティング』の紹介」 

(株)まごころ 「元工務店勤務のファイナンシャルプランナーが第三者の立場

から無理なく返済できるマイホーム購入予算を教えます」 

(株)オニックスジャパン 「オニックス１７年秋の新商品『板中華２人前（醤油スープ付）』

『板うどん２人前（肉汁つゆ付）』」 

(株)堀井 「小さな会社のブランド創り」 

(合同)ライフサイズモビリテ

ィ 

「ロードバイクタイプ電動アシスト自転車ＸＲＯＳＳ ＨＹＢ

ＲＩＤ ＳＰＯＲＴ ＮＥＷ Ｂ１ｈ」 

発表企業 新商品等の内容 

(有)ウィンダム 「ランドマーシャル事業」 

(株)美枠 「新しいストール留 美わっぱー」 

ラマ接骨院 「ＰＰＣＴ（最新加圧トレーニング）」 

(株)エルシーアール 「組織風土診断サービス」 

ｃｈｒｏｎｉｉ Ｉｎｃ． 「つながる年表作成アプリ『ｃｈｒｏｎｉｉ』による自分史作成

代行サービス」 

(株)ブリジック 「英語もコミュニケーションも学べるハイブリッド式企業内研

修」 
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(ﾇ) 会員及び普通共済加入者福祉サービス事業 

ａ 巡回健康診断（成人病、一般健診）  

健診機関 宇都宮記念病院総合健診センター、宇都宮東病院健康推進事業部 

実 施 日 宇都宮東病院：平成２９年６月２３日（金）・２４日（土）・２６日（月） 

宇都宮記念病院：平成２９年６月１３日（火）・１４日（水）・１５日（木） 

受診者数 宇都宮記念病院 ７２人・宇都宮東病院 ２８６人 計 ３５８人 

検診内容 診察、Ｘ線検査、循環器検査、生理検査、尿検査、血液学検査、身体測定 

       視聴覚検査、便検査など 

ｂ 秋の巡回健康診断（成人病、一般健診）            

健診機関 宇都宮記念病院総合健診センター、宇都宮東病院健康推進事業部 

実 施 日 宇都宮記念病院：平成２９年１０月４日（水）・１３日（金）・２１日（土） 

           宇都宮東病院：平成２９年１０月２３日（月）・２４日（火）・２５日（水） 

受診者数 宇都宮記念病院 ８４人・宇都宮東病院 １８５人 計 ２９９人 

検診内容 診察、Ｘ線検査、循環器検査、生理検査、尿検査、血液学検査、身体測定 

       視聴覚検査、便検査など 

ｃ 日帰り人間ドック検診（成人病）            

実 施 日 平成２９年４月３日（月）から随時実施 

健診機関 宇都宮記念病院総合健診センター、宇都宮東病院健康推進事業部 

受診者数 宇都宮記念病院 ３８人・宇都宮東病院 １６人 計 ５４人 

検査内容 診察、身体測定、視聴覚検査、循環器検査、呼吸器検査、消化器検査、肝機 

能検査、腎機能検査、膵機能検査、血液学検査、脂質代謝、免疫学血、清糖 

代謝、尿酸、検便、腹部超音波検査、甲状腺、前立腺、血液型、腫瘍マーカ 

ー３項目、直腸検査、婦人科検査、骨密度検査など 

本事業により得られた成果 

労働安全衛生法に基づくサービスを実施することにより、会員事業所の健康な職場環境

づくりを支援することができた。 

 

(ﾈ) 地域ポータルサイト「うつのみやマップ」事業 

ａ 目的 

(a) ホームページ全体の目的 

宇都宮の情報を網羅し、かつ、「地図」とリンクすることで分かりやすく、簡単に情

報を入手できるようにする。さらには、周辺（関連）情報を一体的に提供することで、

利便性の強化を図り、地域経済社会の活性化に繋げる。 
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(b) 当商工会議所の目的 

・運営に参画し、地域情報を発信する。 

・会員情報を掲載することで、新たな会員メリットへと繋げる。 

・会員事業所に加え一般市民にも商工会議所活動を広く周知する。 

・新たな収益事業へと繋げる。 

ｂ 内容 

   宇都宮の地域情報を発信するポータルサイトで（平成２０年４月１日にテスト運行を開

始し、平成２０年１０月１日に正式オープン）、最大の特徴は、地図をベースに情報発信を

し、「行政」「教育・学習」「防災・安全」「商業・産業」「福祉」「名物」「食べる・飲む」「買

物」「レジャー」「美容・健康・ペット」「暮らし」「施設・病院」「交通」「街づくり」「観光・

宿泊」の１５ジャンルに分け、行政関連情報、暮らし情報及び民間企業情報を幅広く掲載した。 

また、最新の地域ニュースや季節・テーマごとの特集、企業等のキャンペーン情報やイ

ベント等の新着情報も掲載した。 

さらに平成２４年８月からは、スマホ版「うつのみやマップ」も運用している。 

(a) マップ数 ２３０種類 

(b) 店舗・施設・企業数 ２２，６００件 

(c) アクセス件数 ３５，４９７件/年（計画１５０，０００件以上/年） 

(d) ホームページ http://www.utsunomiya-map.com 

ｃ 運営主体及び担当業務 

(a) 当商工会議所 地域情報、会員情報の提供 

(b) ㈱下野新聞社 ニュース情報、特集記事情報等の提供 

(c) 第一測工㈱  ホームページ開発・制作・管理、地図エリア制作 

本事業により得られた成果 

宇都宮の行政関連情報、暮らし情報、民間企業情報を幅広く掲載することで、宇都宮の情

報の窓口として、地域住民に情報提供をすることができた。また、当商工会議所会員情報を

掲載することで、新たな会員メリットへと繋げることができた。さらにスマートフォンやタ

ブレット端末にも対応することで、利用者の利便性を向上を図っている。なお、アクセス件

数減少理由としては、平成２９年５月にサーバーの内部移転を行ったこと、同時期にシステ

ム異常が発生したことなどが考えられる。 

 

(ﾉ) 会報「天地人」有料折り込みチラシ事業 

会報「天地人」（毎月１０日、８，０００部発行）に、会員事業所等の商品やサービス等が

掲載されているチラシを同封して配送する事業で、会員事業所等の販売促進機会の提供及び
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相互の情報交流の場を提供することで、地域経済の発展に寄与することを目的に実施した。 

ａ 折込実績 ５７件（計画３６件） 

ｂ 折込事業所 

折込月 利用事業所名 

４月号 ・あいおいニッセイ同和損害保険(株)栃木支店 

・(株)ホテル東日本宇都宮 

・(株)アルフォサポート 

・(株)ＣＡＲＥＶＯ 

５月号 ・(株)丸治 

・あいおいニッセイ同和損害保険(株)栃木支店 

・(株)アルフォサポート 

・医療法人ＤＩＣ宇都宮セントラルクリニック 

・(株)ホテル東日本宇都宮 

６月号 ・宇都宮市危機管理課（２種類） 

・(株)ホテル東日本宇都宮 

・ダイワボウ情報システム(株) 

・Ｖａｒｉｏｕｓ Ｍｅｉｓｔｅｒ 粕谷享平 

・(株)日本経済新聞社 

７月号 ・(株)協同エージェンシー 

・(株)ＣＡＲＥＶＯ 

・(株)アイ・シー・エス 

・ＴＵサポート 梅澤隆史 

・(株)ホテル東日本宇都宮 

８月号 ・(株)ほほえみ倶楽部 

・(株)アイ・シー・エス 

・(株)ホテル東日本宇都宮 

・栃木県よろず支援拠点 

・(株)ＣＭＣ 

・医療法人ＤＩＣ宇都宮セントラルクリニック 

９月号 ・(株)ワークエントリー 栃木事業部 

・ＮＨＫ宇都宮放送局 営業部 

・(株)丸治 

・コマツ教習所(株)栃木センタ 

・(株)アルフォサポート 

・(株)ホテル東日本宇都宮 

１０月号 ・(株)丸治 

・(株)ＣＡＲＥＶＯ 

・(株)ホテル東日本宇都宮 
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折込月 利用事業所名 

・(株)アルフォサポート 

・(有)ヨコ・アンティ 

１１月号 ・(株)丸治 

・(株)ワークエントリー 栃木事業部 

・(株)ホテル東日本宇都宮 

・(公社)宇都宮青年会議所 

・宇都宮市地域政策室 

・(株)カルテック 

・(株)い～ふらん 

１２月号 ・(株)丸治 

・(株)アルフォサポート 

・(株)ホテル東日本宇都宮 

１月号 ・(株)アイエス 

・医療法人ＤＩＣ宇都宮セントラルクリニック 

・富士ゼロックス栃木(株) 

・(株)ホテル東日本宇都宮 

２月号 ・(株)栃木サッカークラブ 

・(有)セルフ（カギの救急車宇都宮店） 

・(株)アルフォサポート 

・(株)ホテル東日本宇都宮 

３月号 ・コマツ教習所(株)栃木センタ 

・(株)ホテル東日本宇都宮 

・Ｃａｆｅ ｉｎｋ Ｂｌｕｅ 

本事業により得られた成果 

会報「天地人」は、会員事業所を中心に行政や組合等の関係団体及び全国主要商工会議所

などに毎月配布しており、会員事業所等が作成したチラシを折り込むことで、読者へ有益な

情報提供を行うとともに会員事業所等の商品やサービス等の広報周知及び販売促進に繋げる

ことができた。 

 

(ﾊ) 普通共済加入者還元事業 

会員バスツアー「白石城の歴史探訪と阿武隈川ラインくだりで秋を楽しむツアー」 

実 施 日 平成２９年１１月１４日（火） 

コ ー ス 白石うーめん茶屋（昼食） 

白石城（観光） 
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阿武隈川ラインくだり（観光） 

参加者数 ７２人 

本事業により得られた成果 

普通共済の加入促進と既加入者へのサービス向上を図ることができた。 

 

(ﾋ) 会員企業チラシ・カタログ等展示コーナー事業 

会員サービス事業の一環として、当商工会議所の事務所入口脇に展示台を設置し、会員事

業所が一定期間自社製品等の広報活動を行う場を提供するとともに、情報を広く周知した。 

本事業により得られた成果 

会員事業所のＰＲの場を無料で提供することで、会員事業所の広報活動を支援することが 

できた。 

 

(ﾌ) 自治体電子入札対応事業 

平成１３年の「ｅ－ｊａｐａｎ戦略」から平成１５年「ｅ－ｊａｐａｎ戦略Ⅱ」、さらに

平成１８年１月の「ＩＴ新改革戦略」を受け、国や地方公共団体における電子化が着実に進

み、地域企業に対するサポートの必要性が年々高まる中で、自治体における電子入札や各行

政手続の電子化への対応促進を図るために、日本商工会議所のビジネス認証サービス（電子

証明書発行サービス）（平成１５年度開始）の取り次ぎ業務を継続してきた。 

しかし、ビジネス認証サービス認証局（日本商工会議所）の電子証明発行事業が以下の理

由により、平成２２年１２月３１日をもって発行停止となったため、それ以降については既

存申請企業への対応及び、発行停止後の日本商工会議所の提携先２社（㈱帝国データバンク、

セコムトラストシステムズ㈱）への切り替え時に、商工会議所会員割引料金が適用されるク

ーポン券（会員証明）の発行を行った。 

＜発行停止理由＞ 

・民間電子認証局の電子証明書が、安定発行されている。 

・人的、経費的な負担が重く、ビジネス認証サービス認証局の事業継続が困難である。 

a 取り扱い件数 ２件 

 

(ﾍ) 女性の活躍促進支援事業 

     女性をはじめ誰もが働きやすい職場環境づくりを実現するためのセミナーを開催した。 

    a 主 催 宇都宮市、当商工会議所、宇都宮地区雇用協会 

    b 会 場 宇都宮市男女共同参画推進センター 

    c 講 師 ㈱story I 代表取締役 猪俣 恭子 氏 
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    d  内 容 

日 付 受講者数 時 間 内 容 

平成 29 年 9 月 16 日（土）  ５人 １３：３０ 

～１５：３０ 

 

仕事と家庭の両立を実現するために必要な

スキルを身につけ、「何もあきらめない」生

き方を目指し、限られた時間を上手に使い

ながら自分らしい毎日を送るコツを伝え

る。 

平成 29 年 9 月 30 日（土）  ６人 

平成 29 年 10 月 7 日（土）  ３人 

     本事業により得られた成果 

     ワークアンドバランスや生産性を高めるとらえ方の必要なスキル等について情報提供し、

働きながら自分らしい生き方について考えることを通して、女性の活躍促進支援に寄与する

ことができた。 

 

イ 地域経済の活性化 

(ｱ) 中心商業地新規出店促進事業（空き店舗対策事業） 

宇都宮市が制定した「宇都宮市中心商業地出店等促進事業補助金」の運用を行い、中心市

街地での開業を支援した。また、平成１９年度には、補助対象区域や対象物件の拡大（大谷

石蔵等）、特例加算（おもてなし事業、大谷石活用事業）の追加、平成２１年度には、空き

期間の規定（９０日以上空き店舗であること）を撤廃、オリオン通りの家賃補助率を３０％

から５０％へ引き上げ、平成２３年度には、家賃補助期間を開店後１２カ月間から６カ月間

に短縮、商店街等の定めたコンセプトに合致する業種に対する優遇制度の一部を改正した。

平成２５年度から、開店後２～５年後に店舗の改装を行った場合には補助金を支給する制度

の改正をした。平成２６年度には、家賃補助期間を開店後６カ月から３カ月に短縮し、平成

２７年度には、家賃補助を撤廃した。 

ａ 相談件数 １１５件 

ｂ 認定件数 １４件 

ｃ 事業推移 次表のとおり 

○相談件数、認定件数、空き店舗の推移              単位：件   

年度 相談件数 認定件数 空き店舗の推移 

   内 訳 調査時 全体(店) 1・2階(店） 

平成 15 年度 １８０ ３０ 

小 売 業 １２ ４月 １８３ ― 

飲 食 業 １６ １０月 １３６ ― 

サービス業 ２ ― ― ― 

平成 16 年度 ８４ ３８ 

小 売 業 ２２ ― ― ― 

飲 食 業 １２ ― ― ― 

サービス業 ４ ― ― ― 
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年度 相談件数 認定件数 空き店舗の推移 

   内 訳 調査時 全体(店) 1・2階(店） 

平成 17 年度 ８６ ３９ 

小 売 業 １６ ７月 １１４ ３７ 

飲 食 業 １５ １１月 ９８ ３４ 

サービス業 ８ ３月 ９６ ３６ 

平成 18 年度 ７４ ３２ 

小 売 業 １５ ４月 ８８ ３３ 

飲 食 業 ９ １０月 ９３ ３６ 

サービス業 ８ ３月 ９３ ３５ 

平成 19 年度 ６９ ２８ 

小 売 業 ９ ４月 ９２ ３３ 

飲 食 業 １７ １０月 ９２ ３３ 

サービス業 ２ ３月 ９９ ３９ 

平成 20 年度 ９６ ２１ 

小 売 業 ３ ４月 １００ ３９ 

飲 食 業 １０ ７月 １０２ ４７ 

サービス業 ６ １０月 １００ ４３ 

カクテル専門 １ １月 １０２ ４４ 

そ の 他 １ ３月 １０８ ５２ 

平成 21 年度 １１６ ３４ 

小 売 業 ９ ４月 １０８ ５２ 

飲 食 業 １８ ７月 １２９ ６０ 

サ ー ビ ス ７ １０月 １１１ ５５ 

カクテル専門 ０ １月 １００ ５１ 

そ の 他 ０ ３月 １００ ６０ 

平成 22 年度 １１４ ４４ 

小 売 業 １２ ４月 １１１ ６３ 

飲 食 業 ２４ ７月 １１８ ５７ 

サービス業 ７ １０月 １１５ ５９ 

カクテル専門 １ １月 １１５ ５９ 

そ の 他 ０ ３月 １２２ ６４ 

平成 23 年度 ８３ ２８ 

小 売 業 ７ ４月 １２４ ６５ 

飲 食 業 １８ ７月 １２７ ７０ 

サービス業 ２ １０月 １３２ ７５ 

カクテル専門 １ １月 １２９ ７３ 

そ の 他 ０ ３月 １２３ ６９ 

平成 24 年度 １０９ ２１ 

小 売 業 ７ ４月 １１９ ６６ 

飲 食 業 １０ ７月 １１５ ６１ 

サービス業 ３ １０月 １１２ ６１ 

カクテル専門 １ １月 １０９ ５８ 

そ の 他 ０ ３月 １０７ ５７ 
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年度 相談件数 認定件数 空き店舗の推移 

   内 訳 調査時 全体(店) 1・2階(店） 

平成 25 年度 ９４ ３６ 

小 売 業 ４ ４月 ９３ ５２ 

飲 食 業 ２５ ７月 ８５ ４５ 

サービス業 ５ １０月 ８２ ４４ 

医療・教育 １ １月 ８１ ４３ 

カクテル専門 １ ３月 ７６ ４３ 

そ の 他 ０ － － － 

平成 26 年度 ９２ ２６ 

小 売 業 ４ ４月 ７５ ４２ 

飲 食 業 １７ ７月 ７５ ４２ 

サービス業 ４ １０月 ７１ ３６ 

医療・教育 １ １月 ６３ ３４ 

カクテル専門 ５  ３月 ５６ ３２ 

そ の 他 １ － － － 

平成 27 年度 １０７ ２６ 

小 売 業 ５ ４月 ５７ ３１ 

飲 食 業 １２ ７月 ５１ ２８ 

サービス業 ５ １０月 ５０ ２８ 

医療・教育 ２ １月 ５１ ３０ 

カクテル専門 ２ ３月 ４９ ２９ 

そ の 他 ０ － － － 

平成 28 年度 ９３ ２１ 

小 売 業 ６ ４月 ４８ ２９ 

飲 食 業 １１ ７月 ４８ ２７ 

サービス業 ３ １０月 ４６ ２７ 

医療・教育 ０ １月 ４４ ２７ 

カクテル専門 １ ３月 ４２ ２６ 

そ の 他 ０ － － － 

平成 29 年度 １１５ １４ 

小 売 業 １ ４月 ４２ ２４ 

飲 食 業 １１ ７月 ４１ ２４ 

サービス業 ２ １０月 ４２ ２３ 

医療・教育 ０ １月 ４３ ２１ 

カクテル専門 ０ ３月 ４５ ２２ 

そ の 他 ０ － － － 

計 １，５１２ ４３８ 

小 売 業 １３２    

飲 食 業 ２２５ 

サービス業 ６８ 

医療・教育 ４ 
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年度 相談件数 認定件数 空き店舗の推移 

   内 訳 調査時 全体(店) 1・2階(店） 

カクテル専門 １３ 

そ の 他 ２ 

○大谷石蔵活用数、特例加算数 

年度 
大谷石蔵 

活  用 

特例加算 

おもてなしコーナー バリアフリー 夜間照明 大谷石活用 

平成 19 年度 １ ０ ２ ２ ２ 

平成 20 年度 ０ １ ３ ３ ４ 

平成 21 年度 １ １ ２ １２ ３ 

平成 22 年度 ０ ６ １ ６ ６ 

平成 23 年度 １ ６ ０ ３ ２ 

平成 24 年度 ０ １０ １ ３ ３ 

平成 25 年度 １ １ ０ ０ ０ 

平成 26 年度 １ ０ １ ０ ２ 

平成 27 年度 ０ ２ ０ ２ １ 

平成 28 年度 ０ ０ ０ ２ ３ 

平成 29 年度 ０ １ ０ ３ １ 

※空き店舗の推移は、宇都宮まちづくり推進機構の空き店舗調査の数値である。 

※空き店舗調査の空き店舗とは、店舗用及び事務所用合算の数値である。 

※空き店舗の件数は、所有者及び管理者が公開を許可した物件の数値である。 

※空き店舗全体には、高層ビル等の上層部の空き店舗も含む数値である。 

※中心商業地新規出店促進事業補助金の認定件数と、空き店舗調査の数値とでは、必ずし

も一致しない。 

本事業により得られた成果 

出店希望者に対し、開店資金の支援ができ出店の促進に繋がった。 

 

(ｲ) 中心市街地活性化事業 

a 商店街来街者実態調査 

(a) 調査年月 日 平成２９年７月２３日（日）・２４日（月） 

 (b) 調 査 時 間 午前１０時～午後７時 

   (c) 調 査 地 点 JR 宇都宮駅東西自由通路内及びパルコ宇都宮店前 

   (d) 調 査 対 象 高校生以上の中心市街地来街者 
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   (e) 調 査 手 法 街頭インタビュー調査 

   (f) 回 答 数 ３８２件 

   本事業により得られた成果 

   本調査結果を公表することで、中心市街地来街者の動向を経営者に提供することが出来た。 

 

 b 中心市街地広域ソフト支援事業 

(a) 特定非営利活動法人宇都宮中心商店街活性化委員会支援事業 

バンバ地域の９つの商店街と大型店が、共同して行う活性化事業を支援した。 

① よー元気まつり２０１７ 

日 時 平成２９年１１月４日（土）、１１月５日（日） 

会 場 バンバ市民広場 

内 容 音楽ライブ、飲食ブースの出店 

② 中心商店街イルミネーション２０１７ 

期 間 平成２９年１１月７日（火）～平成３０年１月１５日（月） 

午後５時～午後１０時 

会 場 バンバ市民広場、大通り、二荒通り（バンバ通り）、日野町通り、 

オリオン通り（曲師町） 

内 容 街路樹やアーケード下、店頭をイルミネーションで飾る。 

(b) 宇都宮中心商店街みやヒルズ活性化委員会支援事業 

中心商店街西地域の４つの商店街と大型店が、共同して行う活性化事業を支援した。 

① ビアガーデン事業（みやヒルズガーデン） 

日 時 平成２９年６月１０日（土）正午～午後７時 

平成２９年７月１５日（土）正午～午後７時 

会 場 オリオンスクエア 

内 容 アルコールやソフトドリンクの提供、おつまみの提供、バンド演奏 

② 盆踊り事業（第６回みやの盆踊り） 

日 時 平成２９年８月２６日（土）午後５時～午後９時 

会 場 東武宇都宮百貨店正面入口交差点 

内 容 盆踊り（日光和楽踊り）、飲食・縁日ブースの出店 

③ 宮っこフェスタ事業（宮っ子フェスタ２０１７） 

日 時 平成２９年１０月７日（土）午前１０時～午後３時 

会 場 東武馬車道通りなど 

内 容 縁日ブースの出店 
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④ クリテリウム事業（２０１７ジャパンカップクリテリウム） 

日 時 平成２９年１０月２１日（土）正午～午後７時 

会 場 中心部大通り及びその周辺地域 

内 容 サイクルストリート馬車道への出店、コースその周辺の立哨（警戒、監視 

等） 

⑤ 委員会開催状況 

№ 年月日 内 容 

1 平成 29 年 4 月 26 日(水） １ 平成２８年度事業報告並びに決算報告について 

２ 役員改選について 

３ 平成２９年度予算（案）について 

2 平成 29 年 5 月 16 日(火） １ ビアガーデンについて 

3 平成 29 年 7 月 25 日(火) １ ビアガーデンの収支について 

２ 第６回みやの盆踊りについて 

4 平成 29 年 8 月 17 日(木） １ ビアガーデンの収支について 

２ 第６回みやの盆踊りについて 

5 平成 29 年 9 月 28 日(金） １ 宮っ子フェスタ事業について 

２ クリテリウム事業について 

6 平成 30 年 3 月 8 日(木) １ ミヤラジの延長について 

２ 来年度の予定について 

本事業により得られた成果 

「宇都宮中心商店街活性化委員会」と「宇都宮中心商店街みやヒルズ活性化委員会」

が行う各種会議へ参加し、イベント経費の一部補助などを行うことにより、広域イベン

トを支援し、中心市街地の活性化に寄与することができた。 

 

c 宇都宮市中心市街地活性化協議会への参画 

      第２期宇都宮市中心市街地活性化基本計画（平成 27年 3 月策定）に基づく各種事業に参

画した。 

(a) 会議 

開催年月日 会 場 内 容 

平成２９年７月１９日（水） 宇都宮商工会 

議所大会議室 

宇都宮市中心市街地活性化協議会総会 

１ 平成２８年度事業報告および収支決算について 

２ 平成２９年度事業計画（案）および収支予算(案)

について 



 

- 115 - 

 

開催年月日 会 場 内 容 

３ 役員の改選について 

４ 第２期宇都宮市中心市街地活性化基本計画の進

捗について 

(b) 事業 

① 中心市街地の低・未利用地に係る調査研究事業 

② オープンカフェ事業に係る調査研究事業 

③ まちなか活性化シンポジウム＆ワークショップ 

 ㋐ まちなか活性化シンポジウム＆ワークショップ 

日 時 平成２９年１２月２０日（水）午後１時００分～午後５時３０分 

会 場 うつのみや表参道スクエア 

内 容 シンポジウム 

基調講演 

テーマ どこもかしこも駐車場を考える 

～縮退時代の都市再生戦力の作り方～ 

講 師 ㈱ワークヴィジョンズ 代表取締役 西村 浩 氏 

パネルディスカッション 

テーマ 宇都宮のまちなかの現状と「空き」空間活用の可能性 

コーディネーター 宇都宮共和大学 学部長・教授 山島 哲夫 氏 

パネリスト ㈱ワークヴィジョンズ 代表取締役 西村 浩 氏 

パネリスト 宇都宮大学 地域デザイン科学部 

 准教授 安藤 亮雄 氏 

パネリスト ㈱ビルススタジオ 代表取締役 塩田 大成 氏 

ワークショップ 

参加者を６グループに分け、まち歩きおよびグループワーク 

㋑ まちなかワークショップ 

日 時 平成３０年２月２０日（火）午後１時３０分～午後５時３０分 

会 場 うつのみや表参道スクエア 

内 容 前回（１２月２０日（水））のワークショップの振り返り 

グループワーク、発表、講評 

本事業により得られた成果 

当協議会に参画することにより、中心市街地の活性化に寄与することができた。 
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(ｳ) 宇都宮まちづくり推進機構への協力 

  宇都宮まちづくり推進機構へ協力し、宇都宮中心市街地の活性化を図った。 

開催年月日 会場 内容 

H29. 9.26 当商工会議所 常議員会

室 

第１回宇都宮市中心市街地ライトアップ実行委員会 

１ 平成２８年度事業報告について 

２ 平成２８年度収支決算について 

３ 平成２９年度事業計画（案）について 

４ 平成２９年度収支予算（案）について 

H29.10.16 当商工会議所 常議員会

室 

第１回歴史と光のフュージョンプロジェクト実行委員会 

１ 役員の選任について 

２ 平成２８年度事業報告について 

３ 平成２８年度収支決算について 

４ 平成２９年度事業計画（案）について 

５ 平成２９年度収支予算（案）について 

H29.11.16～

H30．1.15 

オリオンスクエア、釜川

ふれあい広場他 

「うつのみやイルミネーション２０１７」の実施 

本事業により得られた成果 

各種会議に参加するとともに、「うつのみやイルミネーション２０１７」事業の広報周知や

協賛企業の募集などについて協力することにより、円滑な事業実施の支援に繋げた。 

 

(ｴ) 商店街振興事業 

    ａ 宇都宮市商店街連盟への支援 

宇都宮市商店街連盟の事務局として事業計画を円滑に推進し、全市的な商店街の活性化

を支援した。 

(a)  定期総会・創立６０周年記念講演会・創立６０周年記念祝賀会の実施 

日 時 平成２９年５月２５日（木）午後３時００分～午後６時３０分 

会 場 ホテルニューイタヤ 

出席者 定期総会 ４２人 

創立６０周年記念講演会 ４２人 

創立６０周年記念祝賀会 ４１人 

内 容 定期総会 

    平成２８年度事業報告ならびに収支決算報告について 

平成２９年度事業計画（案）ならびに収支予算（案）について 
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創立６０周年記念講演会 

             テーマ 地域による、地域のための地域活性化 

講 師 内閣府 地域活性化伝道師 木村 乃 氏 

創立６０周年記念祝賀会 

アトラクション 特定非営利活動法人 津軽三味線 裕翔会 

(b)  研修会・説明会・勉強会等の実施 

① ＪＲ宇都宮駅西側における公共交通ネットワーク再編に関する説明会および意見

交換会 

日 時 平成２９年１１月３０日（木）午後７時３０分～午後９時００分 

会 場 宇都宮商工会議所 大会議室 

         出席者 ３９人 

         テーマ ＪＲ宇都宮駅西側における公共交通ネットワーク再編について 

説明者 宇都宮市 総合政策部 交通政策課 担当職員 

② ＪＲ宇都宮駅東口地区西部事業に関する説明会 

日 時 平成３０年２月７日（水）午後３時００分～午後３時４０分 

平成３０年２月９日（金）午後７時００分～午後７時４５分 

会 場 宇都宮商工会議所 大会議室 

出席者 平成３０年２月７日（水） ５７人 

             平成３０年２月９日（金） ５３人 

         テーマ ＪＲ宇都宮駅東口地区整備事業に関する説明会 

説明者 宇都宮市 総合政策部 地域政策室 駅東口整備室 担当職員 

③ 栃木デスティネーションキャンペーン販売促進勉強会 

日 時 平成３０年３月２２日（木）午後３時００分～午後４時５０分 

平成３０年３月２６日（月）午後７時００分～午後８時５０分 

会 場 宇都宮商工会議所 大会議室 

出席者 平成３０年３月２２日（木） ２１人 

             平成３０年３月２６日（月） ２０人 

テーマ 本物の出会い栃木デスティネーションキャンペーン 

那須塩原市プロモーション進行状況 

講 師 一般社団法人那須塩原市観光局 局長 木下 昭彦 氏 

説 明 宇都宮市におけるデスティネーションキャンペーンの取り組みについて 

説明者 宇都宮市 経済部 観光交流課 担当職員 

(c)  プロスポーツチームへの支援 
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① リンク栃木ブレックスのＢ．ＬＥＡＧＵＥ優勝 

        ㋐ 栃木県産業会館へのお祝いメッセージの掲出 

        ㋑ 優勝キャンペーン販売促進ポスターの作成 

㋒ 優勝記念グッツ販売における店舗装飾 

② 栃木サッカークラブのＪ２昇格 

        ㋐ 栃木県産業会館へのお祝いメッセージの掲出 

 (d) 商店街研修会等への支援 

① 宇都宮オリオン通り商店街振興組合 

         日 時 平成２９年４月４日（火）～５日（水） 

         会 場 日光湯元温泉 奥日光森のホテル 

         テーマ 平成２９年度オリオンバザール実施について 

講 師 宇都宮商工会議所 地域振興部 副主幹 長谷 眞 

         出席者 ５人 

       ② みどり野町商店会 

         日 時 平成２９年６月１３日（水）～１４日（木） 

         会 場 乃木温泉ホテル 

         テーマ 地域密着による商店会活動とは 

         講 師 ㈲情報ビジネスコンサルティング 代表取締役 矢口 季男 氏 

         出席者 ９人 

     (e) 視察研修会の実施 

         日 時 平成３０年３月７日（水） 

         視察先 高円寺純情商店街（東京都杉並区）、パルコヤ上野（東京都台東区） 

       出席者 １５人 

本事業により得られた成果 

各種研修会、説明会、勉強会等を実施することで、商店街の活性化につなげることができ

た。 

 

(ｵ) 外国人対応販売促進支援事業 

a 栃木デスティネーションキャンペーン販売促進勉強会 

日 時 平成３０年３月２２日（木）午後３時００分～午後４時５０分 

平成３０年３月２６日（月）午後７時００分～午後８時５０分 

会 場 宇都宮商工会議所 大会議室 

出席者 平成３０年３月２２日（木） ２１人 

      平成３０年３月２６日（月） ２０人 
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テーマ 本物の出会い栃木デスティネーションキャンペーン 

那須塩原市プロモーション進行状況 

講 師 一般社団法人那須塩原市観光局 局長 木下 昭彦 氏 

説 明 宇都宮市におけるデスティネーションキャンペーンの取り組みについて 

説明者 宇都宮市 経済部 観光交流課 担当職員 

 

本事業により得られた成果 

関係事業者に、外国人旅行者等の受入れの考え方について意識付けすることができた。 

 

(ｶ) 産業経営改善支援事業 

商工業が抱える問題及び課題に対し、各種専門家やアドバイザーを派遣し、解決に結びつ

けた。 

ａ みどり野町商店会研修会 

日 時 平成２９年６月１３日（火） 

会 場 乃木温泉ホテル 

       テーマ 地域密着による商店会活動とは 

       講 師 ㈲ビジネスコンサルティング 代表取締役 矢口 季男 氏 

       参加者 ９人 

    ｂ 宇都宮機械工業会研修会 

      日 時 平成３０年１月２４日（水） 

      会 場 ホテルニューイタヤ 

      テーマ ２０１７年の経済動向の振り返り、新たな融資のルールについて 

      講 師 ㈱東京商工リサーチ宇都宮支店 

支店長 鵜澤 一平 氏、課長 矢田部 徹也 氏 

      参加者 １９人 

    ｃ 大谷商工観光協力会研修会 

      日 時 平成３０年３月１９日（月） 

      会 場 城山地区市民センター 

      テーマ みんなで作ってきた餃子のまち宇都宮！挑戦の裏物語 ～これからのブランド

プロモーションについて～ 

      講 師 ㈿宇都宮餃子会 理事兼事務局長 鈴木 章弘 氏 

      参加者 １０人 

    ｄ 宇都宮市商店街連盟研修会（デスティネーションキャンペーン販売促進勉強会） 

      日 時 平成３０年３月２２日（木）及び３月２６日（月） 
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      会 場 当商工会議所 大会議室 

      テーマ 本物の出会い栃木 デスティネーションキャンペーン 那須塩原市プロモーシ

ョン進行状況 

      講 師 （一社）那須塩原市観光局 局長 木下 昭彦 氏 

      参加者 ３月２２日（木）１２人、３月２６日（月）１３人 

本事業により得られた成果 

商店街や業界団体が抱える課題に対し、適切なヒアリングをした上で、専門家・アドバイ

ザーの派遣を行い、具体的な解決策や最新情報の提供をすることにより、課題解決の一助と

なることができた。 

 

(ｷ) 宇都宮地域商業振興協議会への支援 

   ㈱東武宇都宮百貨店、㈱福田屋百貨店、㈱パルコ宇都宮店、宇都宮ステーション開発㈱、 

三井不動産商業マネジメント㈱で構成する当協議会を事務局として支援した。 

開催日 会 場 内 容 

平成２９年 ４月１７日（月） 

 

当商工会議所 

会員談話室 

定例会 

１ 平成２８年度事業実績および収支決

算報告 

２ 各店の景況について 

３ 先進商業地視察研修会について 

５月１５日（月） 当商工会議所 

会員談話室 

定例会 

１ 各店の景況について 

６月１９日（月） 当商工会議所 

会員談話室 

定例会 

１ 各店の景況について 

２ 先進商業地視察研修会について 

７月２８日（金） ㈱パルコ宇都宮店 

会議室 

定例会 

１ 各店の景況について 

８月２２日（金） 当商工会議所 

会頭室 

 

定例会 

１ 各店の景況について 

２ 先進商業地視察研修会について 

９月１９日（火） 当商工会議所 

会員談話室 

定例会 

１ 各店の景況について 

２ 先進商業地視察研修会について 
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開催日 会 場 内 容 

１０月１１日（水） 

  ～１３日（金） 

伊勢志摩方面 

名古屋方面 

先進商業地視察研修会 

１ 伊勢志摩方面 

ミキモト真珠島、賢島英虞湾、伊勢 

神宮、商店街（おかげ横丁、おはら 

い町） 

２ 名古屋方面 

ＪＲゲートタワー、大名古屋ビルヂ 

ング、名古屋パルコ、松坂屋名古屋 

店、名鉄百貨店本店、名古屋三越栄 

店、丸栄 

１１月１３日（月） 高崎市 １ 定例会 

各店の景況について 

２ 先進商業地視察研修会収支決算につ 

いて 

３ 高崎市商業施設視察研修会 

  高崎ターミナルビル（高崎モントレ 

ー、イーサイト高崎）、高崎高島屋、 

高崎オーパ、高崎アリーナ、高崎文 

化芸術センター、（仮称）群馬県コン 

ベンション施設 

１２月１８日（月） そば・美酒・料理 

中村 

定例会 

１ 各店の景況について 

２ 高崎市商業施設視察研修会収支決算 

について 

平成３０年 １月３０日（火） 中国料理 銀座園 当商工会議所会頭、常勤役員との情報交

換会 

２月２２日（木） 当商工会議所 

会員談話室 

定例会 

１ 各店の景況について 

３月１９日（月） ダイニングバー 

スカット 

定例会 

１ 各店の景況について 
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本事業により得られた成果 

当協議会を支援することで、会員相互の情報交換を通じ、本市商業の発展に寄与するこ

とができた。 

 

 (ｸ) 得する街のゼミナール“まちゼミ”事業 

  まちゼミを開催することで個店のファン作りに繋げ、固定客の獲得や売上増加に結び付け

ることにより、個店活性化・経営改善を支援した。 

ａ 第４回宇都宮まちゼミ 

(a) 開催期間 平成２９年８月２５日（金）～９月３０日（土） 

(b) 参加店舗 ４０店舗 

(c) 開設講座 ５４講座 

(d) 受講者数 ８６９人 

 b 第５回宇都宮まちゼミ 

  (a) 開催期間：平成３０年２月１２日（月）～３月４日（日） 

  (b) 参加店舗：４５店舗 

  (c) 開設講座：５８講座 

  (d) 受講者数：７７６人 

本事業により得られた成果 

個店の経営意欲向上とともに参加各個店のファン作りに繋げることができた。 

 

(ｹ) 消費喚起支援事業 

市内の消費を喚起するため、宇都宮まちゼミ受講者向けのクーポンやリンク栃木ブレック

スＢリーグ初代優勝を記念したキャンペーンポスター等を作成・配布した。 

ａ 第４回宇都宮まちゼミクーポン ８６９部（参加店舗１６件） 

ｃ 第５回宇都宮まちゼミクーポン ７７６部（参加店舗２２件） 

ｄ リンク栃木ブレックス優勝キャンペーンポスター ３００部 

本事業により得られた成果 

得する街のゼミナール“まちゼミ”事業や青年部事業等との連携を図ることで、市内の消

費の喚起に繋げることができた。 

 

(ｺ) プロスポーツチームの支援 

  本市の３つのプロスポーツチーム（栃木サッカークラブ、リンク栃木ブレックス、宇都宮 

ブリッツェン）の広報を実施した。 
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a 資料配布支援 

 商店街、商工会議所会員企業等へポスター・チラシなどを配布 

b リンク栃木ブレックスへの優勝パレード支援 

(a) 祝優勝ポスターの作成(1,100 枚) 

(b) 祝優勝キャンペーン販促用ポスターの作成(400 枚) 

(c) 祝優勝メッセージの掲出(県産業会館 2階)  

(d) グッズ販売所（オリオンＡＣぷらざ）の装飾 

(e) 記念モニュメント制作に伴う支援 

    ｃ Ｊ２昇格に伴う栃木サッカークラブ支援 

      祝Ｊ２昇格メーッセージの掲出（県産業会館 1階ロビー） 

本事業により得られた成果 

市民等に対して、プロスポーツチームの認知度及び関心度を高めることができた。 

 

(ｻ) アートによる賑わい創出事業  

第５回宇都宮まちゼミの認知度向上に向けた話題作りのため、宇都宮アート＆スポーツ専

門学校と連携してサブカルチャー（漫画）を活用したＰＲチラシを製作した。 

a 配 布 先 中心市街地小学校等 

b 配 布 数 １,０００部 

c 製作方法 宇都宮アート＆スポーツ専門学校に原稿作成を依頼 

本事業により得られた成果 

平成３０年２月１８日下野新聞に本事業の製作物に関する記事が掲載され、第５回宇都宮

まちゼミの広報周知に繋がった。 

 

(ｼ) おもてなし推進事業 

おもてなし推進・観光客の誘致を図り、宇都宮市全体の活性化と商工業の発展に繋げるこ

とを目的に、宇都宮市おもてなし推進委員会が実施する事業を支援した。 

a 会議への参加 

(a) 第１回おもてなし普及啓発部会 

   日 時 平成２９年５月１０日（水） 

   会 場 当商工会議所２階 常議員会室 

   内 容 平成２８年度事業報告並びに決算について 

       平成２９年度おもてなし推進委員会への付議案件について 

(b) 宇都宮市おもてなし推進委員会総会 
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    日 時 平成２９年５月１５日（月） 

     会 場 当商工会議所２階 常議員会室 

     内 容 平成２８年度事業報告並びに収支決算について 

         監査報告 

         平成２９年度事業計画（案）について 

        平成２９年度収支予算（案）について 

(c) 第２回おもてなし普及啓発部会 

   日 時 平成２９年７月１８日（火） 

   会 場 当商工会議所２階 常議員会室 

   内 容 おもてなし勉強会の開催について 

       おもてなしセミナーの開催について 

       おもてなし勉強会受講証授与式 

ｂ セミナーへの参加 

(a) 平成２９年度おもてなしセミナー 

   日 時 平成２９年１２月７日（木） 

     会 場 栃木県総合文化センター 

              内 容 第１部 基調講演 

            テーマ インバウンドの現状と誘客における成功事例について 

            講 師 ㈱リクルートライフスタイル じゃらんリサーチセンター 

                総合企画グループマネージャー 

地方創生プロジェクトマネージャー 木島 達也 氏 

            第２部 

            テーマ ジャズ・カクテルの楽しみ方 

            講 師 宇都宮ジャズ協会 代表 鈴木 邦乙 氏 

                宇都宮カクテル倶楽部 代表 上杉 晴教 氏 

本事業により得られた成果  

おもてなし推進委員会及びおもてなし普及啓発部会の会議への出席及び開催事業を支援す

ることにより、おもてなし推進・観光客の誘致を図り、宇都宮市全体の活性化と商工業の発

展の一助に寄与することができた。 

 

 

(ｽ) 北関東三県交流事業 

北関東自動車道全線開通に伴い、首都圏を中心に交流人口の増大に繋げるべく、北関東県
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庁所在地商工会議所幹部職員研修会を実施した。（開催地：宇都宮商工会議所） 

実施日 場 所 内 容 

９月２７日（水）～２８日（木） 宇都宮商工会議所 

 

１ 各商工会議所の状況報告 

２ 地方創生ムービー「キスできる

餃子」のＰＲ 

３ 視察 栃木県立博物館、大谷資

料館、道の駅ろまんちっく村 

本事業により得られた成果 

北関東３県県庁所在地商工会議所幹部職員の情報・意見交換の場を設営することで、３

県交流事業を検討・推進するとともに、各会議所が有する課題解決の一助とすることがで

きた。 

 

(ｾ) 北関東中核都市商工会議所連絡会議 

      未開催 

 

(ｿ) うつのみやアグリネットワーク事業 

      宇都宮市の農産物の需要拡大と産業の振興を図るため、農業と他産業との新たな連携を促

進し、地域の農産物、人材、技術その他の資源を有効に結びつけ、新たな製品、販路、地域

ブランド等を創出することを目的として実施した。 

ａ 会議の開催 

     (a) 審査部会 

       日 時 平成２９年４月７日（金） 午前１０時～午後４時 

        会 場 宇都宮商工会議所２階 大会議室 

        内 容 平成２８年度プロジェクトの最終審査 

            平成２９年度プロジェクトの審査 

     (b) 運営委員会 

        日 時 平成２９年４月１７日（月） 午前１０時～正午 

        会 場 ホテル丸治７階 竹梅 

        内 容 平成２８年度事業報告及び収支決算について 

            平成２９年度事業計画及び収支予算について 

平成２９年度アグリビジネス創出促進事業の採択について 

      (c) 審査部会 中間報告会 

       日 時 平成２９年１１月１４日（火） 午前９時３０分～午前１１時 
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        会 場 宇都宮市中央生涯学習センター 

        内 容 平成２９年度採択プロジェクトの中間報告 

平成２９年度採択プロジェクト（５件採択、うち１件取り下げ） 

№ プロジェクト名称・申請者 プロジェクト概要 

１ サイクリスト向け「栗」を使ったエ

ナジーバーの開発・販促 

○クーリルージュ、若山農場、㈱サ

クシード 

若山農場の特徴ある栗とクーリルージュの

持つ独自技術を合わせた商品開発を行う。

今後、増加が考えられるサイクリストをタ

ーゲットに、外国産のものがほとんどであ

る「補給食」に宇都宮産農産物を使った国

産の新商品を展開する。 

２ 美しい竹林の世界を活用したダイニ

ングアウトによる宇都宮の新しい観

光地化計画とタケノコを用いたメニ

ュー開発及びお土産品の開発（申請

者により取り下げ） 

○㈱ファーム・アンド・ファーム・

カンパニー、㈱ワカヤマファーム 

来年行われる予定のデスティネーションキ

ャンペーンを意識しつつ、観光地且つ体験

プログラム、そしてそのお土産品としての

商品開発・販売。 

美しい若山農園の竹林を宇都宮市の新たな

観光資源とするために、竹林を 1 日限りの

プレミアムな野外レストランとして演出、

ダイニングアウトの開催を行う。 

３ 宇都宮牛を使用したギフト用品の開

発・販売 

○㈲存じやす、宇都宮牛協会、㈱サ

クシード 

歴史ある「宇都宮牛」の認知度向上を図る

ため、老舗フレンチの「存じやす」の技術

と知名度を活用した宇都宮牛ギフト商品

（ローストビーフ、ステーキセット等）の

開発を行う。 

４ ～ブタとヒトを中心とした循環型経

済環境作り①～大柿畜産と宮美ブタ

のブランド力強化により、loopqool

系列店舗の商品力とブランド力も向

上するという相乗効果を狙った商品

開発 

○loopqool㈱、㈲大柿畜産 

宇都宮産豚肉「宮美豚」を活用し、餃子・

煮込みなどの加工品を開発。市内において

宮美豚を手にいれやすい、食べられる環境

を整備し、市内での認知度アップ・ブラン

ド力推進・消費向上を図る。 

５ 新触感！！スノーベリー（抗酸化特

殊加工された冷凍いちご） 

○赤羽いちご園、㈲神山農産 

いちごの収穫時期は１１月から５月下旬に

限られており安定した年間収入が得られな

い。また、収穫高の差によりいちごの単価

に大きな差がでる。収穫時期および収穫高

に関わらず、年間を通じ、安定した収入を
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№ プロジェクト名称・申請者 プロジェクト概要 

得るため、新製法にて冷凍加工されたいち

ごのブランド化を図り、新規顧客の開拓を

目指す。 

     (d) 異業種交流会 

        日 時 平成２９年１２月１８日（月） 午後５時３０分～午後８時３０分 

        会 場 ホテル東日本宇都宮 日光、福寿 

        内 容 基調講演 「商売繁盛心理学～心理学を取り入れて売上げをぐんぐん伸ば 

す！～」 

            講 師 ファーストアドバンテージ㈲ ビジネス心理学講師  

酒井 とし夫 氏 

            交流会【試食を交えたフリートーク形式】 

・平成２９年度アグリビジネス創出促進事業 

採択プロジェクト試食・発表会 

・全国の６次産業化等優良事例の展示・試食 

     (e) 研究会 

        （第１回） 

         日 時 平成２９年１１月１０日（木） 午後６時～午後８時 

         会 場 宇都宮市役所 １４階 大会議室 

         内 容 講 演 「最近のトレンド・売れ続ける商品開発のヒントについて」 

             講 師 ㈱東武宇都宮百貨店 食品・レストラン部  

部長 山野井 明夫 氏 

        （第２回）    

         日 時 平成３０年２月８日（木） 午前１１時３０分～午後３時５５分 

         会 場 農産直売所あぜみち 上戸祭店（現地見学） 

         内 容 講 演 「生産農家を元気にする農産物直売所『あぜみち』について」 

             講 師 ㈱グリーンデイズ 代表取締役 林 書緯 氏 

   ｂ 事業の実施 

     (a) 会員の情報共有・交流促進に関する事業 

        会員数 ３４０会員 

        ホームページの作成・活用 

        本事業により得られた成果 

        プロジェクトを５件採択し、事業化への基礎が構築できた。また、異業種交流会や研

究会を開催し、会員の資質向上を図ることができた。 
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(ﾀ) 新名産品開発事業（宇都宮雷都物語） 

宇都宮雷都物語のブランド力を高めるために新商品開発を行う一方、参加メーカーの技術

を活かした「手づくり教室」の開催や各種イベントへの出店など、小・中学生、一般消費者

まで幅広い年代に対する認知度アップと販路拡大に努めた。 

ａ 参加メーカー１３事業所  

ｂ 宇都宮雷都物語商品１６商品・２１アイテム（うちスーパー宇都宮雷都物語２商品２ア

イテム、ファミリー宇都宮雷都物語２商品・２アイテム） 

ｃ 会議 

(a) 通常総会 

        日 時 平成２９年６月１日（木） 午後５時～午後６時 

        会 場 割烹 中村 

        内 容 平成２８年度事業報告及び決算報告について 

            平成２９年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

        出席者 １０人 

(b) 理事会 

        （第１回） 

        日 時 平成２９年４月２７日（木） 正午～午後２時３０分 

        会 場 当商工会議所 

        内 容 平成２８年度事業報告及び決算報告について 

            平成２９年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

            通常総会の役割分担について 

        出席者 ６人 

        （第２回） 

日 時 平成２９年８月４日（金） 正午～午後２時 

         会 場 当商工会議所 

         内 容 報告事項 

            協議事項 

今後のプロモーション活動について  

出席者 ７人 

        （第３回） 

        日 時 平成２９年１０月２日（月） 午後３時～午後４時２０分 

         会 場 当商工会議所 

         内 容 商品審査 
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報告事項 

協議事項 

 会員交流会について 

出席者 ５人 

（第４回） 

        日 時 平成３０年１月３０日（火） 午後４時３０分～午後５時３０分 

         会 場 当商工会議所 

         内 容 報告事項 

協議事項 

 会員交流会について 

出席者 ６人 

(c) 監査 

         日 時 平成２９年５月２６日（金） 午後３時３０分～午後４時 

会 場 ㈲髙林堂事務所 

内 容 会計監査 

出席者 ３人 

ｄ セミナー（食品工業部会他９部会、食品業界交流会共催） 

日 時 平成３０年３月８日（木） 午後２時～午後４時 

会 場 ホテルニューイタヤ 

テーマ 力士のチカラの源～相撲界の「ちゃんこ」とは～ 

講 師 大相撲ライター   佐藤 祥子 氏 

相撲漫画家(元力士) 琴剣 淳弥 氏 

参加者 ４０人 

ｅ 会員交流会（視察研修会：食品業界交流会と合同） 

実施日 平成３０年２月１５日（木） 

視察先 東京都中央区銀座・日本橋方面（ＧＩＮＺＡ ＳＩＸ、日本橋玉ゐ室町店） 

参加者 １３人 

f 販促・イベント活動 

(a) 開催日 平成２９年４月１７日～６月３０日 

会 場 オリオンＡＣぷらざ 

内 容 栃木ＤＣプレイベントに伴う商品展示 

(b) 開催日 平成２９年５月２１日（日） 
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会 場 宇都宮城址公園 

内 容 フェスタｍｙ宇都宮２０１７ 

(c) 開催日 平成２９年６月１７日（土） 

会  場 栃木県庁県民広場特設ステージ 

内 容 県民の日とちキャラーズまつり 

(d) 開催日 平成２９年７月２５日（火）～８月３１日（木） 

会 場 栃木県産業会館１階 

内 容 特別販売商品展示 

(e) 開催日 平成２９年８月１日（火）～１１月１０日（金） 

会  場 インターネット 

内 容 「ゆるキャラグランプリ２０１７」投票 

     (f) 開催日 平成２９年１０月１日（日） 

会 場 宇都宮城址公園（みどりの小径） 

内 容 第１２回うつのみや食育フェア 

     (g) 開催日 平成２９年１１月４日（土）・５日（日） 

会  場 オリオン市民広場 

内 容 ミヤ・ジャズイン２０１７、商業祭（宮の市） 

(h)  開催日 平成２９年１１月１０日（火）～平成３０年２月２４日（金） 

会 場 特別販売商品展示 

内 容 フェスタｍｙ宇都宮２０１７ 

g 金融機関でのプロモーション・試食販売 

(a) 開催日 平成２９年６月２３日（金） 

会 場 足利銀行本店 

内 容 商品の試食販売及びＰＲ 

(b) 開催日 平成３０年２月２３日（金） 

会 場 足利銀行本店 

内 容 商品の試食販売及びＰＲ 

h 手づくり教室（対象：一般人） 

(a) 開催日 平成２９年８月３０日（水） 

会 場 とちぎ福祉プラザ 

内 容 手づくり饅頭教室 

参加者 ２０人 

(b) 開催日 平成２９年９月６日（水） 
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会 場 とちぎ福祉プラザ 

内 容 手づくりかるめ焼き教室 

参加者 １５人 

(c) 開催日 平成２９年９月１５日（金） 

会 場 とちぎ福祉プラザ 

内 容 手づくり豆腐教室 

参加者 ２１人 

(d) 開催日 平成２９年９月２６日（火） 

会 場 青源味噌本社工場 

内 容 手づくり味噌教室 

参加者 １９人 

(e) 開催日 平成２９年９月２７日（水） 

会 場 とちぎ福祉プラザ 

内 容 手づくり蕎麦打ち教室 

参加者 １６人 

i 学校版手づくり教室（対象：小中学生） 

開催期間 平成２９年５月１７日（水）～平成２９年１１月６日（月） 

会 場 宇都宮市内小中学校 

内 容 味噌、かるめ、豆腐、ゆば、まんじゅう 

実施校 ７校（９回） 

参加者 ４１４人 

j 着ぐるみ・展示パネル「ごろっぺ」 

(a) イベント出演・ＰＲ活動９回 

(b) 貸出４回 

 k 宇都宮雷都物語商品及び当商工会議所会員向け特別商品パンフレット作成による販売促

進 

     (a) 作製枚数 １０，０００部  

(b) 配布方法 会報「天地人」 ７月号・１１月号へのパンフレット掲載、職員による会

員巡回時配布、共済推進員による事業所訪問時配布、各種会議及び窓口での配布など 

本事業により得られた成果 

各種イベント等に参加・出店するとともに、参加メーカーによる「手づくり教室」の実施、

着ぐるみ「ごろっぺ」広報活動等に加え、当商工会議所会員事業所特別販売、金融機関での

プロモーション活動等も実施し、ブランドの認知度アップ及びファンづくりに繋げた。 
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(ﾁ) うつのみや次世代産業イノベーション推進会議 

宇都宮市と協力し、次世代モビリティ産業（航空宇宙、自動車、情報通信、ロボット）

のネットワークをはじめ、医療・福祉分野、環境・エネルギー分野等、産学官の様々な連

携を構築することにより、各団体間の連携強化や若者のものづくりへの関心の高まりに繋

がった。 

ａ 推進会議 

(第１回） 

日 時 平成２９年５月９日(火) 午前１０時～午前１１時 

会 場 宇都宮市役所 １４Ａ会議室 

出席者 ２０人 

内 容 (a) 役員の選出について 

(b) 平成２８年度事業報告 

(c) 平成２８年度収支決算 

(d) 平成２９年度事業計画（案） 

(e) 平成２９年度収支予算（案） 

(f) 次世代産業イノベーション推進事業の取り組みについて意見交換 

ｂ 異業種交流会 

(第１回) 

日 時 平成２９年１０月２０日(金) 午後２時～午後５時 

会  場 宇都宮商工会議所 常議員会室 

参加者 ３２人 

内 容 セミナー 

(a) JICA 筑波国際センター支援事業の紹介 

「中小企業の海外展開を支援する JICA 支援事業について」 

講師 独立行政法人国際協力機構  

筑波国際センター所長 高橋 政行 氏 ほか 

(b) 事例紹介 

   「JICA 支援事業を活用した海外展開」 

    講師 ㈱コスモテック 

       代表取締役 谷島 昇 氏 

個別相談 

(第２回) 
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日 時 平成２９年１１月３０日(木) 午後３時～午後６時 

会  場 トヨタウッドユーホームすまいるプラザ 

参加者 ４９人 

内 容 第１部  

(a) 基調講演 演題 「農業の現状と課題、そして農工連携のポイント」 

講師 国立大学法人宇都宮大学農学部  

准教授  柏嵜 勝 氏 

(b) 先進技術紹介  「農業現場における loT の活用可能性」 

     講師 ㈱ソフトシーデーシー 

        代表取締役 木村 正樹 氏          

     第２部 ワークショップ 

     第３部  懇親会 

      (第３回) 

日 時 平成３０年２月５日(月) 午後３時～午後６時４５分 

会  場 トヨタウッドユーホームすまいるプラザ 

参加者 ３８人 

内 容 第１部  

(a) 「第１回農工連携事業創出交流会のワークショップ内容について」 

担当 うつのみや次世代産業イノベーション推進会議事務局 

(b) 第１回交流会の振り返り 

「第１回農工連携事業創出交流会の総括」 

講師 国立大学法人宇都宮大学農学部  

准教授  柏嵜 勝 氏                

     第２部 ワークショップ 

     第３部  ネットワーキング     

ｃ セミナー 

（栃木県内大学・高専研究シーズ紹介セミナー） 

日 時 平成３０年２月１９日（水）午後１時３０分～午後５時  

会 場 ホテルマイステイズ宇都宮１１階 グランドボールルーム  

参加者 ２８人 

内 容 第１部 研究者によるシーズ紹介と学生による研究発表 

        ・光学機器、医療・福祉機器、ロボット機器、産業機器等研究発表 

宇都宮大学 オプティクス教育研究センター、工学研究科 
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宇都宮大学 工学部 情報工学科 

宇都宮大学 工学部 機械システム工学科 

小山工業高等専門学校 機械工学科 

帝京大学 理工学部 情報電子工学科、ヒューマン情報ｼｽﾃﾑ学部 

足利工業大学 工学部 応用超伝導研究室、工学研究科 

      第２部 研究室ごとのブースにおいて質疑応答 

（イノベーションセミナー） 

日 時 平成３０年２月９日（金）午後１時３０分～午後３時３０分 

会 場 ホテルニューイタヤ 

参加者 ７９人 

内 容 講演１ テーマ 改正航空法の概要と最近の取り組み 

講 師 国土交通省航空局安全部安全企画課 主査 三輪田 学 氏 

講演２ テーマ ドローンの活用の現状、活用アイディア、活用可能性につい 

        て 

講 師 五百部商事㈲ 代表取締役 五百部 達也 氏           

d 科学技術体験教室 

 （第１回）  

日 時 平成２９年５月２１日(日) 午前１０時～午後３時 

会  場 宇都宮城址公園ほか 

参加者 ３０４人 

内 容 はやぶさ２教室、初心者ロボット教室、みらいの自動車（燃料電池ミニカー）

教室、ターンコイルモーター工作教室、かんたん電池体験教室 

（第２回） 

日 時 平成２９年９月１０日(日) 午前１０時～午後３時 

会  場 帝京大学宇都宮キャンパス 

参加者 １３６人 

内 容 水ロケット発射体験、かさ袋ロケット教室 

     e コーディネーターによるマッチング支援 

本事業により得られた成果 

今回の異業種交流会や各種セミナーにおいて、交流会を実施することにより、大学や事業

者間の情報交換等を図ることに繋がり、新たな事業創出のきっかけの一助とすることができ

た。 
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(ﾂ) 食品業界交流会事業への支援 

      地域産業の活性化、食文化の向上を図るため、関連企業の交流事業を支援した。 

    ａ 会員 ２２事業所 

ｂ 会議 

(a)  通常総会 

        日 時 平成２９年６月２２日（木） 午後５時～午後５時４５分 

        会 場 当商工会議所 

        内 容 平成２８年度事業報告及び決算報告について 

            役員の選任について 

            平成２９年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

        出席者 １２人 

(b) 役員会 

        （第１回） 

        日 時 平成２９年４月２７日（木） 午後２時３０分～午後３時４５分 

         会 場 当商工会議所 

          内 容 平成２８年度事業報告及び決算報告について 

            平成２９年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

            役員選任について 

            通常総会の開催について 

        出席者 ６人 

        （第２回） 

        日 時 平成２９年８月４日（金） 午後２時～午後３時３０分 

         会 場 当商工会議所 

          内 容 視察研修会の実施について 

            会員交流会の実施について 

セミナー（研修会）の開催について 

        出席者 ６人 

        （第３回） 

        日 時 平成２９年９月８日（金） 午後２時～午後３時３０分 

         会 場 当商工会議所 

          内 容 視察研修会の実施について 

        出席者 ４人 
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（第４回） 

        日 時 平成２９年１０月２日（月） 午後２時～午後３時 

         会 場 当商工会議所 

          内 容 視察研修会の実施について 

        出席者 ４人 

        （第５回） 

        日 時 平成２９年１２月１４日（木） 午後２時～午後３時３０分 

         会 場 当商工会議所 

          内 容 食品セミナーの開催について 

            会員交流会の実施について 

        出席者 ５人 

ｃ セミナー（食品工業部会他９部会、宇都宮雷都物語メーカー協議会共催） 

日 時 平成３０年３月８日（木） 午後２時～午後４時 

会 場 ホテルニューイタヤ 

テーマ 力士のチカラの源～相撲界の「ちゃんこ」とは～ 

講 師 大相撲ライター   佐藤 祥子 氏 

相撲漫画家(元力士) 琴剣 淳弥 氏 

参加者 ４０人 

ｄ 視察研修会 

      実施日 平成２９年１１月１４日（火）～１５日（水） 

      視察先 岩手県盛岡市方面（盛岡手づくり村、小岩井農場ほか） 

      参加者 １０人 

    ｅ 会員交流会（視察研修会：宇都宮雷都物語メーカー協議会と合同） 

実施日 平成３０年２月１５日（木） 

視察先 東京都中央区銀座・日本橋方面（ＧＩＮＺＡ ＳＩＸ、日本橋玉ゐ室町店） 

参加者 １３人 

本事業により得られた成果 

会員の資質向上や経営革新への意識づけが図られた。 

 

(ﾃ) 異業種交流事業 

【みやみらい２１】 

   異業種交流活動を通じて、個々の企業が保持している人材、技術その他の資源を有効に

結びつけ、参加企業の活性化を図ることを目的として実施した。 
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ａ 参加企業 １０事業所 

ｂ 会議 

(a) 役員会 

日 時 平成２９年６月１日（木）午前１１時～午前１２時 

会 場 当商工会議所 

内 容 第３０期定時総会について 

出席者 ４人 

(b) 定時総会 

日 時 平成２９年６月８日（木）午後５時～午後８時 

会 場 ホテルニューイタヤ 

内 容 第３０期事業報告および収支決算報告並びに監査報告について 

役員選出について 

第３１期事業計画（案）および収支予算（案）について 

出席者 １０人 

(c) 例会 

（第１回） 

日 時 平成２９年５月１８日（木) 午後６時～午後７時１５分 

会 場 当商工会議所 

内 容 第３０期定期総会について 

    創立３０周年記念の集いについて 

出席者 ９人 

（第２回） 

日 時 平成２９年７月２７日（木) 午後６時～午後８時 

会 場 当商工会議所 

内 容 卓話 テーマ 繁盛飲食店経営５０年について 

講師 ダイニングバー スカット 

オーナー 寺澤 貫治 氏 

出席者 ７人 

（第３回） 

日 時 平成２９年９月１４日（木） 午後６時〜午後８時１５分 

会 場 当商工会議所  

内 容 卓話  テーマ Ｍ＆Ａに対する会社の価値基準について 
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講師 栃木県事業引継ぎ支援センター 

統括責任者   大森  治 氏 

統括責任者補佐 山崎 浩之 氏 

出席者 ７人（ゲスト参加２人含む） 

（第４回） 

日 時 平成２９年１１月３０日（木） 午後６時〜午後８時１０分 

会 場 当商工会議所  

内 容 卓話  テーマ かましんの歩み 

講師 ㈱かましん 

代表取締役会長 若井 勲 氏 

出席者 ９人（ゲスト参加１人含む） 

（第５回） 

日 時 平成３０年３月９日（木） 午後６時～午後８時２５分 

会 場 当商工会議所 

内 容 視察研修会参加者報告について 

出席者 ７人 

       （第６回） 

(d) 創立３０周年記念の集い 

日 時 平成２９年６月８日（木）午後６時～午後８時 

会 場 ホテルニューイタヤ 

内 容 ＯＢ会員、歴代担当者等を招いての交流会 

出席者 １８人（うちＯＢ会員１人、歴代担当者等７人含む） 

本事業により得られた成果 

会員間の経営情報の交換を通し、会員の資質向上を図ることができた。 

 

【宇都宮創游倶楽部】 

   異業種交流活動を通し、経営者の資質の向上、経営基盤の強化および経営の革新を図り、

新たな事業展開の可能性を追求することを目的として実施した。 

a 参加企業 ２４事業所 

b 会議 

(a) 定時総会 

日 時 平成２９年５月３１日（水） 午後６時３０分～午後９時３０分 

会 場 宇都宮グランドホテル ２階 華の間 
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内 容 ①定時総会 

平成２８年度事業報告・収支決算報告について 

役員改選について 

平成２９年度事業計画（案）・収支予算（案）について 

出席者 １４人 

          ②講演会 

テーマ アドラー心理学 入門講座 体験会 

講 師 アドラーメディカル研究所 主宰 まごころ 貴子 氏 

          ③情報交換会（懇親会） 

(b) 正副会長・代表幹事・監事・会計会議 

日 時 平成２９年５月２３日（火） 正午～午後１時３０分 

会 場 宇都宮東武ホテルグランデ「中国料理 竹園」 

内 容 平成２９年度定時総会の開催について 

出席者 ７人 

     (c) 例 会 

       （第１回 ７月例会） 

日 時 平成２９年７月１９日（水） 午後６時３０分～午後９時３０分 

会 場 ホテルニューイタヤ 地下１階 寿の間 

内 容 ①講演会 

     テーマ かしこい相続と贈与対策 

講 師 絆アセットマネジメント㈱ 取締相談役 高橋 昭夫 氏 

    ②情報交換会（懇親会） 

出席者 １４人（ゲスト１人含む） 

       （第２回 ９月例会） 

日 時 平成２９年９月２９日（金） 午後６時３０分～午後１０時２０分 

会 場 そば・美酒・料理 中村庵 

内 容 ①講演会 

テーマ 大谷地域の振興について 

     講 師 宇都宮市 経済部 都市魅力創造課 大谷振興室 

室長 田代 丞 氏 

    ②情報交換会（懇親会） 

出席者 １４人（ゲスト１人含む） 

       （第３回 １１月例会） 
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日 時 平成２９年１１月２２日（水） 午後６時３０分～午後９時１０分 

会 場 竹楓園 自彊亭 

内 容  ①庭園紅葉観賞 

    ②茶道体験 

    ③講話 

テーマ 茶道について 

講 師 裏千家正教授 須藤 宗晃 氏 

④情報交換会（茶懐石料理） 

出席者 １３人（ゲスト２人含む） 

       （第４回 １２月例会） 

日 時 平成２９年１２月１４日（木） 午後６時３０分～午後９時１５分 

会 場 焼肉むらかみ 

内 容 ①会員事業所の現況報告（平成２９年度を振り返って） 

②情報交換会（懇親会） 

出席者 １２人 

       （第５回 １月例会） 

日 時 平成３０年１月１９日（金） 午後６時３０分～午後９時００分 

会 場 雅秀殿 栃木本店 

内 容 ①会員事業所の現況報告（平成３０年度の抱負） 

②情報交換会（懇親会） 

出席者 １１人（ゲスト２人含む） 

（第６回 ３月例会） 

日 時 平成３０年３月２３日（金） 午後６時３０分～午後９時２０分 

会 場 宇都宮グランドホテル １階 レストラングランドダイニング 

内 容 ①講演会 

テーマ モテコーディネートの５つのコツ 

     講 師 Eclat Style 代表 美 輝 氏 

     テーマ 今日からできる、１０の開運法 

講 師 美運氣アップサイエンス 代表 中野 裕子 氏 

②情報交換会（懇親会） 

出席者 １５人（ゲスト１人含む） 

(d) 視察研修会 

実施日 平成２９年２月１７日（土）～２月１９日（月） 
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行 先 サイパン島 

内 容 先進商業施設や先進地区等を視察 

参加者 １２人（ゲスト４人含む） 

本事業により得られた成果 

会員同士の経営情報の交換を通し、相互啓発を図ることで、会員の資質向上を図ることが

できた。 

 

(ﾄ) ザ・商談！し・ご・と発掘市 

関東圏の商工会議所が参加する工業系の受発注商談会（事務局：東京商工会議所）に参加

し、会員企業の取引機会の創出を図った。 

本事業により得られた成果 

広域の商工会議所と連携し、商談機会を提供することができた。 

 

(ﾅ) ザ・ビジネスモールへの運営参加 

大阪商工会議所が事務局となり全国の商工会議所・商工会が共同で運営する商取引支援サ 

イトに参加し、のべ３０社の登録があった。 

本事業により得られた成果 

当所会員企業の PRや取引機会の創出を図ることができた。 

 

 

 平成２９年度第１回 平成２９年度第２回 

日 時 
平成２９年１０月１３日（金） 

１０時～１７時 

平成３０年３月９日（金） 

１０時～１７時 

会 場 東京都千代田区丸の内２丁目ビル（千代田区丸の内２－５－１） 

主 催 

東京、川崎、相模原、川口、さいたま、船橋、宇都宮、小山、甲府、横浜、むさ

し府中、名古屋、柏、浜松、日立、ひたちなか、長岡、青梅、仙台、平塚、千葉、

郡山、京都、前橋、福井、三条、八王子、武蔵野、立川、水戸（３０商工会議所） 

商談テーマ 
金属製品、機械器具、関連業種（加工・組立・試作・供給）、樹脂成型・加工、

その他関連工事 

発注企業 ４０社 ５６社 

受注希望企業 １３０社 １７３社 

エントリー 当所エントリー４社  当所エントリー３社 

商談件数 ３４７件 ５４３件 
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(ﾆ) 工業団地役員との連携交流事業 

宇都宮工業団地総合管理協会および清原工業団地総合管理協会の役員に対して、当商工会

議所の事業の取り組みや宇都宮のまちづくり等について、理解を深めてもらうことを目的に、

意見交換・交流会を実施した。 

    ａ 宇都宮工業団地総合管理協会および清原工業団地総合管理協会役員と当所役員との交流 

     会 

(a) 日 時 平成３０年２月２７日（火） 午後３時３０分～午後７時１５分 

(b) 会 場 ホテルニューイタヤ３階 蓬莱の間 

(c) 出席者 ２５人（工業団地役員等１４人、当所役員７人・事務局４人） 

(d) 内 容 講話 テーマ 宇都宮市のネットワーク型コンパクトシティについて 

       講 師 宇都宮市都市整備部 次長 高橋  功 氏 

    情報交換会 商工会議所の事業概要について 

          各社の事業概要と景況について 

交流会 

本事業により得られた成果 

本市の主要工業団地である宇都宮工業団地および清原工業団地の役員に対して、行政の

取り組む宇都宮のまちづくり（主に東部地域の拠点形成の取り組み）等についての講話を

実施したほか、当所事業概要の説明や参加各社の景況などについて率直な意見交換を行い、

情報共有を図ることができた。 

 

(ﾇ) 青年部事業の支援 

次代を担うリーダーとして青年経営者の成長を促すとともに、商工会議所の組織強化を図

るため青年部が実施する事業の支援や、日本商工会議所青年部相談役の所属する青年部とし

て、各種関係団体との連絡調整や出向を支援した。 

新規会員加入１５件（計画１５件） 

行事 開催年月日 内容 出席者 

通常総会 

臨時総会 

臨時総会 

H29. 4.25 

H29. 9.26 

H30. 3.16 

第３５回通常総会 

第１回臨時総会 

第２回臨時総会 

５１人 

４４人 

５４人 

役員会 H29. 1.18 

H29. 3.14 

H29. 4.18 

H29. 5.23 

H29. 6.21 

第１回役員予定者会議 

第２回役員予定者会議 

第１回役員会 

第２回役員会 

第３回役員会 

１１人 

２４人 

２４人 

２３人 

２３人 
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行事 開催年月日 内容 出席者 

H29. 7.18 

H29. 8.22 

H29. 9.19 

H29.10.17 

H29.11.17 

H29.12.19 

H30. 1.23 

H30. 3.22 

第４回役員会 

第５回役員会 

第６回役員会 

第７回役員会 

第８回役員会 

第９回役員会 

第１０回役員会 

第１１回役員会 

２２人 

２１人 

２２人 

２２人 

１９人 

１８人 

２０人 

２４人 

正副会長会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H29. 2.17 

H29. 4. 6 

H29. 5.12 

H28. 6. 8 

H29. 7. 6 

H29. 8.10 

H29. 9. 7 

H29.10. 5 

H29.11. 9 

H29.12. 7 

H30. 1.10 

H30. 2. 8 

H30. 3. 8 

第１回正副会長予定者会議 

第１回正副会長会議 

第２回正副会長会議 

第３回正副会長会議 

第４回正副会長会議 

第５回正副会長会議 

第６回正副会長会議 

第７回正副会長会議 

第８回正副会長会議 

第９回正副会長会議 

第１０回正副会長会議 

第１１回正副会長会議 

第１２回正副会長会議 

６人 

６人 

６人 

６人 

６人 

６人 

６人 

８人 

６人 

６人 

６人 

６人 

６人 

例会 

 

 

H29. 5.13 

H29. 6.15 

H29. 7.26 

H29. 9.26 

H29.12. 5 

H30. 1.26 

H30. 3.16 

５月交流例会 

６月研修例会 

７月経営研修例会 

９月研修例会 

１２月会員交流例会（忘年会例会） 

１月市政例会（新年会例会） 

３月卒業例会 

６０人 

４７人 

６３人 

４８人 

６０人 

３８人 

５９人 

人づくりグループ 

総務委員会 

広報委員会 

H29. 4.12 

H29. 6. 1 

H29. 7. 4 

H29. 8.17 

第１回グループ会議 

第２回グループ会議 

第３回グループ会議 

第４回グループ会議 

１０人 

９人 

８人 

９人 
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行事 開催年月日 内容 出席者 

H29. 9.13 

H29.10.12 

H29.11. 9 

H29.11.30 

H30. 1.18 

H30. 2.13 

第５回グループ会議 

第６回グループ会議 

第７回グループ会議 

第８回グループ会議 

第９回グループ会議 

第１０回グループ会議 

８人 

７人 

５人 

６人 

７人 

９人 

仲間づくりグループ 

会員拡大委員会 

会員交流委員会 

H29. 4.13 

H29. 5.10 

H29. 6.13 

H29. 7.20 

H29. 9.21 

H29.10.30 

H29.11.28 

第１回グループ会議 

第２回グループ会議 

第３回グループ会議 

第４回グループ会議 

第５回グループ会議 

第６回グループ会議 

第７回グループ会議 

９人 

１１人 

１１人 

１４人 

１４人 

１０人 

１４人 

街づくりグループ 

街づくり委員会 

H29. 4.12 

H29. 6.14 

H29. 8. 2 

H29. 8.11 

H29. 9.13 

H29.10.11 

H29.11.15 

第１回委員会 

第２回委員会 

第３回委員会 

第４回委員会 

第５回委員会 

第６回委員会 

第７回委員会 

１０人 

４人 

５人 

４人 

５人 

４人 

４人 

街づくりグループ 

親善大使委員会 

H29. 4.12 

H29. 5.17 

H29. 6.14 

H29. 7.12 

H29. 8.17 

H29. 9.13 

H29.10.11 

第１回委員会 

第２回委員会 

第３回委員会 

第４回委員会 

第５回委員会 

第６回委員会 

第７回委員会 

５人 

４人 

３人 

５人 

３人 

２人 

２人 

夢づくりグループ 

夢語らせ委員会 

スキル向上委員会 

H29. 4.13 

H29. 5. 9 

H29. 6. 1 

H29. 7.13 

H29. 7.28 

第１回グループ会議 

第２回グループ会議 

第３回グループ会議 

第４回グループ会議 

第５回グループ会議 

９人 

９人 

１０人 

１０人 

  ９人 
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行事 開催年月日 内容 出席者 

H29. 8.31 

H29. 9.20 

H29.10. 5 

H29.11.22 

H30. 1.30 

第６回グループ会議 

第７回グループ会議 

第８回グループ会議 

第９回グループ会議 

第１０回グループ会議 

９人 

７人 

６人 

６人 

８人 

未来づくりグループ 

未来策定委員会 

ありがとう 35

周年委員会 

 

 

 

H29. 4.13 

H29. 5.16 

H29. 6.12 

H29. 7.12 

H29. 7.12 

H29. 8.21 

H29. 9.13 

H29.10.16 

H29.10.25 

H29.11. 9 

H29.11.24 

H29.12.13 

H30. 1.17 

H30. 2.22 

第１回グループ会議 

第２回グループ会議 

第３回グループ会議 

第４回グループ会議 

第１回未来策定会議 

第５回グループ会議 

第６回グループ会議 

第７回グループ会議 

第８回グループ会議 

第２回未来策定会議 

第９回グループ会議 

第１０回グループ会議 

第１１回グループ会議 

第１２回グループ会議 

６人 

９人 

７人 

８人 

１３人 

８人 

７人 

７人 

９人 

１１人 

６人 

９人 

７人 

８人 

うつのみや親善

大使派遣等 

H29. 4. 3 

H29. 4. 8 

H29. 4.18 

H29. 5.25 

H29. 6. 3 

H29. 6. 4 

H29. 8. 3 

H29. 8. 5 

H29. 8.12 

H29. 8.23 

H29. 9. 2 

H29. 9. 9 

H29. 9.13 

市民の日記念のつどい 

栃木プレ DC 臨電 

栃木 DC 全国宣伝販売促進会議 

宇都宮市商店街連盟創立 60 周年記念講演会・祝賀会 

ブレックス優勝パレード 

第３回職人祭-職人企業説明会- 

映画「キスできる餃子」ポスター撮影 

ふるさと宮祭り 

2017 うつのみや花火大会 

2017 よいお仕事フェア 

第７期うつのみや親善大使選考会 

きたかんマルシェ 

新商品・新サービス合同プレス発表会 

２人 

２人 

２人 

２人 

２人 

２人 

１人 

２人 

２人 

２人 

４人 

２人 

２人 
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行事 開催年月日 内容 出席者 

H29. 9.15 

H29.10.10 

H29.10.20 

H29.10.21 

H28.10.27 

H29.11. 1 

H29.11. 4 

H29.11.16 

H29.12.15 

H30. 1. 4 

第７期うつのみや親善大使研修 

表敬訪問 

栃木県商工会議所振興委員研究集会 

2017 ジャパンカップクリテリウム 

ＮＨＫときめきゆめとちぎ出演 

とちぎテレビイブニング６出演 

宮の市、ミヤ・ジャズイン、宇都宮餃子祭り 

うつのみやイルミネーション 2017 点灯式 

宇都宮市観光ポスター撮影 

新年賀詞交歓会 

４人 

２人 

２人 

２人 

２人 

２人 

４人 

２人 

２人 

２人 

栃木県商工会議

所青年部連合会 

H29. 6.28 

H30. 3.28 

H29. 5.26 

H29.10. 2 

H29.12.19 

H30. 1.24 

H30. 3.28 

H30. 1.24 

第２４回会員総会 

臨時総会 

第１回役員会 

第２回役員会 

第３回役員会 

第４回役員会 

第５回役員会 

第３回県青連大会 

１６人 

８人 

２人 

４人 

３人 

２人 

８人 

２２人 

栃木県商工会議

所青年部連合会 

活性化委員会 

H29. 6.28 

H29. 8. 8 

H29.10.11 

H29.12.19 

第１回県青連活性化委員会 

第２回県青連活性化委員会 

第３回県青連活性化委員会 

第４回県青連活性化委員会 

１６人 

１１人 

１６人 

１２人 

栃木県青年経営

者団体協議会 

H28. 7.27 通常総会及び青年経営者セミナー ３人 

日本商工会議所

青年部 

H29.11.30 

  ～12. 2 

H30. 2.15 

  ～ 2.17 

第３５回全国会長研修会（島根県出雲市） 

 

第３７回全国大会岐阜かかみがはら大会（岐阜県各

務原市） 

坂本会長 

他２人 

坂本会長 

他１８人 

日本商工会議所

青年部役員会 

H29. 4.21 

 

H29. 6. 9 

H29. 7.22 

第２６０回役員会（岡山県岡山市） 

 

第２６１回役員会（島根県出雲市） 

第２６２回役員会（岐阜県美濃加茂市） 

伴相談役 

他１人 

伴相談役 

伴相談役 



 

- 147 - 

 

行事 開催年月日 内容 出席者 

 

H29. 8.31 

 

H29.10. 7 

H29.11.30 

H30. 1.20 

H30. 2.15 

 

H30. 3.17 

 

第２６３回役員会（岩手県久慈市） 

 

第２６４回役員会（千葉県柏市） 

第２６５回役員会（島根県出雲市） 

第２６６回役員会（愛知県豊橋市） 

第２６７回役員会（岐阜県各務原市） 

 

第２６８回役員会（山口県防府市） 

他１人 

伴相談役 

他１人 

伴相談役 

伴相談役 

伴相談役 

伴相談役 

他１人 

伴相談役 

他２人 

日本商工会議所

青年部主要事業

等 

H29. 6.16 

～6.17 

H29. 7.28 

H29. 8.23 

 ～ 8.26 

H29. 9. 1 

 ～ 9. 2 

H28. 9. 8 

 ～ 9.10 

H29. 9.15 

 ～ 9.17 

H29. 9.22 

 ～ 9.23 

H29. 9.29 

～ 9.30 

H29.10.13 

 ～10.14 

H29.10.27 

 ～10.28 

関東ブロック春の会長会議（群馬県沼田市） 

 

熊本復興フォーラム 20177 

海外交流事業 THE POWER OF YEG IN 台湾 

 

東北ブロック大会青森ごしょがわら大会（青森県五

所川原市） 

北海道ブロック大会湯之国登別大会（北海道登別

市） 

北陸信越ブロック大会燕大会（新潟県燕市） 

 

四国ブロック大会えひめ松山大会（愛媛県松山市） 

 

中国ブロック大会三次大会（広島県三次市） 

 

近畿ブロック大会近江守山大会（滋賀県守山市） 

 

関東ブロック大会ぐんま沼田大会（群馬県沼田市） 

 

坂本会長 

他２人 

伴相談役 

鈴木副会長 

他１人 

伴相談役 

他１人 

伴相談役 

 

伴相談役 

 

伴相談役 

 

伴相談役 

 

伴相談役 

 

坂本会長 

他１２人 

関東ブロック商

工会議所青年部

連合会 

H29. 6.17 

 

H29.10.27 

第１回定時総会、会長会議（群馬県沼田市） 

 

第２回定時総会、会長会議（群馬県沼田市） 

坂本会長 

他２人 

坂本会長 
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本事業により得られた成果 

本年度は日本商工会議所青年部相談役の所属する青年部として、出向者の活動支援や各種

関係団体との連絡調整を密にし、全国の青年部メンバーとのネットワーク構築を支援するこ

とができた。 

また、宇都宮商工会議所青年部事業では、青年経済人としての人間力と経営力の向上を目

的に、年７回の例会を開催し、研鑽を深めることができた。 

なお、青年部の組織強化を図るため役員を中心に会員拡大に努めた結果、１５件の新規入

会者を獲得した。 

 

(ﾈ) 女性部事業の支援 

女性部は女性経営者及び女性管理者の資質向上と商工業の振興を図り、併せて会員相互の

親睦と連携を図ることを目的に活動した。 

行事 開催年月日 事業内容 出席者 

通常総会 H29. 6. 5 第 28 回通常総会 ３０人 

正副会長・常

任理事会議 

H29. 4.13 

H29. 6.16 

H29. 8.22 

H29. 9.26 

H29.11.18 

H30. 1.18 

H30. 2.15 

第１回会議 

第２回会議 

第３回会議 

第４回会議 

第５回会議 

第６回会議 

第７回会議 

４人 

４人 

 ３人 

３人 

４人 

３人 

４人 

役員会 H29. 4.13 

H29. 5.10 

H29. 7. 5 

H29. 8.23 

H29.10.12 

H29.11.22 

H30. 1.19 

H30. 2.19 

H30. 3.26 

第１回役員会 

第２回役員会 

第３回役員会 

第４回役員会 

第５回役員会 

第６回役員会 

第７回役員会 

第８回役員会 

第９回役員会 

１０人 

１０人 

８人 

１０人 

８人 

７人 

９人 

５人 

８人 

総務委員会 H29. 5.10 

H29. 8.22 

H29.11.22 

H30. 1.10 

第１回委員会 

第２回委員会 

第３回委員会 

第４回委員会 

７人 

５人 

６人 

６人 
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行事 開催年月日 事業内容 出席者 

H30. 3.23 第５回委員会 ５人 

事業委員会 H29. 8.19 

H29. 9.25 

H29.10.18 

第１回委員会 

第２回委員会 

第３回委員会 

１０人 

８人 

８人 

合同会議 H29. 7. 5 第１回合同委員会 １５人 

キャラクター 

しょうちゃん 

H29. 5.8 

通年 

ゆるキャラグランプリ２０１７エントリー 

各種イベント参加 

 

１回 

講演会 

セミナー 

H30. 2. 2 

 

 

宇都宮市長との新春懇談会 

 講 話 「宇都宮のまちづくりについて」 

 講 師 宇都宮市長 佐藤 栄一 氏 

２８人 

広域事業 H30. 2.15 栃木県内商工会議所女性会等広域事業講演会 

テーマ 「女性経営者のための健康管理と糖尿病」 

講 師 医療法人長崎大学 内科 糖尿病専門医 

    千葉 泰子 氏 

５８人 

内宇都宮 

６人 

中心市街地活

性化への参加 

・協力 

H29.11. 4 

～11. 5 

H29. 4 

～H30.3 

「宮の市（商業祭）」への参加 

 

中心市街地定期清掃参加 

（毎月第一土曜日、延べ８回実施） 

延べ２４人 

 

延べ３５人 

環境・福祉へ

の協力 

通年 

H30. 3. 5 

 

H30. 3. 5 

使用済み切手等を収集 

宇都宮市社会福祉協議会へ使用済み切手及びプルトッ

プを訪問寄贈 

株式会社国際資源リサイクルセンターへエコキャップ

を引き渡し 

 

３人 

 

１人 

少子化対策事

業への協力 

H29. 7. 4 

 

H30. 3.11 

宇都宮市男女共同参画課主催事業「ミヤハピ」開催に

伴う広報協力 

お見合いパーティー「ハート＆ハートの集い」開催 

 

 

１１人 

視察研修 H29.11.17 真岡木綿会館（真岡市、益子市） ９人 

親睦事業 H29. 9.19 

H29.12.11 

H30. 2. 2 

研修親睦会 

忘年会 

新年会 

４人 

１４人 

３０人 

栃木デスティ

ネーションキ

ャンペーンへ

の協力 

H29. 4.18 

H29. 5.19 

H29.11.22 

H30. 3. 9 

H30. 3.16 

「全国宣伝販売促進会議」送迎協力 

「カクテルカーニバル号」送迎協力 

第１回折り紙ディスプレイ製作会 

第２回折り紙ディスプレイ製作会 

第３回折り紙ディスプレイ製作会 

１１人 

８人 

８人 

９人 

７人 
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行事 開催年月日 事業内容 出席者 

H30. 3.23 

H30. 3.26 

H30. 3.30 

第４回折り紙ディスプレイ製作会 

第５回折り紙ディスプレイ製作会 

第６回折り紙ディスプレイ製作会 

１０人 

８人 

８人 

全国・関東商

工会議所女性

会連合会 

H29. 6.12 

H29. 6.29 

H29.10. 6 

H30. 1.19 

H30. 3. 2 

H30. 3.14 

H30. 3.14 

関東商工会議所女性会連合会第３２回総会千葉大会 

全国商工会議所女性会連合会拡大理事会 

第４９回全国商工会議所女性会連合会北海道大会 

関東商工会議所女性会連合会理事会 

全国商工会議所女性会連合会拡大理事会等 

関東商工会議所女性会連合会女性会長会議 

関東商工会議所女性会連合会講演会 

３人 

２人 

２人 

１人 

２人 

１人 

７人 

北関東三県商

工会議所女性

会交流会議 

H29.11.10 全国商工会議所観光振興大会２０１７in 前橋 ４人 

刊行物 H29. 6. 5 女性部広報誌「しもつけ草」vol.22（３００部）  

本事業により得られた成果 

宮の市（商業祭）への参加により、中心市街地賑わいづくりへ協力することができたとと

もに、中心市街地定期清掃の実施及び使用済切手等の寄付を行ったことで、地域社会に貢献

することができた。 

また、少子化対策事業としてお見合いパーティー「ハート＆ハートの集い」を実施し、若

者の出会いの場を提供することができた。 

参考：平成２９年度末 会員数６０人 （年度内退会者４人） 

 

(ﾉ) 宇都宮地区雇用協会の支援 

 【求人及び合同面接会等】 

ａ 障がい者合同就職面接会 

(a) 開 催 日 平成２９年９月１５日（金） 

(b) 会   場 ホテル東日本宇都宮 

    (c) 参加企業数 ５９社 

    (d) 参加求職者数 １４４人 

 b 高校新卒者合同就職面接会 

(a) 開 催 日 平成２９年１０月２６日（木） 

(b) 会   場 ホテル東日本宇都宮 

    (c) 参加企業数 ６７社 

    (d) 参加高校数 ３２校７３人 
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     【雇用関連セミナー】 

a イクボス講演会（宇都宮市、宇都宮商工会議所との共同主催） 

     (a) 開催日・参加人数 平成２９年７月７日（金）・３５人 

     (b) 会   場 宇都宮市男女共同参画推進センター 

     (c) テ ー マ 働き方改革 

 (d) 講   師  ＮＰＯ法人ファーザーリングジャパン 代表理事 安藤 哲也 氏   

b 経営者・管理職対象セミナー（宇都宮市、宇都宮商工会議所との共同主催） 

     (a) 開催日・参加人数 平成２９年７月２１日（金）・１７人 

     (b) 会   場 宇都宮市男女共同参画推進センター 

     (c) テ ー マ マネジメント術やコミュニケーション方法などの経営手法 

     (d) 講   師 ＮＰＯ法人ファーザーリングジャパン 代表理事 安藤 哲也 氏  

    c 一般社員対象セミナー（宇都宮市、宇都宮商工会議所との共同主催） 

     (a) 開催日・参加人数 平成２９年７月１２日（水）・６人 

                 平成２９年７月２６日（水）・６人 

                 平成２９年８月２３日（水）・７人 

     (b) 会   場 宇都宮市男女共同参画推進センター 

     (c) テ ー マ ワーク・ライフ・バランスの実現  

     (d) 講   師 ㈱story I 代表取締役 猪俣 恭子 氏 

d 企業に求められる働き方改革セミナー（栃木県社会保険労務士会、宇都宮商工会議所との 

共同主催） 

     (a) 開 催 日 平成２９年１０月１９日（木） 

     (b) 会   場 宇都宮市文化会館 

     (c) テ ー マ 「具体的な内容と求められる対応」「同一労働同一賃金とは」 

     (d) 講   師 栃木県社会保険労務士会会員 山川 荘二 氏 

              栃木県社会保険労務士会会員 須藤 忠良 氏 

     (e) 参 加 人 数 ４９人 

 e ジョブ・カードを活用した助成金セミナー[栃木県地域ジョブ・カード（サポート）セン 

ターと共催] 

     (a) 開 催 日 平成２９年１０月４日（水） 

     (b) 会   場 ホテルニューイタヤ 

     (c) 内容および講師 キャリアアップ助成金、人材開発支援助成金について 

               栃木県地域ジョブ・カードセンター 企業開拓推進員 小宮 正則  

     (d) 参 加 人 数 １７社１９人 
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本事業により得られた成果 

宇都宮公共職業安定所管内の労働力確保、就職率向上並びに労働環境の向上に寄与した。 

 

(ﾊ) 栃木県ＬＲＴ研究会 

      平成２９年９月に当研究会を含む経済団体等が主導する「ＬＲＴの早期着工を目指す市民

大会」が開催され、ＬＲＴの早期着工・開業・延伸に向け最大限の取り組みを推進するとす

る大会決議が採択され、更なる気運の醸成が図られた。 

     また、平成２９年度は、研究会の下部組織「作業部会」と東西基幹公共交通整備特別委員

会が、ＬＲＴに関する現状把握とＪＲ宇都宮駅西側延伸の必要性と諸課題の考え方」等につ

いて検討した。 

開催年月日 内 容 出席者 

H29. 9. 2 ＬＲＴの早期着工を目指す市民大会 

１ 講演 

(1) テーマ 地方はどう変わる～ＬＲＴがもたらすもの～ 

(2) 講 師 衆議院議員・ＬＲＴ推進議員連盟会長 逢沢 一郎 氏 

２ 大会決議 

3,000 人 

 

H29.11.13 東西基幹公共交通整備特別委員会との第１回合同会議 

１ 報告 ＬＲＴの早期着工を目指す市民大会について 

２ 議題 

(1) ＬＲＴの現状と今後について 

    説明者 宇都宮市建設部ＬＲＴ整備室 総合政策部交通政策課  

 (2) 意見交換 

２３人 

内 16人 

H30. 3.15 

 

 

東西基幹公共交通整備特別委員会との第２回合同会議 

１ 議題 

(1) ＬＲＴの西側延伸の必要性と課題について 

(2) 意見交換 

１７人 

内 11人 

 

 

H30. 3.22 交通まちづくりシンポジウム（栃木県ＬＲＴ研究会作業部会・東西基幹公

共交通整備特別委員会・ＬＲＴの早期着工を目指す市民大会実行委員会・

特定非営利活動法人宇都宮まちづくり推進機構主催） 

１ 基調講演 

(1) テーマ 公共交通とクルマの「かしこい」付き合い方 

―クルマ利用は、ほどほどに！― 

(2)  講 師 京都大学大学院工学研究科 教授 藤井 聡 氏 

２ 座談会 

(1) テーマ 「歩いて楽しい街 うつのみや」 

(2) 話し手  

京都大学大学院工学研究科教授  藤井  聡 氏 

１００人 
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宇都宮市副市長 吉田 信博 氏 

関東自動車㈱取締役専務執行役員 吉田 元 氏 

下野新聞社宇都宮まちなか支局記者 多里 まりな 氏 

(3)  聞き手 

栃木県ＬＲＴ研究会作業部会長・宇都宮まちづくり推進機構 

理事長 須賀 英之 氏 

 

(ﾋ) 中小企業国際ビジネス支援事業 

  栃木県やジェトロなどの公的支援機関と連携し、海外における市場開拓や労働力確保など 

を図る中小企業に対し、情報提供などの支援をした。 

ａ 海外展開支援セミナー  

日 時 平成２９年１１月２９（水）午後１時３０分～午後３時２０分 

会 場 宇都宮商工会議所２階 大会議室 

     内 容 テーマ 海外展開の失敗事例・成功事例！！ 

             ～海外展開をお考えの事業所様、必見！ＡＳＥＡＮにおける事例を紹介

します～ 

     講 師 独立行政法人中小企業基盤整備機構 国際化支援アドバイザー 佐藤 一八 氏 

     出席者 ８人（８社） 

ｂ 無料個別相談会 

日 時 平成２９年１１月２９日（水）午後３時２０分～午後４時 

会 場 宇都宮商工会議所２階 大会議室 

相談員 独立行政法人中小企業基盤整備機構 国際化支援アドバイザー 佐藤 一八 氏 

     相談者 １人（１社） 

本事業により得られた成果 

中小企業が海外展開を円滑に推進するための情報を提供し、ジェトロ栃木情報センター専 

門員へ紹介、専門家との連携による海外市場進出支援を行うことができた。 

 

(ﾌ) 宇都宮ゑびす市事業 

創業まもない企業や、新商品を開発した企業を対象に、プロモーション・マーケティング

の場を提供し、地域のにぎわいづくりや新たな地域ブランドの発掘につなげるほか、企業の

経営活動や、新商品の販売促進活動等を支援することを目的に実施した。 

a 宮の市（商業祭）ストリートフェスティバルへの出店 

日 時 平成２９年１１月４日（土）～１１月５日（日）午前１１時～午後４時 

会 場 バンバ通り内 
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出店者 ㈱オニックスジャパン、㈲ウィンウィン 

内 容 (a) ㈱オニックス 

板うどん、板中華、宇都宮焼きそば、田村屋監修佐野ラーメン、鍋焼天ぷ

らうどん・そば、ペットボトル飲料など 

(b) ㈲ウィンウィン 

北の和紅茶（ストレート、いちご、苺２倍濃縮、苺サイダー）、珈琲など 

b オリオンＡＣぷらざへの出店 

日 時 平成３０年１月２２日（月）～１月２８日（日）午前１１時～午後５時 

会 場 オリオンＡＣぷらざ（宇都宮市江野町３－１０、オリオン通り内） 

出店者 ㈱農人たち 

内 容 (a) 野菜の販売 

（農薬不使用、有機肥料１００％栽培、宇都宮産を中心に栃木県産の野菜） 

大根、春菊、人参、ねぎ、玉ねぎ、じゃがいも、さつまいも、かぼちゃ

など 

(b) 加工食品の販売 

（農薬不使用、有機肥料１００％栽培の栃木県産野菜を使用） 

スペシャル地産地消弁当、菓子パン、ビン詰め人参ジュース・ゆずジュ

ース、しいたけピクルスなど 

(c) ガーリックポットの販売（野菜保存用陶器（益子焼）） 

(d) スペシャルコラボレーション企画 

講談社「モーニング」で連載中の、宇都宮を舞台に、宇都宮大学出身で

宇都宮中央卸売市場で働く若者を描いた、農業をテーマにした漫画「八百

森のエリー」とのコラボレーション企画展や作者・仔鹿リナ先生サイン会

などの開催した。 

本事業により得られた成果 

創業まもない企業や、新商品を開発した企業を対象に、プロモーション・マーケティングの

場を提供することで、企業の経営活動や新商品の販売促進活動を支援することができた。 

また、市内中心部の空き店舗やイベントを活用することで、地域のにぎわづくりに寄与するこ

とができた。 

 

(ﾍ) ものづくり支援事業 

会員企業のビジネスチャンスの創出と新たな人的ネットワークの構築を支援した。  

ａ 視察の実施（工業３部会合同） 
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視察日 平成２９年１１月７日（金） 

視察先 新価値創造展２０１７（第１３回中小企業総合展） 

（東京都江東区有明：東京ビックサイト東７・８ホール） 

参加者 １１人    

本事業により得られた成果 

ものづくり展示会を視察することにより、会員企業のビジネスマッチングの拡大に繋げる

ことができた。 

 

(ﾎ) 障がい者・高齢者の雇用促進事業 

企業の障がい者・高齢者雇用の理解を深めるため、雇用創出に繋げるための情報提供や意

見交換会を実施した。 

ａ 障がい者・高齢者雇用に関するアンケート実施 

調査期間 平成２９年６月１３日～６月３０日 

      調査対象 従業員５０人以上の会員企業 ３２７社 

      回収状況 ２０１社（回収率６１．５％） 

      結果報告 宇都宮商工会議所ＨＰに掲載    

ｂ 障がい者雇用セミナー開催 

      開催日 平成２９年１０月２５日（水） 

      会 場 栃木県立特別支援学校 宇都宮青葉高等学園 

      参加者 ３９人（３２社）  

      内 容 (a) 障がい者雇用の現状 

             講 師：栃木労働局 職業安定部 職業対策課 

                 地用障害者雇用担当官 高塩 博行 氏 

          (b) 障がい者雇用に係る助成金 

             講 師：栃木労働局 職業安定部 職業対策課 

                 雇用開発主任 佐藤 哲也 氏 

(c) 障がいの種別と特性、ジョブコーチ支援について 

             講 師：栃木障害者職業センター 

                 主任障害者職業カウンセラー 野口 恵 氏 

          (d) 宇都宮青葉高等学園の見学                 

本事業により得られた成果 

アンケート調査やセミナーを実施することにより、企業の障がい者・高齢者雇用の現状を

把握するとともに、雇用に対する情報等を提供し理解を深めることができた。 
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ウ 政策提言・組織・財政基盤の強化 

(ｱ) 宇都宮商工会議所入会推進事業 

       平成２９年４月から平成３０年３月までの１年間を推進期間として加入促進活動を展開

した。特に、役員・議員や既存会員からの紹介による新規入会や、過去に指導実績がある非

会員事業所への積極的な加入勧奨のほか、空き店舗補助金・生命共済などの会員加入が前提

となる制度の利用促進や会員優遇制度がある損害保険制度等により新規会員の加入推進に

努めた。 

      新規加入件数１７６件（計画２８７件） 

 

(ｲ) 部会活動の充実 

      会員企業の積極的な参画が得られるようなテーマの設定のほか、業種横断的な部会や会員

企業の連携・交流が図られる活動を推進した。また、各業界における景況等の情報把握に努

めた。（各部会の活動内容については別掲のとおり） 

 

(ｳ) 委員会活動の充実 

      商工会議所の目的達成のために必要な重要事項の検討を行うため、中期事業計画に掲げる

３分野の目標（企業活力の強化、地域経済の活性化、政策提言・組織・財政基盤の強化）に

対して、平成２５年度に設置された６つの委員会を継続し、延べ１４回の会議を開催した。 

      なお、平成２８年１１月の議員改選により、参加委員の入れ替えがあったが、６つの委員

会は継続設置されている。 

また、臨時的委員会として、東西基幹公共交通（ＬＲＴ）の事業推進に関する課題や提案

をとりまとめる東西基幹公共交通整備特別委員会も継続し、４回の会議等を開催した。 

 

(ｴ) 職員による全会員事業所訪問 

６，００８件（平成２９年４月１日現在）の会員事業所を対象に、会員事業所との密接な

コミュニケーションを構築し、そこで得られた各種情報等を商工会議所事業へ反映させるた

め、全職員が会員事業所を訪問する。平成２８年度で会員事業所への訪問が２順目したため、

平成２９年度は過去２年以上指導実績のない会員事業所を重点的に巡回し、退会防止に努め

た。 

平成２９年度は、全職員３４人で７２８事業所を訪問した（計画８００件）。 

本事業により得られた成果 

全職員による組織的な会員事業所訪問は、希薄になりがちな会員事業所との関係を相互に

より身近に感じられるようなコミュニケーションを確立し、さらには情報収集・交換等によ
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りそれぞれの事業発展につながる意義深いものとなった。 

また、平成２９年度は、地域経済の景気回復の実感がないまま、一部の中小・小規模企業

は深刻な人手不足や事業承継問題などに直面しており、会員事業所を取り巻く経営環境の厳

しさを物語る情報が多かったものの、東京オリンピックやとちぎ国体開催に係る特需や大谷

地区の振興など、国や宇都宮市の施策により業績を伸ばす事業所の声を得ることができた。 

なお、年度途中で職員が２人減員となり、目標達成率は９１．０％であった。 

（２８年度実績２，０１４事業所 目標達成率１０１．１％） 

 

(ｵ) 会員管理 

正確な会員データを把握して当商工会議所会員事業所の現況を適正に管理するとともに、

会費未納事業所に対して円滑な会費収納に努めた。 

      会費徴収率９５．６％（計画９８．０％） 

 

(ｶ) 中期事業計画のローリング 

      当商工会議所は、地域の総合経済団体として、地域経済の発展と福祉の増進を目指し、企

業の支援やまちづくり、政策提言などの各種事業に取り組んでいる。 

      このような中、平成１９年度に当商工会議所が企業や地域のニーズの多様化・複雑化に対

応していくために、これまでの単年度事業計画から中期ビジョンとして、向こう３ヶ年（平

成２０年度～２２年度）の第１次中期事業計画を策定した。 

      平成２２年度の第２次中期事業計画（平成２３年度～２５年度）、平成２５年度の第３次

中期事業計画（平成２６年度～２８年度）を経て、平成２８年度に策定した第４次中期事業

計画（平成２９年度～３１年度）について、平成２９年度の事業実績や経済環境等を踏まえ

ローリングを実施し、平成３０年度事業計画に反映した。 

 

(ｷ) 中長期財政計画のローリング 

事業の計画的かつ着実な執行を図るため、平成２８年度に策定した第４次中期事業計画

（計画期間：平成２９年度～平成３１年度）及び中長期財政計画（計画期間：平成２９年

度～平成３８年度）について、平成２８年度実績・平成２９年度実績見込を基にその内容

を精査した。 

 

(ｸ) 会員拡大特別キャンペーン 

      平成２９年４月から平成３０年３月までの１年間を推進期間として加入促進活動を展開

した。特に、役員・議員や既存会員からの紹介による新規入会や、過去に指導実績がある非
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会員事業所への積極的な加入勧奨のほか、空き店舗補助金・生命共済などの会員加入が前提

となる制度の利用促進や会員優遇制度がある損害保険制度等により新規会員の加入推進に

努めた（再掲）。 

      新規加入件数１７６件（計画２８７件） 

 

(ｹ) 会員交流事業（会員ビジネス交流会）（再掲） 

     ａ 第１回会員ビジネス交流会 

      (a) 開催日時 平成２９年１０月１９日（水）午後４時２０分～午後５時４０分 

      (b) 会  場 宇都宮グランドホテル 

      (c) 参 加 者 会員事業所１２社１６人 

     ｂ 第２回会員ビジネス交流会 

      (a) 開催日時 平成３０年３月６日（火）午後４時２０分～午後６時００分 

      (b) 会  場 ホテルニューイタヤ 

      (c) 参 加 者 会員事業所１７社２４人 

 

(ｺ) 中小企業大学校等への経営指導員等の研修派遣 

当商工会議所経営指導員等の支援の現場で必要な基礎知識と、特定課題を解決するための

専門分野の支援スキルの習得を目的に、独立行政法人中小企業基盤整備機構関東本部中小企

業大学校東京校が行う中小企業支援担当者等研修に３人の職員を派遣した。 

また、日本商工会議所・中小企業庁が実施する各種研修会に４人の職員を派遣した。 

     ａ 中小企業大学校 

(a) 派遣職員 郷 真吾 

① 研修期間 平成２９年１１月６日（月）～１２月１日（金） 

       ② 研修コース 基礎研修「税務・財務診断（３）」 

     (b)  派遣職員 神長 将大 

① 研修期間 平成２９年７月１９日（水）～７月２１日（金） 

② 研修コース 専門研修「小規模企業の相談支援手法（１）」 

(c) 派遣職員 長谷 眞 

① 研修期間 平成２９年１１月８日（水）～１１月１０日（金） 

       ② 研修コース 専門研修「地域ブランド戦略による地域活性化（２）」 

ｂ 日本商工会議所 

     (a) 派遣職員 郷 真吾 

       ① 開催日時 平成２９年４月２７日（木）～４月２８日（金） 
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       ② 研修名  「事業性評価のためのローカルベンチマーク活用研修会」 

     (b) 派遣職員 濱﨑 常明 

       ① 開催日時 平成３０年１月２５日（木）～１月２６日（金） 

       ② 研修名  「マル経総合研修会（事故対策義務研修会）」 

ｃ 中小企業庁 

(a) 派遣職員 中山 光旦 

① 研修期間 平成２９年１２月１２日（火）～１３日（水） 

       ② 研修名  経営指導員向け小規模事業者支援研修 

（経営発達支援事業研修） 

     (b)  派遣職員 郷 真吾 

① 研修期間 平成２９年１２月１４日（木） 

② 研修名  経営指導員向け小規模事業者支援研修 

（ＩＴスキル向上等研修） 

本事業により得られた成果 

全国の商工会議所から派遣される職員とともに、経営支援の現場で必要となる基礎知識や、

特定課題に対する支援策を学ぶことで、派遣職員の経営支援ノウハウの習得と支援スキルの

向上とともに、他県の商工会議所職員間の人的ネットワーク形成の一助とすることができた。 

 

(ｻ) 全国統一演習研修事業（経営指導員等 Web 研修）の実施 

      平成２６年６月の改正小規模支援法の施行により、小規模事業者の支援のあり方や商工会 

議所の役割が大きく変わってきている現在、商工会議所職員として、業務に必要となる最新

の施策情報や実践のためのノウハウ習得を目的に、日本商工会議所と全国商工会連合会が主

催する Web 研修を実施した。 

ａ 受講期間 平成３０年１月１０日（水）～平成３０年５月１０日（木） 

ｂ 受講対象 次長以下の職員（出向・再雇用・嘱託職員を除く） 

ｃ 受講内容 中小企業経営・中小企業政策（１５時間） 

       但し、１年未満の職員は全科目の受講を推奨した。 

本事業により得られた成果 

職場のパソコンやタブレット端末、スマートフォン等を利用して受講することができる本

研修は、必要なときに必要な講義を繰り返し復習することができるため、法律に基づく経営

支援に必要な最新施策の理解を深めるとともに、職員の経営支援ノウハウの習得と向上、支

援スキルの標準化に繋がった。 
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(2)  意見活動 

ア 国・県への建議・要望活動 

(ｱ) 第５４回栃木県商工会議所議員大会提言要望 

     大会開催日  平成２９年９月１２日（火） 

     場   所  宇都宮市文化会館小ホール 

     参 加 者 数  ４００人 

提 出 先  栃木県知事、栃木県議会議長、栃木県議会副議長、栃木県議会経済企業委

員会委員長、日本商工会議所会頭、県選出国会議員、国土交通省宇都宮国道

事務所長、東日本旅客鉄道㈱代表取締役社長 

提出年月日  平成２９年９月２１日～１０月３０日 

要望連名者  一般社団法人栃木県商工会議所連合会会長、栃木県内９商工会議所会頭 

Ⅰ 地方創生を支える中小企業・小規模企業の支援強化 

  ～持続的成長と地域経済発展のために～ 

 １ 中小企業・小規模企業対策 

(1) 取引相場のない株式等に係る相続税・贈与税の軽減措置について 

取引相場のない株式の評価については、中小企業が経営努力により企業価値を向上させ 

るほど評価額が高くなり、相続税負担が重くなるという弊害が生じている。  

平成２９年度税制改正において、非上場株式の評価の見直しや事業承継税制が拡充され 

たが、中小企業の負担軽減までには至っておらず、相続税納税が困難な場合、事業用土地 

の物納や借入で対応するなど、円滑な事業承継に支障をきたしている事例もある。 

ついては、取引相場のない株式を相続税・贈与税の対象外とすることを含めた軽減措置 

を講じられたい。 

また、次の事業承継税制に係わる要件の廃止や特別措置の創設を図られたい。 

ア 納税猶予を続けるための要件の廃止 

    （ア）５年間平均８割の雇用を維持 

    （イ）猶予対象株式の保有継続 

イ 小規模宅地等の課税特例と同様に、事業用建物、機械、車両等を対象とした特例措

置の創設 

  (2) 軽減税率への対応について 

消費税軽減税率制度の導入は、販売時の確認作業、消費者からのクレーム対応、従業員 

の教育等、中小企業・小規模企業に過度な負担を強いるとともに、経理の観点からは、請 
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求書等の発行や記帳方法の変更による事務負担が大きく増加することとなる。 

この制度は、わが国で初めて導入される新たな制度であり、対象品目の線引きや経理区 

分等、国民や事業者が混乱する恐れがあることから、十分な周知を徹底されたい。併せて、 

商工会議所経営指導員等に向けた研修会を積極的に実施されたい。 

また、平成 35 年 10 月に導入が予定されているインボイス制度は、事業者にコンピュー 

タシステムの変更や事務の煩雑化など大きな負担を強いることから、導入に伴うデメリッ 

ト等を十分検証のうえ、適切な対応を推進されたい。 

(3) 外形標準課税の中小企業への適用について 

中小企業においては、国の経済効果の恩恵が及ばず引き続き厳しい経営を強いられてい 

る。 

このような中、地域の雇用を支え、労働分配率が 8割にも達する中小企業への外形標準 

課税導入に向けた検討は、現在取り組んでいる従業員への賃上げ、労働環境・条件等の改 

善意欲を著しく阻害し、引いては景気回復の芽を摘み、地方創生を後退させるものであり、 

また、小規模支援法等の趣旨にも反するものである。 

ついては、外形標準課税の中小企業への対象拡大は絶対に行わないよう検討されたい。 

(4) 中小企業再生支援及び事業承継支援の推進について 

本県経済が持続的発展をするための極めて重要な課題として、企業の再生と事業承継が 

ある。宇都宮商工会議所が国の認定支援機関として、「栃木県中小企業再生支援協議会」 

と「栃木県事業引継ぎ支援センター」を運営しているが、なお一層効果的な事業展開に向 

け、次の事項について配慮されたい。 

    ア 中小企業・小規模企業に対する専門支援機関である「栃木県中小企業再生支援協議

会」と「栃木県事業引継ぎ支援センター」の存在が、必要とする事業者へ広く浸透す

るよう周知広報等の強化 

イ 当該機関の事業実施に係る積極的な支援 

(5) 小規模企業経営支援事業費補助金に係る補助対象職員数算定基準の緩和について 

県においては、「栃木県中小企業・小規模企業の振興に関する条例」を制定し、県を挙 

げて中小企業の成長発展と小規模企業の事業の持続的な発展に向けた取り組みを推進す

ることとしている。 

商工会議所では、本条例の基本理念にもとづき、地域総合経済団体として、小規模企業 

はもとより、大企業・中小企業を含めた地域全体の成長発展のため、幅広く支援業務を行 

っているが、企業の多様化・高度化するニーズに対応していくためには、現場対応力を生 
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かした実践的支援に取り組む体制づくりが必要である。 

ついては、商工会議所の機能強化と経営指導員等の資質向上は喫緊の課題となっている 

ことから、経営指導員等の人件費や研修事業費補助金の拡充など、中小企業・小規模企業

対策予算について十分かつ安定的に確保されたい。 

また、小規模企業経営支援事業費補助金における補助対象職員数算定基準は、地区内の 

小規模事業者数が基準となっているが、後継者難や大型店等との競争、人材不足などを背 

景に廃業に追い込まれるケースもあり、県内の小規模事業者数は減少傾向にある。 

ついては、中小企業支援機関の要である商工会議所の機能がこれ以上衰退することのな 

いよう、下記補助対象職員数算定基準を緩和し、商工会議所の組織体制を強化されたい。 

 

記 

 

【補助対象職員数算定基準】 

 

 

 

 

 

 

 

【現状】 

県内商工会議所管内小規模事業者数及び補助対象職員数 

 

 

 

 

 

 

 

  ※日光 cci は地区面積に基づく換算有 

(6) 伴走型小規模事業者支援推進事業における補助対象経費の拡充について 

伴走型小規模事業者支援推進事業について、事業を推進するためにはマンパワーの強化 

は必須である。ついては、当該事業遂行に必要な業務・事務を補助するために雇い入れた 

者の人件費にも一定程度、充用が可能となるよう補助対象経費を拡充されたい。 

(7) 小規模事業者経営改善資金（マル経資金）について 

小規模事業者の経営環境は依然として厳しい状況にあり、長期的な観点からの金融政策 

経営指導員 

小規模事業者数 補助対象職員数 

300 人以下 １ 

301~800 人 ２ 

801~1,500 人 ３ 

1,501 人以上 
1,000 人増加ごとに 

1 名増員 

    

会議所名 
小規模 
事業者数 

経営指導員数 経営支援員数 

29 年度 27 年度 比較 29 年度 27 年度 比較 

栃 木 3,053 5 6 △1 3 2 +1 

宇都宮 14,593 16 16 － 5 5 － 
足 利 5,681 8 8 － 3 3 － 
鹿 沼 3,399 5 6 △1 4 5 △1 
小 山 3,020 5 5 － 4 4 － 
日 光 3,304 8 8 － 8 10 △2 
大田原 1,831 4 4 － 3 4 △1 
佐 野 3,544 6 6 － 3 3 － 
真 岡 2,104 4 4 － 3 4 △1 

 

  
経営支援員 

小規模事業者数 補助対象職員数 

200 人以下 １ 

201～500 人 ２ 

501～2,500 人 ３ 

2,501～10,000 人 ４ 

10,001 人以上 
10,000 人増加ごとに 

1 名増員 
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は重要である。 

そうした中、無担保・無保証人のマル経資金については、小規模事業者にとって大変有 

効な制度資金であり、経営の安定と発展に大きく寄与している融資制度である。 

ついては、小規模事業者への金融円滑化に向け、現在講じられている拡充措置の恒久化 

並びに次に掲げる同制度の要件緩和を図られたい。 

ア 取扱地区要件について 

本制度利用には、１年以上同一の商工会議所（商工会）地区内で事業を行っている

という要件を満たす必要があるが、利用者の利便性向上のため、同一市内の商工会議

所、商工会地区について、いずれかの経営指導を受けていれば、どちらの窓口におい

ても申込を可能とされたい。 

イ 融資金利の引き下げについて 

日本銀行によるマイナス金利の導入により、国債の長期金利や預金金利、住宅ロー

ン金利など低水準で推移している。ついては、金融市場の動向を踏まえ、融資金利の

引き下げを検討されたい。 

ウ 融資期間の延長について 

マル経資金の融資限度額は２，０００万円まで引き上げられたが、融資期間は従前

どおり（運転資金７年、設備資金１０年）であり、利用者の返済負担を軽減するため

にも、融資期間を延長されたい。 

(8) 中小企業・小規模企業支援のための補助制度の充実について 

日本再興戦略では、現場の中小企業・小規模企業の目線に立ち、「最も分かりやすい」 

施策を目指し、補助申請書類の更なる削減・簡素化等、支援制度の使い勝手の向上につい 

て不断の見直しを行っていくとしている。 

     ついては、中小企業・小規模企業にとって、利用しやすく実効性の高い補助制度となる 

よう次の措置を講じられたい。 

ア ものづくり補助金や持続化補助金など、中小・小規模企業者にとって有効な補助制

度の継続 

イ 公募期間の通年化（特に『創業・第二創業に係る補助金』、『小規模事業者持続化補

助金』及び『ものづくり補助金』） 

ウ 申請書類や添付書類の簡素化（特に『小規模事業者持続化補助金』及び『ものづく

り補助金』） 

エ 補助制度の申請期間を十分に確保するとともに、補助申請が不採択となった場合、
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再申請の機会付与のためにも、不採択に至った理由の開示 

(9) 小規模企業の経営改善のための５Ｓ導入について 

足利地区では、５Ｓ（整理・清掃・整頓・清潔・躾）を学校、商工団体、事業所など街 

ぐるみで推進するとともに、世界へ普及啓発を図るためのサミットを開催するなど、経営 

力の向上や人材育成などで大きな成果を上げている。 

県においては、５Ｓの理念や考え方について、産業人材育成の観点から有効な活動との 

認識のもと導入支援に努められているが、小規模企業が５Ｓを導入する際、その経費を補 

助対象事業として位置づけるなど、更なる普及啓発を図られたい。 

(10) 中小企業・小規模企業の指標となる賃金情報の提供について 

     中小企業・小規模企業では、新たな人材確保や待遇改善を検討するにも専門部署がない 

事業所が多く、指標となる賃金の実態を調査するにも大きな負担となっている。 

かつて栃木県が発行していた「栃木県の賃金事情」は、中小企業・小規模企業が指標と 

する県内の情報が一元化され、大変有用な資料として活用されていたところである。 

   ついては、中小企業・小規模企業における新たな雇用の創出や待遇改善を促進するため 

にも「栃木県の賃金事情」を誰もが活用しやすい冊子として再度発行されたい。 

２ 産業振興策 

(1) 電力・ガス自由化による適正な取引の監視強化について 

電力・ガスの小売全面自由化は、供給する事業者間の競争を促進し、小売りサービスの 

効率性を向上させ、世界的にみて高額な日本の電気・ガス料金の引き下げが期待されて 

いる。 

しかし、電力自由化を先行して実施した国では、電力事業者間の競争が十分機能しない 

ことや原材料価格の高騰などの影響により、電気料金が引き上げられるケースも見受けら 

れた。 

わが国では、供給する事業者間の競争が十分に進展するまでの間、消費者保護のための経過 

的な措置として規制料金が存続しているが、電力・ガスは国民の生活に直結する重要なインフ 

ラであることから、適正な料金体系のもとで電力・ガスが安定して供給されるよう「電力・ガ 

ス取引監視等委員会」における監視を強化されたい。 

(2) 佐野インランドポート利用促進について 

「佐野インランドポート整備事業」については、平成 28 年度から施設整備が開始され、 

間もなく供用開始を迎える最終段階となっている。 

佐野市においては、供用開始後の円滑な運営を実現するため、船社
せんしゃ

との協力体制の確保 
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や国際コンテナ戦略港湾に指定されている京浜港との連携を図りながら、指定管理者と協 

力し荷主へのポートセールスに取り組んでいるところである。 

この佐野インランドポートは、京浜港とのシャトル輸送により、栃木県内企業の物流効 

率化や環境負荷の低減など、コンテナターミナル機能としての役割が期待されている。 

また、東北自動車道と北関東自動車道がクロスする大変恵まれた立地環境にあることか 

ら、東日本の内陸型物流拠点としての機能も併せもつものである。 

ついては、佐野インランドポートの利用促進に向けた取り組みを引き続き推進された 

い。 

(3) 第二種自動車免許受験資格の要件緩和について 

タクシー業界は、慢性的な乗務員不足と高齢化が著しく、若年運転者の採用が喫緊の課 

題となっている。 

近年、自動車運転における技術は格段に進歩しており、国の成長戦略では「完全自動走 

行の早期の実現を目指す」としている。 

ついては、タクシー業界における人手不足を解消するためにも、運転技術の専門教育や 

適性検査など、安全対策を十分に行うことを前提として、第二種自動車免許の受験資格の 

要件（現行２１歳以上で免許取得３年以上）を緩和されたい。 

併せて、タクシー運転者登録制度に係る申請書類の簡素化を図られたい。 

(4) 木造住宅建設補助金（とちぎ材の家づくり支援事業）の見直しについて 

県においては、県産材を利用した木造住宅供給の促進及び林業・木材産業の活性化を図 

ることを目的に「とちぎ材の家づくり支援事業」を実施しているが、平成 28 年度事業か 

ら県産出材使用量の補助金額区分が変更され、最大で「50㎥以上使用」で 60 万円の補助 

金額が助成されることとなった。 

しかし、住宅を建築する場合、その多くが 30 坪～40 坪の建坪の需要が多く、50㎥以上 

の木材を使用することは現実的に困難である。 

ついては、本補助制度が利用しやすいものとなるよう、県産出材使用量を平成 27 年度 

並み（最大 35㎥以上で 60 万円）にするなどの見直しを図られたい。併せて、補助対象に 

店舗等を加えるとともに、申請手続きの簡素化も検討されたい。 

(5) 栃木県郷土偉人顕彰の推進について 

本県には、大手企業や高い技術力をもった中小企業が集積しており、製造品出荷額も毎 

年上位に位置するなど、わが国でも有数のものづくり県である。 

     改めて栃木県のものづくり偉人を顧みると、今や世界規模の総合電機機械メーカーであ 



 

- 166 - 

 

る日立製作所の創業者、小平浪
おだいらなみ

平
へい

氏は栃木市出身で、国の産業発展のため、鉱山の新たな 

国産初の電気機械の研究開発に成功し、さらには、栃木市大平町に工場を立地され、多く 

の雇用を創出し、技術力の高い産業人材を育て、本県の産業振興や地域振興に多大なる貢 

献をされてきたところである。 

     また、ソニー創業者の井深
い ぶ か

大
まさる

氏は日光市出身で、会社を世界的な電機・音響製品メーカ 

ーに育てることはもとより、日本のエレクトロニクス産業など製造業発展の礎を築かれた 

偉人である。 

   県においては、「とちぎ技能五輪・アビリンピック２０１７」の開催を契機に、高い志 

をもち世界に羽ばたく次世代のものづくり技能者等の人材育成を目的に、栃木県が生んだ 

偉大なものづくり郷土偉人の顕彰活動を推進されたい。 

(6) 宇都宮鹿沼道路（さつきロード）の通行料金無料化について 

県道宇都宮鹿沼道路（さつきロード）は、東北自動車道鹿沼インターチェンジと宇都宮 

環状線を最短で接続し、特に、２０２２年の「いちご一会とちぎ国体」のメイン会場（総 

合グラウンド）へのアクセス道となる幹線道路で、主要工業団地である「産業未来基地と 

ちぎ中央」（みぶ羽生田産業団地）や物流基地である「とちぎ流通センター」なども近接 

しており大変重要な道路である。 

また、当地区では鹿沼市が新産業団地基本構想をまとめ整備に向けて作業を進めてお 

り、今後ますます産業振興の拠点地域として交通量が増えることが予想される。 

ついては、料金徴収期間が終了せず、建設資金等の借入金があるのは承知しているが、 

産業振興や地域経済活性化のため、さらには、交通の利便性を向上させる観点からも１年 

でも早く通行料金を無料化されたい。 

(7) 公共工事に必要な書類の簡素化及び諸手続きの効率化について 

公共工事に参加する事業者からは、必要な書類が多く、同様の書類を何度も提出しなけ 

ればならないなどの声がある。また、公共工事をはじめとする入札に必要な書類の様式が、 

自治体ごとに違うため、事業所の生産性向上を阻害する要因にもなっている。 

ついては、公共工事に必要な書類の整理・簡素化を図られるとともに、事務手続きの効 

率化（契約後の設計変更等）を推進されたい。 

(8) 米粉食品の消費拡大に向けた施策について 

国産農産物の消費拡大施策は、食育活動や FOOD ACTION NIPPON を通じて推進されてい 

るが、食料自給率は未だ下げ止まっている状況にある。 

2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開催が決定し、インバウンド効果が大い 



 

- 167 - 

 

に期待される中で、諸外国では「グルテンフリー」食品が台頭している。 

また、アレルゲンによるアナフィラキシーショックにより、国内外で痛ましい事故が 

発生している中で、アレルギーフリー食品の重要性も増している。 

食料自給率低下の大きな要因の一つである米の消費量減少にも歯止めがかかっていな 

い現況下、「グルテンフリー」食品や「アレルギーフリー」食品に大きく寄与できる米粉 

の存在価値は確実に大きくなっており、メディアを活用しての米粉食品の国内外へのプ 

ロモーション活動は、食料自給率向上への大きな原動力になると考えられる。 

ついては、国、県が一体となって大局的、横断的かつ柔軟な姿勢で、プロモーション活 

動やその支援活動を推進されたい。 

 

Ⅱ 次世代へつなぐ地域づくりの推進 

～魅力ある誇れる故 郷
ふるさと

“とちぎ”の創造～ 

１ 観光振興策 

(1) ２０２０年東京オリンピック・パラリンピックを見据えたインバウンド対策の強力な推

進について 

国は、新インバウンド目標値として「2020 年に 4000 万人訪日、8兆円消費」を掲げ、 

観光先進国への 3つの視点と 10 の改革を示した。今後、急速なる規制緩和やインフラ整 

備等の加速化が期待されるところである。 

県においても、「とちぎ観光立県戦略」を策定し、戦略的な観光誘客の推進として外国 

人誘客の強化が位置づけられている。 

2020 年の東京オリンピック・パラリンピックの開催は、本県にとって観光誘客に繋がる 

一大スポーツイベントであり、特に商工業者にとって、観光産業は裾野の広い効果をもた 

らすものであるとともに、中小企業をはじめとする県内企業が海外への事業展開を図る上 

で栃木県の素晴らしさや技術の高さを理解してもらう、ＰＲできる絶好の機会である。 

こうした中、昨年、県においては『東京オリンピック・パラリンピック等に向けたとち 

ぎビジョン推進協議会』を設置し、大会開催に伴う様々な効果を本県の活性化に結びつけ 

られるようオール栃木体制の組織が整備された。   

今後は、県内の隅々までその取り組みやおもてなしが浸透されるよう、また、機運の醸 

成や海外からの観光客受入環境整備など、実効性の高いインバウンド対策を強力に推進さ 

れたい。 

(2) 栃木県の幅広い観光資源の活用による魅力度アップについて 
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ＪＲ６社によるデスティネーションキャンペーン（ＤＣ）を翌年に控え、今後３年間は 

本県の魅力度アップを図るうえで絶好の機会であり、各関係機関が、それぞれの強みを生 

かしながら多様性ある観光誘客の取り組みを推進することが重要である。 

本県には、優れた自然の風景地や温泉、名勝等が数多くあり、歴史的に重要な資源も各 

地域に点在している。（例：日本三古碑
こ ひ

の一つ国宝「那須
な す

国 造
のくにのみやつこ

碑
のひ

」、松尾芭蕉の「奥の細 

道」で詠まれた歌碑等） 

ついては、これら歴史的資源も有効的に活用しながら、一地域に留まらず県内各地域を 

回遊できる魅力ある観光ルートの構築を推進されたい。 

(3) 東北・北海道新幹線の宇都宮駅停車について 

東北・北海道新幹線の「はやぶさ」「はやて」「こまち」は、その全列車が「宇都宮駅」 

を通過しており、東北・北海道方面から本県への修学旅行を含む観光客、ビジネス客数が 

伸び悩んでいるところであるが、来年はＪＲ６社によるデスティネーションキャンペーン 

が予定されており、本県への新たな観光誘客に大きな期待が寄せられている。 

ついては、東北・北海道地方との交流拡大を図り、本県の産業・経済・観光等をより発 

展させていくためにも、県、市、町、経済団体等が一体となって、東北・北海道新幹線が 

１本でも多く、県都「宇都宮駅」に停車するよう、その取り組みを推進されたい。 

また、小山駅、那須塩原駅に停車する新幹線は運行本数全体の約３割しか停車しておら 

ず、両駅及び周辺各駅の利便性を向上させるためにも１本でも多くの新幹線が停車するよ 

う検討されたい。 

(4) 自動車ご当地ナンバー導入基準の要件緩和について 

自動車のナンバープレートは、新たな地域名表示によるいわゆる「ご当地ナンバー」が全国 

３０の地域で導入され、地域振興や観光振興に大きな成果を上げている。 

しかし、ご当地ナンバーの「導入基準」として「対象地域内の登録自動車台数１０万台を超 

えていること」という要件があり、導入の阻害要因となっている。 

ついては、ご当地ナンバーの導入促進のためにも、希望する地域の特性を加味した登録自動 

車台数の要件の緩和を図られたい。 

２ 地域振興策 

(1) 補完都市構想（国会等移転）の実現について 

国家の危機管理対策上から、危機管理機能の中枢の移転は切迫した課題であり、東京都 

と同時被災を受けることのない地域にバックアップ施設等を備えた補完都市を造ること 
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が必要である。 

国土交通省が公表した「首都圏広域地方計画」では、巨大災害にも対応できる強靭な首 

都圏を構築するため、東京都の周辺県（埼玉、千葉、神奈川）に加え、北関東を含めた首 

都圏などでバックアップ機能の強化を検討していくこととしている。 

本県は、緊急時には国家の司令塔として速やかに対応できる位置にあり、国会等移転審 

議会からも最高の総合評価を得ている。また、関東のみならず東北地方の支援・補完機能 

も果たせる位置にある。 

本県の適地性及び国会等移転の重要性を十分訴え、東京都をはじめ広く国民に理解され 

ることによって、補完都市の実現に向けた取組みを推進されたい。さらに、同地域に危機 

管理機能等を有する「キャンプ那須」（仮称）を整備されたい。 

(2) 空家対策の推進に関する特別措置法の積極的な推進について 

近年、観光地においては倒産したホテル・旅館が営利目的で購入され、一旦は活用され 

るが、その後放置されるという事例が増えている。また、中心市街地内の空家となった旧 

大型商業施設では、建物の老朽化により、壁や設備の落下等地域住民に深刻な影響を及ぼ 

しており、景観や防犯の面からも大きな社会問題となっている。 

     このような中、国では「空家対策の推進に関する特別措置法」が施行され、各自治体に 

おいては空家条例を制定して対策に取り組んでいるが、大型商業施設（ホテル、旅館等を 

含む）については進捗していないのが現状である。 

空家対策は地域住民の生命・身体・財産の保護、生活環境の保全など、地方創生を推進 

するうえで極めて重要な課題であることから、国が地方行政に対し新たな支援措置を講じ 

るなど、空家解消に向けた積極的な取り組みを推進されたい。 

(3) 地方創生に向けての定住促進事業に対する支援について 

    日本創成会議では、2040 年までに消滅可能性がある都市の推計が公表されており、地方 

における人口減少、大都市圏の人口一極集中は大きな社会問題となっていることから、地 

方都市では「まち・ひと・しごと」を創生しながら定住促進に向けた取り組みを強化する 

ことが急務となっている。 

こうした中、本県の一部の地域では、定住促進事業として、当該地域から新幹線を利用 

して県外へ通勤する人を対象に、補助制度を実施している自治体もある。 

ついては、大都市圏の人口一極集中を是正し、地方創生を実現するためにも、定住促進 

に取り組む自治体に対する財政的支援を拡充されたい。 
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(4) 北関東自動車道出流原パーキングエリアの施設の拡充等について 

北関東自動車道は、総距離 145.2 キロメートルの高速道路で４ヶ所のパーキングエリア 

があるが、ガソリンスタンドが設置されているのは笠間ＰＡのみである。 

同自動車道の中央に位置する「出流原ＰＡ」は、上下線共に駐車場（大型車 14台、小 

型車 17 台）、トイレ、自動販売機しか設置されていない小規模のＰＡであり、多くのドラ 

イバーや施設利用者に不便を強いている状況にある。 

同自動車道は全線開通後、交通量（平成 28年度約 76,000 台/日）が年々増加傾向にあ 

り、沿線の開発や他の高速道路との連携が深まることでＰＡの利用者は更に増加するもの 

と予想され、また、大災害時の迂回経路や車両緊急避難先としての役割も期待されている 

ところである。 

ついては、高速道路利用者の利便性向上と災害時の支援機能を果たす観点からも、出流 

原ＰＡの駐車スペース及び休憩施設の拡充、ガソリンスタンド設置などの機能強化を図ら 

れたい。 

(5) 県央地域における公共交通ネットワークの整備促進について 

芳賀町・宇都宮市においては、誰もが利用できる環境にやさしい公共交通ネットワーク 

の構築を目指し、その基軸となるＬＲＴ（次世代型路面電車）の整備に取り組み、昨年９ 

月には、「軌道運送高度化実施計画」が国により認可され、国内初となる全線新設による 

ＬＲＴ整備という歴史的な事業が、具体的な整備に向けて新たな一歩を踏み出したところ 

である。 

こうした中、県央地域における公共交通ネットワークの実現は、芳賀町・宇都宮市のみ 

ならず、広域的な公共交通の利便性向上に資するとともに、本県の経済、産業、雇用を牽 

引し、都市拠点としての機能強化に寄与するものである。 

県においては、このＬＲＴ整備の取組みが、スピード感を持って着実に推進されるよう 

支援されたい。 

(6) 足利赤十字病院に隣接したスマートＩＣ設置について 

労働者の安全安心を確保することはもとより、地域住民が安心して暮らしていくために 

は、いざという時に迅速に救急医療を利用できる体制づくりが必要であり、地域の中核と 

なる医療機関周辺の環境整備が重要である。 

足利赤十字病院は、両毛地域に居住する７０万人の中核医療拠点であり、一日千人以上 

の外来患者が訪れ、第３次救急医療施設として機能しているが、同病院の西側約１㎞圏内 
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には北関東自動車道が通っており、救急医療の充実、利用者の利便性向上の観点からもス 

マートインターチェンジの設置について検討されたい。 

(7) 市町村合併に伴う商工団体の連携及び合併について 

行政合併の進展に伴い、同一行政区における商工会議所と商工会のあり方については、 

平成１７年に『今後の中小企業の支援体制のあり方等に関する研究会』で方針が示されて 

から、既に１０年以上が経過しており、地方都市における商工団体を取り巻く環境も大き 

く変化している。 

その間、商工会議所同士、商工会同士の合併は推進されたが、一行政区一商工団体を望 

む声もあることから、日本商工会議所においては、新たな現状を踏まえたうえで協議を実 

施されたい。 

また、国においては、同一行政区にある商工会議所と商工会が円滑に合併できるよう、 

合併を促す法整備その他必要な措置を早急に講じられたい。 

(8) 市町村合併に伴う衆議院選挙区の早期見直しについて 

異なる衆議院選挙区同士の市町村が合併した場合、公職選挙法により行政区画の変更が 

あっても有権者は従前の選挙区で投票することになっており、同一市内の有権者にも関わ 

らず、複数の衆議院選挙区の候補者を選出する不合理な事態が生じている。 

国会では、一票の格差に対する最高裁判所での「違憲状態」との判決を受け、緊急是正 

法や区割り改定法の施行などの対応がとられたが、１つの行政区に３つの選挙区が混在す 

ることも大変不合理な状況にあることから、市町村合併により、同一市内に複数の衆議院 

選挙区が存在する地域においては、衆議院選挙区の改定に関わる衆議院選挙区画定審議会 

の早期勧告が行われるよう対策を講じられたい。 

３ 道路整備 

≪県北地域≫ 

(1) 国道４号栃木県北地域の整備促進について 

本県の重要幹線である国道４号について、栃木県北部地域の産業インフラの整備と地域 

住民の安全・安心のため交通環境が劣悪な矢板市土屋地区～大田原市下
しも

石上
いしがみ

・上石上
かみいしがみ

地区 

～那須塩原市三区町地区（仮称 矢板市土屋バイパス）について、特に下石上地内の安全 

確保を図るため、昨年、国土交通省社会資本整備審議会・道路分科会においてバイパス案 

が示されたことから、早期の事業化、整備促進を図られたい。 

(2) 都市計画道路３・３・３号野崎跨線橋通りの整備促進について 

都市計画道路３・３・３号野崎跨線橋通り整備については、野崎工業団地の産業インフ 
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ラの整備並びに住民の生活環境整備のため、ＪＲ跨線橋から国道４６１号の計画道路部分 

について、早期に整備促進を図られたい。 

(3) 大田原市那珂橋周辺の道路の整備促進について 

国道２９４号と国道４６１号の共用区間である大田原市大豆
おおまめ

田
だ

丁字路―黒羽向町 

那珂橋前間は交通渋滞が常態化しており、新たな架橋とバイパスなどの建設による 

整備促進を図られたい。 

(4) 栃木県西部広域幹線道路の整備促進について 

「米沢市～会津若松市～南会津町～日光市～鹿沼市～栃木市～小山市間」の一部を成す 

栃木県西部広域幹線道路は、とちぎ元気発信プランに位置づけられる「歴史ふれあいサブ 

コリドール」を形成する道路であり、地域間交流の円滑化を図るためにも、次の区間につ 

いて、地域高規格道路の路線指定を行い早期の整備促進を図られたい。 

    ア 「南会津町～日光市間」を地域高規格道路の計画路線に指定 

イ 「日光市～鹿沼市～栃木市～小山市間」を地域高規格道路の候補路線に指定 

≪県央地域≫ 

(5) 県道宇都宮・鹿沼線の整備促進について 

県道宇都宮・鹿沼線の道路整備については、宇都宮市内の整備が進み利便性が向上して 

いるが、鹿沼市内の整備が遅れており、鹿沼市環状線と交差している千
せん

渡
ど

交差点は恒常的 

な交通渋滞が発生している。 

本路線は、地域間の物流や通勤等の日常生活を支えるとともに、栃木県防災計画におい 

て第三次緊急輸送道路にも指定されており、地域経済の発展や産業振興はもとより、防災 

上でも欠かすことのできない重要な道路であることから、千渡工区を早期に完成させるよ 

う整備促進を図られたい。 

(6) 鬼怒テクノ通り（真岡南バイパス）の整備促進について 

鬼怒テクノ通りは、国道４０８号のバイパスとして、また、北関東自動車道のアクセス 

道路として、本県産業振興はもとより地域住民の生活のためにも欠かすことのできない大 

変重要な道路である。 

ついては、未整備区間となっている、県道真岡上三川線から国道２９４号までの区間（真 

岡南バイパス３．１㎞）について、早期開通に向けた道路財源の確保と整備促進を図られ 

たい。 

≪県南地域≫ 

(7) 栃木・小山両都市間の交通軸の強化について 
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都市計画道路「小山栃木都賀線」は、北関東自動車道都賀ＩＣから栃木市の東部を経由 

し、小山駅（新幹線停車駅）に至る主要幹線道路であり、両都市にとって互いを補完し合 

う都市間を結ぶ重要な路線であり、かつ、全線開通による経済効果は計り知れないものが 

ある。 

また、栃木県広域道路整備基本計画における西部広域幹線の一部を構成していることか 

ら、本路線を整備することにより、市街地の通過交通を排除し交通渋滞を緩和するととも 

に、都市間交通軸の強化を図り、適正な市街地の形成や安全で円滑な交通を確保するもの 

であることから、早急に全線開通に向けた整備促進を図られたい。 

(8) 県南地域における南北軸道路の整備促進について 

北関東自動車道全線開通後、沿線の商業・工業、観光などの圏域は、広域化が進んでお 

り、接続道路の整備は喫緊の課題である。また、首都圏での災害時における都市防災など 

広域行政を支える観点などから、首都圏から県南地域への南北の広域幹線道路の整備は不 

可欠である。 

ついては、埼玉県羽生市北部から群馬県館林市を経由し佐野市へ至る道路について、新 

たなルートを含め整備促進を図られたい。 

また、同地域における渡良瀬川及び利根川にかかる橋が少なく、交通の大きな阻害要因 

となっていることから、渡良瀬川及び利根川への新たな架橋の整備促進を図られたい。 

４ 鉄道整備 

(1) ＪＲ両毛線を含む首都圏外周環状線の整備促進について 

    東京を起点として新幹線網が整備されている今日、両毛線や水戸線と新幹線網とのア 

クセスの向上を図ることで、昼間の交流人口や国内外からの観光客の増加など、地方創 

生の実現が期待されるところである。 

また、首都直下地震の発生のリスクの高さが緊急課題として叫ばれている今こそ、首 

都圏を通過せず、水戸から茅ヶ崎間の人及び物資を運搬することができる輸送機関とし 

て、両毛線・水戸線の直通運転に加え、八高線、横浜線、相模線を接続し、「首都圏外 

周環状線」として連結を強化することは、災害発生時に「ヒト・モノ」を輸送する事が 

できる補完機能を果たすことができ、「国土強靭化計画」に資するものである。 

ついては、「国土強靭化」及び「地方創生」の推進に向け、「首都圏外周環状線（JR水戸 

線・両毛線・八高線・横浜線・相模線）」の連結強化と災害発生時の代替輸送機能の整備 

促進を図られたい。 

(2) 東北・北海道新幹線の宇都宮駅停車について（再掲） 

東北・北海道新幹線の「はやぶさ」「はやて」「こまち」は、その全列車が「宇都宮駅」 
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を通過しており、東北・北海道方面から本県への修学旅行を含む観光客、ビジネス客数が 

伸び悩んでいるところであるが、来年はＪＲ６社によるデスティネーションキャンペーン 

が予定されており、本県への新たな観光誘客に大きな期待が寄せられている。 

ついては、東北・北海道地方との交流拡大を図り、本県の産業・経済・観光等をより発 

展させていくためにも、県、市、町、経済団体等が一体となって、東北・北海道新幹線が 

１本でも多く、県都「宇都宮駅」に停車するよう、その取り組みを推進されたい。 

また、小山駅、那須塩原駅に停車する新幹線は運行本数全体の約３割しか停車しておら 

ず、両駅及び周辺各駅の利便性を向上させるためにも１本でも多くの新幹線が停車するよ 

う検討されたい。 

(3) ＪＲ宇都宮線の宇都宮駅以北の利便性向上について 

「上野東京ライン」の開業により、ＪＲ宇都宮線は、東海道線と相互直通運転が開始さ 

れるなど、都心を貫く移動の利便性向上や混雑緩和が図られるようになった。 

     しかし、殆どの列車が宇都宮駅で折り返す運行形態となっており、東京方面と黒磯方面 

を移動する際には、宇都宮駅で乗り換えなければならない。 

県北地域には産業団地等が多数立地しており、東京方面からの通勤や出張、また市民生 

活や観光においてもＪＲ宇都宮線を利用する首都圏との移動も多い。 

ついては、ＪＲ宇都宮線における首都圏と宇都宮駅以北への直通運転本数を増便し、通 

勤、通学及び観光客等の利便性の向上を図られたい。 

 

(ｲ) 平成３０年度税制改正に関する要望 

     提出先 衆議院議員 船田 元 氏 

     提出年月日 平成２９年１１月２２日 

Ⅰ 事業承継税制の抜本拡充推進大会 決議文 

～事業承継を契機とした中小企業の活性化のため今こそ、事業承継税制の抜本的な拡充を！～ 

わが国の中小企業数は、経営者の高齢化と後継者難等による廃業で、この５年間で 40 万者減 

少していることに加え、間もなく、団塊世代の経営者 30 万人が 70 歳を迎える「大事業承継時 

代」に突入する。 

一方、企業努力により成長するほど、中小企業の自社株評価は上昇し、自社株を引き継ぐ後 

継者に重い相続税負担が発生し、経営の大きな足かせになっている。このまま事態を放置すれ 

ば、価値ある事業が失われ、わが国経済の基盤であり、大きな強みとなっている中小企業の衰 

退を招きかねない。 

今こそ、円滑な事業承継によって、後継者が事業の発展に注力できるよう、「諸外国並み」の 
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事業承継税制の実現に向け、抜本的な拡充が必要である。 

ここに、日本商工会議所は全国の商工会議所・中小企業の総意として、下記のとおり決議す 

る。 

記 

1. 事業５年間継続後の納税免除制度を実現すること 

2. 深刻な人手不足を踏まえ雇用維持要件を撤廃すること 

3. 対象株式総数２／３制限を撤廃すること 

4. 代表者・筆頭株主要件等を撤廃すること 

以上 

Ⅱ 中小企業の活力強化に資する税制の実現を 

１．中小企業向け租税特別措置の延長・拡充 

◆少額減価償却資産の特例の延長 

・中小企業の生産性向上および納税事務負担軽減の観点から、現行制度を延長すべき。 

◆所得拡大促進税制の延長・拡充 

・より多くの中小企業が利用できるよう、複雑な適用要件の緩和を図ったうえで、延長すべ 

き。 

・中小企業において、人材の確保や能力開発は極めて重要であることから、教育訓練費等も 

税額控除の対象とすべき。 

◆地域の消費を喚起する交際費課税の特例の延長 

・中小企業にとって、特定の取引先に対する販売促進活動は不可欠であり、交際費課税の損 

金算入措置は延長すべき。 

２．土地固定資産税に係る負担調整措置の見直しには反対  

◆商業地等に係る固定資産税の負担調整措置を見直して、据置措置を廃止した場合、地価の 

上昇している地域を中心に固定資産税の負担が急激に重くなる可能性。 

◆回復基調にある企業の収益状況に水を差しかねないことから、急激な固定資産税負担の上 

昇は避けるべきであり、現行の負担調整措置を継続すべき。 

◆地価上昇の著しい都市部の状況を踏まえ、条例減額制度についても継続すべき。 

以上 

 

 

イ 県議会・市議会・町議会への建議・要望活動 

当該年度は県議会・市議会・町議会への建議・要望活動は行わなかった。 
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ウ 宇都宮市への平成３０年度予算化及び措置要望 

     提 出 先  宇都宮市長、宇都宮市議会議長 

     提出年月日  平成２９年１０月１７日 

回答年月日  平成３０年２月１６日 

Ⅰ 企業活力の強化について 

１ 中小企業者の事業承継支援について（継続） 

  民間調査会社によると、平成２８年における県内経営者の平均年齢は５９．８歳で、平成２

年時の５３歳と比較して６．８歳も上昇しています。この６．８歳の上昇幅は全国５位の数字

であり、他県と比べて経営者の高齢化が進展している状況にあります。 

 また、県内の後継者不在率は６５．４％となっており、高齢化だけでなく後継者難という問

題も同時に抱えています。 

 それに加えて、県内経営者のうち約５割が６０歳以上で、今後１０年間で経営者の交代期を

迎えることが予想され、事業承継は事業継続及び県内経済に関わる重要な課題であると考えら

ます。 

 このような背景を踏まえて、当商工会議所では経済産業省の委託事業により平成２６年１０

月に「栃木県事業引継ぎ支援センター」を設置し、「後継者不在」企業の事業承継についてＭ＆

Ａ等を活用して第三者への引継ぎ支援を行っています。 

 平成２９年８月末現在で相談件数累計５４２件、事業引継ぎ成約件数３０件と成果も徐々に

上がっており、その実績は中小企業庁からもモデル地域として評価されています。 

さらに、平成２９年度は「事業承継ネットワーク構築事業」を受託し、県内の行政、商工団

体、金融機関で連携したネットワーク構築が進むとともに、事業承継診断運動を通じた案件の

掘り起こしも進めており、相談件数も増加傾向にあります。 

平成３０年度以降もこのネットワークが自走できるよう、栃木県及び県内商工団体、金融機

関等との連携を深めており、経営者が元気なうちに事業承継に取組むための「気づき」を促す

べく広報周知に努めているところであります。 

つきましては、相談件数の３０％を宇都宮市内の経営者が占め、宇都宮市は相談が最も多い

地域であることから、本市経済の持続的発展の観点から、次の事項を要望します。 

⑴  中小企業者に対し、「栃木県事業引継ぎ支援センター」の案内、紹介及び事業承継等に関

する広報の強化 

⑵ 当センターが行う出張相談会、案件取次ぎ及びセミナーの共催・後援等に係わる連携強化、

市内経営者の「気づき」を促進するための積極的な支援 

 

【回答】商工振興課，産業政策課 
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⑴ 「栃木県事業引継ぎ支援センター」の案内及び紹介につきましては，これまで，企業訪問

時のヒアリングや各工業団地組合を通じて，市内企業へパンフレットの配布や案内を行って

きたところであります。 

  また，宇都宮ベンチャーズなどの創業相談窓口に，栃木県事業引継ぎセンターの「栃木県

後継者バンク」のチラシを配架し，起業家向けに後継者登録募集の周知を行っております。 

本市としましても，市内企業経営者の高齢化が進展する中，事業承継に伴う後継者問題は

喫緊の課題であると認識しておりますことから，今後は，更なる事業承継の促進に向けて，

経営者の「気づき」や早期取組を促すため，市の広報紙及びホームページの活用や市民相談

窓口での案内など，事業承継等の幅広い周知啓発に努めてまいります。 

⑵ 当該機関の実施するセミナーや出張相談会につきましては，経営者の事業承継に向けた準

備の必要性の認識を深め，早期取組につながるものでありますことから，本市におきまして

も，市内事業者の円滑な事業承継を促進するため，セミナーを共催で実施するなど，積極的

に支援してまいります。 

 

２ 中小企業者の再生支援について（継続） 

  当商工会議所では、平成１５年度に「栃木県中小企業再生支援協議会」を経済産業省関東経

済産業局から受託し、県内中小企業の再生に向けた取り組みを支援してきました。 

さらに、平成２４年度から「栃木県経営改善支援センター」を設置し、比較的小規模な中小

企業の再生も支援しています。 

  つきましては、企業再生は、経営の不安を感じたら早めの相談が肝要でありますことから、

一層効果的な事業展開に向け、次の事項を要望します。 

 ⑴ 中小企業者に対して、「栃木県中小企業再生支援協議会」の案内、紹介等に係わる連携強化 

 ⑵ 当協議会の事業実施における積極的な支援 

 

【回答】商工振興課 

⑴ 本市では，企業訪問時に，経営上の問題等を抱えている中小企業者から相談を受けた際，

当該機関窓口を案内するとともに，工業団地組合などの関係団体にチラシを配布していると

ころであります。 

今後は，中小企業者の事業再生に向けた早期対応を図るため，市の広報紙及びホームペー

ジの活用や市民相談窓口での案内など，当該機関の更なる周知に努めてまいります。 

 

⑵ 当該機関が実施する相談事業や再生支援事業につきましては，雇用の安定と地域の活力を

維持するための重要な取組でありますことから，当該機関の事務局である商工会議所や当該

機関と協議しながら，引き続き必要な支援をしてまいります。 
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３ 小規模事業者等への創業支援について（新規） 

  当商工会議所は、これまで創業に必要な基礎知識習得、創業計画策定等を目的とした創業ス

クールを実施してきましたが、今後とも、開業率を高め、雇用を生み出し、産業の新陳代謝を

進めることが肝要であります。 

 つきましては、創業予定者の発掘と創業マインドを高める観点から、次の事項を要望します。 

 ⑴ 多様な業種の創業者の育成促進に向けた創業補助金の創設 

 ⑵ 商工団体が開催する創業セミナーに対する補助金の創設 

 

【回答】産業政策課，商工振興課 

 ⑴ 多様な業種の創業者の育成促進に向けた創業補助金の創設につきましては，創業者が創業

に必要な資金を確保・調達し，経営が向上できるようにするため，本市や金融機関等におき

ましては創業者向け融資を実施するとともに，宇都宮市起業家支援施設（宇都宮ベンチャー

ズ）などにおいて，先輩経営者による経営カウンセリングや創業者同士が経営課題等を話し

合う「交流サロン」を実施するなど，創業者の育成に取組んでおりますことから，創業にあ

たりましては，こうした制度や事業を活用していただきたいと考えております。 

   なお，本市におきましては，市外から本市への移住による起業を促進することを目的に，

起業に係る事業拠点などの経費の一部を補助する「ＵＪＩターン起業促進補助金」を設けて

おりますことから，こうした創業者につきましては，この補助金を活用していただきたいと

考えております。 
 

 ⑵ 商工団体が開催する創業セミナーに対する補助金の創設につきましては，本市では，起業

希望者などを対象に，「起業希望者交流・個別相談会」を実施しているほか，「うつのみや起

業家支援ネットワーク」を構成する 17団体におきましても，それぞれの役割に応じ様々な創

業セミナー，個別相談などを実施しているところであります。 

   このようなことから，創業セミナーの実施につきましては，本市や「うつのみや起業家支

援ネットワーク」を構成する 17 団体と連携していただくとともに，商工団体等が実施する創

業セミナーや個別相談窓口の設置などに利用できる，国の「創業支援事業者補助金」を活用

していただきたいと考えております。 

   今後とも，「うつのみや起業家支援ネットワーク」の連携強化を図りながら，創業者や創業

支援機関の支援に努めてまいります。 

 

４ 中小・小規模事業者の金融支援について（新規） 

  業績が好調な中小・小規模事業者においては、金融機関から比較的低利による融資が可能で

ありますが、そうでない中小・小規模事業者は、資金調達を制度融資に頼るところが多い状況

にあります。 
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 つきましては、地域経済の活性化を図り、中小・小規模事業者の安定した経営を支援する観

点から、宇都宮市制度融資の金利の引き下げを要望します。 

 

【回答】商工振興課 

  宇都宮市制度融資につきましては，市が金融機関に融資原資の一部を無利子で預け入れるこ

とにより，低利の融資を実現しており，また，中小・小規模事業者が信用保証協会へ支払う信

用保証料の全額または一部を補助することで，事業者の負担軽減を図り，融資を円滑にしてい

るところであります。 

金利の引き下げにつきましては，他市の状況や金融機関等の意見を参考にしながら検討して

まいります。 

 

５ 小規模事業者の経営支援について（新規） 

  当商工会議所は、小規模事業者の持続的な発展を支援するために創設された、国の補助金「小

規模事業者持続化補助金」に係わる経営計画策定等の支援を行なっていますが、補助金の募集

が不定期である上、申請採択率も高くない状況であります。 

  つきましては、小規模事業者の持続的な発展を支援する観点から、小規模事業者の持続的発

展を支援する補助金の創設を要望します。 

 

【回答】商工振興課 

小規模事業者の経営支援につきましては，これまで，中小・小規模事業者が技術の高度化等

のために設置した設備に対する補助を行うほか，商品仕入れなどの運転資金や機械・設備設置

に要する資金の融資制度を設けるなど，小規模事業者の意欲的・発展的な取組に対し支援を行

っているところであります。 

  平成３０年度につきましては，引き続き，これらの事業に取り組んでいくほか，国の「小規

模事業者持続化補助金」の対象となる生産性向上や販路開拓に向けた取組のうち，ＩＣＴを活

用した取組につきまして，新たに本市独自の補助制度を設け，更なる小規模事業者の経営力の

強化支援に取り組んでまいります。 

 

６ ＩＴの利活用促進について（拡充） 

  中小・小規模事業者においては、人手不足による労働力の確保が困難な状況にあり、事務効

率の改善や生産性向上に取り組むことが喫緊の課題であります。 

しかし、クラウドサービス、モバイル等のＩＴ技術の進展は、より少ない投資で生産性を高

め、経営の低コスト化の実現が可能となる一方、情報セキュリティ対策やシステム導入費用、

運用面での人的負担が大きいため、利活用が進んでいない状況にあります。 
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  つきましては、中小・小規模事業者におけるＩＴ人材育成や外部コンサルタントサービス利

用及びシステム機器の導入等への助成制度の創設を要望します。 

 

【回答】商工振興課 

本市の中小・小規模事業者におけるＩＣＴの利活用促進につきましては，これまで，中小企

業が技術の高度化等のために設置した設備に対する補助を行うほか，ＩＣＴ化に対する設備投

資資金に活用できる融資制度を設けるなど，中小企業のＩＣＴ化に向けた支援を行っていると

ころであり，現在，策定中の「（仮称）第４次宇都宮市情報化計画」でも重点を置く取組として

位置付けようとしているところであります。 

平成３０年度につきましては，引き続き，これらの事業等に取り組んでいくほか，人口減少・

労働力減少などを背景とする人手不足に適切に対応し，中小企業・小規模事業者の競争力強化

を図ることができるよう，セミナーによるＩＣＴ人材育成やＩＣＴを活用した取組に対する補

助制度の創設により，生産性の向上や経営力の強化に資するＩＣＴの利活用支援に取り組んで

まいります。 

 

７ 当商工会議所に対する補助金の拡充について（継続） 

  小規模事業者支援法や中小企業等経営強化法等の施行により、商工会議所が果たすべき役割

はますます増加かつ高度化しており、現在の職員の支援スキル向上や専門家の活用などに伴う

財源確保が大きな課題でもあります。 

  つきましては、当商工会議所が取り組んでいる各種事業に対し十分ご理解をいただき、ここ

数年、前年度比マイナス５%となっている当商工会議所への補助金に関し、前年と同額以上の予

算措置を講じられるよう要望します。 

 

【回答】商工振興課 

本市では，地域の活力を維持し，地域経済の持続的発展を支援するため，宇都宮商工会議所

が実施しております市内中小企業の経営の安定と改善のための各種事業や地域経済活性化事業

など，本市の地域商工業振興のための事業に対し補助をしているところであります。 

また，補助金による財政支援のほか，商工振興や地域の雇用を支える各種事業において，宇

都宮商工会議所と事業連携や役割分担を行うことにより，市と商工会議所の両者の強みを生か

しながら，地域経済の活性化に取り組んでおります。 

補助額につきましては，毎年，市の予算編成の方針に基づいて予算化しているところであり，

今後も対象事業の精査をしながら，適正な補助額の予算化に努めてまいります。 
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８ 中小・小規模事業者の振興について（新規） 

  市内事業者の９９％を占める中小・小規模事業者は、その経済活動により産業の中核として

雇用を支えるなど、多方面から地域社会と市民生活を支える中心的役割を担っています。本市

が活力あふれる都市であるためには、中小・小規模事業者の多様性を維持し、将来にわたりそ

の成長と発展を持続することが不可欠です。しかしながら、中小・小規模事業者を取り巻く環

境は厳しさを増し、顧客の減少、後継者不足などの課題は規模の小さな企業ほど深刻化してい

ます。 

つきましては、中小・小規模事業者の振興をとおして宇都宮市の経済発展と、住民生活の安

定と向上を図るための「中小・小規模事業者振興基本計画」の策定を要望します。 

 なお、計画策定にあたっては、特に、小規模事業者の事業規模や事業特性を配慮くださるよ

う併せて要望します。 

 

【回答】商工振興課 

 本市経済の継続的発展のためには，市内事業者の大多数を占める中小・小規模事業者の意欲

的で創造的な発展を支援することが不可欠でありますことから，市では，平成３０年度，本市

の中小企業支援の基本方針や取組などを体系的に示す，中小・小規模事業者振興のための基本

計画の策定を検討しているところであります。 

 計画策定にあたりましては，中小企業者や小規模事業者の細かなニーズ等を把握するための

「事業所アンケート」の実施や，中小企業の経営者など外部の有識者で構成する「計画策定委

員会」の設置を予定しており，広く中小企業者等の意見を反映させてまいります。 

 

９ 健康経営に対する支援について（拡充） 

  健康経営は、従業員の健康の維持・増進が企業の生産性や従業員の活力向上につながるとい

う考えのもと、経営的な視点から、従業員の健康管理を戦略的に実践することでであり、特に

人材が重要な経営資源である中小企業においては必要な取り組みであります。 

  つきましては、今後、当商工会議所と連携を図りながら、健康経営実践企業を増やすため、

次の事項を要望します。 

⑴ 健康経営に取り組む中小企業者に対する表彰の実施 

 ⑵ 健康経営に取り組む中小企業者に対する市制度融資の優遇措置の適用 

⑶ 健康アドバイザー派遣・養成費用に係る補助制度の創設 

 

【回答】商工振興課，健康増進課 

⑴ 健康寿命の延伸を図るためには，働く世代の健康づくりが大きな課題となっており，従業
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員の健康づくりに取り組む企業の先進事例の紹介や健康情報の提供など，企業における健康

づくりの推進に取り組んでいるところであります。 

  働く世代の健康づくりを更に推進していくためには，事業主自らによる取組が重要である

と考えておりますことから，従業員の健康づくりに取り組んでいる企業の表彰制度の創設に

向け検討を進めてまいります。 

 

⑵ 本市の制度融資におきましては，ＣＳＲ活動に取り組む「宇都宮まちづくり貢献企業」の

認証を受けた企業を融資対象とした低利の融資である「まちづくり貢献企業支援資金」を設

けており，「宇都宮まちづくり貢献企業」の認定項目の一つとして，企業の健康経営に関する

取組も対象としているところであります。 

   今後は，ＣＳＲ活動の周知と合わせて，企業の経営支援に努めてまいります。 

 

⑶ 健康経営のノウハウを提供する「健康アドバイザー」につきましては，中小企業経営者が

健康経営の必要性を理解し，実践していただくためには，専門家の派遣は効果的な一手法で

ありますことから，今後，アドバイザー派遣や養成を含め，中小企業が取り組む健康経営に

対する支援について検討してまいります。 

 

Ⅱ 地域経済の活性化について 

 

１ 観光振興について（拡充） 

平成２８年の宇都宮市の観光客入込数は１，４８３万人と過去最高を記録し、栃木県内では 

トップでありますが、日光、鬼怒川、那須などの他の観光地への通過地点になっており、観光

宿泊数でみると宇都宮市は１５６万人と、なかなか滞在型の観光に結び付いていないのが現状

です。 

観光振興は、地域経済の活性化に直結するものでありますので、今後、「デスティネーション 

キャンペーン」「東京オリンピック」「国民体育大会」等の大型集客イベントを控え、次の事項

について要望します。 

⑴  観光推進体制の強化を図り、観光消費の拡大など地域経済の活性化に寄与する地域連携Ｄ 

ＭＯ（Destination Management Organization：デスティネーション・マネージメント・オ

ーガニゼーション）の設立検討 

⑵ インバウンド対策やおもてなし強化に向け、公衆無線ＬＡＮの増設、宿泊施設や飲食店等

における多言語化の促進 

⑶ 歴史・文化等も含めた各種観光資源の磨き上げ、滞在型観光の推進、着地型観光の商品化 

⑷ レンタサイクルの施設設置、レンタサイクルを市内で乗り捨てできるための一元管理のシ
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ステム構築 

⑸ 中心市街地における大型バス駐車場の設置、確保 

⑹ 本市の魅力をアピールし、知名度アップを図るためのキャラバン活動の実施 

 

【回答】観光交流課，道路建設課，道路保全課，広報広聴課 

  平成３０年の「栃木デスティネーションキャンペーン」や平成３２年の「東京オリンピック・

パラリンピック」，さらには，平成３４年の「国民体育大会」など，観光を取り巻く環境が追い

風となっておりますことから，本市におきましては，これら本市の魅力を全国に発信する絶好

の機会と捉え，官民連携による観光資源の磨き上げやおもてなしの向上を図ってまいります。 

 

 ⑴ 地域連携ＤＭＯの設立検討につきましては，インバウンドの増加など本市の観光を取り巻

く環境が大きく変化している中，観光推進のかじ取り役の機能強化が求められておりますこ

とから，今後の観光推進組織の在り方などについて，宇都宮商工会議所や宇都宮観光コンベ

ンション協会などの関係機関とともに検討を進めてまいります。 

 

 ⑵ インバウンド対策とおもてなしの強化につきましては，外国人観光客が快適に市内を周遊

できるよう，公衆無線ＬＡＮの整備や外国人向けパンフレットの作成のほか，観光アプリの

多言語化や飲食店等が実施するメニューの多言語化への支援など，外国人観光客への情報発

信強化や受入体制の充実に努めているところであります。 

   また，観光案内を充実させるため，官民共同で設置した「おもてなし推進委員会」におき

まして，飲食店や交通事業者等を対象としたセミナーや勉強会の開催など，おもてなし向上

に向けた取組を実施しているところであります。 

   今後とも，インバウンドも含めた観光客への情報発信や受入体制の充実を図るため，外国

人観光客が多く訪れる場所への公衆無線 LAN の設置や，宇都宮観光コンベンション協会のホ

ームページの充実など，おもてなしの向上に取り組んでまいります。 

 

 ⑶ 観光資源の磨き上げや滞在型観光の推進，着地型観光の商品化につきましては，これまで

も餃子・ジャズ・カクテルのほか，大谷の歴史・文化などの地域資源の磨き上げを行うとと

もに，それぞれの資源を組み合わせながら，滞在型観光の推進や着地型観光の商品化に取り

組んできたところであります。 

   今後とも，民間事業者と連携しながら，新たな商品の開発など，更なる取組強化を図って

まいります。 

 

⑷ 本市では，自転車を安全で快適に楽しく利用できる「自転車のまち宇都宮」の推進にあた

り中心市街地の回遊性の向上などを目的とし，市営駐輪場において借りた場所以外でも返却
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可能なレンタサイクル事業を実施しております。 

レンタサイクルを適切に運営するためには，自転車の点検・管理や利用者の本人確認など

をする必要があるため，これまで有人の市営駐輪場にレンタサイクル貸出場所を設置してき

たところであり，平成２８年度には，ＪＲ岡本駅西口駐輪場におきましてもレンタサイクル

の貸出しを開始し，現在は，市営駐輪場計８か所で，普通自転車は１日１００円，電動アシ

スト自転車は１日３００円の料金で午前８時から午後９時まで貸し出しており，観光客も市

内移動の足として利用するなど，観光振興にも大いに寄与しているところであります。 

今後は，観光客も含めた利用者の更なる利便性の向上を図るため，市内において，設置可

能な新たな貸出・返却場所やその管理体制などについて，民間との連携も含めて検討してま

いります。 

 

⑸ 中心市街地における大型バス駐車場の設置・確保につきましては，現在，旅行会社等から

中心市街地のバスの駐車について問い合わせを受けた際には，宇都宮城址公園駐車場や栃木

県庁本庁舎西側駐車場を案内しているほか，民間の大型バス駐車可能な駐車場を案内してお

ります。 

   今後とも，中央卸売市場や競輪場等の駐車場の活用や民間施設との連携を図るなど，大型

バス駐車場の確保に努めてまいります。 

 

 ⑹ 知名度アップを図るためのキャラバン活動の実施につきましては，県や県内市町と連携し

ながら，「本物の出会い 栃木」観光キャンペーン推進協議会が主催する観光キャラバンなど

に積極的に参加するとともに，東京や，横浜，函館などの人が多く集まるイベントにおいて，

本市マスコットキャラクター「ミヤリー」を活用し，本市の魅力ある観光資源をＰＲするな

ど，知名度の向上に努めてきたところであります。 

   今後につきましても，本市のイメージ・魅力，知名度を更に高めるため，より多くの人々

が本市の情報に触れることができるよう，ＳＮＳや東京圏メディアなどの様々な広報媒体の

活用や，全国の旅行会社へのセールス活動を行い，餃子，ジャズ，カクテル，大谷などの本

市の魅力をアピールしてまいります。 

 

２ 大谷地区の商工業の振興について（新規） 

大谷地区の人口や大谷石の生産量は減少していますが、地域をはじめ関係者の継続的な努力 

により少しずつ活力が回復し、大谷地区への観光入込客数は増加傾向にあります。 

大谷地区につきましては、観光や他の産業でも、まだまだ活用できる可能性を秘めておりま 

すことから、引き続き、大谷地区の活性化を推進していただくとともに、特に、大谷地区の活

性化に必要と思われる商工業の振興を図るため、次の事項を要望します。 
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⑴ 商工業・観光交流施設等の整備に係る規制緩和や、空き家への出店補助制度の創設 

⑵ （仮称）大谷スマートインターチェンジの早期整備 

 

【回答】都市魅力創造課，道路建設課，都市計画課 

 ⑴ 本市の観光拠点である大谷地域におきましては，これまでに，地域団体が行う美観維持活

動への支援や，地域の冷熱エネルギーを活用した「大谷夏いちご」の産地化促進，地底湖ク

ルージングをはじめとした体験型観光ツアーの創出など，「観る・食べる・遊ぶ」といった観

光地域の魅力向上に繋がる取組を実施してまいりました。 

   このような取組の成果もあり再活性化の兆しが見えてきたところであり，平成２９年度に

おきましては，これまでの動きの加速化を図るべく，大谷地域の地域資源の更なる活用を目

指し，新たなアクティビティの創出や宿泊メニューの開発など，観光客の滞在時間の延伸や

更なる周遊促進に向けた検討を行っているところであります。 

   今後とも，大谷の観光拠点としての更なる機能充実を図るため，大谷の特性を生かした観

光施設の円滑な誘導促進に向けた開発許可基準の緩和・明確化を進めるとともに，空き家等

を活用して観光施設を出店する際の内外装整備費用の助成等を行う市観光振興促進事業補助

金についての周知に努めるなど，大谷地域にある空き家等への出店促進に取り組み，引き続

き大谷地域の商工業の振興を図ってまいります。 
 

⑵ （仮称）大谷スマートインターチェンジにつきましては，本市の「観光拠点」と「都市拠

点」を結ぶ重要な幹線道路である大谷街道と高速道路との交差部にスマートインターチェン

ジを設置することで，各拠点へのアクセス向上による中心市街地の活性化や観光振興，防災

機能の強化が図れるなど，本市の目指す姿であるネットワーク型コンパクトシティの実現に

極めて重要な施設であります。 

   そのようなことから，これまで概略ルート等について地元への説明会の開催や現地測量等

を実施してきたところであり，現在は，詳細な設計を進めているところであります。 

今後とも，引き続き事業を推進し，大谷地区への観光振興など，地域活性化を図るため，

円滑で機能的な道路ネットワークの構築に取り組んでまいります。 

 

３ 消費喚起について（継続） 

  現在の景気は、将来の不安や今後施行される消費税増税の影響により、消費者の節約志向・

堅実志向が高まっており、個人消費が経済成長の力強いけん引役にはなっていない状況が続い

ています。しかしながら、平成２７年度に実施した本市のプレミアム付商品券発行事業では個

人の消費喚起に対し一定の効果が見られ、地域経済や商店街等の活性化に寄与することができ

たと思われます。 
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  つきましては、平成３０年度においても厳しい景気が予想されるため、行政が率先した新た

な消費喚起策・景気刺激策を積極的に講じられるよう要望します。 

 

【回答】商工振興課 

近年，行政による消費喚起策として，経済産業省の主導で「プレミアムフライデー」等の消

費を喚起する取り組み推進を目的に官民連携のキャンペーンが行われるなど，「個人消費」の喚

起が盛んに行われている中，本市におきましても，「魅力ある商店街等支援事業補助金」におい

て，宮の市や福引大売出しなど，市内各商店街が取り組む販売促進事業に対して，支援を行っ

ているところです。 

今後は，引き続き，市内の消費拡大と地域経済の活性化を図るため，市内各商店街の取組を

支援するとともに，個人消費意欲を市内商店街に誘導するための新たな消費喚起策・景気刺激

策について，関係団体と連携しながら検討してまいります。 

 

４ 一億総活躍社会の実現について（拡充） 

少子高齢化、人口減少に伴う労働力不足による生産力の低下が懸念されています。 

現在、本市における中小企業では、人手不足の深刻化が増しており、人材育成や労働力確保 

は重要課題であります。多様な人材の活躍推進と生産性向上の両方を同時に取り組むことが必

要であり、これまでの働き方改革の見直し、改善、新たな仕組みづくりが必要であります。 

つきましては、その実現に向け当商工会議所と連携を図りながら、地域経済の活性化を図る 

ため、次の事項について要望します。 

⑴ 若者の正規雇用化の促進、女性の再雇用の促進 

⑵ ６５歳以上の継続雇用化、新規雇用の促進、登録制度等による高年齢者の雇用・活用の促

進 

 ⑶ 企業及び施設等と連携した障がい者の就労支援 

 ⑷ 女性、高齢者などの多様な働き手が最大限能力を発揮できるよう、働き方改革や職場環境

の整備の促進 

 

【回答】商工振興課，男女共同参画課，障がい福祉課 

⑴ 若者の正規雇用化の促進につきましては，求職者に対しましては，宇都宮商工会議所など

と共催で「就職合同面接会」を実施するほか，就職活動に必要な知識・スキルを習得するた

めの研修，パソコンの資格取得に向けた講座，就業体験等を実施した上で雇用のマッチング

を行う「若年者雇用マッチング事業」などにより，正社員としての就職支援に取り組んでい

るところであります。  
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さらに，宇都宮商工会議所や宇都宮公共職業安定所等と連携し，市内事業主に対して「新

規学卒者の積極的な求人」を要請しているほか，非正規労働者の正社員転換・待遇改善関係

の国の助成金活用に係るセミナーの開催や，就職が困難な若者等を正規労働者として雇用し

た場合に奨励金を支給する「就職困難者雇用奨励金制度」による支援等に取り組むことによ

り，積極的に若者の雇用の正規化を促進しているところであります。 

また，女性の再雇用の促進につきましては，再就職を目指す女性に対しまして，再就職に

必要な知識習得のための研修，職場体験，雇用のマッチングまでを一連で支援する「女性再

就職マッチング事業」や，女性を含む再就職希望者を支援するための「再就職支援セミナー」

などによる支援や，働き方の1つの選択肢である起業について学ぶ「プチ起業講座」を実施し

ているほか，平成２９年度からは，新たに「育休ママの職場復帰準備セミナー」や，働いて

いる先輩ママとの座談会を実施し，育児休業からの復帰を目指す女性などへの支援について

拡充するとともに，市内事業主に対しましては，職場における女性活躍推進をテーマにした

セミナーを開催するなど，女性の再雇用促進に取り組んでいるところであります。 

今後も，引き続き，宇都宮商工会議所をはじめ国や県など関係機関と連携を図りながら，

若者の正規雇用化や女性の再雇用に向けた支援強化に努めてまいります。 
 

⑵ 本市におきましては，高齢者が意欲と能力に応じて働き続けられるようにしていくため，

事業者に対しましては，高齢者を正規雇用し，国の特定求職者雇用開発助成金の対象となっ

た者に対し「就職困難者雇用奨励金」として市が上乗せ助成することにより高齢者の雇用促

進に取り組むとともに，事業者向け啓発冊子「事業所便利帳」にて，高年齢者雇用安定法に

関する周知を図っているところであります。 

また，求職者に対しましては，平成２７年１０月から，毎月，概ね４５歳以上の中高年齢

求職者向けに「再就職支援セミナー」を開催しているところであり，平成２９年度につきま

しては，１２月末までに９回開催し，４１名の参加があるなど，中高齢者の再就職活動を支

援しているところであります。 

今後とも，宇都宮商工会議所をはじめ国や県など関係機関と連携しながら，引き続き効果

的に各事業を実施し，高齢者の雇用，活用促進に取り組んでまいります。 
 

⑶ 障がい者の就労につきましては，ハローワークや宇都宮圏域障害者就業・生活支援センタ

ー等で構成する「宇都宮市障がい者自立支援協議会就労支援部会」を設置し，平成２８年度

からは宇都宮商工会議所にもメンバーとして参画していただき，就労系障がい福祉サービス

事業所の見学会や，企業と障がい者就労施設との意見交換会に取り組むとともに，就職した

障がい者に対する相談支援等を行う「障がい者職場定着支援事業」や，障がい者雇用率達成

企業を増やすためにハローワークとの企業訪問を実施しているところであります。 

   平成３０年度におきましても，これらの取組を継続するとともに，就職に向けて，企業等

と障がい者の合同面接会を実施するなど，障がい者の就職につながる機会の更なる充実を図

ることで，障がい者の就労支援に努めてまいります。 
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⑷ 働き方改革や職場環境の整備の促進につきましては，経営者をはじめ，社員に向けた講座

の開催や，「ワーク・ライフ・バランス実践ガイドブックの配布」による意識啓発のほか，国

の「仕事と家庭の両立支援等助成金制度」等の周知啓発に取り組むとともに，平成２８年度

より，市内の中小企業を対象に，「ワーク・ライフ・バランス推進コンサルタント派遣事業」

を実施し，誰もが働きやすい職場環境づくりへの支援に取り組んでいるところであります。 

また，労働行政を主管する国をはじめ，県や市町，経済・労働団体等で構成する「とちぎ

公労使協働宣言実現会議」に本市も参画し，長時間労働の抑制や女性の活躍推進など職場の

様々な課題の解決など，「働き方改革」の推進に向け意見交換を行うとともに，企業への周知

啓発活動などに取り組んでいるところであります。 

今後は，引き続きこれらの機関と協力・連携するとともに，本市としても「働き方改革」

の推進に向けた取り組みを強化し，多様な人材が活躍できるよう，市内事業所における労働

環境の更なる向上に努めてまいります。 

 

Ⅲ 夢あるまちづくりについて 

 

１ ＬＲＴの整備促進について（継続） 

  現在、ＬＲＴの整備については、ＪＲ宇都宮駅東口から芳賀・高根沢工業団地までの全長１

４．６ｋｍを区間として、昨年９月に国土交通大臣による「軌道運送高度化実施計画」が認定

されました。 

  本年８月には、ＬＲＴ着工に向け、工事施行認可を国土交通省に申請し、同年９月には、Ｌ

ＲＴ早期着工を後押しするため、経済団体などが主導する「ＬＲＴの早期着工を目指す市民大

会」が盛大に実施されるなど、２０２２年の開業の向けた機運が着実に醸成されております。 

  つきましては、ＪＲ宇都宮駅西側についても、当商工会議所がこれまで要望してきたとおり 

早期の延伸、整備がなされるよう、整備概要を明らかにするなど、着実に推進されるよう強く 

要望します。 

 

【回答】交通政策課，ＬＲＴ整備室 

ＪＲ宇都宮駅東側のＬＲＴ事業につきましては，芳賀町，宇都宮ライトレール株式会社と連

携を図りながら，整備に向けた各種取組を進めているところであります。平成２９年８月に申

請した「工事施行認可」につきましては，栃木県，宇都宮市，芳賀町の各議会における道路管

理者の意見に係る議決を経て，１０月１０日に栃木県から国土交通大臣に進達されたところで

あり，引き続き，関係機関との連携を図りながら，ＬＲＴの早期整備に向けて，着実に取り組
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んでまいります。 

ＪＲ宇都宮駅西側におけるＬＲＴの整備につきましては，公共交通全体の利便性向上はもと

より，更なる都市の魅力やブランド力の向上，中心市街地の賑わい創出などに向けて，早期の

整備が必要であるものと考えております。 

平成２９年度におきましては，桜通り十文字からの更なる延伸を含めたＬＲＴの整備区間や

詳細な交通シミュレーションに基づく交通処理，道路の勾配等を踏まえた停留場の配置，鉄道

やバスとの連携など，導入に当たっての様々な課題について検討しているところであり，これ

らの検討内容を整理した上で，平成２９年度末を目途に整備概要や概算事業費を取りまとめる

予定であります。 

平成３０年度におきましては，引き続き国・県や警察，交通事業者，沿線商店街などの関係

者と協議・調整を行いながら，ＬＲＴの事業化に向けた詳細な施設整備計画や交通処理，運行

計画などについて検討を進めてまいります。 

 

２ ＪＲ宇都宮駅東口整備について（継続） 

ＪＲ宇都宮駅東口整備については、本市の繁栄に欠かせない重要な拠点整備事業であります

が、その検討状況が明らかになっていないため、市民や企業にとって大きな不安が生じていま

す。 

  つきましては、現在の検討内容や今後の方向性を明らかにするなど、情報公開を徹底すると

ともに、関係市民や団体、企業等との意見交換の場を設定されるよう要望します。 

 

【回答】地域政策室 

宇都宮駅東口地区整備事業につきましては，うつのみやの未来を拓く新たな魅力の創造・交

流と賑わいの拠点の形成に向け，平成３０年１月に駅東口地区におけるまちづくりの基本方針

や導入機能などを示す「宇都宮駅東口地区整備方針」を策定したところであります。 

この整備方針におきまして，本地区への導入機能といたしましては，公共施設として整備・

確保するコンベンション施設の規模や諸室構成等の整備内容，交流広場，駐車場，駐輪場の想

定規模などを示すとともに，民間施設につきましては，民間事業者の創意工夫を凝らした施設

提案となるよう商業施設や宿泊施設，業務施設などにつきまして想定内容等を示したところで

あります。 

 今後につきましては，平成３０年３月の事業者募集に向け，募集要項の作成に取り組むと

ともに，市民や関係団体等に情報提供を行いながら，事業を推進してまいります。 
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(3) 調査、研究 

ア 地域産業動向実態調査 未実施 

 

イ 商店街来街者実態調査（再掲） 

(ｱ) 調査年月 日 平成２９年７月２３日（日）・２４日（月） 

(ｲ) 調 査 時 間 午前１０時～午後７時 

(ｳ) 調 査 地 点 JR 宇都宮駅東西自由通路内及びパルコ宇都宮店前 

(ｴ) 調 査 対 象 高校生以上の中心市街地来街者 

(ｵ) 調 査 手 法 街頭インタビュー調査 

(ｶ) 回 答 数 ３８２件 

   本事業により得られた成果 

    本調査結果を公表することで、中心市街地来街者の動向を経営者に提供することが出来た。 

 

(4) 広報 

 ア 刊行 

(ｱ) 会報「天地人」の発行 

会報「天地人」は、「商工会議所と会員事業所を結ぶネットワーク冊子」としてのコンセ

プトのもと、商工会議所事業の情報提供とともに、先取りしたテーマによる巻頭特集や対談、

地域性を考慮した歴史的読み物の企画を展開した。また、「商工会議所の活用レシピ」（平成

２７年度開始）コーナーや「新商品・新サービス合同プレス発表会」事業と連携したシリー

ズ記事（平成２７年度開始）により、会員事業所の最新情報を紹介するとともに当商工会議

所事業をＰＲした。 

さらに、宇都宮市や栃木県、関係団体等からの会員事業所に伝えたい情報も積極的に掲載

し、幅広い情報誌としての誌面づくりを行った。 

加えて、会報「天地人」専用ホームページに巻頭特集やシリーズ記事のバックナンバー、

誌面広告案内などを随時閲覧できるようにすることで、情報提供手段の多様性確保に努め、

冊子とホームページとの連携を図った。 

ａ 発行回数 １２回（毎月１０日発行） 

ｂ 発行部数 ８，０００部 

ｃ 配 布 先 会員事業所、行政、指導機関、関係団体等 

ｄ 体  裁 Ａ４判冊子タイプ２４ページ（カラー１６ページ、モノクロ８ページ） 

ｅ ホームページ http://www.u-tenchijin.com 

ｆ 特 集 等 
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(a)  巻頭特集 

掲載月 特集１ 特集２ 

４月号 

「平成２９年度事業計画・収支予算」 

「現場主義、双方向性の徹底」 

「幅広いネットワーク力の活用」 

「情報発信力の強化」 

「第４期中期事業計画」 

持続可能な地域経済の発展のために、全

力で行動！ 

５月号 
「多文化対応と地域活性化」 

インバウンド観光への対応が、地域発展のキーワード 

６月号 

「餃子店開業インターンシップ」 

「宇都宮餃子®」の新規開業を支援します 

「ミヤラジ開局３カ月」 

コミュニティＦＭ局「ミヤラジ」、７７．

３ＭＨｚで放送開始！ 

７月号 

「当所新体制スタート」 

平成２９年度第１回常議員会並びに通常

議員総会を開催 

「事業承継ネットワーク構築事業」 

オール栃木体制で、企業の事業承継を支

援！ 

８月号 
「栃木県立博物館３５周年記念」 

中世宇都宮氏 ～頼朝・尊氏・秀吉を支えた名族～ 

９月号 

「地方創生ムービー２．０始動！」 

宇都宮発の餃子×ラブコメ映画「キスで

きる餃子」製作スタート！ 

「「商い川柳」２０周年」 

２０年目を迎えた「商い川柳」 

１０月号 

「大谷町と産業観光」 

「大谷新時代」がいよいよスタート！ 

「栃木県商工会議所議員大会開催」 

「次世代へ未来を拓く－本物の魅力を全

国へ発信－」を決議 

１１月号 

「技能五輪・アビリンピック」 

「とちぎ技能五輪・アビリンピック２０

１７」開催 

「商店街来街者実態調査」 

中心市街地来街者の消費傾向は？ 

１２月号 

「障がい者雇用促進」 

障がい者雇用の現状と取り組み 

「秋のイベント写真ルポ」 

今年も大盛況！１１月４日・５日の秋の

イベント 

１月号 

「新春対談」 

少子・超高齢社会に対応し、持続発展できる宇都宮を 

〇宇都宮市 市長 佐藤 栄一 氏 

〇当商工会議所 会頭 関口 快流 

２月号 
「高校生の職場見学」 

企業も生徒も、大きなメリット！ 

「栃木ＳＣ、Ｊ２復帰！」 

栃木ＳＣが悲願のＪ２復帰 
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掲載月 特集１ 特集２ 

３月号 

「朝鮮通信使と宇都宮」 

日光を詣でた朝鮮通信使 

「唐津商工会議所来訪」 

佐賀県・唐津商工会議所の宮島会頭が当

所を表敬訪問 

(b)  特別企画特集 

掲載月 内容 

３月号 「うつのみやアグリネットワーク事例紹介」 

「中小企業の技術力＋農業者のブランド力」コラボが未来を拓く！ 

(c)  社是・社訓は企業の原点 

掲載月 掲載事業所名 

５月号 (株)スキット 

６月号 坂本塗装(株) 

１０月号 (株)アペックス 

１１月号 (株)ジード 

２月号 (有)村上商事 

(d)  商工会議所の活用レシピ 

掲載月 掲載事業所名 

４月号 ヒシヌマ薬局 

５月号 (株)太陽警備保障 

９月号 (株)ニッカネ 

１２月号 (株)栃木放送 

１月号 (株)鮎田建築 

３月号 (株)井上総合印刷 

(e)  会員情報局 

掲載月 掲載事業所名 

４月号 bamboo forest kitchen 

５月号 中央警備保障(株) 

６月号 (株)新和 

７月号 (有)高徳花火工場 

８月号 (株)佐藤コンクリート工業 

９月号 (株)クルール・プロジェ 

１０月号 イーデザイン 

１１月号 居酒屋一信 

１２月号 ココナッツクラッシャー 
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掲載月 掲載事業所名 

１月号 ゆうちゃん 

２月号 (有)めん太郎 

３月号 靴修理店ａｍｏｒ 

(f)  ふるさと歴史民俗散歩 

掲載月 掲載内容 

４月号 「紺屋の守り本尊 愛染明王」 

５月号 「田植今昔」 

６月号 「五月節句の由来」 

７月号 「砥上神社にみる神社合祀」 

８月号 「国民的一大行事お盆」 

９月号 「江戸時代の民泊調査 鶴田村「村中家絵図」」 

１０月号 「菊水祭の華 本郷町の山車」 

１１月号 「豊年感謝の祭り えびす講」 

１２月号 「古賀志瀧神社祭礼「年頭に弓を引く神事」」 

１月号 「神仏習合の姿が今なお残る「幕田の星宮神社祭礼」」 

２月号 「下野の刀工 徳次郎守勝一派」 

３月号 「十九夜様は女の守り仏」 

(g)  わたしの一冊 

掲載月 掲載本名 

４月号 「「日本書紀」の呪縛」（吉田一彦著） 

５月号 「シリア情勢」（青山弘之著） 

６月号 「武士道の精神史」（笠谷和比古著） 

７月号 「江戸東京の聖地を歩く」（岡本亮輔著） 

８月号 「日本の夜の公共圏」（谷口功一著） 

９月号 「二宮尊徳と桜町仕法」（安部 昭著） 

１０月号 「江戸の大普請」（タイモン・スクリーチ著、森下正昭訳） 

１１月号 「中国文学の楽しき世界」（井波律子著） 

１２月号 「死の舞踏」（スティーブン・キング著、安野 玲訳） 

１月号 「日光の気象と自然」（辻岡幹夫著） 

２月号 「古代史講義」（佐藤信著） 

３月号 「数理的発想法」（仲俣暁生著） 
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(h)  書道家・武田双雲の「言葉の力」 

掲載月 掲載言葉 掲載月 掲載言葉 掲載月 掲載言葉 

４月号 気合 １０月号 安眠 ２月号 協力 

５月号 美感 １１月号 誠実 ３月号 挑戦 

６月号 見守る １２月号 仕事   

９月号 てきぱき １月号 比較   

(i)  キタカンだより 

掲載月 前橋商工会議所からの情報提供 水戸商工会議所からの情報提供 

４月号 「前橋物産館 広瀬川」リニューアルオー

プン 

常陸山谷右衛門生誕の地碑 

５月号 第２回 水戸黄門漫遊マラソン 前橋文学館企画展「萩原朔美の仕事展

vol.1」 

６月号 第２５代ローズ・クイーン 第４３回水戸のあじさいまつり 

７月号 第２９回赤城山夏まつり 第５７回水戸黄門まつり 

８月号 第１回前橋トライアスロンフェスタ 水戸光圀生誕の地・水戸黄門神社 

９月号 第４回前橋オクトーバーフェスト２０１

７ 

ザ★リノベマーケット×まちなかほしぞ

ら横丁プロジェクト 

１０月号 臨江閣・ライトアップ 千波湖 

１１月号 ヒツクリコ ガツクリコ ことばの生ま

れる場所 

水戸のラーメンまつりⅢ 

１２月号 全国商工会議所観光振興大会２０１７ｉ

ｎ前橋 盛大に開催!! 

開園３０周年 水戸市植物公園 

１月号 前橋ホワイトフェスティバル２０１８ いまさら公衆電話!?「ポイントホープ」 

２月号 前橋育英高等学校男子サッカー部優勝パ

レード・前橋市市民栄誉賞 

入口で変わる偕楽園の楽しみ方 

３月号 敷島公園の桜 水戸の梅酒 

(j)  新商品・新サービス 合同プレス発表会 

掲載月 掲載事業所名 掲載事業所名 

４月号 (有)石川印刷所 (株)さかもと 

５月号 エンドレス・ジェネレートシステムズ(有) Ｃ．Ｇ．プルーラ 

６月号 商業支援組合(合同) オトワリバース＆リバイバルワークショ

ップ 

８月号 (株)ぶらんこ  
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掲載月 掲載事業所名 掲載事業所名 

９月号 (株)クロサキ (有)ＫＡＮＥＨＯＮ（カネホン） 

１１月号 (株)ジェネックス  

１２月号 大和電器(株)宇都宮工場 宇都宮デートｂｙプレコプレ 

 １月号 (株)まごころ (合同)ライフサイズモビリティ 

 ２月号 (株)オニックスジャパン  

事業により得られた成果 

次代の担い手が日本一の技を競う大会で、初めて栃木県で開催された「技能五輪・アビリ

ンピック２０１７」、企業を経営する上で関心が高い「障がい者雇用促進」「高校生の職場見

学」や栃木県立博物館等関係団体と連携し、宇都宮の歴史を紐解く「中世宇都宮氏～頼朝・

尊氏・秀吉を支えた名族～」「朝鮮通信使と宇都宮」など、幅広い知識と教養の巻頭特集を組

み、情報提供を行った。さらには、栃木ＤＣにあわせて製作された地方創生ムービー２．０

「キスできる餃子」特集と映画を地元活性化に生かしている地域同士の交流（佐賀県唐津市、

唐津商工会議所）、宇都宮を代表する観光地として復活した「大谷町と産業観光」等、地域活

性化に向けたさまざまな取り組みを紹介した。また、宇都宮でただ一人となってしまった芸

者光重さんの唄・おどりを後世に伝えるため、宮小唄など三曲入りの記録映像を作成した。

（「天地人」誌面への記事掲載、インターネットを利用した映像公開は平成３０年度実施予定）

加えて、当商工会議所の事業案内・各種制度案内・商店街イベント情報、会員事業所の新し

い取り組みなどの企業経営に役立つ情報提供に努めた結果、会員事業所に十分な周知が図る

ことができた。 

 

(ｲ) ビジネス情報手帳「パートナー」の発刊 

会員サービス事業の一環として、ビジネス情報手帳「パートナー」を発刊し、会報「天地

人」１２月号に同封して会員事業所等に送付した。 

ａ 発刊部数 ７，２００部 

ｂ サ イ ズ 縦２６ｃｍ 横１５ｃｍ 

ｃ 配 布 先 会員事業所、行政、指導機関、関係団体等 

本事業により得られた成果 

融資制度、共済制度、税制、社会保険の手続き、主な官公署・団体企業情報など、当商工

会議所事業及び関連情報を掲載したことにより、会員が日々の業務に役立てる情報を提供で

きた。 

 

(ｳ) データマップの作成と情報提供 

中小・小規模事業者等が必要とする各種統計資料をまとめて作成し、会員事業所等にパン
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フレットとして配布した。 

ａ 内  容 統計で見る宇都宮２０１８作成・配布 

     ｂ 作成部数 ６，５００部 

本事業により得られた成果 

会報「天地人」３月号に６，２２７部を折り込み、会員事業所に対して企業経営に役立つ

統計資料を提供することができた。 

 

(ｴ) 経営支援ガイド作成事業 

中小事業者等に役立つ、当商工会議所事業をはじめ、国・県・市等の経営支援施策をまと 

         めた冊子を作成・配布した。 

ａ 作成部数 １，０００部 

           本事業により得られた成果 

窓口や巡回時に配布することで経営支援施策の周知を行えたとともに、経営指導員の相談

対応時の対応ツールとして活用することができた。 

 

(ｵ) 貴重な資料の長期保存 

      当商工会議所の歴史や宇都宮の商工業の変遷を記す貴重な資料を、劣化や破損から防ぎ長

期的に保存するため、デジタル化処理の実施を行った。 

     本事業により得られた成果 

検定試験合格者名簿のデジタル化処理を実施し、本データを長期的に利用するための保存

処理を行ったとともに、検定試験一部業務の効率化につなげることができた。 

 

(5) 証明 

ア 貿易関係証明 

(ｱ) 原産地証明  ６２６件 

平成２９年度 原産地証明の仕向地・製品別 件数表 

品名 

国名 
一般 

機械 

電気 

製品 

輸送

用機 

器 

精密 

機器 

金属 

製品 

化学 

製品 

食料

品 

その

他 

総件

数 

ア ジ ア 地 域 60 0 23 4 191 67 31 88 464 

中        国 25     1 147 66   68 307 

マ レ ー シ ア 4   8   5     1 18 

イ ン ド 5     1 15     2 23 

ベ ト ナ ム 1   12 1 7       21 
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平成２９年度 原産地証明の仕向地・製品別 件数表 

品名 

国名 
一般 

機械 

電気 

製品 

輸送

用機 

器 

精密 

機器 

金属 

製品 

化学 

製品 

食料

品 

その

他 

総件

数 

ス リ ラ ン カ               4 4 

イ ン ド ネ シ ア 1         1 3 7 12 

バングラディシュ     2         3 5 

タ     イ 5       4   1 1 11 

韓        国 1       3       4 

台     湾 11     1 4   24 1 41 

香 港 4   1   4       9 

シ ン ガ ポ ー ル 1           3   4 

ミ ャ ン マ ー 1       1       2 

レ バ ノ ン 1               1 

モ ン ゴ ル         1     1 2 

中  東  地  域 2 0 2 2 42 0 0 12 60 

サウジアラビア   2  11   3 16 

U A E     4   1 5 

イ ラ ン 1   2 11   5 19 

ト ル コ        1 1 

ヨ ル ダ ン 1    6    7 

イ ラ ク     5   2 7 

ク ウ ェ ー ト     5    5 

北  米  地  域 3 0 0 2 9 0 0 0 14 

ア  メ  リ  カ 3     2 9       14 

中 南 米 地 域 2 0 0 0 4 0 0 0 6 

ア ル ゼ ン チ ン 1    1    2 

メ キ シ コ 1    3    4 

欧  州  地  域 15 0 0 0 45 0 1 8 15 

ロ シ ア         4     2   

ド イ ツ 13       11     3 13 

ウ ク ラ イ ナ         4         

イ タ リ ア         1         
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平成２９年度 原産地証明の仕向地・製品別 件数表 

品名 

国名 
一般 

機械 

電気 

製品 

輸送

用機 

器 

精密 

機器 

金属 

製品 

化学 

製品 

食料

品 

その

他 

総件

数 

イ ギ リ ス         8         

ス イ ス         9     2   

ラ ト ビ ア 1       7       1 

ウズベキスタン 1               1 

アゼルバイジャン         1         

ベ ル ギ ー             1     

ス ウ ェ ー デ ン               1   

大 洋 州 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

オーストラリア     1    1 

ア フ リ カ 地 域 0 0 0 0 6 0 0 6 12 

エ ジ プ ト         3     2 5 

南 ア フ リ カ               3 3 

ア ル ジ ェ リ ア         1       1 

チ ュ ニ ジ ア         2     1 3 

合         計 82 0 25 8 298 67 32 114 626 

（単位：件） 

(ｲ) インボイス証明  ４０件 

(ｳ) サイン証明  ３２３件 

(ｴ) その他証明       ０件 

(ｵ) 発給件数合計  ９８９件 

本事業により得られた成果 

 貿易に関係する書類を認証することで、貿易取引の利便性向上に供与することが出来た。 

 

(6) 各種事業 

ア 宮の市（商業祭） 

本市内各地域の商店街（会）が連携協力のもと、商業者と消費者の交流や消費意欲の喚起、

賑わいを取り戻すことにより、全市的な商業活性化に繋げることを目的に実施した。 

(ｱ) 実施主体 宮の市（商業祭）実行委員会 

(ｲ) 構成団体 宇都宮市商店街連盟、宇都宮商工会議所、宇都宮市、宇都宮観光コンベンショ 

ン協会、うつのみや市商工会 
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(ｳ) 実施期間 平成２９年１０月２１日（土）～１１月５日（日）１６日間 

(ｴ) 実施対象商店街 

宇都宮市商店街連盟加盟３２商店街、賛助会員１３社及び宇都宮中心商店街活性化委員会 

(ｵ) 実施内容  

a お客様感謝セール 

実施期間 平成２９年１０月２１日（土）～１１月５日（日） 

      実施商店街数 ５商店街（５２店） 

      内容 各店が自店への集客を図るため、「特別セール」などの販促イベントを実施 

b 宮の市七福神 スタンプラリー 

      実施日 平成２９年１１月５日（日） 

      参加者数 １，００８人 

      協力商店街数 ７商店街 

      内容 中心商店街の回遊と集客の向上を図るため、中心商店街の７カ所をチェックポイ

ントとして実施 

     c バンバストリートフェスティバル 

      実施日 平成２９年１１月４日（土）・５日（日） 

      会場 バンバ通り（車両規制を実施） 

内容 来訪者の増加や賑いの向上のため、「出張商店街・大型店ブース」「模擬店ブース」

「宮の市本部ブース（スタンプラリー賞品交換所兼ねる）」などを設置し、商店街

ＰＲや地元の旨いもの、商品等の販売を実施した 

         「出張商店街」参加商店街 ８商店街 

         「出張大型店」参加大型店 １大型店 

         「模擬店ブース」参加団体 ７団体 

     d 宇都宮ゑびす市 

      実施日 平成２９年１１月４日（土）・５日（日） 

      会場 バンバストリートフェスティバル会場内 

      内容 創業間もない企業や新商品開発をした企業などを対象に、テストマーケティン

グ・プロモーションのためのブースを設置 

      出店者 ２店 

e １商店街１イベント 

内容 各商店街や大型店が期間中の１６日間に独自イベントを実施 

      実施商店街数 ８商店街及び１大型店 

本事業により得られた成果  
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中心商店街においては、「バンバストリートフェスティバル」、「宮の市七福神スタンプラリ

ー」、「宇都宮ゑびす市」を実施することにより集客や回遊性の向上のほかに消費喚起につな

げることができた。また、昨年度まで実施していた「ふれあい懸賞」事業を廃止し、今年度

から新たに「出張商店街・大型店」実施し、中心部以外の市内商店街や大型店のＰＲに繋げ

ることができた。 

 

イ オリオン七夕まつりへの支援 

宇都宮オリオン通り商店街（振）、オリオン通り曲師町商業（協）が共同で行うイベントへの 

支援を行った。広報活動、市民参加者の募集、予算管理等、事務事業全般を支援し、イベント 

の開催に協力した。 

(ｱ) 日  時  平成２９年８月４日（金）～８月７日（月）４日間 

(ｲ) 会  場  オリオン通りアーケード内  

(ｳ) 掲出件数  ４３件（市民１６件、協賛企業３件、商店街１９件、プロスポーツチーム３

件、実行委員会１件） 

本事業により得られた成果 

「宮まつり」と同時に開催し、市民の七夕飾りを掲出したことで、商店街への集客につな

げることができた。 

 

ウ ミヤ・ジャズ推進協議会支援事業 

観光交流の促進を目的にミヤ・ジャズイン２０１７を開催した。 

(ｱ) 実施主体 ミヤ・ジャズ推進協議会 

(ｲ) 構成団体  

団体名 役職 委員名 協議会役職 

宇都宮商工会議所  
宇都宮市商店街連盟 

議員・監事    
相談役 柿 沼  賢 会 長 

宇都宮商工会議所 
宇都宮市教育委員会 

名誉議員 
元委員長 藤 原 宏 史 副会長 

宇都宮商工会議所 
宇都宮オリオン通り商店街（振） 

議員 
理事長 長 島 俊 夫 委 員 

宇都宮商工会議所 
オリオン通り曲師町商業（協） 

議員 
理事長 長谷川 正 委 員 

宇都宮商工会議所 
宇都宮商工会議所青年部 

議員 
元会長 木 内 裕 祐 委 員 

宇都宮商工会議所 
宇都宮商工会議所女性部 

議員 
顧問 花 田 静 子 委 員 

宇都宮商工会議所 
(協)宇都宮餃子会 

議員 
理事兼事務局長 鈴 木 章 弘 委 員 
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団体名 役職 委員名 協議会役職 

うつのみやジャズのまち委員会 会長 吉原郷之典 委 員 

宇都宮ジャズ協会 代表 鈴 木 邦 乙 委 員 

㈱上野楽器 代表取締役 櫻 本 節 雄 委 員 

㈱下野新聞社 営業局営業部部長代理 横 山 哲 也 委 員 

ＮＨＫ宇都宮放送局 局長 松 本 春 枝 委 員 

㈱とちぎテレビ 営業局営業部副課長 檜 山 佳 永 委 員 

宇都宮ケーブルテレビ㈱ 取締役副社長 大 川 謙 三 委 員 

㈱エフエム栃木 放送部長 佐 藤  望 委 員 

㈱栃木放送 営業部企画担当部長 大 谷 佳 久 委 員 

東日本旅客鉄道㈱宇都宮駅 副駅長 西 川 知 延  委 員 

(ｳ) 実施期間 平成２９年１１月４日（土）～５日（日）２日間 

(ｴ) 実施場所 オリオンスクエア等５会場 

(ｵ) 実施内容 

a アマチュアバンドの出演 ６２団体 

b 宇都宮ゆかりのアーティストの出演 ７団体 

c 企業協賛 ８６社 

d ジャズの街の普及啓発 初心者向けジャズ講座 年間４講座開講 

e 関係団体との連携事業 

(a)  ジャズ知識検定試験及びジャズのまちパネル展 

 ①主 催 宇都宮ジャズ協会 

 ②期 日 平成２９年１１月４日（土）～１１月５日（日） 

 ③場 所 オリオンスクエア 

(b) 宇都宮ジャズクルージング 

 ①主 催 宇都宮ジャズ協会 

 ②期 日 １１月４日（土） 

 ③場 所 宇都宮ジャズ協会加盟店 各店舗 

   (ｶ) 来場者数 １５０，０００人 

     本事業により得られた成果  

「宮の市（商業祭）」、「宇都宮餃子祭り」との同時開催により、２日間で１５０，０００人
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の来場者を集め、地域ブランドの強化や観光消費の拡大、地域文化の向上に寄与することが

できた。 

 

エ 宇都宮餃子祭りへの支援 

   (ｱ) 宇都宮餃子祭り 

a 実施主体 宇都宮餃子祭り実行委員会 

b 構成団体 ㈿宇都宮餃子会、宇都宮観光コンベンション協会、日野町商店街（振）、オ

リオン通り曲師町商業㈿、宇都宮オリオン通り商店街（振）など 

      c 開 催 日 平成２９年１１月４日（土）・５日（日） 

d 場  所 宇都宮城址公園 

e 内  容 「餃子の街宇都宮」のさらなる周知を図り、来街者の増加と中心市街地の活

性化に寄与するため、宇都宮城址公園内で屋台による餃子飲食ブースの出店

（２８店舗）をした。あわせて、餃子会の協賛店（５１店舗）で割引販売を

実施した。 

ｆ 来場者数 １５０，０００人【５日(土)４０，０００人、６日（日）１１０，０００

人】 

本事業により得られた成果 

「宮の市（商業祭）」、「ミヤ・ジャズイン２０１７」との同時開催により、２日間で１５０，

０００人の来場者を集め、地域ブランドの強化、消費拡大、地域文化の向上に寄与すること

ができた。 

 

オ 第４２回ふるさと宮まつり 

(ｱ) 実施主体 ふるさと宮まつり開催委員会 

(ｲ) 構成団体 宇都宮市自治会連合会、宇都宮商工会議所、宇都宮市商店街連盟、宇都宮市青

少年団体連絡協議会、宇都宮青年会議所、宇都宮観光コンベンション協会等 

(ｳ) 開 催 日 平成２９年８月５日（土）・６日（日） 

(ｴ) 会  場 宇都宮市大通り(本町交差点～上河原交差点)、バンバ市民広場、オリオンスク

エアほか 

(ｵ) 内  容 みこし、パレード、おどり、郷土芸能、おはやし、鳶木遣り・はしご乗り、和 

太鼓、宮っ子よさこい、宮っ子パレード、宮の梵天ほか 

(ｶ) 参加者数 ２１，１００人（２日間） 

(ｷ) 観 客 ６００，０００人（２日間） 
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カ フェスタ in 大谷への支援 

大谷地区の商業ならびに商店街活動の振興を図るためイベントを支援した。 

(ｱ) 主催団体 フェスタ in大谷実行委員会 

(ｲ) 実施日時 平成２９年１０月２１日（土）午後５時～９時 

(ｳ) 実施場所 大谷資料館・大谷景観公園 

(ｴ) 来場者数 １９０，０００人 

 

キ 栃木デスティネーションキャンペーン推進事業 

平成３０年度に本番を迎える栃木デスティネーションキャンペーンを支援し、宇都宮市全体

の観光振興を図るため、各委員会等に参画することで関係団体等と連携を密にした。 

(ｱ) 宇都宮市ＤＣ推進委員会への参画 

（第１回） 

日 時 平成２９年４月１２日（水）午後１時３０分～午後３時 

会 場 当商工会議所 大会議室 

内 容 宇都宮市ＤＣ推進委員会設置要領の改正について 

宇都宮市ＤＣ推進委員会事業計画及び予算（案）について 

全国宣伝販売促進会議について 

全国宣伝販売促進会議二次会プランについて 

今後のスケジュールについて 

部会別協議 

（第２回） 

日 時 平成２９年７月２０日（木）午後２時～午後４時 

会 場 当商工会議所 大会議室 

内 容 プレＤＣの実施結果について 

これまでの予算の執行状況及び今後の執行予定にいて 

ＤＣ本番に向けた取り組み（案）について 

観光客受入体制整備に係る補助金について 

今後のスケジュールについて 

部会別協議 

（第３回） 

日 時 平成２９年１１月２７日（月）午後３時３０分～午後５時 

会 場 当商工会議所 大会議室 

内 容 これまでの取り組みについて 
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ＤＣ本番の取り組み（予定）について 

部会別協議 

（第４回） 

日 時 平成３０年３月２９日（木）午後３時～午後４時 

会 場 当商工会議所 大会議室 

内 容 平成２９年度宇都宮市ＤＣ推進委員会事業報告について 

平成２９年度宇都宮市ＤＣ推進委員会収支決算見込みについて 

平成３０年度宇都宮市ＤＣ推進委員会事業計画（案）について 

平成３０年度宇都宮市ＤＣ推進委員会収支予算（案）について 

(ｲ) 栃木デスティネーションキャンペーン販売促進勉強会の開催 

日 時 平成３０年３月２２日（木）午後３時～午後４時５０分 

平成３０年３月２６日（月）午後７時～午後８時５０分 

会 場 当商工会議所 大会議室 

出席者 平成３０年３月２２日（木） ２１人 

平成３０年３月２６日（月） ２０人 

テーマ 本物の出会い栃木デスティネーションキャンペーン 

那須塩原市プロモーション進行状況 

講 師 一般社団法人那須塩原市観光局 局長 木下 昭彦 氏 

説 明 宇都宮市におけるデスティネーションキャンペーンの取り組みについて 

説明者 宇都宮市 経済部 観光交流課 担当職員 

(ｳ) 栃木デスティネーションキャンペーン販売促進ポスターの作成 

枚 数 ４，０００枚（Ｂ４版） 

配布先 当商工会議所会員事業所、宇都宮市商店街連盟加盟商店街および賛助会員（大型 

店）、まちゼミ参加店他 

(ｴ) 映画「キスできる餃子」製作委員会への参画 

a 映画概要 

(a) 題 名 キスできる餃子 

(b) 形 式 劇場用映画 

(c) 脚 本 秦 建日子 

(d) 監 督 秦 建日子 

(e) 出 演 足立 梨花、田村 侑久、麻生 祐未 他 

(f) 完成日 初号試写 平成３０年３月１４日（水）（ブロードメディア・スタジオ月島） 

            地元完成試写 平成３０年４月９日（月）（宇都宮ヒカリ座） 
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(g) 劇場公開 栃木県先行公開 平成３０年６月１５日（金） 

(h) 全国公開 平成３０年６月２２日（金） 

b 製作委員会構成各社 １３社 

㈱電通、ブロードメディア・スタジオ㈱、㈱ホリプロ、㈱下野新聞社、㈱フォワードイ

ンターナショナル、㈱とちぎテレビ、（協）宇都宮餃子会、当商工会議所、ヤマゼンコミ

ュニケーションズ㈱、㈱ジーライツ、㈱五光、㈱栃木放送、㈱エフエム栃木 

c 映画総事業費 ８０，０００，０００円（消費税別） 

内当製作委員会負担（出資）額 ４０，０００，０００円（消費税別） 

内当商工会議所負担（出資）額  ２，０００，０００円（消費税別） 

d 映画「キスできる餃子」製作委員会準備会 

日 時 平成２９年８月１５日（火）午後３時３０分～午後４時３０分 

会 場 宇都宮東武ホテルグランデ 

内 容 秦建日子監督挨拶 

製作状況について、映画制作状況について、今後のスケジュールについて 

e 映画「キスできる餃子」製作委員会 

（第１回） 

日 時 平成３０年２月１５日（木）午前１１時～午後１時３０分 

会 場 ブロードメディア・スタジオ月島 

内 容 共同事業契約書について 

出資金について、劇場公開日について、初号試写について、前売券について、 

エンドロールについて 

（第２回） 

日 時 平成３０年３月１４日（水）午後１時～午後５時３０分 

会 場 ブロードメディア・スタジオ月島 

内 容 劇場公開日について、前売券について、地元協賛各社等試写会について、 

宣伝素材状況について、初号試写 

f 映画「キスできる餃子」地元製作委員会 

（第１回） 

日 時 平成３０年３月７日（水）午後３時～午後５時 

会 場 下野新聞社 会議室 

内 容 ティザーポスター・チラシについて、インナー券について、 

地元出資者各社のプロモーション等の取り組みについて、地元試写会について、 

初号試写会について 
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(ｵ) 宇都宮地方創生ムービー2.0 を推進する会への参画 

ａ 設立総会 

日 時 平成２９年８月１５日（火）午後５時～午後５時３０分 

会 場 宇都宮東武ホテルグランデ 

内 容 会則（案）について、役員選出について、活動内容（案）について、 

予算（案）について 

構成団体 当商工会議所、当商工会議所会員で趣旨に賛同する企業等、宇都宮市、 

協同組合宇都宮餃子会、下野新聞社、宇都宮観光コンベンション協会 

役 員 会 長 宇都宮商工会議所 会頭 関口 快流 

副会長 ＮＰＯ法人宇都宮中心商店街活性化委員会 理事長 斎藤 公則 

監 事 下野新聞社 常務取締役 飛田 博通 

監 事 宇都宮観光コンベンション協会 理事 池羽 満 

顧 問 協同組合宇都宮餃子会 顧問 熊本 和夫 

本事業により得られた成果 

本事業を通し、地域資源のブランド力強化に努め、宇都宮市全体の観光振興及び集客交流促

進に繋げることができた。 

 

ク 新入社員講習会 

(ｱ) 新入社員フォローアップ研修 

ａ 開催日 平成２９年７月１８日（火）午前９時３０分～午後４時 

ｂ 会 場 栃木県産業会館 ８階 大会議室 

    ｃ 講 師 ㈱ワークエントリー 栃木事業部 宇都宮営業所 所長 野崎 千晶 氏 

          ㈱下野新聞社 販売事務局 教育文化事業部 部長代理 小林 達彦 氏 

     ｄ 参加者数 ４２人（１５社） 

     ｅ 内  容 平成２９年３月２３日に開催した新入社員講習会（平成２８年度事業）の参加 

企業を中心として、入社３年以内の若手社員を対象に定着率の向上のためのフォ 

ローアップ研修を開催した。 

(ｲ) 新入社員講習会 

  ａ 開催日 平成２９年３月２０日（火）午前１０時～午後４時３０分 

    ｂ 会 場 栃木県産業会館 ８階 大会議室 

    ｃ 講 師 ㈱ワークエントリー 栃木事業部 宇都宮営業所 所長 野崎 千晶 氏 

   ｄ 参加者数 ４４人（１９社） 

     ｅ 内 容 平成３０年４月入社等の新入社員を対象に、入社後に即戦力として勤務できる 

ように、社会人としての心構えや基本的な接遇及び報連相等について、グループ 
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ワークやロールプレイングを交えながら講習を実施した。 

本事業により得られた成果 

        新入社員向けに「社会人の心構えと社会人基礎力」や「ビジネスマナーの基本」、「接遇」、「報 

告連絡相談の基本」等、社会人として必要な知識を得るまたは再確認する機会を提供すること 

で、会員企業の人材育成及び即戦力化の支援ができた。 

 

ケ ３級簿記講座 

(ｱ) 開催期間 平成２９年６月６日（火）～１０月６日（金）原則毎週火・金曜日 

   (ｲ) 会  場 当商工会議所 大会議室 

   (ｳ) 講  師 栃木県立宇都宮商業高等学校 教諭 内藤 育男 氏 

竹中 直子 氏 

長塚 幸孝 氏 

   (ｴ) 参加者数 ３７人 

本事業により得られた成果 

簿記の基本から日商簿記検定３級程度の知識獲得のための講座を開催し、市内企業の簿記未 

       経験者の実務対応への支援ができたとともに、日商簿記検定の受講者獲得の一助とできた。 

 

コ 新年賀詞交歓会 

(ｱ) 開 催 日 平成３０年１月４日（木）午前１１時～正午 

(ｲ) 会  場 ホテル東日本宇都宮 

(ｳ) 参加者数 当商工会議所役員・議員、宇都宮市内経済界代表者ほか ４０９人 

本事業により得られた成果 

地域の政治・行政・経済界等のキーパーソンを一同に集め、会員との交流機会を創出した。 

 

サ 経済団体新春講演会 

(ｱ)  開 催 日     平成３０年１月２９日（月）午後１時３０分～午後３時１５分 

(ｲ) 会   場 ホテル東日本宇都宮 

(ｳ) 内  容 講演 テーマ『日本経済の展望』 

        講師 第一生命経済研究所 主席エコノミスト 熊野 英生 氏 

(ｴ) 参加者数 ４２０人 

本事業により得られた成果 

関係機関と連携し、経済分野で広く活躍する講師を招き、今後の経営計画に役立つ経済環

境予測について、情報提供を行った。 
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シ 販売士養成講習会 

(ｱ) 共催講習会 

当所と以下に示す会場となった専門学校等と共催し、講習会を開催した。 

ａ 対  象 ３級 

開催日時 平成２９年４月１３日（木）～１２月１４日（木） 

会  場 国際ファッションビューティ専門学校 

講  師 販売士１級 岩上 亘 氏 

参加者数 １４人 

ｂ 対  象 ３級 

開催期間 平成２９年５月８日（月）～７月７日（金） 

会  場 宇都宮ビジネス電子専門学校 

講  師 教員 柿原 俊文 氏 

参加者数 ４人 

ｃ 対  象 ３級 

開催期間 平成２９年５月１２日（金）～１１月２４日（金） 

会  場 国際情報ビジネス専門学校 

講  師 １級販売士 岩上 亘 氏 

参加者数 ６人 

ｄ 対  象 ２級 

開催期間 平成２９年７月７日（金）～平成３０年１月１９日（金） 

会  場 国際情報ビジネス専門学校 

講  師 販売士１級 岩上 亘 氏 

参加者数 ３人 

ｅ 対  象 ３級 

開催期間 平成２９年１０月２３日（月）～平成２９年１２月１日（金） 

会  場 宇都宮ビジネス電子専門学校 

講  師 教員 柿原 俊文 氏 

参加者数 ３人 

ｆ 対  象 ３級 

開催期間 平成２９年１１月１４日（火）～平成３０年１月２２日（月） 

会  場 大原簿記情報ビジネス医療福祉専門学校宇都宮校 

講  師 教員 柿沼 秀明 氏、教員 内田 黎旺 氏 

参加者数 １７人 
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ｇ 対  象 ２級 

開催期間 平成２９年１２月４日（月）～平成３０年２月３日（土） 

会  場 宇都宮ビジネス電子専門学校 

講  師 教員 柿原 俊文 氏 

参加者数 ４人 

ｈ 対  象 ３級 

開催期間 平成２９年１２月５日（火）～平成３０年１月１０日（水） 

会  場 オリオンコンピュータ株式会社 

講  師 教員 渥美 好彦 氏、教員 加藤 真人 氏 

参加者数 ５人 

本事業により得られた成果 

    本講習会を開催することにより、販売士検定試験受験者数確保に繋げることができた。 

 

ス 優良従業員表彰 

会員事業所に継続して勤務する従業員を対象とし、労働力の確保及び従業員の資質と勤労意

欲の向上を図ることを目的に表彰を実施した。 

(ｱ) 表彰基準 日  平成２９年１１月１日（水） 

(ｲ) 申込事業所数  ５３件 

(ｳ) 表 彰 者 数  ２４２人 

(ｴ) 表 彰 内 容  事業所の推薦に基づき、会頭の名により５年以上、５年毎の区分で対象

者を表彰した。 

勤続年数 被表彰者数 勤続年数 被表彰者数 

５年 ５３人 ２５年 ３１人 

１０年  ６９人 ３０年 １１人 

１５年 ３０人 ３５年以上 １０人 

２０年 ３８人 合 計 ２４２人 

本事業により得られた成果 

会員事業所に勤務する優良従業員を表彰することで、事業所の人材育成を支援することが

できた。 
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セ その他の後援・協賛事業 

後援・協賛行事名 期日 主 催 

かまがわ 川床 桜まつり 
H29. 4. 1 

 ～ 4. 9 

特定非営利活動法人宇都宮まちづくり

推進機構 

初代横綱明石志賀之助杯「第１０回少年奉納相

撲大会」 
H29. 4. 1 歴史文化を伝承する市民の会 

子どもフェスタｉｎ文化の森２０１７ H29. 5. 5 子どもフェスタin文化の森実行委員会 

グリーンフェスタ２０１７ H29. 5.20 自衛隊栃木地方協力本部 

第２２回宇都宮さつき＆花フェア 
H29. 5.27 

 ～ 6. 4 
宇都宮さつき＆花フェア実行委員会 

第１６回駅東花みずきフェスタ２０１７ H29. 6.25 駅東まちづくり２１ 

宇都宮フラッグアート２０１７ｉｎオリオン 
H29. 7. 2 

 ～  7.31 
オリオン通り商店会 

七夕ＪＡＺＺ２０１７ H29. 7. 2 
特定非営利活動法人スウィングタウン

協会 

宇都宮共和大学シティライフ学シンポジウム H29. 7. 6 宇都宮共和大学 

東日本アセスメント協会主催公開講座２０１７ H29. 7.13 東日本アセスメント協会 

２０１７年全国あんざんコンクール宇都宮大会 H29. 7.17 宇都宮珠算連盟 

振り込め詐欺撲滅の注意喚起 H29. 8 宇都宮東郵便局 

平成２９年度オリオン七夕まつり 
H29. 8. 4 

  ～ 8. 7 
オリオン七夕まつり実行委員会 

２０１７うつのみや花火大会 H29. 8.12 
特定非営利活動法人うつのみや百年花

火 

アフリカ音楽コンサート～音楽を通して、アフ

リカを知ろう！～ 
H29. 8.20 ＮＰＯ法人宇都宮市国際交流協会 

第６回みやの盆踊り H29. 8.26 
宇都宮中心商店街みやヒルズ活性化委

員会 

中小企業・農林水産事業者のための海外展開セ

ミナー 
H29. 8.29 ㈱日本政策金融公庫宇都宮支店 

平成２９年度宇都宮観光フォトコンテスト 

～宇都宮の春夏秋冬～ 

H29. 9. 1 

～H30. 4 
宇都宮観光コンベンション協会 

ＬＲＴの早期着工を目指す市民大会 H29. 9. 2 
ＬＲＴの早期着工を目指す市民大会実

行委員会 

ＮＰＯ法人宇都宮市国際交流協会設立２０周年

記念事業 

H29. 9.23 

  ～10. 7 
ＮＰＯ法人宇都宮市国際交流協会 
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後援・協賛行事名 期日 主 催 

ＲＵＮ伴栃木 H29. 9.23 ＲＵＮ伴栃木実行委員会 

第５回しののめ信用金庫フードビジネス個別商

談会 
H29.10. 3 しののめ信用金庫 

中学校特別支援学級生徒の写真展 ～かがやく 

わたしの 写真展～ 

H29.10.12 

～11.26 
宇都宮市教育委員会 

２０１７ FIM MotoGP 世界選手権シリーズ 

第１５戦 MOTUL 日本グランプリ 

H29.10.13 

～ 10.15 
㈱モビリティランド 

青空市と抽選会 H29.10.15 岩曽東商店会 

第６７回栃木県発明展覧会及び児童生徒発明工

夫展覧会 

H29.10.20 

～ 10.22 
（一社）栃木県発明協会 

第１８回フェスタin大谷２０１７ H29.10.21 フェスタ in 大谷実行委員会 

平成２９年度宇都宮城址まつり 伝統文化と歴

史の祭典 
H29.10.22 

「よみがえれ！宇都宮城」市民の会 

宇都宮伝統文化連絡協議会 

第２回とちぎんビジネスプランコンテスト H29.10.24 ㈱栃木銀行 

第５３回宇都宮少年剣道大会 H29.11. 3 
宇都宮二荒山神社 

宇都宮少年剣道大会 

≪ミヤラジ公開生放送イベント≫～ＭＩＹＡ 

ＪＡＺＺ ＩＮＮ ｐｒｅｅｖｅｎｔ～ミヤラ

ジ ＥＣＯ ＬＩＶＥ 

H29.11. 3 ㈱宇都宮コミュニティメディア 

宇都宮・気仙沼さんま祭り H29.11. 4 宇都宮ロータリークラブ 

事業承継対策の意外な落とし穴セミナー H29.11. 7 アクサ生命保険㈱宇都宮営業所 

第５回スポーツ特別講演会 H29.11. 8 ㈱栃木サッカークラブ 

平成２９年度情報モラル啓発セミナーｉｎ栃木 H29.11. 9 
公益財団法人ハイパーネットワーク社

会研究所 

「ＦＰの日」栃木ＦＰフォーラム２０１７＆栃

木県金融広報委員会講演会 
H29.11.11 

特定非営利活動法人日本ファイナンシ

ャル・プランナーズ協会栃木支部 

帝京大学経済学部地域経済学科シンポジウム

「がんばる栃木農業」 
H29.11.11 帝京大学 

うつのみやイルミネーション２０１７ 

H29.11.16 

 ～ 

H30. 1.15 

宇都宮市中心街地ライトアップ実行委

員会 

歴史と光のフュージョンプロイジェク

ト実行委員会 

石の街うつのみやシンポジウム H29.11.18 特定非営利活動法人大谷石研究会 
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後援・協賛行事名 期日 主 催 

第３１回宇都宮マラソン大会 H29.11.19 宇都宮マラソン大会実行委員会 

２０１７年全国そろばんコンクール宇都宮大会 H29.11.23 宇都宮珠算連盟 

第７回Ｊａｐａｎ伝統芸Ａｕｔｕｍｎ Ｆｅｓ

ｔｉｖａｌ 
H29.11.24 日本伝統文化継承者育成実行委員会 

とちぎハイスクールフェスティバル２０１７ H29.11.26 
とちぎハイスクールフェスティバル実

行委員会 

中小企業経営セミナー H29.11.28 ㈱日本政策金融公庫宇都宮支店 

宇都宮共和大学 シティライフ学シンポジウム H29.11.29 宇都宮共和大学 

おもてなしセミナー H29.12. 7 宇都宮市おもてなし推進委員会 

宇都宮発！１０代から考える起業への道セミナ

ー 
H29.12. 9 ㈱日本政策金融公庫宇都宮支店 

栃木県カレンダー写真コンテスト 
H29.12.25 

～H30. 8. 5 
サトーカメラ㈱ 

振り込め詐欺撲滅に向けた取り組み H30. 1 宇都宮東郵便局 

振り込め詐欺撲滅に向けた取り組み H30. 1 宇都宮中央郵便局 

振込め詐欺等撲滅に向けた取り組み H30. 1 宇都宮南郵便局 

とちぎん創業塾 
H30. 1.20 

～ 4.21 
㈱栃木銀行 

創業支援セミナー H30. 2. 7 ㈱日本政策金融公庫宇都宮支店 

第１６回宇都宮市医師会市民フォーラム H30. 2.24 宇都宮市医師会 

文星和太鼓 第２回定期演奏会 H30. 2.25 学校法人宇都宮学園 

知的財産セミナー２０１７ H30. 3. 2 日本弁理士会関東支部 

宇都宮ベンチャーズ 起業フォーラム H30. 3.10 宇都宮ベンチャーズ 

第１１回うつのみや大道芸フェスティバル 
H30. 3.17 

～ 3.18 

うつのみや大道芸フェスティバル実行

委員会 

「日本の未来」～人口減少、少子高齢化がもた

らす衝撃の真実！～講演会 
H30. 3.19 （公社）宇都宮青年会議所 
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ソ 視察受入状況 

NO 年月日 視察団体 人数 内容 担当部 

1 H29. 9. 1 
日本商工会議所まちづくり・
農林水産資源活用専門委員会 

２５ 大谷石資料館の視察 地域振興部 

2 H29. 9. 7 相模原商工会議所 ５５ 
観光振興と宇都宮餃子に
よるまちづくりについて 

地域振興部 

3 H29.11.20 高岡市商工会 １０ ユニオン通りの視察 地域振興部 

4 H29.10.11 荒川区商店街連合会 ３０ オリオン通りの視察 地域振興部 

5 H30. 2. 5 浦安商工会議所 商業部会 １５ 宇都宮屋台横丁の視察 地域振興部 

6 H30. 2. 6 浦安商工会議所 商業部会 １５ 宇都宮餃子について 地域振興部 

7 H30. 2.23 唐津商工会議所 ２ 
映画製作や地域活性化に
関する意見交換 

総 務 部 

 

 

(7) 技術・技能の普及検定 

ア 検定 

(ｱ) 珠算 

回 次 実施年月日 人 数 内 訳 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合 計 

第 210 回 H29. 6.25 

受 験 者 数 40 39 78 13 19 17 206 

実受験者数 40 39 75 13 19 17 203 

合 格 者 数 6 17 32 7 13 14 89 

第 211 回 H29.10.22 

受 験 者 数 37 31 60 20 11 15 174 

実受験者数 37 29 59 20 11 15 171 

合 格 者 数 9 12 27 15 10 12 85 

第 212 回 H30. 2.11 

受 験 者 数 44 41 81 15 24 22 227 

実受験者数 44 40 76 14 23 21 218 

合 格 者 数 11 20 41 11 18 17 118 

合 計 

受 験 者 数 121 111 219 48 54 54 607 

実受験者数 121 108 210 47 53 53 592 

合 格 者 数 26 49 100 33 41 43 292 

年度平均合格率 21.5% 45.4% 47.6% 70.2% 77.4% 81.1%  

 ［年間受験者数前年度比 104.3%］ 
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(ｲ) 簿記 

回 次 実施年月日 人 数 内 訳 １級 ２級 ３級 合 計 

第 146 回 H29. 6.11 

受 験 者 数 46 315 474 835 

実受験者数 43 269 398 710 

合 格 者 数 1 139 176 316 

第 147 回 H29.11.19 

受 験 者 数 71 329 412 812 

実受験者数 65 287 369 721 

合 格 者 数 0 68 114 182 

第 148 回 H30. 2.25 

受 験 者 数 ― 280 472 752 

実受験者数 ― 229 389 618 

合 格 者 数 ― 78 178 256 

合 計 

受 験 者 数 117 924 1358 2399 

実受験者数 108 785 1156 2049 

合 格 者 数 1 285 468 754 

年度平均合格率 0.9% 36.3% 40.5%  

［年間受験者数前年度比 89.9%］ 

 

 

 (ｳ) リテールマーケティング（販売士） 

回  次 実施年月日 

 

 

 

 

人 数 内 訳 １級 ２級 ３級 合  計 

第 80 回 H29. 7. 8 

受 験 者 数 ― 22 93 115 

実受験者数 ― 20 88 108 

合 格 者 数 ― 15 50 65 

第 81 回 H30. 2.21 

受 験 者 数 13 42 91 

 

146 

実受験者数 8 34 80 122 

合 格 者 数 1 17 55 73 

合 計 

受 験 者 数 13 64 184 261 

実受験者数 8 54 168 230 

合 格 者 数 1 32 105 138 

年度平均合格率 12.5% 59.3% 62.5%  

                             [年間受験者数前年度比 102.0%］ 
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(ｴ) 日商ＰＣ（文書作成） 

回 次 実施年月日 人 数 内 訳 １級 ２級 ３級 Basic 合 計 

 随時実施 
受 験 者 数 ― 2 3 1 6 

 合 格 者 数 ― 1 3 1 5 

 

合 計 

受 験 者 数 ― 2 3 1 6 

 合 格 者 数 ― 1 3 1 5 

 年度平均合格率 ― 50.0% 100.0% 100.0%  

                                 ［年間受験者数前年度比 50.0%］ 

 

 

 (ｵ) 日商ＰＣ（データ活用） 

回 次 実施年月日 人 数 内 訳 １級 ２級 ３級 Basic 合 計 

 随時実施 
受 験 者 数 ― ― 5 16 21 

合 格 者 数 ― ― 2 11 13 

合 計 

受 験 者 数 ― ― 5 16 21 

合 格 者 数 ― ― 2 11 13 

年度平均合格率 ― ― 40.0% 68.8%  

［年間受験者数前年度比 233.3%］ 

 

 

(ｶ) 日商ＰＣ（プレゼン資料作成） 

回 次 実施年月日 人 数 内 訳 １級 ２級 ３級 合 計 

 随時実施 
受 験 者 数 ― 9 1 10 

 合 格 者 数 ― 2 1 3 

合 計 

受 験 者 数 ― 9 1 10 

合 格 者 数 ― 2 1 3 

 年度平均合格率 ― 22.2% 100.0%  

［年間受験者数前年度比 1,000.0%］ 

 (ｷ) 電子会計実務 

   平成２９年度の実績はなかった。 
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 (ｸ) 簿記初級 

回 次 実施年月日 人 数 内 訳 初級 合 計 

 

 
随時実施 

受 験 者 数 104 104 

合 格 者 数 24 24 

合 計 

受 験 者 数 104 104 

合 格 者 数 24 24 

年度平均合格率 23.1%  

［年間受験者数前年度比―%］ 

 

(ｹ) 福祉住環境コーディネーター 

回 次 実施年月日 人 数 内 訳 １級 ２級 ３級 合  計 

第 38 回 H29. 7. 9 

受 験 者 数 ― 66 16 82 

実受験者数 ― 62 15 77 

合 格 者 数 ― 30 8 38 

第 39 回 H29.11.26 

受 験 者 数 5 67 109 181 

実受験者数 5 58 101 164 

合 格 者 数 0 32 47 79 

合 計 

受 験 者 数 5 133 125 263 

実受験者数 5 120 116 241 

合 格 者 数 0 62 55 117 

年度平均合格率 0.0 51.7% 47.4%  

                            ［年間受験者数前年度比 102.7%］ 

(ｺ) カラーコーディネーター 

回 次 実施年月日 人 数 内 訳 １級 ２級 ３級 合  計 

第 42 回 H29. 6.18 

受 験 者 数 ― 3 15 18 

実受験者数 ― 3 15 18 

合 格 者 数 ― 1 12 13 

第 43 回 H29.12. 3 

受 験 者 数 8 11 44 63 

実受験者数 6 11 40 57 

合 格 者 数 2 8 36 46 

合 計 

受 験 者 数 8 14 59 81 

実受験者数 6 14 55 75 

合 格 者 数 2 9 48 59 

年度平均合格率 33.3% 64.3% 87.3%  

                                 ［年間受験者数前年度比 75.0%］ 
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(ｻ) ビジネス実務法務 

回 次 実施年月日 人 数 内 訳 １級 ２級 ３級 合  計 

第 41 回 H29. 7. 2 

受 験 者 数 ― 35 44 79 

実受験者数 ― 28 37 65 

合 格 者 数 ― 3 23 26 

第 42 回 H29.12. 10 

受 験 者 数 2 47 83 132 

実受験者数 1 36 72 109 

合 格 者 数 0 20 52 72 

合 計 

受 験 者 数 2 82 127 211 

実受験者数 1 64 109 174 

合 格 者 数 0 23 75 98 

年度平均合格率 0.0% 35.9% 68.8%  

                           ［年間受験者数前年度比 124.1%］ 

 

 

(ｼ） 環境社会（ｅｃｏ）検定 

回 次 実施年月日 人 数 内 訳 級なし 合  計 

第 22 回 H29. 7.23 

受 験 者 数 101 101 

実受験者数 90 90 

合 格 者 数 57 57 

第 23 回 H29.12.17 

受 験 者 数 128 128 

実受験者数 119 119 

合 格 者 数 79 79 

合 計 

受 験 者 数 229 229 

実受験者数 209 209 

合 格 者 数 136 136 

年度平均合格率 65.1%  

                  ［年間受験者数前年度比 112.3%］ 
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(ｽ） ビジネスマネジャー検定 

回 次 実施年月日 人 数 内 訳 級なし 合  計 

第 5 回 H29. 7.16 

受 験 者 数 45 45 

実受験者数 41 41 

合 格 者 数 11 11 

第 6 回 H29.11.12 

受 験 者 数 35 35 

実受験者数 30 30 

合 格 者 数 17 17 

合 計 

受 験 者 数 80 80 

実受験者数 71 71 

合 格 者 数 28 28 

年度平均合格率 39.4%  

                  ［年間受験者数前年度比 84.2%］ 

 

(8) 相談・指導・斡旋等 

ア 不動産鑑定相談 

    売買や相続発生時の資産評価、事業資金借入申込時の担保評価など、中小企業者等が抱える 

不動産全般の諸問題に対し、（公社）栃木県不動産鑑定士協会と共催により無料相談を実施した。 

(ｱ) 実施日 平成２９年８月９日（水）、平成３０年２月１４日（水）（全２回） 

      午後１時３０分～午後４時３０分 

(ｲ) 会 場 当商工会議所 会議室 

(ｳ) 相談員 （公社）栃木県不動産鑑定士協会所属の不動産鑑定士 上野 初雄 氏他３人  

(ｴ) 利用者 ０件 

本事業により得られた成果 

不動産鑑定士から専門的なアドバイスを与えることにより、不動産を有効に活用した事業 

経営を支援することができた。 

 

イ 知的財産権相談（１日知財窓口） 

    特許庁の「知財総合支援窓口」（委託先（公財）栃木県産業振興センター）を活用し、主に宇

都宮市内の事業所等を対象として、知的財産権に関する無料相談を実施した。 

(ｱ) 期 間 平成２９年４月１日（土）～平成３０年３月３１日（土）（原則毎月第３金曜日） 

       午後１時３０分～午後４時３０分開設 
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   (ｲ) 会 場 当商工会議所 会議室 

   (ｳ) 相談員 弁理士 藤掛 宗則 氏 他４人 

   (ｴ) 利用者 ２９件 

本事業により得られた成果 

知的財産権の周知と、企業における戦略的取得、権利活用等各種相談に対応することができ 

   た。 

 

ウ 弁理士知財相談（発明相談事業） 

    弁理士知財相談は栃木県発明協会と予算を出し合い共催していたが、栃木県発明協会が予算

を出さなくなったため、平成２９年度より廃止となった。 

 

エ 法律相談 

    主に宇都宮市内の事業所等の法的トラブル（ＰＬ法関係、売掛金の回収、不渡り手形の処理

方法等）に対処する無料相談を実施した。 

(ｱ) 期 間 平成２９年４月１日（土）～平成３０年３月３１日（土）（原則毎月第２火曜日） 

       午後１時３０分～午後４時３０分開設 

(ｲ) 会 場 当商工会議所 会議室 

(ｳ) 相談員 弁護士 阪口 勉 氏 他３人 

(ｴ) 利用者 ２５件 

本事業により得られた成果 

事業所等のさまざまな法的トラブル・相談事に対し、その対処法や解決策を提供することがで 

   きた。 

 

オ 税務相談 

    小規模事業者の様々な税に関する課題解決を図るため、税理士による無料相談を実施した。 

(ｱ) 期 間 平成２９年４月１日（土）～平成３０年３月３１日（土） 

   (ｲ) 会 場 当商工会議所 会議室 

   (ｳ) 内 容 小規模事業者を対象とした税務相談（法人設立、法人税、相続税、土地の譲渡、

契約等について） 

   (ｴ) 利用者 ２件 

本事業により得られた成果 

法人設立、法人税、相続税等の相談に対し、税理士による適切な指導により、課題解決を支 

援することができた。 



 

- 220 - 

 

カ 納税相談 

  確定申告期間の２日間、個人会員事業所を対象に、税理士による事業に係る所得税や消費税

の確定申告書、決算書の作成指導及びｅ－Ｔａｘを無料で実施した。 

 (ｱ) 期 間 平成３０年２月２７日（火）、２８日（水） 

午前９時～午後４時 

(ｲ) 会 場 当商工会議所 大会議室 

(ｳ) 相談員 関東信越税理士会宇都宮支部派遣税理士 各日２人 

(ｴ) 利用者 １１件（２７日５件、２８日６件） 

本事業により得られた成果 

    所得税や消費税の確定申告書等の作成について、税理士による適切な指導・アドバイスが行

われたことにより、適正な申告につなげられることができ、また相談者の税務知識の向上に寄

与することができた。 

 

キ 決算代行 

主に自計が難しい個人事業主を対象に、税務指導及び事務負担の軽減を図ることを目的とし

て事業に係る所得税や消費税の確定申告書、決算書の作成指導を有料で実施した。 

(ｱ) 期 間 平成３０年２月１日（木）～３月１５日（木） 

(ｲ) 会 場 当商工会議所 事務所 

(ｳ) 相談員 当商工会議所経営指導員及び経営支援員 

(ｴ) 利用者 ２１１件 

本事業により得られた成果 

事務負担の軽減や税務知識の向上につなげ、今後事業主が自ら確定申告書や決算書の作成が 

   可能となるよう知識習得の一端を担うことができた。 

 

ク 消費税転嫁対策窓口相談等事業 

平成３１年１０月から消費税率１０％への引上げ及び税率の一部を８％に据え置く消費税軽

減税率制度（複数税率）が実施されることに伴い、消費税率引上げ及び軽減税率対策に対応が

できるよう窓口・巡回等において相談に応じた。 

(ｱ) 巡回・窓口相談件数 

巡回相談 ８０６件 

窓口相談 ９０件 
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(ｲ) セミナーの開催 

開催日 場 所 内容（テーマ） 講 師 参加者 

 H29. 8. 1 

 

ホテルニュー

イタヤ 

ディズニーランドに学ぶ接客術 

 ～消費税率引上げに負けない接客力

でお客様を惹きつけ、リピートに繋げ

る～ 

ＣＳ向上コンサル

タント・トレーナー 

藤田 理恵 氏 

２１人 

 

 H29. 8.24 

 

宇都宮東武ホ

テルグランデ 
消費増税に備えて今すぐ導入可能!!５

つのＩＴツールＩＴ活用による業務効

率アップ 

イーンスパイア㈱ 

代表取締役 

横田 秀珠 氏 

２８人 

 

H29.12. 1 

 

ホテルニュー

イタヤ 
優秀な人材を確保し、成果を達成させ

るための組織を作る 

㈱プ ロモータ ー

ズ・カンパニー 

代表取締役 

石川 アサ子 氏 

９人 

本事業により得られた成果 

 平成３１年１０月に消費税率１０％への引上げや軽減税率制度が導入されることから、中

小・小規模事業者にとって、消費税率の引上げにより消費マインドの冷え込みや競合他社との

価格競争が激化することに加え、軽減税率制度の導入により、経理処理等の事務作業が増える

という新たな負担が予想されるため、など個々の課題に対し相談・支援をし、中小・小規模事

業者の取り組みについての実態を把握するとともに、セミナーを開催することにより情報提供

及び広報・周知することができた。 

 

ケ 小規模事業者向け特定課題対応経営相談会 

小規模事業者の多様化・高度化する経営課題に対して、各関係機関の外部専門家等との連携

により、当該事業者の現状と課題を明らかにするとともに、実現可能な目標の設定と今後進む

べき方向性の提案等、経営改善及び経営力向上に係る支援を行った。 

(ｱ) 相談会開催回数 ３回（9/14、11/9、1/23） 

   (ｲ) 相談員 

内容 関係機関名 相談日 

事業計画策定 栃木県よろず支援拠点 9/14、1/23 

金融 ㈱日本政策金融公庫 国民生活事業 11/9 

創業 栃木県よろず支援拠点 9/14、11/9 

事業承継 栃木県事業引継ぎ支援センター 11/9 

販路開拓 栃木県よろず支援拠点 9/14、1/23 
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(ｳ) 相談件数 

事業計画

策定 
販路開拓 金融 事業承継 創業 その他 合 計 

２件 ２件 １件 ０件 ０件 １件 ６件 

本事業により得られた成果 

    経営改善及び経営力向上を希望する小規模事業者に対し、専門家の指導を行うことを通じて、

実現可能な目標の設定と今後進むべき方向性を提案することができた。 

 

コ 小規模事業者持続化補助金 

小規模事業者が行う地域の需要の変化に応じた持続的な経営計画に基づく地道な販路開拓の

取り組みに対し、国が必要となる経費の一部を補助することにより、地域の原動力となる小規

模事業者の活性化を図るものである。 

当商工会議所は、補助金申請する小規模事業者に対し、必要となる経営計画書と補助事業計

画書の作成を経営指導員等による窓口での相談対応やよろず支援拠点、外部専門家との連携に

よる個別相談会により支援するとともに、日本商工会議所と形式審査事務に関する委託契約を

締結し、申請者に対する提出書類の形式審査及び採択後５年間の当商工会議所による事業支援

計画書の発行を行った。 

また、採択された事業者の補助対象事業の執行や円滑な実績報告に向けた相談・助言を実施

した。 

(ｱ) 形式審査事務件数 

ａ 平成２９年度補正予算受付分 ３３件 

本事業により得られた成果 

    経営計画書の作成は、ほとんどの小規模事業者には不慣れな作業であり、当商工会議所職員

が寄り添い、自己や外部環境、顧客ニーズなどの分析を行い、将来目標やアクションプランの

設定について支援することにより、経営計画策定の重要性について相談者の理解が深まった。 

    また、採択された事業者の補助対象事業の執行について伴走型で必要な助言を行い、売上向

上や利益向上、新規取引先の開拓などの販路開拓に繋がった。 

 

サ 経営発達支援事業（伴走型小規模事業者支援推進事業） 

平成２６年９月に施行された「商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法

律の一部を改正する法律」（改正小規模支援法）により、小規模事業者の事業計画策定や計画実

行を、事業者に寄り添って支援を行う商工会議所の支援計画（「経営発達支援計画」）を国が認

定・公表することになった。 

当商工会議所は平成２８年４月２２日に国の認定を受け、伴走型小規模事業者支援推進事業
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の円滑な実施体制を構築し、支援を行う小規模事業者の掘り起しを行いつつ、意識レベルと発

展段階に合わせた支援を行うことを目標とした。 

(ｱ) 経営計画策定セミナー等 

伴走型小規模事業者支援推進事業補助金が不採択となったため中止した。 

(ｲ) 需要動向調査 

伴走型小規模事業者支援推進事業補助金が不採択となったため中止した。 

当初国が事業範囲としていたが、経済動向調査とともに補助対象外となった。 

(ｳ) 経営専門相談会 

伴走型小規模事業者支援推進事業補助金が不採択となったが、規模を縮小して開催した。 

ａ 開催日 平成２９年９月１４日（木）、１１月９日（木） 

平成３０年１月２３日（火） 

      ｂ 相談員 栃木県よろず支援拠点 チーフコーディネーター 矢口 季男ほか 

      ｃ 相談件数 ６件 

    ｄ 相談内容 事業計画策定ほか 

(ｴ) 小規模事業者持続化補助金採択者のフォローアップ 

      ３１事業者に対して３９回の事後指導を実施した。 

認定された経営発達支援計画 

実施期間  平成 28年 4月 1日～平成 33年 3月 31 日 

目標 
宇都宮商工会議所の幅広いネットワークと強いリーダーシップ力を発 

揮し、小規模事業者の定着、自立を目指す 

事業内容 

Ⅰ．経営発達支援事業の内容 

１．地域の経済動向調査に関すること  

２．経営状況の分析に関すること  

３．事業計画策定・実施支援に関すること 

 ４．需要動向調査・需要の開拓に寄与する事業に関すること  

Ⅱ．地域経済の活性化に資する取組  

Ⅲ．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組 

【主な連携機関】 

 中小企業基盤整備機構、宇都宮市、栃木県産業振興センター、ジェトロ栃木、栃木県よろず支

援拠点、栃木県中小企業診断士会、関東信越税理士会、栃木県信用保証協会、栃木県弁護士会、栃

木県社会保険労務士会、栃木県発明協会、栃木県信用保証協会、栃木県中小企業再生支援協議会、

栃木県事業引継ぎ支援センター、日本政策金融公庫、商工中金、地域プラットホーム構成金融機関、

認定経営革新等支援機関等 
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本事業により得られた成果 

    事業規模は縮小されたが、経営専門相談会の開催や小規模事業者持続化補助金の支援を通し

て、事業者が有している経営課題に対して実践的なアドバイスを行うことができた。 

 

(9) 経営改善普及事業 

ア 巡回・窓口相談指導 

   (ｱ) 巡回指導件数 

 経営革新 経営一般 情報化 金 融 税 務 労 働 取 引 環境対策 その他 計 (回) 

製造業 0 

0 

278 2 17 0 23 2 0 268 590 

建設業 1 305 1 31 3 40 0 0 335 716 

小売業 2 989 2 28 15 30 0 0 635 1,701 

卸売業 0 200 2 6 2 13 0 0 176 399 

サービス業 1 781 11 30 17 41 0 1 588 1,470 

その他 0 157 0 7 7 10 0 0 163 344 

計 4 2,710 18 119 44 157 2 1 2,165 5,220 

 

(ｲ) 窓口指導件数（通話等によるものを含む） 

 経営革新 経営一般 情報化 金 融 税 務 労 働 取 引 環境対策 その他 計 (回) 

製造業 2 169 0 29 34 18 4 0 94 350 

建設業 5 330 0 63 118 50 1 0 118 685 

小売業 3 581 0 70 170 46 6 0 248 1,124 

卸売業 1 102 0 20 19 12 0 0 86 240 

サービス業 3 594 2 63 189 87 0 1 250 1,189 

その他 1 127 0 18 41 30 0 0 50 267 

計 15 1,903 2 263 571 243 11 1 846 3,855 

 

イ 創業指導（創業を予定している者に対する指導回数）   

 経営革新 経営一般 情報化 金 融 税 務 労 働 取 引 環境対策 その他 計（回） 

巡回指導 0 2 0 0 3 1 0 0 3 9 

窓口指導 2 35 0 16 38 2 1 0 47 141 

計 2 37 0 16 41 3 1 0 50 150 
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ウ 経営安定特別相談室 

倒産の恐れのある中小企業から事前に相談を受け、倒産を未然に防止するための方策を講じ、 

      また、倒産防止が困難とみられる企業には、円滑な整理を図るための相談・指導事業を行った。 

(ｱ) 構 成 員 商工調停士１人、弁護士１人、中小企業診断士５人 

   (ｲ) 商工調停士 

氏 名 役職名 

仲山 親雄 
ナック・ワース・プロ㈲ 代表取締役 

一般社団法人栃木県中小企業診断士会 会長 

   (ｳ) 相談件数 

製造業 卸売業 小売業 建設業 ｻｰﾋﾞｽ業 その他 合 計 

4 件(2 社) 0 件(0 社) 4 件(2 社) 2 件(1 社) 6 件(2 社) 0 件(0 社) 16 件(7 社) 

本事業により得られた成果 

売上や収益減少等で資金繰りが悪化している企業７社に対し、８回の窓口相談と８回の専門 

   相談員等の派遣を実施して経営改善・円滑な整理等を行い、相談室としての指導効果が得られ 

た。 

 

エ 講習会等の開催による指導 

   (ｱ) 集団指導 

経営革新 経営一般 情報化 金 融 税 務 労 働 取 引 環境対策 その他 計 

0 20 1 0 33 0 0 0 0 54 回 

0 127 8 0 230 0 0 0 0 365 人 

 

(ｲ) 個別指導 

経営革新 経営一般 情報化 金 融 税 務 労 働 取 引 環境対策 その他 計 

0 3 0 0 4 0 0 0 26 33 回 

0 6 0 0 13 0 0 0 54 73 人 

 

(ｳ) 講習会等の開催状況 

     ａ 集団指導 

総括表 

事  業  名 回  数 参加者数（人） 

３級簿記講座 34 230 
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事  業  名 回  数 参加者数（人） 

消費税軽減税率転嫁対策セミナー 3 25 

創業スクール 11 48 

中小企業会計啓発・普及セミナー（基礎編・応用編） 2 8 

クラウドファンディングセミナー 1 8 

経営改善懇談会 3 38 

デスティネーションキャンペーン販売促進勉強会 2 25 

合     計 56 382 

       個別表 

月 日 事  業  名 講   師 参加者数(人) 

6 6 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    長塚 幸孝 
8 

6 9 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    竹中 直子 
10 

6 13 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    竹中 直子 
8 

6 13 みどり野町商店会研修会 
中小企業診断士 

       矢口 季男 
9 

6 16 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    竹中 直子 
9 

6 23 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    長塚 幸孝 
8 

6 27 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    内藤 育男 
9 

6 30 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    竹中 直子 
6 

7 4 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    竹中 直子 
8 

7 7 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    竹中 直子 
8 

7 11 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    竹中 直子 
7 

7 14 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    内藤 育男 
6 

7 18 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    長塚 幸孝 
6 

7 21 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    竹中 直子 
8 
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月 日 事  業  名 講   師 参加者数(人) 

7 25 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    竹中 直子 
6 

7 28 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    内藤 育男 
6 

8 1 
消費税軽減税率転嫁対策セ

ミナー 

ＣＳ向上コンサルタント・トレーナー 

       藤田 理恵 
13 

8 1 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    長塚 幸孝 
8 

8 3 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    竹中 直子 
8 

8 8 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    内藤 育男 
7 

8 18 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    竹中 直子 
7 

8 22 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    内藤 育男 
7 

8 24 
消費税軽減税率転嫁対策セ

ミナー 

イーンスパイア株式会社 

 代表取締役 横田 秀珠 
8 

8 25 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    内藤 育男 
7 

8 29 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    内藤 育男 
6 

9 1 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    内藤 育男 
7 

9 5 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    長塚 幸孝 
6 

9 8 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    内藤 育男 
5 

9 12 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    長塚 幸孝 
7 

9 15 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    長塚 幸孝 
6 

9 19 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    内藤 育男 
5 

9 22 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    内藤 育男 
7 

9 26 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    内藤 育男 
6 

9 29 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    長塚 幸孝 
6 
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月 日 事  業  名 講   師 参加者数(人) 

10 3 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    内藤 育男 
6 

10 6 ３級簿記講座 
栃木県立宇都宮商業高等学校 

 教諭    竹中 直子 
6 

10 8 創業スクール（第１項） 
中小企業診断士 

       青山 直子 
4 

10 8 創業スクール（第２項） 
中小企業診断士 

       青山 直子 
4 

10 8 創業スクール（第３項） 
中小企業診断士 

       江田 彰 
4 

10 8 創業スクール（第４項） 
中小企業診断士 

       江田 彰 
4 

10 8 創業スクール（第５項） 
中小企業診断士 

       佐藤 秀紀・松本 誠謙 
4 

10 15 創業スクール（第１項） 
中小企業診断士 

       小峰 俊雄 
4 

10 15 創業スクール（第２項） 
中小企業診断士 

       東 健司 
4 

10 15 創業スクール（第３項） 
社会保険労務士 

       池田 功 
4 

10 18 
中小企業会計啓発・普及セミ

ナー（基礎編） 

一般社団法人日本経営士会栃木県会 

       石田 桂久 
4 

10 23 
クラウドファンディングセ

ミナー 

ＲＥＡＤＹＦＯＲ株式会社 

 キュレータ 小寺 瞬也 
8 

10 25 
中小企業会計啓発・普及セミ

ナー（応用編） 

一般社団法人日本経営士会栃木県会 

       大垣 壽雄 
4 

10 29 創業スクール（第１項） 
税理士法人児玉税経 

 代表社員  児玉 博利 
4 

10 29 創業スクール（第２項） 
日本政策金融公庫宇都宮支店 

 融資第二課長 原 隆文 
4 

10 29 創業スクール（第３項） 
栃木県信用保証協会 

 経営支援室長 安西 克巳 
4 

10 29 創業スクール（第４項） 
中小企業診断士 

  尾野 哲・高井 宏治・田中 義博 
4 

12 1 
消費税軽減税率転嫁対策セ

ミナー 

株式会社プロモーターズ・カンパニー 

 代表取締役 石川 アサ子 
4 

1 24 宇都宮機械工業会研修会 
東京商工リサーチ宇都宮支店 

      鵜澤 一平・矢田部 徹也 
19 
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月 日 事  業  名 講   師 参加者数(人) 

3 19 大谷商工観光協力会研修会 
協同組合宇都宮餃子会 

 理事・事務局長 鈴木 章弘 
10 

3 22 
デスティネーションキャン

ペーン販売促進勉強会 

一般社団法人那須塩原市観光局 

 局長      木下 昭彦 
12 

3 26 
デスティネーションキャン

ペーン販売促進勉強会 

一般社団法人那須塩原市観光局 

 局長      木下 昭彦 
13 

      ｂ 個別指導 

総括表 

事  業  名 回  数 参加者数（人） 

法律相談 12 25 

１日知財窓口 12 29 

税務相談 2 2 

不動産鑑定相談 2 0 

経営専門相談会 3 6 

納税相談 2 11 

合     計 33 73 

個別表 

月 日 事 業 名 講   師 参加者数(人) 

4 11 法律相談 
阪口勉法律事務所 

        阪口  勉 
1 

4 21 １日知財窓口 
栃木県知財総合支援窓口 

窓口支援担当者 樋田 治三 
1 

5 9 法律相談 
弁護士法人のぞみ法律事務所 

  阿久津 正巳 
0 

5 19 １日知財窓口 
栃木県知財総合支援窓口 

窓口支援担当者 樋田 治三 
2 

6 5 税務相談 
税理士 

        大根田 良二 
1 

6 13 法律相談 
とちのき法律事務所 

        菊池 昭吾 
1 

6 15 税務相談 
髙橋税務会計事務所 

        髙橋 裕樹 
1 

6 16 １日知財窓口 
栃木県知財総合支援窓口 

窓口支援担当者 樋田 治三 
2 
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月 日 事 業 名 講   師 参加者数(人) 

7 11 法律相談 
阪口勉法律事務所 

        阪口  勉 
2 

7 21 １日知財窓口 
栃木県知財総合支援窓口 

窓口支援担当者 樋田 治三 
3 

8 8 法律相談 
弁護士法人のぞみ法律事務所 

  増子 孝徳 
3 

8 9 不動産鑑定相談 
有限会社宇都宮不動産鑑定 上野 初

雄、株式会社総研 飯塚 義章 
0 

8 18 １日知財窓口 
栃木県知財総合支援窓口 

窓口支援担当者 樋田 治三 
2 

9 12 法律相談 
とちのき法律事務所 

        菊池 昭吾 
3 

9 14 経営専門相談会 
栃木県よろず支援拠点  

コーディネーター 関 悟 
2 

9 15 １日知財窓口 
栃木県知財総合支援窓口 

窓口支援担当者 樋田 治三 
3 

10 11 法律相談 
阪口勉法律事務所 

        阪口  勉 
3 

10 20 １日知財窓口 
栃木県知財総合支援窓口 

窓口支援担当者 樋田 治三 
2 

11 9 経営専門相談会 
栃木県よろず支援拠点  

チーフコーディネーター 矢口 季男 
2 

11 14 法律相談 
弁護士法人のぞみ法律事務所 

  阿久津 正巳 
2 

11 17 １日知財窓口 
栃木県知財総合支援窓口 

窓口支援担当者 樋田 治三 
3 

12 12 法律相談 
とちのき法律事務所 

        菊池 昭吾 
3 

12 15 １日知財窓口 
栃木県知財総合支援窓口 

窓口支援担当者 樋田 治三 
3 

1 9 法律相談 
阪口勉法律事務所 

        阪口  勉 
2 

1 19 １日知財窓口 
栃木県知財総合支援窓口 

窓口支援担当者 樋田 治三 
3 

1 23 経営専門相談会 
栃木県よろず支援拠点  

チーフコーディネーター 矢口 季男 
2 

2 13 法律相談 
弁護士法人のぞみ法律事務所 

  増子 孝徳 
2 
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月 日 事 業 名 講   師 参加者数(人) 

2 14 不動産鑑定相談 
有限会社宇都宮不動産鑑定 上野 初

雄、株式会社総研 飯塚 義章 
0 

2 16 １日知財窓口 
栃木県知財総合支援窓口 

窓口支援担当者 樋田 治三 
2 

2 27 納税相談 
関東信越税理士会宇都宮市部 

      高久 晴行、髙橋 祐樹 
5 

2 28 納税相談 
関東信越税理士会宇都宮市部 

      鈴木 寛、和美 智伸 
6 

3 13 法律相談 
とちのき法律事務所 

        菊池 昭吾 
3 

3 16 １日知財窓口 
栃木県知財総合支援窓口 

窓口支援担当者 樋田 治三 
3 

 

オ 小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経融資） 

小規模事業者を対象に、当商工会議所の経営指導を受けて経営や技術の改善を図るための資

金を無担保・無保証人、低金利で融資する国の特別貸付で、貸付限度額が２，０００万円、貸

付期間が運転資金７年以内（据置期間１年以内）、設備資金１０年以内（据置期間２年以内）

の制度内容である。 

また、東日本大震災に対処した災害マル経融資では、直接又は間接的に被害（風評被害、計

画停電、自粛による被害等は含まれない）を受け、かつ、被害証明書等の提出が可能な方を対

象に、一般マル経融資とは別枠で貸付限度額１，０００万円、貸付利率が貸付後３年間は０．

９％低減の制度内容の拡充措置が継続された。 

    さらに、平成２８年２月２２日から「まち・ひと・しごと創生貸付利率特例制度」が適用さ

れ、地方で新たに１名以上（従業員２１名以上の企業の場合は３名以上）の若者（３５歳未満）

を雇用する方、次世代育成支援対策推進法第１３条に基づく「子育てサポート企業」（くるみん

またはオウラチナくるみん）の認定を受けた方などを対象に、マル経融資の貸付利率から０．

１％低減される措置が継続された。 

なお、小規模事業者の資金需要に対して迅速に対応するため、審査会を月３回開催した。 

(ｱ) マル経融資の取扱状況 

                                     （単位：万円） 

推   薦 決   定 
資金使途別内訳（決定分） 

運  転 設  備 

件数 金額 審査会 件数 金額 平均値 延件数 金額(%) 延件数 金額(%) 

59 

(109.2) 

30,950 

(124.0) 

27 回 58 

(113.7) 

30,630 

(126.1) 

528 47 79.3 26 20.7 
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注）（ ）内の数値は、対前年度比（％）である。 

 

(ｲ) マル経融資の業種別内訳（決定分） 

                                    （単位：万円） 

製 造 業 卸 売 業 小 売 業 サービス業 

件数（％） 金 額 件数（％） 金 額 件数（％） 金 額 件数（％） 金 額 

11（19.0） 5,030 2（3.4） 1,700 13（22.4） 8,220 11（19.0） 2,420 

建 設 業 そ の 他 合   計  

件数（％） 金 額 件数（％） 金 額 件数（％） 金 額 

17（29.3） 10,360 4（6.9） 2,900 58（100） 30,630 

 

(ｳ) マル経融資の金利等の推移 

                                                           （単位：％） 

年 月 日 
政 府 系 

基準金利 
マル経金利 

長    期 

ﾌﾟﾗｲﾑﾚｰﾄ 

財投金利 

(元利均等5年以

内償還据置無) 

基準金利 

（公定歩合） 

29. 4. 3 1.16～2.40 1.16 0.95 0.01 0.3 

29. 4.12 ↓ 1.11 ↓ ↓ ↓ 

29. 7.11 ↓ ↓ 1.00 ↓ ↓ 

29. 9.13 1.16～2.30 ↓ ↓ ↓ ↓ 

29.10.12 1.16～2.40 ↓ ↓ ↓ ↓ 

30. 3. 9 1.16～2.30 ↓ ↓ ↓ ↓ 

 注）表中の「↓」は、変更なしという意味である。 

本事業により得られた成果 

マル経融資の利用者拡大を図るため、当商工会議所会報誌へのチラシ折込み、当商工会議所 

   の小規模事業者会員へのＤＭ発送などマル経融資の再利用勧奨を行ったほか、日本政策金融公 

庫と連携して一日公庫を年２回（７月・１１月）、運転・設備資金の調達、新規事業に伴う資金

調達などの相談会を開催し、日本政策金融公庫のマル経担当者と当商工会議所会員事業者に巡

回訪問を実施しマル経の利用促進を行った。。 

なお、中期事業計画の成果目標（推薦件数７０件）に対する実績は８４．２％で、目標件数 

にはいたらなかった。 
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カ 記帳代行・記帳継続指導 

指導内容 回 数 事業所数 経営支援員数 

記帳代行 ５９ ８  
２人 

記帳継続指導 ４３７ ２０１ 

本事業により得られた成果 

記帳知識の乏しい個人事業主に対して、各種帳簿の記帳について継続的に指導することによ

り、税務知識の習得へつなげ、今後事業主自らが自計可能となるように記帳能力の向上に寄与

することができた。 

 

キ 経営・技術強化支援事業（エキスパートバンク事業） 

小規模企業等の経営・技術基盤の強化を図るため、各分野の専門家（エキスパート）を登録

し、小規模事業所に無料で派遣することにより経営指導を行った。 

(ｱ) 県内商工会議所指導実施件数  ７２件 

     〔内訳〕 栃木商工会議所    ５件   

          宇都宮商工会議所  １４件 

          足利商工会議所    ９件 

          鹿沼商工会議所   １３件 

          小山商工会議所    ５件 

          日光商工会議所   １０件 

          大田原商工会議所   ５件 

          佐野商工会議所    ６件 

          真岡商工会議所    ５件 

     〔業種別相談件数内訳〕        

業 種 件 数 

製 造 業 ９件 

建 設 業 １１件 

卸 売 業 ５件 

小 売 業 ３１件 

サービス業 １５件 

そ の 他 １件 

合 計 ７２件 

(ｲ) 登録専門家数        １５６人 

本事業により得られた成果 

    小規模事業者からの相談に対して専門家（エキスパート）を派遣し、経営課題解決のために
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具体的な提案をすることにより、経営改善に寄与することができた。指導内容は、販売促進が

最も多く２６件、次いで経営全般に関する相談２３件、新事業展開２件、情報化６件、法務３

件、創業５件、税務２件、労務３件、知財２件であった。 

 

ク 県内商工会議所経営指導員等研修会 

    県内９商工会議所の経営指導員及び経営支援員等を対象として、中小・小規模事業者等に対 

する経営支援能力の向上を図るため、当商工会議所が幹事商工会議所として下記研修会を開催

した。 

実施日 時間 コース テーマ 講師 出席者(人) 

H29. 7.27 10:00 

～ 

16:00 

創業支援カ

リキュラム 

創業支援の方策につ

いて 

㈱エイチ・エー・エル 

中小企業診断士 

太田 敬治 氏 

３９人 

H29. 8. 2 10:00 

～ 

16:00 

販路開拓カ

リキュラム 

新たな販路を切り拓

く中小企業がチャン

スを掴む経営支援 

オフィスにしむら 

代表 

西村 秀幸 氏 

４３人 

H29. 9. 6 10:00 

～ 

12:00 

経営計画策

定等支援カ

リキュラム 

中小企業をとりまく

状況と新規事業へ向

けた経営計画策定支

援 

ステップビズ合同会社 

代表 

千本 隆司 氏 

４３人 

13:00 

～ 

14:30 

14:30 

～ 

16:00 

企業の生産性向上と

企業におけるクラウ

ドサービスの活用に

ついて 

㈱マネーフォワード 

執行役員 MF クラウド 

事業推進本部長 

宮原 崇 氏 

H29. 9.26 10:00 

～ 

12:00 

事業承継等

カリキュラ

ム 

事業承継支援につい

て 

栃木県事業引継ぎ支援セ

ンター 統括責任者 

大森 治 氏 

４２人 

13:00 

～ 

16:00 

経営分析の手法、資

金調達支援について 

栃木県よろず支援拠点 

チーフコーディネーター 

矢口 季男 氏 

本事業により得られた成果 

県内商工会議所の経営指導員等が、本研修会に参加することにより（経営指導員は一人当た 

   り年間１０時間受講）、中小・小規模事業者等に対する支援施策について理解を深め、複雑化す

る経営環境に対応できる経営支援スキルを身につけることができた。 
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ケ 県内商工会議所統一パンフレット作成事業 

    県内９商工会議所共同により、商工会議所が行う各種事業の施策普及を図るため、平成２９ 

   年度は当商工会議所が幹事商工会議所となり、事業案内パンフレットを作成した。 

   (ｱ) 平成２９年度企画広報推進会議の開催 

      日 時 平成２９年５月２５日(木) 午後２時～午後３時 

      会 場 (一社)栃木県商工会議所連合会 会議室 

      議 題 平成２９年度施策普及に係るパンフレット等の原案検討について 

      出席者 １１人(県商工会議所連合会及び県内商工会議所担当職員) 

   (ｲ) 作成部数 ７，４００部 

栃木商工会議所 ６００部 

宇都宮商工会議所 １，７００部 

足利商工会議所 １，０００部 

鹿沼商工会議所 ７００部 

小山商工会議所 ６００部 

日光商工会議所 １，０００部 

大田原商工会議所 ７００部 

佐野商工会議所 ６００部 

真岡商工会議所 ５００部 

本事業により得られた成果 

当商工会議所は１，７００部作成し、経営指導員等の窓口相談、会員巡回指導等において配 

   布し、経営改善普及事業等の推進が図れた。 

 

(10) 受託事業 

ア 栃木県中小企業再生支援協議会事業 

産業競争力強化法第１２７条にもとづく認定支援機関である当商工会議所は、再生の可能性 

と意欲を有する県内中小企業に対し、県内経済団体・金融機関・関係団体等との連携を図り、

多種多様な事業内容や地域特有の課題を持つ中小企業の特性を踏まえ、きめこまかな再生支援

事業を実施した。 

相談件数は３８件（前年度比１１９％）となり、前年度と比較して持ち直し傾向となった。

再生計画策定支援開始は３６件（前年度比１２４％）、再生計画策定支援完了が３６件（前年度

比１４６％）となり、同じく前年度と比較して持ち直し傾向にある。 

案件内容としては、改善方向が明確でない難案件が目立ち対応に苦慮するケースもあったが、

各金融機関及び専門家の協力で完了まで繋げ、結果として前年度と比べて大幅な増加となった。 
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なお、今年度も引き続き抜本再生に積極的に取り組み、再生計画策定支援完了案件のうち、

抜本再生案件完了は３件（債権放棄２件、ＤＤＳ１件）であった。 

また、経営者保証ガイドラインに係る支援実績は、３件（一体型３件）であった。 

(ｱ) 個別支援業務の実施 

個別企業の相談及び再生計画策定支援を実施した。相談件数は３８件（累計１，６４８

件）３８社（累計１，０６７社）、であり、このうち３６件（累計６２３件）の再生計画

策定を支援し、３６件（累計５８８件）の支援が完了した。 

(ｲ) 支援体制 

支援業務者に統括責任者１人、統括責任者補佐７人を配置した。また、外部支援専門家

に弁護士、公認会計士、中小企業診断士等９９人を登録した。 

(ｳ) 全体会議 １回 

ａ 開催日時 平成２９年７月２４日（月）午後２時～午後４時１５分 

ｂ 会  場 当商工会議所大会議室 

ｃ 出 席 者 委員・オブザーバー２９人 随行３人 / 関係機関２人 

栃木県中小企業再生支援協議会９人 

栃木県経営改善支援センター１人 

栃木県事業引継ぎ支援センター３人 

認定支援機関（当商工会議所）６人 

(ｴ) 関係機関との連携・普及活動 

業務の円滑な推進を図るため、再生支援機関、金融機関等との情報交換会、連絡調整会議

等を実施した。 

ａ 栃木県、㈱足利銀行、㈱栃木銀行、栃木県信用保証協会への月例訪問（各１２回） 

ｂ ㈱足利銀行、㈱栃木銀行、栃木県信用金庫協会、栃木県信用保証協会との情報交換会 

（５８回） 

ｃ 県内信用金庫・信用組合への連携強化訪問（３６回） 

ｄ とちぎ中小企業支援ネットワーク会議（２回）、幹事会（２回） 

ｅ  栃木県弁護士会との情報交換（２回） 

ｆ 一般社団法人栃木県診断士会との情報交換（１回） 

ｇ 税理士団体会議への参加（４回） 

ｈ 地域経済活性化支援機構との情報交換（３回） 

ｉ 中小企業再生支援全国本部との情報交換（１０回） 

(ｵ) 広報活動 

ａ 協議会チラシ３０，０００枚・ポスター５００枚を作成し、協議会構成１６団体、県内９
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商工会議所、金融機関及び商工会、地方自治体等に配布した。 

ｂ 栃木県商工会議所連合会議員大会（平成２９年９月１２日開催）冊子６００部に広告を

掲載 

ｃ 当商工会議所会報「天地人」１１月号裏表紙広告及び毎月記事掲載を実施した。 

ｄ 県内商工会議所統一パンフレット７，４００部に掲載し、県内中小企業へ配布した。 

本事業により得られた成果 

平成１５年３月設置以降、累計で１，６４８社からの窓口相談に応じ、６２３社の再生計画 

策定を支援し、そのうち５８８社の再生計画策定が完了した。これにより２４，３１２人の雇

用を確保することができた。 

また、平成２５年３月８日から経営改善・資金繰り相談窓口を設置し、本年度は５件（累計 

４６件）の相談を受け、課題解決に対応することができた。 

 

イ 栃木県経営改善支援センター事業 

独立行政法人中小企業基盤整備機構の委託事業であり、栃木県中小企業再生支援協議会内に

設置するものである。 

借入金の返済負担等の影響により財務上の問題を抱えており、自ら経営改善計画等を策定す

ることが難しいものの、経営改善計画策定支援を受ける事により、金融機関からの支援（条件

変更や新規融資等）が見込める中小企業・小規模事業者に対し、中小企業の新たな事業活動の

促進に関する法律第１７条第１項の規定による経営革新等支援機関が依頼を受けて行う経営改

善計画策定支援の費用について、当支援センターが３分の２を上限（最大２００万円）として

補助することにより、経営改善・事業再生を促進するものである。 

また、平成２９年５月より早期経営改善計画策定支援事業が開始された。これは、中小企業・

小規模事業者の経営改善への意識を高め、早期からの対応を促すため、認定支援機関による経

営改善計画策定支援事業のスキームを活用して作成した早期経営改善計画の策定の費用につい

て、当支援センターが３分の２を上限（最大２０万円）をして補助することにより、平常時か

ら資金繰り管理や採算管理が行えるよう支援を行うものである。 

(ｱ) 支援体制 

専門相談員１名を配置 

(ｲ)   支援実績 

ａ 経営改善計画策定支援（４０５事業） 

       利用申請 ２１件（累計１５８件） 

       支払申請 １５件（累計８８件） 

       モニタリング申請社数 ２３件（累計６０件） 



 

- 238 - 

 

       モニタリング回数   １１２回（累計２０３回） 

       取り下げ  ２８件（累計４６件） 

ｂ 早期経営改善計画策定支援 

       利用申請 ３１件（累計３１件） 

       支払申請 ６件（累計６件） 

       取り下げ ０件（累計０件） 

本事業により得られた成果 

平成２５年２月設置以降、累計で１５８件の窓口相談に応じ、８８件の経営改善計画策定

支援費用及び２０３件のモニタリング費用の支払いを行い、中小企業の経営改善における支

援と課題解決につなげることができた。 

また、平成２９年５月から開始された早期経営改善計画策定支援事業について、金融機関

や士業団体と連携して積極的に広報を行った結果、本年度は３１件の相談を受け、６件の早

期経営改善計画策定支援費用の支払いを行うことができた。 

 

ウ 栃木県事業引継ぎ支援センター事業 

  産業競争力強化法第１２７条にもとづく認定支援機関である当商工会議所は、事業承継に課

題や悩みを抱える中小企業の経営資源を他の意欲ある中小企業等が引継ぎ、新事業展開や事業

強化のために有効活用することを目的に、県内各地域の関係機関や専門家等と連携して、きめ

細かに事業承継を支援した。 

 事業承継に悩む中小企業の案件を積極的に掘り起こすために、各メディアによる広報を行っ

て知名度を上げるとともに、セミナーや金融機関等連絡会及び事業引継ぎコーディネーター会

議の開催並びに各商工団体等との連携強化を図った。 

 また、平成２８年４月から県内４商工会議所との連携による「出張相談会」を定期的に開催

して、企業の事業承継に対するニーズを掘り起こし、企業が直面する事業承継の課題解決を図

った。  

(ｱ) 支援体制 

支援業務者に統括責任者 1人、統括責任者補佐３人を配した。 

また、登録民間支援機関２社、マッチングコーディネーター１９機関及び登録支援専門家

１９人、コーディネーター２０人を配置し、相談・支援業務を行った。 

(ｲ) 支援実績 

相談企業数 ２５０社（相談延件数 ４４１件） 

内、二次対応開始案件 ２５件 [Ｍ＆Ａ登録専門機関への紹介] 

        三次対応開始案件 ８５件 [当センターにおけるＭ＆Ａ] 
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成 約 件 数  ２２件 

      内、二次対応成約案件 １２．５件 

        三次対応成約案件  ９．５件 

(ｳ) 事業承継とＭ＆Ａセミナー（経営者等対象セミナー） 

【第１回・真岡地区】 

ａ 開催日時 平成２９年６月１２日（金）午後１時３０分～午後４時 

         ｂ 会  場 真岡商工会議所 

ｃ  参 加 者 ２５人 

  【第２回・矢板地区】 

ａ 開催日時 平成２９年１０月２０日（金）午後１時３０分～午後４時 

ｂ 会  場 矢板市生涯学習館 

   ｃ  参 加 者 ２５人 

  【第３回・足利地区】 

ａ 開催日時 平成２９年１２月１日（金）午後１時３０分～午後４時 

ｂ 会  場 足利商工会議所 

   ｃ  参 加 者 ４２人 

【第４回・那須烏山地区】 

ａ 開催日時 平成２９年１２月５日（火）午後２時～午後３時４０分 

ｂ 会  場 那須烏山商工会 

ｃ  参 加 者 ４３人 

【第５回・栃木地区】 

ａ 開催日時 平成３０年２月２２日（木）午後２時～午後４時 

ｂ 会  場 栃木市栃木文化会館 

ｃ  参 加 者 ３４人 

(ｴ)  金融機関等連絡会 

【第１回】 

ａ 開催日時 平成２９年５月１０日（水）午後２時３０分～午後４時 

ｂ 会  場 当商工会議所 常議員会室 

ｃ  参 加 者 ３６人 

  【第２回】 

ａ 開催日時 平成２９年８月９日（水）午後２時３０分～午後４時３０分 

ｂ 会  場 当商工会議所 常議員会室 

ｃ  参 加 者 ２４人 
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【第３回】 

ａ 開催日時 平成２９年１１月８日（水）午後２時３０分～午後４時３０分 

ｂ 会  場 当商工会議所 常議員会室 

ｃ  参 加 者 ３３人 

  【第４回】 

ａ 開催日時 平成３０年２月１４日（水）午後３時３０分～午後５時１５分 

ｂ 会  場 ホテル ニューイタヤ 

ｃ  参 加 者 ２６人 

 (ｵ)  事業引継ぎコーディネーター連絡会議 

【第１回】 

ａ 開催日時 平成２９年６月２２日（木）午後２時３０分～午後４時３０分 

ｂ 会  場 当商工会議所 常議員会室 

ｃ  参 加 者 ２４人 

  【第２回】 

ａ 開催日時 平成２９年１０月２６日（木）午後２時３０分～午後４時３０分 

ｂ 会  場 当商工会議所 常議員会室 

ｃ  参 加 者 ２８人 

  【第３回】 

ａ 開催日時 平成３０年１月２５日（木）午後３時３０分～午後５時１５分 

ｂ 会  場 ホテルニューイタヤ 

ｃ  参 加 者 ３２人 

(ｶ) 金融機関・商工団体との連携強化 

ａ 金融機関との勉強会・情報交換会 

     計３２回  ３４８人参加 

ｂ 商工団体等との勉強会・情報交換会 

計１１回 ４６５人参加 

ｃ 士業との勉強会・情報交換会 

計 ３回 ５６人参加  

ｄ 地域プラットフォームでの情報提供 

        計  ３回 ８３人参加 

     ｅ よろず支援拠点・再生支援協議会との情報交換会 

       計 ８回 ９６人参加 

ｆ 商工会議所・商工会と連携した相談会 
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       計４３回 １２３企業相談 

ｇ 金融機関本支店訪問 

計１１２回 

ｈ とちぎ地域企業応援ネットワーク全体会 

  計  ４回  

ｉ 栃木県及び市町との意見交換会 

        計  ４２回 

   (ｷ)  広報活動 

ａ 新聞、ラジオ放送 

        活動実績、事業承継とＭ＆Ａセミナー、成約案件、出張相談会等の紹介記事を中心に１ 

      １９回掲載（日経、下野、朝日、読売、栃木放送 等） 

ｂ 会報誌掲載 

当商工会議所会報「天地人」毎月号に記事掲載、７月号に特集号 

        栃木県中小企業診断士会会報 等       

ｃ ホームページ掲載 １２回 

        栃木県、足利市、大田原市、矢板市、真岡市等 

本事業により得られた成果 

行政、金融機関、商工団体、士業等との連携や、広報・普及活動を積極的に行った結果、

相談件数は、目標の２００件に対して２５０件と上回り、成約件数は２２件（前年度比７件

増加）となった。親族承継、従業員承継、第三者引継ぎ等の悩みや問題等の相談を受け、課

題解決に対応することができた。 

 

エ 事業承継ネットワーク構築事業 

  地域における事業承継支援を強化するため、当商工会議所は、６月に中小企業庁の委託を受

けて「事業承継ネットワーク構築事業」の地域事務局（全国事務局：㈱パソナ）となり、県、

金融機関や商工団体、士業等専門家の民間機関、また公的機関からなる事業承継ネットワーク

を構築し、事業承継診断等の実施に取り組んだ。 

  栃木県においては、既に組成されている「とちぎ地域企業応援ネットワーク」を活用し、ネ

ットワーク構成団体の連携強化、及び分科会の開催やポータルサイトの構築を通じて情報共有

を促進化させることにより、県内企業の事業承継に係る課題解決を図るための支援ネットワー

ク体制の構築を図った。 

(ｱ) ネットワーク参画機関数 １２３団体 

 (ｲ) 会議 全体会議２回、分科会等２０回 
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(ｳ) 研修 

【第１回・支援専門家等対象研修（中小機構、栃木県共同主催）】 

ａ 開催日時 平成２９年１０月３０日（月）午後１時～午後５時 

ｂ 会  場 栃木県庁 

   ｃ  参 加 者 ９９人 

  【第２回・支援者（士業、経営指導員等）対象研修】 

ａ 開催日時 平成３０年１月２２日（月）午後２時～午後３時 

ｂ 会  場 当商工会議所大会議室 

   ｃ  参 加 者 ３８人 

  【第３回・士業対象研修】 

ａ 開催日時 平成３０年１月２５日（木）午後３時３０分～午後５時１５分 

ｂ 会  場 ホテルニューイタヤ 

  ｃ  参 加 者 ３２人 

(ｴ) 広報活動 

ａ 下野新聞への記事広告掲載 

      平成３０年１月２７日 （土） 紙面１ページ 

ｂ 宇都宮商工会議所会報７月号特集記事掲載 

ｃ ポータルサイト（とちぎ地域企業応援ネットワーク） 

ｄ 事業承継ヒアリングシート及び事業引継ぎ支援事業案内チラシの作成・配布 

        各１５，０００部 

ｅ 新聞掲載 １３回（下野新聞、日本経済新聞、読売新聞、毎日新聞） 

   (ｵ)  事業承継診断運動 

ａ 実施期間 平成２９年６月～平成３０年１月  

ｂ 実施件数 １，８１８件（目標１，０００件） 

    本事業により得られた成果 

    行政、金融機関、士業団体、商工団体を始めとするネットワーク構成団体の連携強化、及び 

広報・普及活動を積極的に行った結果、事業承継診断件数は、目標の１，０００件に対して１，

８１８件と上回り、企業の事業承継支援ニーズの掘り起こしができた。 

また、会議や研修の開催、ポータルサイトの構築を通じて、ネットワーク構成団体間の連携 

   強化及び情報共有を促すことができ、次年度以降に向けた支援体制の強化を図ることができた。 

 

オ 小規模企業共済制度 

   (ｱ) 委託団体 独立行政法人中小企業基盤整備機構 
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  (ｲ) 加入状況 ５６件（新規３０件、増額２６件、契約者総数 １，３６１件） 

 

  カ 中小企業倒産防止共済制度 

   (ｱ) 委託団体 独立行政法人中小企業基盤整備機構 

   (ｲ) 加入状況 ９件（契約者総数 １６１件） 

 

キ 栃木県火災共済制度 

(ｱ) 委託団体 栃木県火災共済協同組合 

(ｲ) 保有件数 １８４件 

 

ク 関東自動車共済制度 

(ｱ) 委託団体 関東自動車共済協同組合 

(ｲ) 保有台数 ９０台 

 

ケ 公害健康被害補償受託業務 

(ｱ) 委託団体 独立行政法人環境再生保全機構（日本商工会議所からの再委託） 

(ｲ) 取り扱い事業所数 １２７件 

 

コ 容器包装リサイクル再商品化事務受託事業 

(ｱ) 委託団体 （公財）日本容器包装リサイクル協会 

(ｲ) 事務内容 平成１２年４月から「容器包装に係る分別収拾及び再商品化の促進等に関する     

法律」の完全施行に伴い、当商工会議所管内（宇都宮市内）の特定事業者からの

再商品化委託申込書受付業務（オンライン入力作業を含む）、問い合わせへの対

応を行い、当商工会議所ホームページや会報「天地人」で広報周知を実施した。 

(ｳ) 取扱件数 １９９件 

   (ｴ) 制度説明会・個別相談会の開催  

      日 時 平成２９年１１月２８日（火）午後２時～４時 

      会 場 ホテルニューイタヤ 

      出席者 ２０人 

 

サ ジョブ・カード制度推進事業 

    厚生労働省が委託した日本商工会議所からの受託事業として、正社員経験が少ない者等に対

し、キャリア・コンサルティングや実践的な職業訓練の機会を提供し、職務経歴等を記載した

ジョブ・カードを作成支援する「ジョブ・カード制度」を周知するとともに、企業へ書類作成
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等の支援を行い、安定的な雇用への移行を促進した。 

   (ｱ) 企業向け説明会の開催 

a  ジョブ・カード制度を活用した助成金セミナー（宇都宮会場） 

       (a)  日 時 平成２９年１０月４日（水） １３：３０～１５：３０ 

       (b)  会 場 ホテルニューイタヤ 

       (c)  出席者 経営者、管理職、総務・人事担当者等１７社１９人 

       (d)  内 容 ジョブ・カードを活用したキャリアアップ助成金および人材開発支援助成金

について 

 b ジョブ・カード制度を活用した助成金セミナー（小山会場） 

       (a)  日 時 平成２９年１０月１８日（水） １３：３０～１５：３０ 

       (b)  会 場 小山商工会議所 ４階 大会議室 

       (c)  出席者 経営者、管理職、総務・人事担当者等１５社１５人 

       (d)  内 容 ジョブ・カードを活用したキャリアアップ助成金および人材開発支援助成金

について 

c  ジョブ・カード制度を活用した助成金セミナー（鹿沼会場） 

       (a)  日 時 平成２９年１０月２６日（木） １３：３０～１５：３０ 

       (b)  会 場 鹿沼商工会議所 ４階 中会議室 

       (c)  出席者 経営者、管理職、総務・人事担当者等１０社１２人 

       (d)  内 容 ジョブ・カードを活用したキャリアアップ助成金および人材開発支援助成金

について 

d  宇都宮商工会議所・栃木県社会保険労務士会・宇都宮地区雇用協会主催「企業に求めら 

  れる『働き方改革』」における企業向け説明会 

       (a)  日 時 平成２９年１０月１９日（木） １６：１５～１６：３０ 

       (b)  会 場 宇都宮市文化会館 ３階 第１会議室 

       (c)  出席者 経営者、人事担当等および社会保険労務士４９人 

       (d)  内 容 ジョブ・カードを活用したキャリアアップ助成金および人材開発支援助成金 

について 

      e 職業能力開発推進者講習会でのジョブ・カード制度の説明 

       (a)  日 時 平成２９年１１月７日（火） １３：４５～１４：３０ 

       (b)  会 場 鹿沼市職業訓練センター 

       (c)  出席者 人事担当者等２７社３０人 

       (d)  内 容 ジョブ・カード制度の概要およびキャリアアップ助成金について 

     (ｲ) ジョブ・カード普及サポーター企業 ４１９社 
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(ｳ) 訓練実施計画確認済企業 ６２社 

(ｴ) 訓練開始企業（前年度確認済み企業を含む） ５８社 

(ｵ) 訓練終了企業（前年度訓練開始企業を含む） ８６社 

本事業により得られた成果 

本事業は平成２０年度から開始され、今年度で１０年目となる。県内事業所の雇用環境お

よび非正規雇用者の正規雇用化に貢献することができた。 

     

  シ ＧＳ１（ＪＡＮ）コード受託業務 

日本商工会議所の委託を受けて、ＧＳ１（ＪＡＮ）コードの登録及び更新申請の受付業務を

行った。 

年間受付件数 ５０件 

 

ス 労働保険事務組合 

 事業主の委託を受けて、労働保険の事務（労働保険料及び一般拠出金の申告・納付、雇用 

保険の資格取得、資格喪失等の各種手続き等）について支援、指導した。  

    委託数 ３０２事業所、４５６事業場、雇用保険被保険者数１，６８５人 

 

セ 中小企業景況調査（日商委託事業） 

        地域商工業者の景況並びに経済動向等に関する情報の収集及び分析を行い、国及び都道府県 

等の施策並びに商工会議所等中小企業関係機関の指導の参考に資すると共に、中小企業者に対 

して経営に必要な情報を提供することを目的に実施した。 

(ｱ) 調査時期 四半期毎（年４回） 

(ｲ) 調査対象 市内の製造業６企業、建設業７企業、卸売業６企業、小売業１０企業、サー 

          ビス業１０企業、合計３９企業（全国商工会議所管内８，０００企業）  

(ｳ) 調査方法 調査票をモニターに郵送し、回収したものを日本商工会議所に郵送する。 

(ｴ) 回 収 率 ９９％ 

(ｵ) 調査結果の報告 独立行政法人中小企業基盤整備機構が作成した調査報告書の要約版を 

当商工会議所を通じて調査対象企業へ配布 

本事業により得られた成果 

四半期毎の調査により、地域商工業者の景気動向の実態を把握するとともに、経営指導の参 

       考として広く活用することが出来た。 
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ソ 商工会議所早期景気観測調査（ＬＯＢＯ調査・日商委託事業） 

商工会議所のネットワークを活用して、各地域の「肌で感じる足元の景気感」を全国ベース

で毎月調査し、日商において集計した結果を、商工会議所としての景気対策等に関する意見活

動等に活用した。 

(ｱ) 調査時期 毎月１５日～２０日前後（年１２回） 

(ｲ) 調査対象（７社） 

 ａ 建設業 日豊工業㈱ 

ｂ 製造業 ㈲篠崎製作所 

ｃ 卸売業 ㈱横倉本店 

ｄ 小売業 ㈱東武宇都宮百貨店、峰岸商店 

ｅ サービス業 クリーニングマエダ、㈲伊志佐岐 

(ｳ) 調査方法 調査対象からのＦＡＸによる回答を、日本商工会議所のイントラネットで入 

力・送信 

(ｴ) 回収率 １００％ 

(ｵ) 調査結果の報告 日本商工会議所が作成した調査報告書を調査対象企業等へ送付 

    本事業により得られた成果 

      各業種の景気動向を把握するとともに、当商工会議所においての景況に関する情報として活 

用することができた。 

 

８ 会館・事務所等 

 

(1) 事務所所在地 

    宇都宮市中央３丁目１番４号 

 

(2) 建物の概要 

    栃木県産業会館（鉄骨、鉄筋コンクリート）地下１階、地上８階の内、１階、２階及び７階の

一部（区分所有１，２８０．６６㎡） 

     ※ 専用面積の内訳 

１階 ４３７．９９㎡ 事務室、厚生室、印刷室、貸事務室 

２階 ７１３．６８㎡ 会頭室、大会議室、常議員会室、会員談話室、書庫、貸事務室 

７階 １２８．９９㎡ 貸事務室 
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９ 関係団体への加入及び連携 

 

(1) 日本商工会議所 

ア 地位      常議員 

イ 所属委員会   国際経済委員会、税制委員会、情報化委員会、 

国民生活委員会、教育委員会 

中小企業経営専門委員会〔共同委員長－北村会頭（平成２９年６月２６日

まで）〕 

ウ 会議等出席状況 

開催年月日 会議名 出席者名 

H29.4.19 第２回観光・第６回地域活性化・第４回情報化合同委員会、

第５回中小企業・第７回地域活性化・第６回運営合同委員会 

総務部長 

20 第６６５回常議員会 会頭、専務理事 

〃 検定事業説明会 総務部担当職員 

21 「小規模事業者持続化補助金」成果報告会発表会・交流会 総務部担当職員 

27 事業性評価のためのローカルベンチマーク活用研修会（～28

日） 

経営支援部担当職員 

5.18 第７１回全国商工会議所専務理事・事務局長会議（～19 日） 専務理事 

〃 平成２９年度ＧＳ１事業者コード（ＪＡＮ企業コード）登録

受付業務担当者説明会 

地域振興部担当職員 

24 第１回中小企業経営専門委員会（第３０期） 総務部次長 

6.12 平成２９年度第１回商工会議所貿易関係証明業務担当者研修

会（～14日） 

地域振興部担当職員 

15 第６６６回常議員会・第２６２回議員総会 総務部長 

7.19 夏季政策懇談会 会頭、専務理事、常務理事 

20 第７回中小企業・第９回地域活性化・第５回労働・第５回情

報化・第５回エネルギー・環境・第８回運営合同委員会 

経営支援部長 

〃 第６６７回常議員会・第２６３回議員総会 会頭、専務理事 

8. 9 平成２９年度地域力活用新事業創出支援事業「ヒット商品育

成サポート事業（食）」販路開拓担当者研修会「プロが語る、

地域産品の特徴を活かした商品開発と販路開拓」 

地域振興部担当職員 

9.19 第６回産業経済・第４回税制・第６回労働・第６回エネルギ

ー・環境・第３回教育合同委員会、第１回国際経済・第８回

地域振興部長 
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開催年月日 会議名 出席者名 

中小企業・第６回情報化・第９回運営合同委員会 

20 第６６８回常議員会・第２６４回議員総会 会頭、専務理事 

21 第１２６回通常会員総会 会頭、常務理事 

29 平成２９年度都道府県庁所在地商工会議所中小企業相談所長

会議 

中小企業相談所長 

10.18 第１１回地域活性化・第７回情報化・第２回国民生活・第１

０回運営合同委員会、第８回産業経済・第１０回中小企業・

第７回エネルギー・環境合同委員会 

総務部次長 

19 第６６９回常議員会 会頭、専務理事 

11.9 全国商工会議所観光振興大会２０１７in 前橋 増渕・加藤・藤井副会頭、

専務理事、常務理事、理

事・事務局長、常議員４人、

議員８人、地域振興部長、

経営支援部次長、総務部次

長、他職員 

10 景気に関する調査担当者研修会 経営支援部担当職員 

15 第５回税制・第３回教育・第３回広報特別合同委員会、第９

回産業経済・第１１回中小企業・第８回エネルギー・環境・

第１１回運営合同委員会 

経営支援部次長 

16 第６７０回常議員会・第２６５回議員総会および事業承継税

制の抜本拡充を求める決起大会 

専務理事 

12.20 第１０回産業経済・第３回国際経済・第５回観光・第６回税

制合同委員会、第９回エネルギー・環境・第３回国民生活・

第１２回運営合同委員会 

専務理事 

21 第１２回中小企業・第８回情報化合同委員会 理事・事務局長 

〃 第６７１回常議員会 会頭、専務理事 

H30. 1.17 第６回観光・第１３回地域活性化・第７回税制・第１０回エ

ネルギー・環境合同委員会、第１１回産業経済・第４回国際

経済・第１４回地域活性化・第９回労働・第１３回運営合同

委員会 

専務理事 

18 第１３回中小企業・第４回教育合同委員会 経営支援部長 

〃 第６７２回常議員会・第２６６回議員総会 会頭、常務理事 
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開催年月日 会議名 出席者名 

25 平成２９年度マル経総合研修会（事故対策義務研修会）（～26

日） 

地域振興部担当職員 

2.14 第１２回産業経済・第１０回労働・第９回情報化合同委員会、

第１４回中小企業・第１１回エネルギー・環境・第１４回運

営合同委員会 

専務理事 

15 第７回観光・第１５回地域活性化合同委員会 総務部次長 

〃 第６７３回常議員会 会頭、専務理事 

3.14 第１４回産業経済・第１０回情報化・第１５回運営合同委員

会、第１５回中小企業・第１６回地域活性化・第１２回エネ

ルギー・環境合同委員会 

総務部長 

15 第６７４回常議員会・第２６７回議員総会 会頭、専務理事 

〃 第１２７回通常会員総会 会頭、専務理事 

 

(2) 関東商工会議所連合会 

ア 地位  理事 関口 快流 

      幹事 佐藤 佳正 

イ 会議等出席状況 

開催年月日 会議名 出席者名 

H29. 4.19 第１回幹事会 専務理事 

5.31 理事会 会頭、専務理事 

〃 第６０回総会（～1日） 会頭、専務理事 

7.20 第２回幹事会 専務理事 

10.20 第３回（移動）幹事会（～21日） 専務理事 

30 「２０１７年度関東ブロック中小企業相談所長会議・２０１

７年度関東ブロック中小企業支援先進事例普及研修会」 

中小企業相談所長 

12. 1 観光連絡担当者会議 地域振興部次長代理 

20 第４回幹事会 専務理事 

H30. 2.14 第５回幹事会 専務理事 

19 石巻・南三陸町 応援視察会（～20 日） 理事・事務局長 

3. 8 ２０１７年度運営研究会（～9日） 専務理事 
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(3) （一社）栃木県商工会議所連合会 

ア 地位     会  長 関口 快流 

           専務理事 佐藤 佳正 

イ 所属委員会  政策委員会（副委員長－増渕副会頭、委員－斎藤常議員、常務理事） 

政策委員会起草小委員会（委員長－増渕副会頭、委員－常務理事） 

ウ 会議等出席状況 

開催年月日 会議名 出席者名 

H29. 4. 6 平成２９年度商工会議所新規採用職員研修（～7日） 経営支援部担当職員、地域振

興部担当職員 

14 平成２９年度第１回政策委員会 会頭、増渕副会頭、専務理事、

常務理事 

25 ４月定例専務理事会議並びに懇談会 専務理事、常務理事 

28 平成２９年度第１回事務局長会議 理事・事務局長 

5. 8 政策委員会 平成２９年度第１回起草小委員会 増渕副会頭、専務理事、常務

理事 

23 政策委員会 平成２９年度第２回起草小委員会 専務理事、常務理事 

〃 ５月定例専務理事会議 専務理事、常務理事 

25 平成２９年度企画広報推進会議 経営支援部次長・担当職員 

6.12 平成２９年度第２回政策委員会 増渕副会頭、斎藤常議員、常

務理事 

30 平成２９年度・第１回正副会長会議 会頭、専務理事、常務理事 

〃 平成２９年度・第２回理事会及び通常総会並びにマネジメ

ントセミナー 

会頭、加藤・藤井・喜谷各副

会頭、専務理事、常務理事 

7. 6 政策委員会 平成２９年度第３回起草小委員会 専務理事、常務理事 

〃 ６月定例専務理事会議 専務理事、常務理事 

11 平成２９年度第３回政策委員会 増渕副会頭、斎藤常議員、専

務理事、常務理事 

18 ７月定例専務理事会議 専務理事、常務理事 

25 平成２９年度・第３回理事会 会頭、専務理事、常務理事 

8.25 平成２９年度栃木県商工会議所振興委員研究集会に係る

担当者会議 

経営支援部担当職員 

31 平成２９年度事務局長研修会（～1日） 理事・事務局長 

9. 4 平成２９年度経営指導員資格認定試験に係る経営指導員

資格取得事前研修会 

経営支援部担当職員 
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開催年月日 会議名 出席者名 

12 平成２９年度（第５４回）栃木県商工会議所議員大会 会頭、専務理事、常務理事、

理事・事務局長 

14 前期経営指導員等県外先進地視察研修（～15 日） 総務部担当職員、経営支援部

担当職員 

26 ９月定例専務理事会議 専務理事、常務理事 

10. 6 人事管理委員会 平成２９年度経営指導員等資格認定試

験 

経営支援部担当職員、地域振

興部担当職員 

20 平成２９年度（第３９回）栃木県商工会議所振興委員研究

集会 

会頭、増渕副会頭、専務理事、

常務理事、理事・事務局長、

各担当職員 

24 平成２９年度専務理事研修会（～25 日） 専務理事、常務理事 

10.31 茨城・栃木・群馬三県商工会議所による茨城の港湾等視察

研修会（～1 日） 

専務理事、常務理事 

11. 6 人事管理委員会 平成２９年度経営指導員等資格認定試

験に係る面接試験 

経営支援部担当職員、地域振

興部担当職員 

16 平成２９年度商工会議所新規採用職員継続研修会（～17

日） 

経営支援部担当職員、地域振

興部担当職員 

18 「第８９回高崎えびす講市」及び「高崎オーパ」視察 地域振興部担当職員 

12. 1 １２月定例専務理事会議 専務理事、常務理事 

8 平成２９年度第２回事務局長会議 理事・事務局長 

14 平成２９年度後期経営指導員等県外先進地調査研修（～15

日） 

総務部担当職員、経営支援部

担当職員 

H30. 1. 5 平成３０年度知事との新春懇談会 会頭、増渕・藤井・喜谷・清

水各副会頭、専務理事、常務

理事 

23 １月定例専務理事会議 専務理事、常務理事 

2. 6 ＢＣＰ短期策定ワークショップ担当者会議 総務部担当職員 

27 ２月定例専務理事会議 専務理事、常務理事 

3.16 平成２９年度第５回理事会及び臨時総会並びに関東経済

産業局長との意見交換会 

会頭、専務理事 
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(4) 宇都宮観光コンベンション協会 

ア 概 要 宇都宮観光コンベンション協会は、昭和２９年に設立された「宇都宮観光協会」と 

平成元年設立の「宇都宮コンベンションビューロー」を、平成１２年４月に発展的に

再編、観光とコンベンションの事業を一元的に推進するため組織された。 

 当協会は、宇都宮市及び栃木県内に有する自然環境及び文化的・社会的・経済的特

性を活かし、観光客・コンベンションの誘致等を行うことにより、宇都宮市における

観光及びコンベンションの振興を図るとともに、地域経済の活性化及び文化の向上に

資することを目的としている。 

イ 設 立 平成１２年４月１日 

ウ 所在地 宇都宮市中央３丁目１番４号（栃木県産業会館２階） 

エ 地 位 会長 関口 快流、常任理事 檜原 貞亮、理事 福田 泰子 

オ 業 務   

（ｱ）誘致宣伝事業の強化 

ａ 宣伝印刷物等の作製 

 (a) 観光目的別リーフレット 

 (b) 外国人向け観光リーフレット（ジャズ・カクテル・まち歩き） 

 (c) 宇都宮市観光ポスター 

ｂ 年２回 機関紙（Ｕめ～る）発行、配布 

ｃ 県主催「本物の出会い栃木」キャンペーン事業への参画 

ｄ 観光ＰＲキャンペーンの実施 

    ｅ 多様な媒体による情報発信 

     (a) ＨＰを軸にＦace book などＳＮＳや観光アプリを活用した情報発信 

     (b) パブリシティ（テレビ・ラジオ・新聞・雑誌等）の活用 

ｆ おもてなし推進事業の実施  

 (a) おもてなしの普及啓発 

 (b) 観光ボランティアの育成 

 (c) 観光ボランティアガイドとの連携促進 

ｇ 日光など周辺観光地との連携に係る検討 

ｈ 着地型観光事業の推進 

ｉ スポーツツーリズム事業の推進 

ｊ フィルムコミッション事業の推進 

 (a) フィルムコミッションの誘致 

 (b) 観光フォトコンテスト等による観光プロモーションの展開 
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ｋ 観光案内所の運営及び維持管理 

 (a) ＪＲ駅構内案内所におけるおもてなしの推進 

 (b) インバウンドへの適切な対応（多言語パンフレットの配布等） 

（ｲ）観光推進事業 

 ａ 広域を巻き込んだ観光イベントの実施 

  (a) ふるさと宮まつり 

  (b) 宇都宮餃子祭り 

  (c) 宇都宮カクテルカーニバル、宇都宮カクテルナイト 

  (d) 宇都宮ジャズクルージング 

ｂ 広域観光事業の推進 

 (a) 北関東三県交流事業の検討 

 (b) ＭotoＧＰプレイベント事業による広域観光事業の強化（宇都宮・芳賀・市貝・茂木） 

ｃ 新たな観光コンテンツの検討 

 (a) スポーツツーリズムとの連携 

 (b) 観光と農商工との連携 

（ｳ）コンベンション推進事業 

 ａ 支援資料等の作製 

  (a) コンベンション用の市内マップ及び観光ガイド 

  (b) コンベンションバック  

ｂ 誘致活動の実施 

 (a) コンベンション主催者へのセールス活動の推進 

 (b) コンベンション施設ガイドの提供 

ｃ 主催者への支援 

 (a) 歓迎看板・ビラの作製・掲出 

 (b) マップ・バックの提供 

 (c) ＨＰでの情報発信 

(d) アトラクション等の調整 

(e) コンベンション開催時における土産品の販売 

ｄ 情報や提供効果の検証 

 (a) 会員に対するコンベンションスケジュール等の情報提供 

 (b) コンベンション開催による経済効果の検証 

   （ｴ）観光関係団体との連携強化 

     a 宇都宮餃子会、宇都宮カクテル俱楽部、宇都宮ジャズ協会等への協力・支援 
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     b 宇都宮商工会議所との連携 

     c  観光イベント等への後援・協賛 

(ｵ) 経営基盤等の検討  

 ａ 組織のあり方等についての検討 

ｂ 職員のノウハウの継承・人材育成 

ｃ 会員利益の最大化と新規会員の獲得 

ｄ 自主財源の確保 

カ 主な開催コンベンション 

（ｱ）第 39回東日本軟式野球大会１部 5 月 12 日～15日 

（ｲ）開設 68 周年記念宇都宮競輪（ＧⅢ）5月 13日～16 日 

（ｳ）平成 29 年度関東地区聾学校長会（栃木大会）5月 18日～19 日 

（ｴ）第 35回日本脳腫瘍病理学会 5 月 19 日～20日 

（ｵ）第 12回日本小児耳鼻咽喉科学会総会 6 月 2 日～3日 

（ｶ）宇都宮大学教育学部付属小学校第 50 回初等教育公開研究発表会 6 月 6 日～9日 

（ｷ）第 52回関東ブロック乳児病協議会 6月 8日～9日 

（ｸ）関東スポーツ推進委員研究大会 6 月 9 日～10 日 

（ｹ）産学連携学会第 15回大会（とちぎ大会）6 月 15 日～16 日 

（ｺ）日本建築士会第 149 回関東甲信越ブロック協議会 6 月 23 日～24 日 

（ｻ）2017 FIBA 3×3 ワールドツアー宇都宮マスターズ 7月 29 日～30 日 

（ｼ）第 85回日本水道協会関東地方支部総会 8月 4 日 

（ｽ）平成 29 年度第 45回関東中学校陸上競技大会 8 月 7日～8日 

（ｾ）全青司関東ブロック栃木研修会 8月 8日 

（ｿ）日本職業リハビリテーション学会第45回大会 8月 25日～26日 

（ﾀ）第 33回日本視機能看護学会学術総会  8 月 26 日～27 日 

（ﾁ）日本家族心理学会第 34回大会 9 月 1 日～3日 

（ﾂ）日本物理学会 2017 年秋季大会 9月 12 日～15 日 

（ﾃ）JSMRM2017 第 45 回日本磁気共鳴医学会大会 9 月 14 日～16 日 

（ﾄ）日本遠隔医療学会学術大会 9月 30 日～10月 1 日 

（ﾅ）2017 年度一般社団法人日本ＬＤ学会第 26回大会（栃木）10 月 7 日～9日 

（ﾆ）蒲生記念第 4回全国協議かるた宇都宮大会 10 月 21 日 

（ﾇ）第 59回関東ブロック民族芸能大会 10 月 22 日 

（ﾈ）一般社団法人軽金属学会第 133 回秋期大会 11 月 4日～5日 

（ﾉ）第 54回日本臨床生理学会総会 11 月 4 日～5日 
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（ﾊ）第 14回地盤工学会関東支部発表会 GeoKanto2017 11 月 17 日 

（ﾋ）第 37回全国アビリンピック 11 月 17 日～19日 

（ﾌ）第 54回日本小児アレルギー学会学術大会 11 月 18 日～19日  

（ﾍ）第 55回技能五輪全国大会 11 月 24 日～11月 27 日 

（ﾎ）第 3回北関東甲信越ブロック学会・第 8回栃木県作業療法学会 11 月 25 日 

（ﾏ）第 19回バスケットボール女子日本リーグ宇都宮大会 12 月 3日 

（ﾐ）宇都宮大学教育学部付属特別支援学校第 24回公開研究会 2月 16 日 

（ﾑ）日本作物学会第 245 回講演会 3 月 29～30 日 

 

(5) 特定非営利活動法人宇都宮まちづくり推進機構 

ア 概 要 宇都宮まちづくり推進機構は、平成１１年１０月に、公共の持つ信頼性や民間の持

つ経営力、多くの企業のネットワークが活用できる第三セクター（任意組織）として

宇都宮市と宇都宮商工会議所が中心となって設立された。 

平成２１年９月には「特定非営利活動法人」となり、宇都宮市長から中心市街地活

性化法に基づき、都市機能の増進を総合的に進める「中心市街地整備推進機構」とし

て指定を受けた。 

当機構は、公共団体と民間団体が連携して宇都宮のまちづくりに取り組むための中

核的な組織として、魅力ある中心市街地の形成を図ることで、宇都宮の将来の発展に

寄与することを目的に活動に取り組んでいる。 

イ 設 立 平成１１年１０月５日（任意組織）、平成２１年９月１日（特定非営利活動法人） 

ウ 所在地 宇都宮市中央３丁目１番４号（栃木県産業会館２階） 

  エ 地 位 理事長 須賀 英之、副理事長 増渕 正二、常務理事 檜原 貞亮 

        理事 飯村 愼一、監事 佐藤 佳正 

オ 会員構成（平成３０年３月３１日現在） 

(ｱ) 団体・企業会員 ７６件    

(ｲ) 個人会員    ６４件 

カ 組 織   

 

 

 

 

 

 

（大谷石蔵や昭和初期以前の歴史的建物の有効活用） 

（中心市街地の賑わいの創出及び実施のための事業） 

（公共交通の整備促進など） 

（宇都宮らしい個性やまちづくり題材の発掘及び活用） 

（組織運営や業務進行管理、方針策定など） 

総 会 

理事会 

運営委員会 

総括部門 ①総務部会 

②宮再発見専門委員会 

③まちづくりと交通部会 

④魅力ある都心創造部会 

事業部門 

⑤歴史的建物活用特別委員会 
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  キ 主な事業 

   (ｱ) 釜川整備活用事業 

    ａ 釜川美化活動（花植え・管理活動、清掃活動） 

    ｂ 釜川プロムナード道路改修工事に伴う宇都宮市とのコンセンサス形成 

   (ｲ) 大谷石蔵活用事業 

    ａ 大谷石蔵や歴史的建築物の保存・活用のためのマッチング事業「うつのみや石蔵バンク」 

からの物件情報発信及び物件情報収集 

    ｂ 大谷石パンフレットを活用したまちなか散策 

    ｃ 大谷石・石空間フォーラムの開催 

(ｳ) 釜川の魅力発信と賑わいづくり事業 

    ａ 春の宴 かまがわ川床桜まつり 

    ｂ 夏の宴 鮎のつかみ取りイベント 

    ｃ 秋の宴 釜川源流ウォーキング 

   (ｴ) イルミネーション事業 

    ａ 宇都宮市中心市街地ライトアップ実行委員会（「オリオンスクエア」、「釜川沿いふれあい

広場・樹木」のイルミネーション） 

    ｂ 歴史と光のフュージョンプロジェクト実行委員会（「オリオンスクエア」、「釜川ふれあい

広場・樹木」のイルミネーション） 

   (ｵ) 中心市街地活性化事業の実施 

    ａ 宇都宮まちなかオープンカフェ事業の実施 

    ｂ 泉町活性化プロジェクト 

   (ｶ) 宇都宮の歴史再発見の取り組み 

    ａ 旧町名マップの作製 

   (ｷ)  まちなかイベント情報の集約・発信 

 (ｸ)  ＬＲＴの導入促進に向けた事業 

    ａ 交通まちづくりシンポジウムの開催 

ｂ 市民等に分かりやすい情報提供の検討 

(ｹ) 宇都宮市中心市街地活性化協議会の運営 

       

 

(6) その他の団体 

ア 各種委員等就任関係団体 

団体名 委嘱者名 

日本商工会議所常議員 会 頭  関口 快流 

第３０期 日本商工会議所 中小企業経営専門委員会共同委員長 
会 頭  北村 光弘 

（H29. 6.26 まで） 

（一社）栃木県商工会議所連合会会長 会 頭  関口 快流 

宇都宮観光コンベンション協会会長 会 頭  関口 快流 

栃木県中小企業再生支援協議会会長 会 頭  関口 快流 
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団体名 委嘱者名 

(公社)鉄道貨物協会評議員 会 頭  関口 快流 

(公社)鉄道貨物協会宇都宮支部支部長 会 頭  関口 快流 

(公財)日本電信電話ユーザ協会評議員 会 頭  関口 快流 

(公財)日本電信電話ユーザ協会栃木支部支部長 会 頭  関口 快流 

(公財)日本電信電話ユーザ協会宇都宮地区協会会長 会 頭  関口 快流 

(一社)栃木県産業会館会長 会 頭  関口 快流 

栃木県火災共済協同組合副理事長 会 頭  関口 快流 

㈱とちぎ産業交流センター取締役 会 頭  関口 快流 

宇都宮地区雇用協会会長 会 頭  関口 快流 

宇都宮市民憲章推進協議会副会長 会 頭  関口 快流 

宇都宮市総合計画審議会委員 会 頭  関口 快流 

第７７回国民体育大会宇都宮市準備委員会委員及び副会長、常任委員

会副委員長 

会 頭  関口 快流 

宇都宮少年剣道大会顧問 会 頭  関口 快流 

宇都宮防犯協会理事 会 頭  関口 快流 

｢よみがえれ！宇都宮城｣市民の会副会長 会 頭  関口 快流 

第３１回宇都宮マラソン大会実行委員会委員 会 頭  関口 快流 

栃木サッカークラブ経営諮問委員会委員 会 頭  関口 快流 

宇都宮サイクルスポーツ推進委員会顧問 会 頭  関口 快流 

宇都宮地方創生ムービー2.0 を推進する会会長 会 頭  関口 快流 

ふるさと宮まつり開催委員会会員 会 頭  関口 快流 

（一社）栃木県商工会議所連合会政策委員会副委員長 副会頭  増渕 正二 

（一社）栃木県商工会議所連合会起草小委員会委員長 副会頭  増渕 正二 

特定非営利活動法人宇都宮まちづくり推進機構副理事長 副会頭  増渕 正二 

宇都宮市中心市街地活性化協議会副会長 副会頭  増渕 正二 

公正取引委員会独占禁止政策協力委員 副会頭  増渕 正二 

宇都宮市公平委員会委員 副会頭  増渕 正二 

ふるさと宮まつり開催委員会副会長 副会頭  増渕 正二 

低炭素で安心・安全なまちづくり懇談会委員 副会頭  増渕 正二 

ふるさと宮まつり開催委員会会員 副会頭  加藤 潔 

ふるさと宮まつり開催委員会会員 副会頭  藤井 昌一 

（一財）全国商工会議所共済会評議員 専務理事 佐藤 佳正 
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団体名 委嘱者名 

（一財）全国商工会議所共済会年金委員会委員 専務理事 佐藤 佳正 

㈱とちぎネットワークパートナーズ社外取締役 専務理事 佐藤 佳正 

栃木県珠算連盟連合会会長 専務理事 佐藤 佳正 

特定非営利活動法人宇都宮まちづくり推進機構監事 専務理事 佐藤 佳正 

宇都宮駅東口地区整備事業者選定委員会委員 専務理事 佐藤 佳正 

（公財）大谷地域整備公社理事 専務理事 佐藤 佳正 

ふるさと宮まつり開催委員会会員 専務理事 佐藤 佳正 

（一社）栃木県商工会議所連合会政策委員会委員 常務理事 檜原 貞亮 

（一社）栃木県商工会議所連合会起草小委員会委員 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮観光コンベンション協会常任理事 常務理事 檜原 貞亮 

特定非営利活動法人宇都宮まちづくり推進機構常務理事 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮市中心市街地活性化協議会 常務理事 檜原 貞亮 

（一社）全国労働保険事務組合連合会栃木支部支部理事 常務理事 檜原 貞亮 

(一社)栃木県産業会館監事 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮市建築審査会委員 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮市景観審議会委員 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮市食育推進会議委員 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮市地域情報化推進懇談会委員 常務理事 檜原 貞亮 

うつのみや産業振興協議会委員 常務理事 檜原 貞亮 

うつのみや人づくり推進委員会委員 常務理事 檜原 貞亮 

県央地域公共交通利活用促進協議会委員 常務理事 檜原 貞亮 

芳賀・宇都宮東部地域公共交通活性化協議会委員 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮自転車のまち推進協議会委員 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮市民憲章表彰に係る選考委員会委員 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮市民の日企画委員会委員 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮市民の日実行委員会委員 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮市やさしさをはぐくむ福祉のまちづくり推進協議会委員 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮歩け歩け大会実行委員会委員 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮市男女共同参画推進事業者表彰「きらり大賞」審査委員会委員 常務理事 檜原 貞亮 

平成２９年度うつのみやアグリネットワーク運営委員会副委員長 常務理事 檜原 貞亮 

第１２回うつのみや食育フェア実行委員会委員 常務理事 檜原 貞亮 

２０１７ジャパンカップサイクルロードレース実行委員会委員 常務理事 檜原 貞亮 
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宮っこフェスタ２０１７実行委員会委員 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮家庭裁判所委員会委員 常務理事 檜原 貞亮 

栃木県立宇都宮商業高等学校学校評議員 常務理事 檜原 貞亮 

宇都宮サイクルスポーツ推進委員会委員 常務理事 檜原 貞亮 

国立大学法人宇都宮大学工学部客員教授 理 事  金子 敏 

(一社)栃木県産業会館幹事 理 事  金子 敏 

宇都宮市都市交通戦略推進懇談会委員 理 事  金子 敏 

宇都宮市指定管理者選考等専門委員会委員 理 事  金子 敏 

ふるさと宮まつり運営委員会副委員長 理 事  金子 敏 

ふるさと宮まつり開催委員会会員 理 事  金子 敏 

映画「キスできる餃子」製作委員会準備会委員 理 事  金子 敏 

ふるさと宮まつり開催委員会監事 監 事  八城 光男 

（一社）栃木県商工会議所連合会政策委員会委員 常議員  斎藤 高藏 

（公財）宇都宮市医療保険事業団理事 常議員  斎藤 高藏 

宇都宮市行政改革推進懇談会委員 常議員  斎藤 高藏 

宇都宮市保健衛生審議会委員 常議員  青木 直樹 

特定非営利活動法人宇都宮まちづくり推進機構理事 常議員  飯村 愼一 

宇都宮市土地開発公社理事 常議員  辻  博明  

宇都宮市都市計画審議会委員 常議員  里村 佳行 

公正取引委員会独占禁止政策協力委員 常議員  村上 芳弘 

宇都宮市中央卸売市場運営協議会委員 常議員  阿久津 平 

(公社)宇都宮市シルバー人材センター理事 常議員  深澤 雄一 

宇都宮市子ども・子育て会議委員 議 員  青木 克介 

宇都宮市男女共同参画審議会委員 議 員  横松 宏明 

宇都宮市もったいない運動市民会議委員 議 員  木内 裕祐 

全国健康保険協会栃木支部健康づくり推進協議会委員 議 員  佐畑 浩二 

宇都宮市まちなみ景観賞選考委員会委員 議 員  佐藤 千秋 

宇都宮市環境審議会委員 議 員  髙橋 啓子 

宇都宮市中心市街地活性化協議会会計監事 
商業小売部会部会長 

     斎藤 高藏 

宇都宮市中心市街地活性化協議会会計監事 
環境衛生部会部会長 

     福田 治雄 
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宇都宮市中心市街地活性化協議会監事 
まちづくり委員会委員長 

     安藤 英夫 

宇都宮市中心市街地活性化協議会会計監事 
地域活性化委員会委員長 

     村上 芳弘 

宇都宮市障がい者自立支援協議会就労支援部会委員 
環境・福祉委員会委員長 

     深澤 雄一 

宇都宮市障がい者差別解消支援地域協議会委員 
環境・福祉委員会委員長 

     深澤 雄一 

宇都宮市中心市街地活性化協議会会計監事 青年部会長  坂本 英典 

うつのみや農産物ブランド推進協議会委員 青年部会長  坂本 英典 

宇都宮市上下水道事業懇話会委員 青年部会長  坂本 英典 

ふるさと宮まつり開催委員会委員 青年部会長  坂本 英典 

ふるさと宮まつり運営委員会会員 青年部会長  坂本 英典 

宇都宮市おもてなし推進委員会委員 青年部直前会長 檜山 昌彦 

歴史と光のフュージョンプロジェクト実行委員会副委員長 青年部副会長 直井 昭佳 

歴史と光のフュージョンプロジェクトワーキンググループ委員 青年部副会長 神宮 祥臣 

歴史と光のフュージョンプロジェクトワーキンググループ委員 青年部理事  中村 悟志 

宇都宮市国民健康保険運営協議会委員 青年部理事  浜野 達哉 

「よみがえれ！宇都宮城」市民の会事業推進委員会委員 青年部理事  髙松 智之 

宇都宮ＣＳＲ推進協議会委員 青年部会員  佐藤 照昭 

宇都宮観光コンベンション協会理事 女性部会長  福田 泰子 

宇都宮市中心市街地活性化協議会幹事 女性部会長  福田 泰子 

第２次宇都宮市観光振興プラン策定懇談会委員 女性部会長  福田 泰子 

歴史と光のフュージョンプロジェクト実行委員会委員 女性部会長  福田 泰子 

宇都宮市交通安全審議会委員 女性部副会長 今井 キヨ 

宇都宮市表彰審査委員会委員 女性部副会長 森田 陽子 

宇都宮市国民健康保険運営協議会委員 女性部理事  山森 睦美 

宇都宮市文化会館事業懇談会委員 女性部理事  鹿野 順子 

(公財)グリーントラストうつのみや理事 女性部理事  永井 京子 

｢よみがえれ！宇都宮城｣市民の会事業推進委員会委員 女性部監事  増渕 容子 

栃木県行政改革推進委員会委員 女性部会員  鈴木 悦子 

うつのみやアグリネットワーク運営委員会審査委員 女性部会員  髙橋 啓子 
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関東財務局財務行政モニター委員 女性部顧問  花田 静子 

宇都宮市廃棄物減量等推進審議会委員 安部 博士(㈱ヨークベニマル御幸ヶ原店) 

宇都宮市廃棄物減量等推進審議会委員 山室  正志（㈱東武宇都宮百貨店） 

宇都宮市廃棄物減量等推進審議会委員 石島 孝夫（㈱かましん） 

宇都宮市入札適正化委員会委員 星野 貢（㈱足利銀行） 

栃木県宇都宮交通圏タクシー特定地域協議会委員 事務局長   金子 敏 

宇都宮餃子祭り実行委員会委員 事務局長   金子 敏 

宇都宮ブランド推進協議会委員 事務局長   金子 敏 

国際情報ビジネス専門学校関係者評価委員 中小企業相談所長 手塚 忠之 

国際情報ビジネス専門学校教育課程編成委員 中小企業相談所長 手塚 忠之 

（公財）日本電信電話ユーザ協会宇都宮地区協会事務局長 総務部長   手塚 忠之 

（一社）栃木県産業会館 共同防火管理協議会副会長 総務部長   手塚 忠之 

（一社）栃木県安全運転管理者協議会代議員 総務部次長  野沢 恭久 

宇都宮中央地区安全運転管理者協議会監事 総務部次長  野沢 恭久 

宇都宮市やさしさをはぐくむ福祉のまちづくり推進協議会 平成２９度

自主事業実行委員会委員 

総務部次長  野沢 恭久 

宇都宮市ＵＪＩターン起業促進補助金審査会委員 経営支援部次長 大町 純一 

宇都宮市中心市街地活性化協議会幹事 地域振興部長 阿部 訓久 

うつのみやジャズのまち委員会委員 地域振興部長 阿部 訓久 

歴史と光のフュージョンプロジェクト実行委員会監事 地域振興部長 阿部 訓久 

宇都宮市創造都市研究センター形成運営協議会委員 地域振興部長 阿部 訓久 

宇都宮餃子祭り実行委員会監事 地域振興部長 阿部 訓久 

宇都宮市ＤＣ推進委員会監事 地域振興部長 阿部 訓久 

宇都宮市ＤＣ推進委員会プロモーション推進部会部会員 地域振興部長 阿部 訓久 

㈱宇都宮コミュニティメディア（コミュニティＦＭ放送局「ミヤラ

ジ」）放送番組審議委員 

地域振興部長 阿部 訓久 

うつのみや次世代産業イノベーション推進会議会長 地域振興部長 阿部 訓久 

栃木県地域ジョブ・カード運営本部委員 地域振興部長 阿部 訓久 

宇都宮市地域・職域連携推進協議会委員 地域振興部長 阿部 訓久 

平成２９年度精神障害者雇用支援連絡協議会委員 地域振興部長 阿部 訓久 

平成２９年度栃木労働局外国人留学生就職支援協議会委員 地域振興部長 阿部 訓久 

人材不足分野における人材確保のための雇用管理改善推進事業の「啓 地域振興部長 阿部 訓久 
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発実践推進委員会」委員 

平成２９年度宇都宮地区インターンシップ学校・地域連絡会委員 地域振興部長 阿部 訓久 

宇都宮地方創生ムービー2.0を推進する会運営部会部会長 地域振興部長 阿部 訓久 

映画「キスできる餃子」製作委員会委員 地域振興部長 阿部 訓久 

社会体験学習「宮っ子チャレンジウィーク」推進懇談会委員 地域振興部主幹 清嶋 眞智子 

宇都宮市中心市街地ライトアップ実行委員会委員 地域振興部次長代理 長谷 眞 

「よみがえれ！宇都宮城」市民の会事業推進委員会委員 地域振興部次長代理 長谷 眞 

宇都宮市創造都市研究センター形成運営協議会委員 地域振興部次長代理 長谷 眞 

平成２９年度アグリビジネス創出促進事業開発商品カタログ製作業

務の実施に係るプロポーザル審査委員会委員 
地域振興部次長代理 長谷 眞 

宇都宮市ＤＣ推進委員会プロモーション推進部会部会員 地域振興部次長代理 長谷 眞 

宇都宮地方創生ムービー2.0 を推進する会運営部会部会員 地域振興部次長代理 長谷 眞 

映画「キスできる餃子」製作委員会委員 地域振興部次長代理 長谷 眞 

宇都宮「食の街道」推進協議会委員 地域振興部次長代理 松本 泰宏 

第１２回うつのみや食育フェア運営部会運営部会員 地域振興部次長代理 松本 泰宏 

宇都宮市地域・職域連携推進協議会ワーキングメンバー 地域振興部主任主事 田中 飛鳥 

 

イ 諸会議等出席状況 

(ｱ) 諸会議 

開催年月日 会議名 出席者 

H29. 4. 4 宇都宮中央地区安全運転管理者協議会 平成２９年度監事監査 経営支援部長 

11 栃木サッカークラブ「第８回経営諮問委員会」 会頭 

12 平成２９年度第１回宇都宮市ＤＣ推進委員会 常務理事、地域振興部部

長、次長代理、担当職員 

14 東京商工会議所ビジネス交流センター 平成２９年度ザ・商

談！し・ご・と発掘市主催商工会議所連携会議 

地域振興部担当職員 

17 平成２９年度うつのみやアグリネットワーク運営委員会 地域振興部担当職員 

〃 宇都宮財務事務所 最近の景気動向等ヒアリング 会頭、専務理事、常務理

事、理事・事務局長 

〃 平成２９年度栃木県制度融資等説明会（第１回金融支援ＰＴ） 経営支援部担当職員 

〃 (一社)栃木県産業会館 平成２９年度第１回幹事会 理事・事務局長 

〃 平成２９年度（第４２回）ふるさと宮まつり「第１回運営委員 常務理事 
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開催年月日 会議名 出席者 

会」 

24 平成２９年度（第４２回）ふるさと宮まつり開催委員会総会 専務理事、理事・事務局

長 

25 (仮称)「交通未来都市うつのみやを実現する市民大会」実行委

員会設立 

会頭、常務理事 

5. 9 (公財)大谷地域整備公社第２０回理事会 専務理事 

10 宇都宮市おもてなし推進委員会 平成２９年度「第１回おもて

なし普及啓発部会」 

地域振興部長 

12 第１２回うつのみや食育フェア第１回実行委員会 地域振興部長 

〃 「２０１７ジャパンカップサイクルロードレース」第１回実行

委員会・第１回推進委員会 

常務理事 

15 特定非営利活動法人宇都宮まちづくり推進機構 平成２９年度

第１回理事会 

常務理事 

〃 宇都宮市おもてなし推進委員会 平成２９年度総会 地域振興部長 

16 交通未来都市市民大会委員会 会頭、常務理事 

〃 宇都宮中心商店街みやヒルズ活性化委員会 地域振興部担当職員 

18 平成２９年度第１回「とちぎ地域企業応援ネットワーク」全体

会 

経営支援部次長・担当職

員 

〃 栃木県安全運転管理者協議会 平成２９年度定時総会 経営支援部長 

19 (一社)栃木県産業会館 平成２９年度「定時総会」 会頭、常務理事 

23 平成２９年度第１回宇都宮ＣＳＲ推進協議会 地域振興部長 

〃 宇都宮青色申告会 第６３回定期総会 経営支援部長 

〃 特定非営利活動法人宇都宮まちづくり推進機構 平成２９年度

通常総会 

会頭、専務理事、常務理

事 

25 平成２９年度宇都宮サイクルスポーツ推進委員会 第１回推進

委員会 

常務理事 

〃 宇都宮中央地区安全運転管理者協議会 平成２９年度通常総会 総務部次長 

26 ㈱とちぎネットワークパートナーズ 第４回定時株主総会 専務理事 

〃 (一社)栃木県中小企業診断士会 第５回通常総会 経営支援部次長 

〃 大谷商工観光協力会 平成２９年度総会 地域振興部担当職員 

29 第１２回うつのみや食育フェア第１回運営部会 地域振興部次長代理 

30 平成２９年度宇都宮労政事務所管内労働関係機関等連絡会議及 地域振興部長 
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開催年月日 会議名 出席者 

び平成２９年度雇用調整等に対応するための地域連絡会議 

〃 平成２９年度「宇都宮観光コンベンション協会通常総会」 会頭、常務理事 

〃 平成２９年度「社会を明るくする運動、青少年の非行・被害防

止全国強調月間」宇都宮市推進委員会 

総務部次長代理 

6. 1 平成２９年度第１回栃木労働局外国人留学生就職支援協議会 地域振興部長 

〃 平成２９年度宇都宮防犯協会定期総会 常務理事 

2 平成２９年度うつのみや人づくり推進委員会（第１回） 常務理事 

〃 宮っこフェスタ２０１７ 第１回実行委員会 常務理事 

5 (一社)栃木県中小企業診断士会 第１回啓発実践推進委員会

（雇用管理改善促進事業） 

地域振興部長 

6 ㈱とちぎ産業交流センター 第８７回取締役会 会頭 

7 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構栃木支部栃木障

害者職業センター 平成２９年度第１回精神・発達障害者雇用

支援連絡協議会 

地域振興部長 

〃 (公社)宇都宮法人会 第６回通常総会 常務理事 

8 平成２９年度宇都宮地区インターンシップ学校・地域連絡会議 地域振興部長 

〃 平成２９年度関東五県商工会議所共済事業運営協議会「総会及

び情報交換会」（～9日） 

専務理事 

〃 (公財)日本電信電話ユーザ協会宇都宮地区協会 平成２９年度

理事会及び定期総会 

会頭、総務部長 

9 宇都宮市新産業創出支援事業補助金審査委員会 経営支援部次長 

13 平成２９年度やさしさをはぐくむ福祉のまちづくり推進協議会

定期総会 

常務理事 

〃 (公社)鉄道貨物協会宇都宮支部 第１回幹事会 会頭 

〃 (公社)鉄道貨物協会宇都宮支部 平成２９年度通常総会 会頭 

14 「小さな親切」運動宇都宮支部 平成２９年度定期総会 常務理事 

〃 関東信越税理士会宇都宮支部 第３６回定期総会 会頭 

19 宇都宮二荒山神社 責任役員会 会頭 

〃 鹿沼相互信用金庫「かぬましんきんビジネスクラブ リアン～

絆～」発足総会 

会頭、経営支援部長 

23 栃木県火災共済協同組合 第３１回通常総代会 会頭 

29 平成２９年度第１回宇都宮歩け歩け大会実行委員会 常務理事 
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開催年月日 会議名 出席者 

〃 ㈱とちぎ産業交流センター 第２３回定時株主総会 北村名誉会頭、関口会頭 

〃 ㈱とちぎ産業交流センター 第８８回取締役会 会頭 

7. 3 平成２９年度経済団体新春講演会実行委員会 会頭 

5 平成２９年度第１回うつのみや産業振興協議会 常務理事 

6 (公財)日本電信電話ユーザ協会栃木支部 平成２９年度理事会 会頭 

12 栃木産業技術センター 平成２９年度機械・電子及び材料関係

産業団体等情報交換会 

地域振興部担当職員 

14 ㈱とちぎネットワークパートナーズ 臨時株主総会 専務理事 

18 宇都宮市おもてなし推進委員会 平成２９年度第２回部会 地域振興部長 

〃 宇都宮財務事務所 最近の景気動向等ヒアリング 会頭、専務理事、常務理

事、理事・事務局長 

〃 「とちぎ地域起業応援ネットワーク」金融支援プロジェクトチ

ーム～中小・小規模支援のための座談会～ 

経営支援部担当職員 

19 平成２９年度宇都宮市中心市街地活性化協議会総会 地域振興部担当職員 

20 平成２９年度第２回宇都宮市ＤＣ推進委員会 地域振興部担当職員 

〃 宇都宮市保健所 平成２９年度宇都宮市自殺対策ネットワーク

会議 

総務部次長 

25 (一社)栃木県産業会館 平成２９年度「第２回総会」及び「第

３回理事会」 

会頭、常務理事 

〃 宇都宮中心商店街みやヒルズ活性化委員会 地域振興部担当職員 

27 平成２９年度（第４２回）ふるさと宮まつり開催委員会 臨時

総会 

会長、専務理事、常務理

事 

28 第１回宇都宮市民の日実行委員会 常務理事 

〃 平成２９年度事業承継ネットワーク構築事業 第１回全国協議

会 

経営支援部担当職員 

8. 2 平成２９年度第１回県央地域公共交通利活用促進協議会 常務理事 

〃 第７７回国民体育大会宇都宮市準備委員会設立発起人会 会頭 

8 第３回宇都宮市総合計画審議会（第３分科会） 会頭 

9 平成２９年度宇都宮市不法投棄未然防止連絡協議会 地域振興部担当職員 

〃 うつのみや食育フェア実行委員会 第１２回うつのみや食育フ

ェア第２回運営部会 

地域振興部担当職員 

〃 平成２９年度第２回宇都宮ブランド推進協議会 常務理事 
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開催年月日 会議名 出席者 

15 映画「キスできる餃子」制作委員会準備会 理事・事務局長、地域振

興部次長代理 

〃 宇都宮地方創生ムービー２．０を推進する会設立総会 会頭、理事・事務局長、

地域振興部部長・次長代

理、総務部次長代理 

22 宇都宮中央地区安全運転管理者協議会 正副会長・支部長会議 総務部次長 

24 アクサ生命保険㈱「ウイズプラン協議会」 総務部担当職員 

〃 日本政策金融公庫宇都宮支店国民生活事業「経営改善貸付連絡

協議会」 

経営支援部担当職員 

29 平成２９年度第３回宇都宮ＣＳＲ推進協議会 地域振興部長 

30 栃木県河内農業振興事務所 河内地方農産物付加価値化推進会

議・「いちご王国」プロモーション地域連絡会議 

地域振興部次長代理 

〃 平成２９年度第１回とちぎふるさと投資活用連絡会議 経営支援部担当職員 

9. 1 平成２９年度宇都宮税務行政協力会総会 経営支援部長 

21 平成２９年度第１回宮の市（商業祭）実行委員会 地域振興部部長・次長代

理・担当職員 

25 第１回宇都宮餃子祭り実行委員会 常務理事、理事・事務局

長 

26 平成２９年度第１回宇都宮市地域情報化推進懇談会 常務理事 

〃 平成２９年度第１回宇都宮市中心市街地ライトアップ実行委員

会 

地域振興部担当職員 

27 第２回栃木県宇都宮交通圏タクシー特定地域協議会 理事・事務局長 

29 宇都宮中心商店街みやヒルズ活性化委員会 地域振興部担当職員 

10. 4 平成２９年度第１回宇都宮市民の日企画委員会 常務理事 

6 平成２９年度第２回宇都宮歩け歩け大会実行委員会 常務理事 

10 ＬＲＴの早期着工を目指す市民大会実行委員会 会頭、北村名誉会頭、常

務理事、地域振興部長 

12 宇都宮財務事務所 最近の景気動向等ヒアリング 会頭、専務理事、常務理

事、理事・事務局長 

〃 ジャパンカップサイクルロードレース実行委員会 ２０１７ジ

ャパンカップサイクルロードレース開催に伴う第２回推進委員

会 

常務理事 
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開催年月日 会議名 出席者 

16 平成２９年度第１回歴史と光のフュージョンプロジェクト実行

委員会 

地域振興部長 

17 関東経済産業局 平成２９年度関東ブロック事業引継ぎ支援事

業連絡会議 

経営支援部担当職員 

〃 宇都宮共和大学「第１回大学コンソーシアムとちぎ 宇都宮市

創造都市プラットホーム形成運営協議会」 

地域振興部部長・次長代

理・担当職員 

〃 プラットフォーム形成準備班／文星芸術大学「第１回プラット

フォーム形成運営協議会」 

地域振興部長、同部次長

代理、同部担当職員 

25 (公財)栃木県暴力追放県民センター 第１４回暴力追放栃木県

民大会 

総務部長 

27 宇都宮観光コンベンション協会 宇都宮市観光ポスター制作掲

出業務審査委員会 

常務理事、理事・事務局

長 

30 「第３１回宇都宮マラソン大会」第２回実行委員会 常務理事 

〃 第２回宇都宮餃子祭り実行委員会 理事・事務局長 

11. 2 宇都宮ブランド推進協議会 平成２９年度第１回宇都宮アンテ

ナショップ「宮カフェ」運営委員会 

理事・事務局長 

〃 第５回宇都宮市総合計画審議会全体会議 会頭 

6 宇都宮ブランド推進協議会「宇都宮市民シティプロモーション

支援事業中間報告会」 

理事・事務局長 

16 平成２９年度第２回県央地域公共交通利活用促進協議会 常務理事 

17 「第７７回国民体育大会宇都宮市準備委員会」設立総会・第１

回総会 

会頭、常務理事 

21 栃木県中小企業団体中央会 平成２９年度組織化推進連携会議

（県西ブロック） 

地域振興部次長代理 

22 ㈱とちぎ産業交流センター 第８９回取締役会 会頭 

27 平成２９年度第２回宇都宮市民の日企画委員会 常務理事 

〃 宇都宮市地域・職域連携推進協議会ワーキンググループ会議 地域振興部担当職員 

〃 宇都宮市ＤＣ推進委員会 常務理事、地域振興部部

長・次長代理 

28 平成２９年度第２回うつのみや産業振興協議会 常務理事 

12. 6 栃木県信用保証協会「平成２９年度商工団体担当者との事務打

ち合わせ会議」 

経営支援部担当職員 
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開催年月日 会議名 出席者 

22 宇都宮市やさしさをはぐくむ福祉のまちづくり推進協議会 第

１回「平成２９年度自主事業実行委員会」 

常務理事 

25 第２回宇都宮市民の日実行委員会 常務理事 

〃 宮っこフェスタ２０１７第３回実行委員会 常務理事 

H30. 1.16 平成２９年度第３回宇都宮市地域情報化推進懇談会 常務理事 

〃 宇都宮財務事務所 最近の景気動向等ヒアリング 会頭、専務理事、常務理

事、理事・事務局長 

〃 ベストウイズクラブ 平成２９年度幹事会（表彰式）（～17 日） 専務理事 

17 平成２９年度第２回宇都宮市地域・職域連携推進協議会 地域振興部長 

18 宇都宮税務署管内小企業納税者税務指導協議会 経営支援部次長・担当職

員 

19 平成２９年度第２回宮の市（商業祭）実行委員会 地域振興部部長・次長代

理・担当職員 

25 第７回宇都宮市総合計画審議会（全体会） 会頭 

26 東京商工会議所企画検定試験 担当者会議 総務部担当職員 

29 第２回事業承継診断運動モデル地域全体会（とちぎ地域起業応

援ネットワーク事業承継支援ＰＴ） 

経営支援部長 

2.16 平成２９年度第３回宇都宮ブランド推進協議会 常務理事 

19 栃木県立宇都宮商業高等学校 平成２９年度第２回学校評議員

及び学校関係者評価委員会 

常務理事 

〃 (一社)栃木県産業会館 平成２９年度消防総合訓練の実施に伴

う「防火管理者打合せ会」 

総務部次長代理 

21 平成２９年度第４回うつのみや人づくり推進委員会・運営部会 常務理事 

22 総務省栃木行政監視行政相談センター 行政懇談会 専務理事 

23 うつのみやアグリネットワーク運営委員会 平成２９年度アグ

リビジネス創出促進事業開発商品カタログ制作業務の実施に係

るプロポーザルの審査 

地域振興部次長代理 

26 第１回宇都宮駅東口地区整備事業者選定委員会 専務理事 

28 大谷商工観光協力会 会議（大谷石ふかし焼きについて）（勉

強会） 

地域振興部担当職員 

〃 (一社)栃木県産業会館 平成２９年度第２回幹事会 理事・事務局長 

3. 8 宇都宮中心商店街みやヒルズ活性化委員会 地域振興部担当職員 
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開催年月日 会議名 出席者 

12 公益財団法人大谷地域整備公社 第２２回理事会 専務理事 

13 宇都宮餃子祭り実行委員会「宇都宮餃子祭り２０１７」監査 地域振興部長 

〃 (一社)栃木県産業会館 平成２９年度「第５回理事会」 会頭、常務理事 

〃 (一社)栃木県産業会館 平成２９年度「第３回総会」 会頭、常務理事 

14 ㈱とちぎネットワークパートナーズ 第３４回取締役会 専務理事 

〃 (一財)全国商工会議所共済会 第１７９回理事会・第１２７回

年金委員会 

総務部長 

〃 宇都宮ブランド推進協議会 平成３０年度第２回宇都宮アンテ

ナショップ「宮カフェ」運営委員会 

常務理事 

15 平成２９年度第３回宇都宮市地域・職域連携推進協議会ワーキ

ンググループ会議 

地域振興部担当職員 

20 宇都宮都市交通戦略推進懇談会 理事・事務局長 

〃 平成２９年度第３回県央地域公共交通利活用促進協議会 常務理事 

〃 (一社)栃木県中小企業診断士会 第３回啓発実践推進委員会

（雇用管理改善促進事業） 

地域振興部長 

〃 「２０１７ジャパンカップサイクルロードレース」開催に伴う

第２回実行委員会・第３回推進委員会 

常務理事 

22 平成２９年度第２回栃木労働局外国人留学学生就職支援協議会 地域振興部長 

23 (公社)鉄道貨物協会宇都宮支部 幹事会 会頭 

26 「第３１回宇都宮マラソン大会」第３回実行委員会 常務理事 

〃 第３回宇都宮餃子祭り実行委員会 常務理事、地域振興部長 

28 平成２９年度第７回宇都宮ＣＳＲ推進協議会 地域振興部長 

〃 平成３０年度第２回うつのみや起業家支援ネットワーク会議 経営支援部次長・担当職

員 

29 平成２９年度第４回宇都宮ブランド推進協議会 理事・事務局長 

〃 平成２９年度第４回宇都宮市ＤＣ推進委員会 常務理事 

 

(ｲ) その他の会議（行事等） 

開催年月日 会議名（行事名） 出席者 

H29. 4. 1 歴史文化を伝承する市民の会 初代明石志賀之助杯「第１０回

記念少年奉納相撲大会」式典 

会頭 
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開催年月日 会議名（行事名） 出席者 

3 平成２９年度宇都宮卸商業団地協同組合新入社員歓迎昼食会 会頭 

4 平成２９年度オリオンバザール実施に関する研修会 地域振興部次長代理 

6 「４月の木曜会」例会 会頭 

12 (一社)内外情勢調査会宇都宮支部 ４月例会 会頭 

〃 アクサ生命保険㈱宇都宮支社「県内」共済制度合同研修会」 理事・事務局長、総務部

担当職員 

21 ２０１７年度東京商工会議所企画検定試験施行研修会（施行商

工会議所新任担当者向け） 

総務部担当職員 

〃 栃木県弁護士会 新役員就任披露パーティー 栃木県中小企業再生支

援協議会統括責任者 

27 栃木県日経懇話会 ４月例会 会頭 

5.22 宇都宮卸商業団地協同組合 第５０回通常総会終了後の「懇親

会」 

会頭 

23 第１６８回「しもつけ２１フォーラム」５月例会 会頭 

24 宇都宮公共職業安定所 学卒等求人受理説明会 総務部次長 

〃 平成２９年度宇都宮ホテル旅館協同組合通常総会終了後の「懇

親会」 

経営支援部長 

〃 宇都宮機械工業会 第６２回定時総会終了後の「懇親会」 常務理事、地域振興部次

長代理 

29 ＬＩＮＫ ＴＯＣＨＩＧＩ ＢＲＥＸ ２０１６－１７シーズ

ン スポンサーサンクスパーティー 

地域振興部長 

6. 3 リンク栃木ブレックス ２０１６－２０１７優勝報告会 会頭 

〃 (公社)日本技術士会栃木県支部 平成２９年度年次大会・講演

会・新合格者歓迎会・懇親会 

経営支援部長 

4 第２２回「宇都宮さつき＆花フェア」のさつき展示品評会表彰

式 

常務理事 

9 特定非営利活動法人宇都宮中心商店街活性化委員会 平成２９

年度通常総会終了後の「懇親会」 

会頭、地域振興部長 

13 みどり野商店会 研修会 地域振興部担当職員 

14 (一社)内外情勢調査会宇都宮支部 ６月懇談会 会頭 

17 栃木県日中友好協会 丹波宇一郎 前中国大使講演会・懇親会 会頭 

21 栃木県日経懇話会 ６月例会 会頭、専務理事 
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開催年月日 会議名（行事名） 出席者 

30 美化推進重点区等の周知啓発に係る夜間巡回指導の実施 地域振興部次長代理 

7.12 みずほ銀行宇都宮支店「宇都宮みずほ研修会」講演会・懇親会 専務理事 

13 第１７０回「しもつけ２１フォーラム」７月例会 会頭 

〃 「地域経済応援ポイント導入による消費拡大プロジェクト」に

おける「マイキープラットフォーム及び自治体管理クラウド」

のシステム仕様（案）並びに「取扱マニュアル」（案）等に係

るブロック説明会 

地域振興部担当職員 

〃 宇都宮商工中金会 第５５回通常総会終了後の「講演会並びに

懇親会」 

専務理事、常務理事 

19 独立行政法人中小企業基盤整備機構関東本部中小企業大学校東

京校 中小企業支援担当者等研修 専門研修（～21 日） 

総務部担当職員 

24 とちしん宇都宮経済クラブ 講演会 理事・事務局長、地域振

興部次長代理 

27 ベストウイズクラブ「第３３回優良商工会議所愛知県三河地区

視察」（～28日） 

総務部次長 

28 ＬＲＴの早期着工を目指す市民大会実行委員会事務局から結果

報告 

会頭、常務理事 

29 ２０１７ ＦＩＢＡ ３×３ Ｗｏｒｌｄ Ｔｏｕｒ Ｕｔｓ

ｕｎｏｍｉｙａ Ｍａｓｔｅｒｓ 予選リーグ 

地域振興部長 

30 ２０１７ ＦＩＢＡ ３×３ Ｗｏｒｌｄ Ｔｏｕｒ Ｕｔｓ

ｕｎｏｍｉｙａ Ｍａｓｔｅｒｓ 決勝トーナメント 

地域振興部長 

8. 3 木曜会８月例会 会頭 

4 オリオン七夕まつり実行委員会 平成２９年度「オリオン七夕

まつり」審査会 

専務理事、地域振興部部

長・担当職員 

6 オリオン七夕まつり実行委員会 平成２９年度「オリオン七夕

まつり」表彰式 

会頭、常務理事、地域振

興部部長・担当職員 

15 映画「キスできる餃子」クランクインパーティー 会頭、理事・事務局長、

地域振興部長、総務部次

長他 

9. 2 ＬＲＴの早期着工を目指す市民大会 会頭、専務理事、常務理

事 

5 アクサ生命保険㈱宇都宮支社「県内共済制度合同研修会」 理事・事務局長、総務部
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開催年月日 会議名（行事名） 出席者 

担当職員 

7 木曜会９月例会 会頭 

22 ㈱栃木ブレックス ＬＩＮＫ ＴＯＣＨＩＧＩ ＢＲＥＸ Ｔ

ｉｐ－ｏｆｆ Ｐａｒｔｙ ２０１７ 

地域振興部次長代理 

26 栃木県地域事務局・栃木県中企業団体中央会「ものづくり補助

事業成果事例発表会」 

地域振興部担当職員 

30 宇都宮防犯協会「宇都宮地域安全のつどい」 常務理事 

〃 「よみがえれ！宇都宮城」市民の会 宇都宮城歴史講演会 地域振興部次長代理 

10. 1 「第１２回うつのみや食育フェア」オープニング 常務理事 

2 めぶき証券㈱宇都宮支店開店セレモニー 会頭、総務部部長、次長 

4 平成２９年度「商工会議所経理担当職員研修会」（初級・中級）

およびＴＯＡＳ研修会（商工会議所経理コース） 

総務部担当職員 

7 宮っこフェスタ２０１７開会式 常務理事 

11 (公財)日本電信電話ユーザ協会栃木支部 電話応対コンクール

栃木県大会・表彰式 

会頭 

13 「とちぎインバウンド大臣」任命式・講演会 地域振興部次長代理 

19 青森県商工会議所連合会 平成２９年度共済制度担当者県外研

修 

常務理事、理事・事務局

長、総務部部長・次長・

担当職員 

〃 栃木県日経懇話会４０周年講演会・懇親パーティー 会頭、専務理事、常務理

事、理事・事務局長 

21 宇都宮二荒山神社 平成２９年度例祭（秋山祭） 会頭 

〃 ジャパンカップサイクルロードレース実行委員会「２０１７ジ

ャパンカップクリテリウム」 

会頭、常務理事、総務部

次長 

25 (公財)栃木県暴力追放県民センター 第１４回暴力追放栃木県

民大会 

総務部長 

26 (公財)日本電信電話ユーザ協会栃木支部 平成２９年度ＩＣＴ

セミナー 

会頭 

29 宇都宮歩け歩け大会実行委員会「宇都宮ウオーキングフェスタ

２０１７」におけるボランティア従事 

常務理事 

11. 4 「宇都宮餃子祭り２０１７」オープニングセレモニー 増渕副会頭、専務理事 

7 栃木県政務連絡協議会 税を考える週間記念講演会 経営支援部担当職員 
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開催年月日 会議名（行事名） 出席者 

〃 特定非営利活動法人宇都宮中心商店街活性化委員会「バンバ・

イルミネーション点灯式」 

会頭、専務理事、常務理

事、理事・事務局長、総

務部長、地域振興部部

長・担当職員 

8 独立行政法人中小企業基盤整備機構関東本部 中小企業大学校

東京校 中小企業支援担当者等研修（～10日） 

地域振興部次長代理 

13 宇都宮税務行政協力会「税を考える週間街頭広報」 経営支援部部長・担当職

員 

15 宇都宮税務署 平成２９年度納税表彰式 経営支援部長 

〃 宇都宮税務行政協力会 納税表彰式「祝賀会」 経営支援部長 

〃 栃木県中小企業診断士設立５周年及び「１１月４日中小企業診

断士の日」記念講演会 

経営支援部担当職員 

16 宇都宮市中心市街地ライトアップ実行委員会／歴史と光のフュ

ージョンプロジェクト実行委員会「うつのみやイルミネーショ

ン２０１７」点灯式 

増渕副会頭他 

17 宇都宮財務事務所「金融庁の業務説明」 経営支援部部長・次長・

担当職員 

18 ＮＰＯ法人大谷石研究会「石の街うつのみやシンポジウム」大

谷・大谷石・大谷石文化 未来へ 

常務理事、地域振興部部

長・次長代理 

19 第３１回宇都宮マラソン大会 会頭、常務理事 

20 宇都宮中央地区安管協 安全運転管理者のための第４回地区講

習会 

総務部次長 

24 平成２９年度栃木県火災共済協同組合巡回による個別代理店研

修会 

総務部担当職員 

〃 Ｊａｐａｎ伝統芸第７回Ａｕｔｕｍｎ Ｆｅｓｔｉｖａｌ 専務理事、常務理事 

26 うつのみや人づくり推進委員会「うつのみや人づくりフォーラ

ム」 

常務理事 

〃 宇都宮ブリッツェン ２０１７シーズンエンドパーティー 地域振興部次長代理 

29 宇都宮共和大学シティライフ学シンポジウム「まちを元気にす

るＬＲＴ－交通未来都市 うつのみやの取組－」 

地域振興部次長代理 

12. 1 栃木県日経懇話会 １２月例会 会頭 

2 ２０１７宇都宮シクロクロスシリーズ 常務理事 
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開催年月日 会議名（行事名） 出席者 

7 宇都宮市おもてなし推進委員会 おもてなし普及啓発部会「お

もてなしセミナー」 

地域振興部部長、担当職

員 

12 協同組合自家用車共済宇都宮サービスセンター 自動車共済研

修会 

総務部担当職員 

〃 栃木サッカークラブ ２０１７シーズン報告会 地域振興部次長代理 

18 うつのみやアグリネットワーク運営委員会 平成２９年度うつ

のみやアグリネットワーク異業種交流会 

常務理事、地域振興部次

長代理・同部担当職員 

20 まちなか活性化シンポジウム＆ワークショップ～スポンジ化し

たまちなかの「空き」空間の可能性を考える～ 

常務理事、地域振興部部

長・担当職員 

21 栃木県立宇都宮商業高等学校 平成２９年度校内課題研修発表

会 

常務理事 

22 「第１８回宇都宮市まちなみ景観賞」表彰式 常務理事 

H30. 1. 4 (一社)栃木県産業会館 平成３０年産業会館「初顔合わせ」 会頭、専務理事、常務理

事、理事・事務局長、地

域振興部長、経営支援部

部長・次長 

〃 新年賀詞交歓会（宇都宮市・宇都宮商工会議所・うつのみや市

商工会共催） 

会頭、専務理事、常務理

事、理事・事務局長、総

務部部長・次長、経営支

援部長、地域振興部長 

10 宇都宮卸商業団地協同組合 平成３０年新春賀詞交歓会 会頭、地域振興部長 

〃 第１７６回「しもつけ２１フォーラム」１月例会及び栃木県新

春賀詞交歓会 

会頭、常務理事 

〃 宇都宮二荒山神社 新春懇談会 会頭 

11 (公社)宇都宮法人会 新年賀詞交歓会 経営支援部長 

12 美化推進重点地区等の周辺啓発に係る夜間巡回指導の実施 地域振興部担当職員 

16 (公社)宇都宮青年会議所 ２０１８年度新春交流会 会頭、常務理事、理事・

事務局長、経営支援部

長、地域振興部長、総務

部次長 

17 みどり野商店会 新年会 地域振興部次長代理 

18 リンク栃木ブレックスＢリーグ初代王者記念～感動をありがと 地域振興部長 
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開催年月日 会議名（行事名） 出席者 

う～プロジェクトモニュメント除幕式 

19 二荒山神社 新年会 会頭 

23 宇都宮税務署管内青色申告会連合会 税務実務研修会 経営支援部担当職員 

〃 平成３０年清原ふれあい商工会新年会 地域振興部担当職員 

24 宇都宮機械工業会 新年会 常務理事、地域振興部担

当職員 

25 宇都宮衣料小売協同組合 新年会 会頭、地域振興部 

29 経済団体新春講演会実行委員会 平成２９年度経済団体新春講

演会「２０１８年 日本経済の展望」 

会頭、専務理事、常務理

事、総務部次長代理 

〃 バンバ通り商店街 新年会 会頭 

30 宇都宮地域商業振興協議会 新年会 会頭、専務理事、常務理

事、理事・事務局長、地

域振興部部長・次長代理 

2. 3 第９８回節分祭 宇都宮二荒山神社厄難消除祈祷講 会頭 

6 宇都宮税務行政協力会「税の百人一首」表彰式 経営支援部長 

〃 宇都宮商工中金会／宇都宮中金ユース会 新春講演会・賀詞交

歓会 

会頭、専務理事、常務理

事 

7 第１７７回「しもつけ２１フォーラム」２月例会 会頭 

〃 アクサ生命保険㈱宇都宮営業所 共済フォーラム 理事・事務局長 

11 宇都宮二荒山神社 紀元祭 会頭 

14 宇都宮中央警察署／宇都宮中央地区安管協 平成２９年度優良

安全運転管理者等地区表彰式 

総務部次長 

〃 アクサ生命保険㈱宇都宮営業所 共済フォーラム 理事・事務局長 

16 みずほ銀行宇都宮支店「宇都宮みずほ研修会」講演会・懇親会 会頭 

17 宇都宮二荒山神社 祈年祭 会頭 

20 第２回まちなか活性化ワークショップ 地域振興部担当職員 

〃 オリオン通り曲師町商業協同組合 商店会新春会 会頭、地域振興部担当職

員 

〃 栃木サッカークラブ ２０１８シーズンキックオフパーティー 地域振興部部長、次長代

理 

23 うつのみやアグリネットワーク運営委員会 平成２９年度アグ

リビジネス創出促進事業開発商品カタログ制作業務の実施に係

地域振興部次長代理 
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開催年月日 会議名（行事名） 出席者 

るプロポーザルの審査 

3. 5 (公財)栃木県産業振興センター よろず支援事業に係る「支援

事例発表会（セミナー）」 

経営支援部長 

7 第１７８回「しもつけ２１フォーラム」３月例会 常務理事 

8 アクサ生命保険㈱宇都宮営業所 共済フォーラム 常務理事 

9 アクサ生命保険㈱宇都宮営業所 共済フォーラム 理事・事務局長 

13 アクサ生命保険㈱宇都宮営業所 共済フォーラム 理事・事務局長 

16 賑わい創出に係る拠点整備研究アドバイザー派遣研修 地域振興部担当職員 

17 「よみがえれ！宇都宮城」市民の会「宇都宮城桜まつり」開会

セレモニー 

会頭 

21 「第６回アクサレディスゴルフトーナメント２０１８ ｉｎ Ｍ

ＩＹＡＺＡＫＩ」プロアマ大会（～23日） 

会頭 

 


